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保健医療学部（看護学科） 
 
著書 

・ 郷間悦子（分担執筆）：クエスチョン・バンク保健師国家試験問題解説2010(2)，高齢者の保健指導，107-115，メデ

ィックメディア，2009 

・ 横山重子（分担執筆）：系統看護学講座成人看護学⑤，薬物療法を受ける患者の看護，胃食道逆流症患者の看護，他，

279，307，他，医学書院，(2009) 

・ 横山重子（分担執筆，系統別看護学講座編集室）：系統別看護師国家試験問題解答と解説/国家試験問題集WEB，循

環器，医学書院，2009 

・ 岩﨑和代（分担）：マタニティ診断ガイドブック(3)，新生児期のマタニティ診断，168-197，医学書院，2010 

 

原著論文 

・ 岩﨑和代，原田留美：乳幼児を育てる母親の母性意識と育児観，とちぎ母性衛生，36，54-62，2010.3 

・ 長谷川智子，岩﨑和代：父親という意識の受容過程に関する質的研究，とちぎ母性衛生，36，25-29，2010.3 

・ 森 美佳，宮地富士子，浜田美里，岩崎和代：中堅看護師の職務満足の実態，東邦大学看護研究会誌，6，2010.3 

・ 片岡睦子，杉山敏宏，谷岡哲也：断酒会入会者を対象とした調査（その3） 婚姻および断酒会の有用性，香川大学

看護学雑誌，13(1)，101-107，2009 

・ Imai E：Clinical important of Stenotrophomonas maltophilia nosocomial pneumonia due to its high mortality in hemodialysis 

patients，Ther Apher Dial，13(3)，193-198，2009.6 

・ 須佐公子，豊嶋三枝子，村松由紀：ケアマネージャーの職務状況とバーンアウトの実態介護保険法改正前後の比較，

日本看護学会論文集：看護管理，39，342-344，2009.4 

・ 上原和代，川﨑佳代子，臼井淳美：O市内に在住する働く母親の母乳育児環境，日本母乳哺育学会雑誌，3(1)，17-25，

2009.6 

・ 臼井淳美，山口順子，川﨑佳代子：入院体験のある妊婦の胎児および乳児に対する愛着に関する研究－愛着と夫婦関

係・内的ワーキングモデルとの関連－，母性衛生，50(2)，325-333，2009.7 

 

総説 
・ 藤本幸三：師長のモチベーションを高める教育指導能力評価実践法，看護部長通信，7(3)，49-55，2009.8 

・ 村松由紀，江口裕美子：看護教育におけるコミュニケーションプログラム開発第3報－実践と評価－，第29回日本看

護科学学会学術集会講演集，383，2009.11 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 
・ 岩﨑和代：思春期と性感染症予防，大田原市湯津上中学校，栃木県大田原市，2010.2.3 

・ 谷規久子，坂倉恵美子，YOU, RU-YUH PO-TSUNG CHEN：Current Situation and Measure of Gerontological Nursing in 

Japan，台湾・日本高齢者研究会研修，台南YNCA，台湾台南市，2009.7.25-26 

・ 谷規久子：ファーストレベル研修，栃木県看護協会，栃木県看護協会，栃木県宇都宮市，2009.9.5 

・ 谷規久子：ファーストレベル研修，栃木県看護協会，栃木県看護協会，栃木県宇都宮市，2009.9.12 

・ 谷規久子，堀田ふき，北川公子，田中和子，西山みどり，桑田美代子（シンポジスト）：シンポジウム 認知症の

人々の健康管理慢性疾患をもっている人の生活を支える，第10回認知症ケア学会，東京国際フォーラム，東京都千代

田区，2009.10.31 
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・ 谷規久子：高齢者の看護，神奈川県看護協会，神奈川県横浜市，2009.11.19 

・ 樋本まゆみ：看護の理想と現実，求められる看護師とは，国際医療福祉大学病院，栃木県那須塩原市，2009.6.20 

 

学会発表 
・ 岩﨑和代（座長）：乳幼児を育てる母親の母性意識と育児観，第34回とちぎ母性衛生学術集会，とちぎ健康の森，栃

木県宇都宮市，2009.6.13 

・ 佐々木智子，岩﨑和代：緊急帝王切開に至った産婦と夫の出産経験に対する認識，第24回日本助産学会学術集会（ポ

スターセッション），つくば国際会議場，茨城県つくば市，2010.3.21 

・ 福平裕子，岩﨑和代：助産院での出産を選択した女性の出産体験の意味，第24回日本助産学会学術集会（ポスターセ

ッション），つくば国際会議場，茨城県つくば市，2010.3.21 

・ 松永佳子，岩﨑和代，藤本 薫：第1子を出産した女性の産後1ヶ月の心配ごととその対処，第24回日本助産学会学術

集会（ポスターセッション），つくば国際会議場，茨城県つくば市，2010.3.21 

・ 藤田京子，新野峰子，金 升子，谷規久子，伊沢礼子，佐山文子，遠藤知典：大学看護基礎教育において強化を臨む

看護技術－新人看護師とプリセプター経験看護師の比較，第29回日本看護科学学会学術集会，幕張メッセ・国際会議

場・幕張イベントホール，千葉県千葉市，2009.11.27 

・ 桑田美代子，岡本充子，得居みのり，吉岡佐知子，西山みどり，藤田冬子，谷規久子，兼田美代，森山祐美，直井千

津子，高梨早苗，松本佐知子，高道香織：交流集会3大往生の創造－看取りびとへの道－，日本老年看護学学会第14

回学術集会，札幌コンベンションセンター，北海道札幌市，2009.9.26 

・ 谷規久子，伴真由美，原 等子，辻村真由子，鈴木祐恵，西山みどり，吉原悦子，桑田美代子，金川克子：施設入所

高齢者の効果的排便の検討－ケアプロトコール試行事例に対するケア内容分析から－，日本老年看護学学会第14回学

術集会，札幌コンベンションセンター，北海道札幌市，2009.9.26 

・ 西山みどり，伴真由美，原 等子，辻村真由子，谷規久子，鈴木祐恵，吉原悦子，桑田美代子，金川克子：排便（便

秘の改善）ケアプロトコール試行に伴う看護職・介護職の排便ケアにおける変化，日本老年看護学学会第14回学術集

会，札幌コンベンションセンター，北海道札幌市，2009.9.26 

・ 辻村真由子，伴真由美，原 等子，谷規久子，鈴木祐恵，西山みどり，吉原悦子，桑田美代子，金川克子：施設入所

高齢者の排便状況と下剤使用に関する実態調査－排便（便秘の改善）ケアプロトコール試行施設を対象として－，日

本老年看護学学会第14回学術集会，札幌コンベンションセンター，北海道札幌市，2009.9.26 

・ 伴真由美，原 等子，辻村真由子，谷規久子，鈴木祐恵，西山みどり，吉原悦子，桑田美代子，金川克子：厚生労働

省補助金研究報告施設入所高齢者のための排便（便秘の改善）ケアプロトコール開発－実践現場におけるケアプロト

コールの有用性の検討－，日本老年看護学学会第14回学術集会，札幌コンベンションセンター，北海道札幌市，

2009.9.27 

・ 原 等子，伴真由美，辻村真由子，谷規久子，鈴木祐恵，西山みどり，吉原悦子，桑田美代子，金川克子：排便（便

秘の改善）ケアプロトコールによる下剤使用状況の変化－高齢者施設における試行事例から－，日本老年看護学学会

第14回学術集会，札幌コンベンションセンター，北海道札幌市，2009.9.27 

・ 糸井裕子，重久加代子，小野崎美幸，佐山文子：成人看護学慢性期実習における技術習得状況と課題－身体侵襲を伴

う看護技術に焦点をあてて－，第29回日本看護科学学会学術集会，幕張メッセ国際会議場，千葉県千葉市，

2009.11.27 

・ 川野英子，平野美穂，猪腰江美子：訪問看護師用の職務を継続する尺度の開発，日本看護管理学会，アクトシティ浜

松，静岡県浜松市，2009.8.21 

・ 川野英子，猪腰江美子：訪問看護ステーションへ入職した看護師への教育DVDの作成，日本家族看護学会，高山市民
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文化会館，岐阜県高山市，2009.9.5 

・ 平野美穂，川野英子，岡本 薫，黒木由里子，高橋多鶴子：在宅における療養生活の指導で生じている訪問看護師と

病棟看護師のミスマッチの要因，訪問看護・在宅ケア研究交流集会，日本教育会館，東京都千代田区，2009.11.15 

・ 重久加代子：がん看護に携わる看護師のケアリング行動と性差の関連－ケアリング行動と予測要因の分析より－，第

24回日本がん看護学会，静岡県コンベンションセンター，静岡県静岡市，2010.2.13 

・ 田尻后子，霍 明，秋山純和，丸山仁司：腹横筋と肛門挙筋との運動連について，第8回理学療法科学国際大会，華

西病院，中国重慶，2010.3.27 

・ 村松由紀，江口裕美子：看護教育におけるコミュニケーションプログラム開発第3報－実践と評価－，第29回日本看

護科学学会学術集会，幕張メッセ国際会議場・幕張イベントホール，千葉県千葉市，2009.11.28 

・ 木内敦夫，松本郁子，岡 美香，松本京子，青山昭子，藤田晴美：有床診療所における分娩の医療安全に関する調

査・第2報－日本のお産は人為的な操作によって管理されているのか？－，栃木県母性衛生学会（第34回），とちぎ

健康の森，栃木県宇都宮市，2009.6.16 

・ 松本郁子，岡 美香，小堀有紀，松本京子，掛田充克，木内敦夫：当院における産後2週間健診と1か月健診の実態と

課題，日本母性衛生学会（第50回），パシフィコ横浜国立大ホール，神奈川県横浜市，2009.9.28 

・ 岡 美香，松本郁子，小堀有紀，松本京子，掛田充克，木内敦夫：当院における1か月健診までの子育て支援～助産

師，看護師が担う2週間健診の効果～，日本母性衛生学会（第50回），パシフィコ横浜国立大ホール，神奈川県横浜

市，2009.9.28 

 

研究助成金（文部科学省，厚生労働省，公的研究費，その他研究助成金） 
・ 松永佳子（代表者），藤本 薫，岩﨑和代（連携研究者）：サービスプロフィットチェーンを援用した産褥期のサー

ビスシステム構築に関する研究，平成20年度文部省科学研究費（3年間），基盤C，20592517，継続 

・ 川野英子：介護予防訪問看護の健康維持・増進に対する効果の検討，文部科学省，採択 

・ 平野美穂，川野英子，岡本 薫，黒木由里子，高橋多鶴子：在宅における療養生活の指導で生じている訪問看護師と

病棟看護師のミスマッチの要因，訪問看護振興財団，採択 

・ 川野英子，平野美穂，猪腰江美子，鳥居央子：訪問看護師が訪問看護活動を継続する環境要因の検討，財団法人在宅

医療助成勇美記念財団 2009年度後期，採択 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 藤本幸三：日本看護管理学会（看護適正評価に関する検討委員），日本看護科学学会（論文査読委員），日本看護研

究学会（論文査読委員） 

・ 郷間悦子：日本看護学会（地域看護）（論文集選考委員），日本在宅ケア学会（学会誌査読委員），日本健康教育学

会（実践健康教育士），日本地域看護学会（第12回学会の実行委員），日本看護科学学会，日本看護研究学会，日本

子公衆衛生学会，日本看護管理学会 

・ 柴田由利子：日本看護管理学会 

・ 横山重子：日本看護管理学会，日本看護科学学会，日本公衆衛生学会，日本医療病院管理学会，日本医療情報学会

（医療情報技師基礎知識検定試験制度出題小委員会委員） 

・ 岩﨑和代：日本助産学会，日本母性衛生学会，日本透析医学会，日本母子看護学会（理事），全国助産師教育協議会

（選挙管理委員長） 

・ 金 升子：日本集中治療医学会，日本集中治療関東甲信越地方会，日本看護科学学会，日本看護管理学会 

・ 世良喜子：日本看護科学学会，日本小児看護学会，日本家族看護学学会，日本重症心身障害学会，日本質的心理学会 
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・ 糸井裕子：日本看護学教育学会，日本看護科学学会，日本保健福祉学会，日本看護医療学，日本発汗学会 

・ 今井栄子：APIC，日本感染看護学会（評議員） 

・ 川野英子：日本家族看護学会，日本看護管理学会，日本公衆衛生学会，日本在宅ケア学会，日本地域看護学会 

・ 重久加代子：日本サイコオンロジー学会，日本緩和医療学会，日本看護協会，日本看護科学学会，日本がん看護学会，

日本ストレス学会 

・ 田尻后子：日本研究学会，日本母性衛生学会，日本母性看護学会，日本母子看護学会，日本助産学会 

・ 樋本まゆみ：日本看護協会（認定看護管理者取得），日本看護管理学会 

・ 村松由紀：日本がん看護学会，日本看護管理学会，日本看護科学学会，日本死の臨床研究会，日本看護学教育学会，

日本小児科学学会 

・ 臼井淳美：日本母性衛生学会，日本助産学会，日本母乳哺育学会，日本母子看護学会 

・ 遠藤順子：日本看護教育学会，日本がん看護学会 

・ 村上貴子：日本看護科学学会，日本精神保健看護学科 

・ 伊沢礼子：日本スピリチュアルケア学会，日本看護歴史学会，日本看護科学学会 

・ 原田留美：日本助産学会，日本思春期学会 

・ 藤原いづみ：日本集中治療医学会，日本クリティカルケア看護学会 

・ 松本郁子：日本母性衛生学会，日本国際保健医療学会，栃木県母性衛生学会 

 

 

 

保健医療学部（理学療法学科） 
 
著書 
・ 秋山純和（執筆）：内部障害理学療法学概論ノート，アイペック，2009 

・ 金子純一朗（分担執筆）：図解理学療法検査・測定ガイド第2版，IV部 動作のみかた 7 各動作の特徴－歩行， 

784-792，文光堂，2009 

・ 金子純一朗（分担執筆，編集）：理学療法学OSCE基準マニュアル第1版，1-61，理学療法共用試験機構，2010 

・ 霍 明（編集）：康復治療－神経筋肉関節促通法，神経筋肉関節促通法，1-159，中国人民軍医出版社，2009 

・ 霍 明（編集）：神経筋肉関節促通法，神経筋肉関節促通法，1-242，アイペック，2010 

・ 岸田あゆみ（共同編集）：理学療法学OSCE基準マニュアル第1版，特定非営利活動法人（NPO法人），2010 

・ 倉本アフジャ亜美：2010年版ひとりで学べる理学療法士国家試験問題と詳解，第3章理学療法治療学 (1)運動療法 

ⅳ）小児，271-325，廣川書店，2009 

・ 倉本アフジャ亜美：2010年版ひとりで学べる理学・作業療法士国家試験共通問題と詳解，第4章人間発達学，167-179，

廣川書店，2009 

 

原著論文 
・ 上村さと美，秋山純和：理学療法領域における運動負荷試験と応用に関する課題，理学療法科学，24(3)，479-486，

2009.6 

・ 上村さと美，秋山純和：起立運動を利用した心肺機能評価の基礎的検討，理学療法科学，24(3)，445-450，2009.6 

・ 上村さと美，秋山純和：自転車エルゴメータ法により求めた無酸素性代謝閾値と起立運動負荷法の運動強度の関係，

理学療法科学，24(3)，397-401，2009.6 
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・ 上村さと美，秋山純和：呼気ガス分析器の問題点を解決する過程を経験して，理学療法科学，24(6)，941-948，2009.12 

・ 河野健一，秋山純和：体幹前傾に伴う上肢支持姿勢での自転車エルゴメータ駆動時の呼吸反応，理学療法科学，24(4)，

535-537，2009.8 

・ 久保 晃：高齢慢性期入院症例における下腿2部位の周径差と移動能力との関係，理学療法学，36(2)，58-61，2009.4 

・ 久保 晃：高齢慢性期入院症例の下腿最大周囲長とアルブミンおよびBody Mass Indexとの関係，日本老年医学会雑誌，

46(3)，239-243，2009.5 

・ 吉澤隆志，藤沢しげ子：授業形式の違いが学習意欲に及ぼす効果について－学習意欲を高める授業形式の検討－， 

理学療法科学，24(1)，35-39，2009.2 

・ 吉澤隆志，松永秀俊，藤沢しげ子：授業形式の違いが学習意欲に及ぼす効果について－グループディスカッション授

業の効果－，理学療法科学，24(3)，375-379，2009.6 

・ 吉澤隆志，松永秀俊，藤沢しげ子：学習意欲が定期試験成績向上に及ぼす効果について，理学療法科学，24(3)， 

467-472，2009.6 

・ 吉澤隆志，松永俊英，藤沢しげ子：StrengthErgoにおける下肢伸展トルクと膝関節屈曲筋力との関係，理学療法科学，

25(1)，33-36，2010.2 

・ 吉澤隆志，松永俊英，藤沢しげ子：映像授業が学習意欲に及ぼす効果について，理学療法科学，25(1)，13-17，2010.2 

・ Takeda K，Katsuhira J，Takano A：Effects of handrail use during sit-to-stand in the third trimester，International Journal of 

Industrial Ergonomics，39(6)，988-994，2009 

・ 下井俊典：最小可検変化量を用いた2種類の継ぎ足歩行テストの絶対信頼性の検討，理学療法科学，25(1)，49-53，

2010.2 

・ Huo M，Maruyama H，Akiyama S：An Approach to Assessment of the of Fall Risk for the Elderly by Probe Reaction Time 

during Walking，J Phys Ther Sci.，21(4)，311-316，2009 

・ Huo M，Maruyama H，Chen L：Relationship between Probe Reaction Time during Walking and Falls for Patients with Post-

Stroke Hemiplegia，J Phys Ther Sci.，21(4)，349-354，2009 

・ 小林 薰，佐藤 仁：座位足開閉テストを用いた転倒予測の試み，理学療法科学，24(1)，77-80，(2009.2) 

 

総説 
・ 久保 晃：異常歩行の運動生理学的分析，理学療法，26(1)，106-113，(2009.1) 

・ 勝平純司，井川達也：階段昇降動作の生体力学的特性と臨床への応用，理学療法，27(2)，328-334，2010.2 

・ 金子純一朗：動作分析からみた運動課題，理学療法科学，24(特別号2)，3-8，(2009.3) 

 

研究報告 
・ 秋山純和：ヨルダン王国高等教育における神経筋促通手技（PNF法）指導，PNFリサーチ，9(1)，71-74，(2009.3) 

・ 井上ゆうこ，金子純一朗 他：健常者による下肢運動時と感覚入力時の脳活動領域の変化，理学療法学，36(Suppl.2)，

682，(2009.3) 

・ 金子純一朗，齋藤里果，岸田あゆみ，石井博之，丸山仁司：OSCEにおける課題目標型技能試験と即時フィードバッ

クの効果，第22回教育研究大会・教員研修会抄録集（日本リハビリテーション学校協会），39，2009.7 

・ 劔持美希，沼田純希，金子純一朗 他：両側下肢の反復運動における脳活動領域の変化近赤外分光法（NIRS）による

分析，理学療法科学，24(特別号5)，19，2009.11 
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講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 
・ 秋山純和：神経筋促通治療法の導入，日本理学療法士協会，健康科学大学，山梨県南都留群，2009.8.9 

・ 秋山純和，霍 明：神経筋促通法，理学療法科学学会，海南省人民医院（中国），海南省海南市，2009.9.4-5 

・ 秋山純和，中山彰博：呼吸理学療法，理学療法科学学会，帝京科学大学，山梨県上野原市，2009.12.5 

・ 秋山純和：心電図（評価），理学療法科学学会，国際医療福祉大学 東京青山キャンパス，東京都港区，2010.2.20 

・ 秋山純和：PNF，日本PNF学会，藍野大学，大阪府高槻市，2010.3.5 

・ 久保 晃：呼吸理学療法に必要な各種データ解釈，理学療法科学学会，日本リハビリテーション学校協会，東京都港

区，2009.10.24 

・ 久保 晃：心臓理学療法の評価，理学療法科学学会，国際医療福祉大学 東京青山キャンパス，東京都港区，

2010.3.20 

・ 若江幸三良：スポーツにおける障害と予防，平成21年度栃木県スポーツ医科研修会，栃木県総合教育センター，栃木

県宇都宮市，2010.1.24 

・ 朝原早苗：車いすバイオメカニクス，リハビリ勉強会，総合南東北病院，福島県郡山市，2009.8.11 

・ 朝原早苗：車いすユーザーの求めるもの，とちぎ医療機器産業振興協議会技術情報交流会，国際医療福祉大学，栃木

県大田原市，2010.2.3 

・ 石井博之（座長及び発表者）：我々にできること すべきこと 海外で求められるリハビリテーション専門職とは，

第17回理学・作業療法士協会主催海外技術協力セミナー，JICA東京，東京都新宿区，(2009.2.13) 

・ 石井博之：国際ヘルスワーカー，国際キャリアセミナー，栃木県青年会館，栃木県宇都宮市，2009.9.19-21 

・ 金子純一朗：臨床教育における取り組み，理学療法科学学会，埼玉医科大学川越クリニック，埼玉県川越市，

2009.4.19 

・ 金子純一朗：職種間連携（呼吸介助），認定看護管理者養成コース（ファーストレベル），国際医療福祉大学 東京

青山キャンパス，東京都港区，2009.7.18 

・ 金子純一朗：呼吸理学療法，看護職キャリア再開発研修会，国際医療福祉大学 東京青山キャンパス，東京都港区，

2009.7.30 

・ 金子純一朗：呼吸理学療法，看護職キャリア再開発研修会，国際医療福祉大学 東京青山キャンパス，東京都港区，

2009.10.8 

・ 下井俊典：日本の地域リハビリテーション，理学療法科学学会，華西賓館，中国成都，2010.3.27 

・  丸山仁司，霍 明：PNF，モビライゼーション，NJF講習，第7回全国実用PNFならびにNJF講習会 中国吉林省医学

会，新碧緑湖ホテル，中国長春，2009.8.28-9.1 

・ 霍 明：中国と日本における研究の現状，第4回リサーチ研究会テーマ 研究マインド，目黒雅叙園，東京都目黒区，

2009.12.5 

・ 霍 明：クリニカルリーズニング，基礎運動学，病態運動学，NJF理論とデモンストレーション，第9回全国神経筋関

節促通法（NJF）理論講習会 中国吉林省医学会，新碧緑湖ホテル，中国長春，2009.12.25-28 

・ 霍 明：神経筋関節促通法講習（肩，頸椎），統合した概念に基づいた新しい運動療法－神経筋関節促通法，国際医

療福祉大学 小田原キャンパス，神奈川県小田原市，2010.2.6-7 

・ 霍 明：神経筋関節促通法講演とデモストレーション（上肢・頸部），臨床運動学と神経筋関節促通法～その理論と

実際～上肢・頸部編，東京都江戸川区総合文化センター，東京都江戸川区，2010.2.20 

・ 岸田あゆみ：心不全の運動療法，コメディカルの為の循環器講習会 帝人在宅医療株式会社，とちぎ健康の森，栃木

県宇都宮市，2010.2.20 

・ 岸田あゆみ：心不全の運動療法，心臓理学療法への挑戦 第10回理学療法科学学会春期研修会，国際医療福祉大学 
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東京青山キャンパス，東京都港区，2010.3.21 

 

学会発表 
・ 秋山純和（座長）：口述発表Ⅲ（基礎系），第28回関東甲信越ブロック理学療法学会，群馬県民会館，群馬県前橋市，

2009.9.12 

・ 上村さと美，秋山純和：椅子からの起立運動を応用した運動負荷法の生理的運動強度と身体要因の関係，第28回関東

甲信越ブロック理学療法士学会，群馬県民会館，群馬県前橋市，2009.9.12 

・ 小山内正博，竪川康任，沼田友一，秋山純和：呼吸抵抗負荷姿勢が側腹筋筋厚に及ぼす影響，第28回関東甲信越ブロ

ック理学療法士学会，群馬県民会館，群馬県前橋市，2009.9.12 

・ 秋山純和：日常生活動作と神経筋促通法（PNF）の共通運動パターンの解析－寝返り動作－，日本PNF学会第10回学

術集会，愛知医療学院短期大学，愛知県名古屋市，2009.10.4 

・ 秋山純和（座長）：一般演題（理学療法），日本病態生理学会，奈良医科大学，奈良県橿原市，2010.1.24 

・ 秋山純和：ICレコーダと音楽用ソフトを用いた心音の検討，日本病態生理学会，奈良医科大学，奈良県橿原市，

2010.1.24 

・ 劉 暢，秋山純和：荷重量の違いが足関節背屈反応時間に及ぼす影響，日本病態生理学会，奈良医科大学，奈良県橿

原市，2010.1.24 

・ 山野 薫，村上直彦，松永秀俊，秋山純和：中山間地域における糖尿病患者と動脈硬化の状況，日本病態生理学会，

奈良医科大学，奈良県橿原市，2010.1.24 

・  久保 晃：学生の血圧測定学習に及ぼす因子の検討，日本リハビリテーション学校協会第22回教育研究大会・教員研

修会，国際医療福祉大学，栃木県大田原市，2009.8.21 

・ 久保 晃：教育・管理理学療法学，日本理学療法士協会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2009.10.2 

・ 何 成奇，藤沢しげ子（座長）：汶川大地震による四川リハビリテーションへの影響，第8回理学療法科学学会国際

学術大会，四川大学，中国成都，2010.3.27 

・ 若江幸三良：学生健診における胸部レントゲン単純撮影での側彎症発生頻度について，第21回日本運動器リハビリテ

ーション学会，グランドプリンスホテル高輪，東京都港区，2009.7.11 

・ 朝原早苗：手の位置が立ち上がり動作の重心移動と股関節モーメントに与える影響－練習台を使用した健常者におけ

る分析－，日本人間工学学会第50回記念大会，筑波大学，茨城県つくば市，2009.6.12 

・ 朝原早苗：横断勾配が手動車いす駆動のトルクと体幹機能に与える影響について，福祉工学シンポジウム2009，高知

工科大学，高知県香美市，2009.9.26 

・ 朝原早苗：体幹姿勢が横断勾配における手動車いす駆動動作に与える影響について，福祉工学シンポジウム2009，高

知工科大学，高知県香美市，2009.9.26 

・ 朝原早苗：上り勾配における手動車いす使用者の後輪荷重比と駆動負担 事例検討，第25回日本義肢装具学会学術大

会，神戸国際展示場，兵庫県神戸市，2009.10.31 

・ 朝原早苗：車いす設定が上り勾配駆動における肩関節負担に与える影響，第30回バイオメカニズム学術講演会，北海

道大学，北海道札幌市，2009.11.15 

・ 石井博之（主催者）：第17回理学・作業療法士協会主催海外技術協力セミナー，JICA東京，東京都新宿区，

(2009.2.13) 

・ 石井博之（発表者）：演題名PCM手法による障害者の抱える問題点への理解，日本リハビリテーション学校協会第22

回教育研究大会・教育研修会，国際医療福祉大学，栃木県大田原市，2009.8.20 

・ Takeda K，Katsuhira J，Takano A：An analysis of gait in the third trimester of pregnancy – gait analysis of the single support 
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phase in the frontal plane，The 2009 FIGO World Congress，The Cape Town International Convention Centre，Cape Town, 

South Africa，2009.10.4-9 

・ 勝平純司，山本澄子，安井 匡：体幹筋群を弱化させない体幹装具の開発，第25回日本義肢装具学会学術大会，神戸

国際展示場，兵庫県神戸市，2009.10.31-11.1 

・ 千葉喜三，勝平純司，千葉道子，田中 繁：介助ベルトを用いた移乗介助動作時の介助者の腰部負荷についての検討

－介助者と被介助者の重心間距離を使った評価の試み－，第57回日本災害・医学会学術大会，大阪医科大学，大阪府

高槻市，2009.11.21-22 

・ 勝平純司，吉川幸次郎，安井 匡，堀内和禎，笠井将也，田所祐介，長谷川哲也：腹筋の活動を賦活させる体幹装具

Trunk Solutionの開発と評価，日本人間工学会関東支部第39回大会，武蔵野大学，東京都武蔵野市，2009.12.5-6 

・ 犬塚ふみ，井上真秀，太田智子，小島賢司，山藤麻里，中嶋咲弥，宮澤裕之，安田欣司，勝平純司，藤沢しげ子：錘

の荷重位置が脊柱アライメントに与える影響，日本人間工学会関東支部第39回大会，武蔵野大学，東京都武蔵野市，

2009.12.5-6 

・ 笠井将也，田所祐介，長谷川哲也，勝平純司，吉川幸次郎：重量物挙上動作における重量と姿位の違いが腰部負担・

腹横筋に与える影響，日本人間工学会関東支部第39回大会，武蔵野大学，東京都武蔵野市，2009.12.5-6 

・ 井川達也，勝平純司，黒川貴志，丸山仁司：変形性膝関節症者の階段降段動作の特徴，第31回臨床歩行分析研究会定

例会，文京学院大学，埼玉県ふじみの市，2009.12.12-13 

・ 黒川貴志，勝平純司，井川達也，丸山仁司：脊柱後弯を呈する高齢者の歩行時の運動学・運動力学的分析，第31回臨

床歩行分析研究会定例会，文京学院大学，埼玉県ふじみの市，2009.12.12-13 

・ 井上ゆうこ，金子純一朗 他：健常者による下肢運動時と感覚入力時の脳活動領域の変化，第45回日本理学療法学術

大会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2009.5.28-30 

・ 金子純一朗，齋藤里果，岸田あゆみ，石井博之，丸山仁司：OSCEにおける課題目標型技能試験と即時フィードバッ

クの効果，日本リハビリテーション学校協会第22回教育研究大会・教員研修会，国際医療福祉大学，栃木県大田原市，

2009.8.19-21 

・ 劔持美希，沼田純希，金子純一朗 他：両側下肢の反復運動における脳活動領域の変化近赤外分光法（NIRS）による

分析，第48回理学療法科学学会，国際医療福祉大学，栃木県大田原市，2009.11.7 

・ 下井俊典：最小可検変化量を用いた5m継ぎ足歩行テストの絶対信頼性の検討，第44回日本理学療法学術大会，東京国

際フォーラム，東京都千代田区，2009.5.28-30 

・ 下井俊典，鈴木理恵子，榎本紀子，加藤文江，小林ひろみ，橋本奈織：介護予防一般高齢者施策による運動能力の改

善効果，第20回全国介護老人保健施設大会新潟，朱鷺メッセ，新潟県新潟市，2009.7.22-24 

・ 下井俊典：地域在住高齢女性における継ぎ足歩行テストの転倒予測妥当性，第28回関東甲信越ブロック理学療法士学

会，群馬県民会館，群馬県前橋市，2009.9.12-13 

・ 下井俊典：聴衆分析による「わかりやすい」講義の検討，第9回理学療法教育FD研究会，国際医療福祉大学 小田原

キャンパス，神奈川県小田原市，2010.1.9 

・ 霍 明，丸山仁司，秋山純和：立位リズミックスタビリゼーション時抵抗力とプローブ反応時間について，第44回理

学療法学術大会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2009.5.28-30 

・ 岸田あゆみ，霍 明，丸山仁司：タッピングを用いた反応時間測定における測定回数の絶対信頼性の検討，第44回日

本理学療法学術大会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2009.5.30 

・ 岸田あゆみ，霍 明，丸山仁司：歩行と1Hzタッピングを主課題としたプローブ反応時間の関係，第8回理学療法科学

学会国際学術大会，四川大学，中国成都，2010.3.27 

・ 小林 薰，佐藤 仁：座位足開閉テストの検者内信頼性の検討－高齢者と若年者の比較－，第44回日本理学療法学術
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大会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2009.5.28-30 

・ 小林 薰，丸山仁司：転倒回数と10秒間座位足開閉テストの関係，第8回理学療法科学学会国際学術大会，四川大学

華西病院，中国成都，2010.3.27 

 

研究助成金（文部科学省，厚生労働省，公的研究費，その他研究助成金） 
・ 加藤宏之，金子純一朗（分担研究）他：発達および障害回復期における神経回路の再編成機構，チーム型研究

（CREST）科学技術振興機構，継続 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 秋山純和：日本理学療法士協会（専門理学療法士（理学療法基系，内部障害系，神経系，骨・関節系，生活環境支援

系，教育・管理系，物理療法）），理学療法科学学会（評議員，研究倫理委員長理学療法科学編集協力），日本PNF

学会（上級インストラクター）（理事，PNFリサーチ編集協力），呼吸器系理学療法研究会（運営委員），日本病態

生理学会（評議員），日本呼吸器学会，日本福祉学会，肺理学療法研究会，日本老年医学会 

・ 大久保眞人：日本解剖学会（学術評議員），日本リンパ学会（理事） 

・ 久保 晃：理学療法科学学会（評議員），日本理学療法士協会（専門理学療法士）（編集委員） 

・ 藤沢しげ子：理学療法科学学会（評議員），日本私立医科大学理学療法研究会（監事），雑誌理学療法科学（顧問） 

・ 若江幸三良：日本整形外科学会（専門医，リウマチ認定医，スポーツ認定医，脊椎脊髄病認定医，運動器リハビリテ

ーション認定医），日本脊椎脊髄外科学会（脊椎脊髄指導医），日本手の外科学会，東日本整形災害外科学会，日本

骨折学会，日本整形外科スポーツ医学，日本腰痛学会，日本脊椎インストゥルメンテーション学会，日本職業・災害

医学会，日本臨床スポーツ医学学会，日本理学診療医学会，日本脊椎脊髄病学会，日本足の外科学会，日本東洋医学

会，SICOT（世界整形外科学会），PPSA（環太平洋外科系学会） 

・ 石井博之：日本理学療法士協会（国際部部員） 

・ 勝平純司：バイオメカニズム学会（学会誌編集委員），日本人間工学会，日本建築学会，日本義肢装具学会 

・ 金子純一朗：日本理学療法士協会，理学療法科学学会（評議員），栃木県理学療法士会（理事・学術局長） 

・ 霍 明：理学療法科学学会（国際協力部長），日本理学療法士協会，日本PNF学会 

・ 岸田あゆみ：日本循環器学会，理学療法科学学会 

・ 倉本アフジャ亜美：理学療法科学学会，発達障害学会 

・ 小林 薰：理学療法科学学会，日本関節運動学的アプローチ医学会理学・作業療法士会 

 

 

 

保健医療学部（作業療法学科） 
 
著書 
・ 前田眞治，田川皓一（編）：脳卒中症候学，視空間の認知障害，768-772，文光堂，2010 

・ Makoto Kono（監修），Republican Center for Social Adaptation of Children（執筆）：The Special Child; the Treatment and 

the Development The manual for parents，Republican Center for Social Adaptation of Children，2010 

・ JICA Uzbekistan Office（編集），Kumiko Tanaka（監修，執筆），Makoto Kono（分担執筆）：CBR as an Approach to 

Inclusive Community Development，JICA Uzbekistan Office，2010 

・ 澁井 実（分担執筆）：作業療法学全書改訂第3版第1巻作業療法概論，第2章作業とはⅣ.作業の分類，37-41，協同医
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書出版社，2010 

・ 澁井 実（分担執筆）：作業療法学全書改訂第3版第1巻作業療法概論，第2章作業とはⅤ.生活と作業 3.環境と作業，

50-52，協同医書出版社，2010 

・ 藤田和美 他（分担執筆）：作業療法学全書 改訂第3版1巻作業療法概論，作業の定義，作業の治療的意味，健康と

作業，28-36，47-50，協同医書出版，2010 

 

原著論文 
・ 上城憲司，白石 浩，堀川晃義，小松洋平，荻原喜茂：重度認知症患者デイケアにおける利用中止者の調査と今後の

課題，精神科治療学，24(5)，609-616，2009.5 

・ 上城憲司，中村貴志，納戸美佐子，荻原喜茂：デイケアにおける認知症家族介護者の「家族支援プログラム」の効果，

日本認知症ケア学会誌，8(3)，394-402，2009.11 

・ 藤岡 崇，谷口敬道，平野大輔，武田湖太郎，杉原素子：手工芸活動における教授方法の違いによる前頭前野領域の

賦活の様相－近赤外分光法（NIRS）を用いた計測－，作業療法，29(1)，20-28，2010.2 

・ 市川 勝，前田眞治：右大脳半球損傷患者における談話特徴と認知機能の関連性の検討，高次脳機能研究，29(1)，

49-59，(2009.3) 

 

総説 
・ 荻原喜茂：認知症と作業療法，日本精神科病院協会雑誌，28(4)，48-56，2009.4 

・ 上城憲司，小川敬之，荻原喜茂，納戸美佐子，中村貴志：精神療法・心理社会療法ガイドライン 作業療法，精神科

治療学，24(増刊号)，238-240，2009.10 

・ 荻原喜茂：精神科作業療法の現状と課題，社会精神医学研究所紀要，38(1)，14-19，2010.3 

・ 南雲浩隆，本間武蔵，鳴海俊明，日野 創，前田眞治：ALS患者のためのスイッチの適合と導入，作業療法ジャーナ

ル，43(12)，1298-1305，2009.11 

・  前田眞治：リハビリテーション医療における安全管理・推進のためのガイドライン，理学療法ジャーナル，43(8)，

713-720，2009.8 

・ 前田眞治：温泉はなぜ効くのか 科学的根拠を求めて，日本温泉気候物理医学会雑誌，73，1-2，2009 

・ 林由美子：ベトナムでの国際協力とそこでの暮らし，作業療法ジャーナル，43(6)，570-571，2009.6 

・ 林由美子：ベトナム社会主義共和国における国際協力と日本への期待，日本作業療法士協会ニュース，336，2010.1 

 

研究報告 
・ Daiske Hirano，Takamichi Taniguchi，Kotaro Takeda et al.：Physiological changes observed in a woman with severe moor 

and intellectual disabilities as a result of care staff intervention:A near-infrared spectroscopy case study，Proceedings of 18th 

International Congress Brain Electromagnetic Topography (ISBET2009 in Kyoto)，2009，249-252，2009 

・ 甘露寺泰雄，滝沢英夫，前田眞治 他（環境省委員）：環境省業務報告書平成21年度鉱泉分析法指針説明会開催関係

業務及び同指針改定検討調査，2009.12.23 

・ 前田眞治，東 威，甘露寺泰雄，倉林 均，猪熊茂子，大塚吉則，鏡森定信，川平和美，田中信行，出口 晃，牧野

直樹，光延文裕，三友紀男：Ⅰ．温泉の禁忌症，適応症および注意事項の再検討 1．温泉の禁忌症・適応症・注意

事項（平成21年度改定案）作成への経緯，環境省業務報告書平成20年度温泉利用に関する掲示内容等についての医学

的検討調査2010年，4-20，2010.3.20 

・ 前田眞治，東 威，甘露寺泰雄，倉林 均：Ⅰ．温泉の禁忌症，適応症および注意事項の再検討 2．温泉の禁忌
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症・適応症および注意事項（平成21年度改定案），環境省業務報告書平成20年度温泉利用に関する掲示内容等につい

ての医学的検討調査2010年，21-25，2010.3.20 

・ 甘露寺泰雄，滝沢英夫，前田眞治：Ⅱ．飲泉マニュアル 1．温泉の飲用における温泉水中の微量成分，およびpHに

関する検討，環境省業務報告書平成20年度温泉利用に関する掲示内容等についての医学的検討調査2010年，29-46，

2010.3.20 

・ 前田眞治，甘露寺泰雄，滝沢英夫：Ⅱ．飲泉マニュアル 2．飲泉マニュアル（平成21年度案），環境省業務報告書

平成20年度温泉利用に関する掲示内容等についての医学的検討調査2010年，47-51，2010.3.20 

・ 田中信行，川平和美，下堂薗恵，前田眞治，倉林 均，甘露寺泰雄：Ⅲ．足湯等の多様化する温泉利用形態の効果と

禁忌，および注意事項 1．温泉足湯施設の管理，掲示事項に関するアンケート調査，環境省業務報告書平成20年度

温泉利用に関する掲示内容等についての医学的検討調査2010年，55-64，2010.3.20 

・ 前田眞治，滝沢英夫，鏡森定信，光延文裕：Ⅵ．多様な温泉療法について ミスト浴，環境省業務報告書平成20年度

温泉利用に関する掲示内容等についての医学的検討調査2010年，113-115，2010.3.20 

・ 野田文隆，阿部 裕，井上孝代，平野（小原）裕子，川口定観，鵜川 晃，河野 眞 他：日本に暮らす外国人のメ

ンタルヘルス上のHelp-seeking 行動の研究(6)－マイノリティの精神保健サービス利用の抵抗について－，こころと文

化，8(2)，184，2009.9 

・ 鈴木（高橋）幸加：文部科学省「発達障害早期総合支援モデル事業」への参画，作業療法ジャーナル，43(11)，1194-

1200，2009.11 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 
・ 荻原喜茂：認知症高齢者に対するリハビリテーション～基本的考え方と実践～，栃木県鹿沼地区介護支援専門連絡会，

鹿沼市市民情報センター，栃木県鹿沼市，2009.4.25 

・  荻原喜茂：“まち”に根ざした精神障害者支援を発展させていくために～地域移行支援・就労支援の実践と普及～，

第43回日本作業療法学会，ビッグパレットふくしま，福島県郡山市，2009.6.19 

・ 荻原喜茂：精神科リハビリテーションの概念と実際，社団法人全国訪問看護事業協会，東京都電設工業厚生年金基金

会館，東京都新宿区，2009.7.14 

・ 荻原喜茂：認知症高齢者のリハビリテーション，とちぎケアマネージャー協会，とちぎ福祉プラザ，栃木県宇都宮市，

2009.10.23 

・ 荻原喜茂：地域支援“0”からの出発，第17回日本精神障害者リハビリテーション学会，日本大学工学部70号館，福

島県郡山市，2009.11.23 

・ 荻原喜茂：高齢化社会と福祉について，黒羽刑務所職員研修，黒羽刑務所，栃木県大田原市，2010.2.18 

・ 荻原喜茂：超職種連携に向けた作業療法士の力，財団法人精神障害者社会復帰促進協会，エル大阪，大阪府大阪市，

2010.3.30 

・ 平野大輔，谷口敬道，武田湖太郎：重症心身障害児・者の療育に活かすfNIRS，第16回医用近赤外線分光法研究会プ

ログラム，新宿住友スカイルーム，東京都新宿区，2009.10.31 

・ 谷口敬道：若手教員のための授業方法の工夫，日本リハビリテーション学校協会第22回教育研究大会・教員研修会，

国際医療福祉大学，栃木県大田原市，2009.8.21 

・ 前田眞治（特別講演）：関節リウマチの生活障害と代償療法，第53回日本リウマチ学会学術集会，東京グランドプリ

ンスホテル新高輪，東京都港区，2009.4.23-26 

・ 前田眞治（特別講演）：温泉の禁忌症，適応症および注意事項環境省請負事業研究平成20年度温泉利用に関する医学

的文献収集等検討調査，第74回日本温泉気候物理医学会総会，つくば国際会議場，茨城県つくば市，2009.5.14-15 
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・ 前田眞治（特別講演）：RAと温泉：第24回日本RAのリハビリ研究会学術集会，ホテル別府パストラル，大分県別府

市，2009.10.11 

・ 前田眞治（特別講演）：右大脳損傷のリハビリテーション，第29回中国四国リハビリテーション医学研究会，第24回

日本リハビリテーション医学会中国・四国地方会，第13回倉敷臨床リハビリテーション医学懇話会合同開催，倉敷中

央病院，岡山県倉敷市，2009.12.6 

・ 前田眞治（特別講演）：リウマチ患者のリハビリの現状とその問題点－関節リウマチ患者1998名（日本リウマチ友の

会会員）のリハビリテーション実態調査から－，第11回神奈川リウマチのリハ・ケア研究会，TKPコンカード横浜カ

ンファレンスセンター，神奈川県横浜市，2010.1.30 

・ 下田信明：生活を支援する作業療法の実際，常総学院進路講演会，常総学院，茨城県土浦市，2009.6 

・ 下田信明：認知症高齢者へのアプローチの実際，大田原市男女共同参画講座，大田原市役所，栃木県大田原市，

2009.9 

・ 下田信明：健常者および脳卒中片麻痺患者における手の心的回転課題遂行時の脳活動－近赤外分光法による検討－，

第15回医用近赤外線分光法研究会，新宿住友ビル，東京都新宿区，2009.10 

・ 下田信明：日本と世界の作業療法，栃木県作業療法士会研修会，とちぎ福祉プラザ，栃木県宇都宮市，2009.11 

・ 下田信明：リフトを用いた障がい者の生活，福祉用具総合評価センター・臨床評価項目研究会，とちぎ福祉プラザ，

栃木県宇都宮市，2010.1 

・ 河野 眞：発達障害のある子どもたちへの対応について～実践例を踏まえて～，児童指導研修会（主催；栃木県教育

委員会，宇都宮市教育委員会），宇都宮市立新田小学校，栃木県宇都宮市，2009.8.2 

・ 河野 眞：子どもの行動の理解と学校への支援，平成21年度巡回相談員養成研修，栃木県総合教育センター，栃木県

宇都宮市，2009.8.6 

・ 河野 眞：ウズベキスタンでの事例からCBRの課題を学ぶ，2009年度第2回「CBRと開発」研究会（主催；障害関連

NGO連絡会），戸山サンライズ，東京都新宿区，2009.10.11 

・ Makoto Kono：OT and CBR，Association for Aid and Relief Tajikistan，Kishti，Dushanbe, Tajikistan，2010.3.9 

・ 河野 眞：リハビリテーション分野専門家からみた事業の成果と課題，「タシケント市における地域に根ざした障碍

者支援事業」事業完了報告会，JICA地球ひろば，東京都渋谷区，2010.3.25 

・ 澁井 実：エビデンスと作業療法実践，栃木県作業療法士会現職者研修会，作新学院大学，栃木県宇都宮市，

2009.7.26 

・ 高村直裕：作業療法における協業・後輩育成，栃木県作業療法士会現職者共通研修，作新学院大学，栃木県宇都宮市，

2009.11.15 

・ 高村直裕：精神科作業療法の歴史と現状，栃木県作業療法士会現職者選択研修，国際医療福祉大学，栃木県大田原市，

2010.1.24 

・ 林由美子：ベトナムにおける地域リハビリテーション及び障害当事者エンパワメントを通した身体障害者支援事業，

アジア障害者問題研究会，アジア・ディサビリティ・インスティチュート，東京都八王子市，2009.7.4 

・ 渡邉清美：臨床現場によって変化する作業療法士の役割，栃木県作業療法士会発達障害分野別研修会，とちぎリハビ

リテーションセンター，栃木県宇都宮市，2009.10.15 

 

学会発表 
・ 荻原喜茂（座長）：就労支援Ⅲ，第17回日本精神障害者リハビリテーション学会，日本大学工学部70号館，福島県郡

山市，2009.11.23 

・ 藤岡 崇，谷口敬道，平野大輔，武田湖太郎：作業活動の教授方法の違いによる脳賦活の様相，第11回日本光脳機能
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イメージング研究会，星陵会館，東京都千代田区，2009.7.18 

・ 平野大輔，谷口敬道，武田湖太郎，下泉秀夫，杉原素子：重症心身障害児者の評価や介入効果の判定に役立つ近赤外

分光法（NIRS）の使用，第43回日本作業療法学会，ビッグパレットふくしま，福島県郡山市，2009.6.19 

・ 菅原光晴，前田眞治：左上肢の運動無視を伴った左半側空間無視患者に対する漸減的CI療法の試み，第12回神奈川県

作業療法学会，昭和大学保健学部横浜キャンパス，神奈川県横浜市，2009.4.19 

・ 菅原光晴，前田眞治：連合型視覚失認患者への視覚的イメージを用いたアプローチ，第12回神奈川県作業療法学会，

昭和大学保健学部横浜キャンパス，神奈川県横浜市，2009.4.19 

・ 前田眞治（座長）：関節リウマチの生活障害と代償療法，第53回日本リウマチ学会，東京グランドプリンスホテル新

高輪，東京都港区，2009.4.26 

・ 前田眞治（演者），南雲浩隆，市川 勝，原麻理子，和田 尚，菅原光晴：関節リウマチ患者（日本リウマチ友の会

会員）の温泉療法に関するアンケート調査，第74回日本温泉気候物理医学会学術集会，つくば国際会議場，茨城県つ

くば市，2009.5.14-15 

・  前田眞治（座長）：リハビリテーション，第74回日本温泉気候物理医学会，つくば国際会議場，茨城県つくば市，

2009.5.15-16 

・ 前田眞治（演者）：関節リウマチ患者1998名（日本リウマチ友の会会員）のリハビリテーション実態調査，第46回日

本リハビリテーション医学会学術集会，グランシップ静岡，静岡県静岡市，2009.6.4-6 

・ Masaharu Maeda（演者），Mieko Hasegawa，Hirotaka Nagumo，Masaru Ichikawa，Mariko Hara，Nao Wada，Yoshiko 

Miura，Mitsuharu Sugawara：Questionnaire survey report concerning rehabilitation for rheumatoid arthritis to 1998 patients in 

the Japanese RA patients association，5th World Congress of the ISPRM International Society of Physical and Rehabilitation 

Medicine (ISPRM)，World congress center，Istanbul, Turky，2009.6.14-18 

・ 南雲浩隆，菅原光晴，市川 勝，三浦慈子，原麻理子，前田眞治：ALS在宅療養者の呼び出し回数と対応総数の関連

性について，－依頼要求回数，自己身体感，不安度，性格傾向の関連－，第43回日本作業療法学会，ビックパレット

ふくしま，福島県郡山市，2009.6.19-20 

・ 菅原光晴，前田眞治：左半側空間無視患者に対する認知リハビリテーションの有用性についての検討，第43回日本作

業療法学会，ビックパレットふくしま，福島県郡山市，2009.6.19-20 

・ 三浦慈子，菅原光晴，南雲浩隆，市川 勝，前田眞治：右脳損傷者と左脳損傷者の図形模写の特徴，第43回日本作業

療法学会，ビックパレットふくしま，福島県郡山市，2009.6.19-20 

・ 前田眞治（座長）：気候療法，2009年度温泉療法医地区研修会，明治製菓薬品会議室，東京都豊島区，2009.9.6 

・ 菅原光晴，前田眞治：脳卒中片麻痺患者の姿勢変化に伴う注意力の検討，第6回転倒予防医学研究会，ニッショーホ

ール，東京都港区，2009.10.4 

・ 前田眞治（座長）：リウマチの炎症と障害をとらえたリハアプローチを考える，第24回日本RAのリハビリ研究会学

術集会，ホテル別府パストラル，大分県別府市，2009.10.11 

・ 前田眞治（座長）：半側空間無視2，第33回日本高次脳機能障害学会学術集会，ロイトン札幌，北海道札幌市，

2009.10.29-30 

・  Maeda Masaharu（演者），Sugawara Mitsuharu，Nagumo Hirotaka，Ichikawa Masaru，Hara Mariko，Wada Nao，Miura 

Yoshiko，Fujita Kazumi：Comparison of Thermo-Elevating Effects among Three kinds of Hot Water Containing NaCl, 

NaHCO3 and CO2，The 62th General Assembly and International Thermalism/Sientific congress of the World Federation of 

Hydrotherapy and Climatotherapy (FEMTEC)，Hotel New Grand，Yokohama, Kanagawa，2009.11.8-12 

・ Maeda Masaharu（演者），Sugawara Mitsuharu，Nagumo Hirotaka，Ichikawa Masaru，Hara Mariko，Wada Nao，Miura 

Yoshiko，Fujita Kazumi：Oxygen Consumption by The Artificial High-Concentration CO2 Hot Water Bathing，The 62th 
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General Assembly and International Thermalism/Sientific congress of the World Federation of Hydrotherapy and Climatotherapy 

(FEMTEC)，Hotel New Grand，Yokohama, Kanagawa，2009.11.8-12 

・ Fukatani Mikiko，Maeda Masaharu：How the artificial carbon dioxide hot spring bathing has been developed and applied in 

Japan，The 62th General Assembly and International Thermalism/Sientific congress of the World Federation of Hydrotherapy 

and Climatotherapy (FEMTEC)，Hotel New Grand，Yokohama, Kanagawa，2009.11.8-12 

・ Masaharu Maeda（座長）：Special Lecuture:Current state of FEMTEC member counties，1.Current Status of Korean Hot 

Spring，2.Current state of thermalisme/balneotherapy in Romania，tradition and actuality，The 62th General Assembly and 

International Thermalism/Sientific congress of the World Federation of Hydrotherapy and Climatotherapy (FEMTEC)，Hotel 

New Grand，Yokohama, Kanagawa，2009.11.10 

・ Masaharu Maeda（座長）：Medical session，The 62th General Assembly and International Thermalism/Sientific congress of 

the World Federation of Hydrotherapy and Climatotherapy (FEMTEC)，Hotel New Grand，Yokohama, Kanagawa，2009.11.10 

・ 市川 勝，前田眞治，菅原光晴，南雲浩隆，原麻理子，和田 尚，三浦慈子：右半球損傷患者の談話理解プロセスに

おける予期的推論の生成について－物語の音読時間を指標とした検討－，第33回高次脳機能障害学会，ロイトン札幌，

北海道札幌市，2009.11.29-30 

・ 原麻理子，市川 勝，前田眞治，菅原光晴，南雲浩隆，和田 尚，三浦慈子：呼称が道具の使用に干渉した前視床穿

通枝梗塞の一例，第33回高次脳機能障害学会，ロイトン札幌，北海道札幌市，2009.11.29-30 

・ 菅原光晴，前田眞治，南雲浩隆，市川 勝，原麻理子，三浦慈子，和田 尚：左半側空間無視患者に対する認知リハ

ビリテーションの有用性についての検討，第33回高次脳機能障害学会，ロイトン札幌，北海道札幌市，2009.11.29-30 

・ 前田眞治（主催者，座長）：第3部至適条件の検討，第14回人工炭酸泉研究会，コンファランススクエア・エムプラ

ス（東京三菱本社ビル10階），東京都千代田区，2009.12.11 

・ 和田 尚，前田眞治，南雲浩隆，市川 勝，原麻理子，三浦慈子：左半側空間無視患者の線分2等分検査について，

第68回神奈川リハビリテーション研究会，横浜市総合リハビリテーションセンター，神奈川県横浜市，2010.3.6 

・ 小賀野操，高橋きのみ：不注意か，習慣か？新規の日常生活動作獲得に関する研究－健常成人による検討，第43回日

本作業療法学会，ビッグパレットふくしま，福島県郡山市，2009.6.20 

・ 加藤宏之，武田湖太郎，下田信明 他2名：NIRSを用いた脳卒中後の片麻痺の回復と脳機能再構築の検討，第50回日

本神経学会総会，仙台国際センター，宮城県仙台市，2009.5.20 

・ 菊地教継，宮越英理子，下田信明 他2名：ミラーセラピーにより幻肢痛が減少し，在宅復帰が可能となった大腿切

断の一症例，第43回日本作業療法学会，ビックパレットふくしま，福島県郡山市，2009.6.19 

・ 武田湖太郎，下田信明，加藤宏之 他1名：手の心的回転－提示角度と反応時間の検討－，第14回日本認知神経科学

会学術集会，東京大学，東京都目黒区，2009.7.26 

・ 下田信明，武田湖太郎，加藤宏之：手の心的回転－近赤外分光法による脳活動の検討－，第14回日本認知神経科学会

学術集会，東京大学，東京都目黒，2009.7.26 

・ 藤田和美，林由美子，下田信明：実習遂行困難な学生の状況分類と対応例，日本リハビリテーション学校協会第22回

教育研究大会・教員研修会，国際医療福祉大学，栃木県大田原市，2009.8.20 

・ 武田湖太郎，下田信明，加藤宏之：手画像の心的回転課題における運動イメージ，第32回日本神経科学大会，名古屋

国際会議場，愛知県名古屋市，2009.9.16 

・  石井利幸，下田信明：認知症者におけるお茶入れ検査実施時の誤反応分析，第20回東北作業療法学会，青森市民ホー

ル，青森県青森市，2009.10.4 

・ Shimoda N，Takeda K，Kato H：Motor imagery in mental rotation of hands in left- and right-handers: a behavioral and near-

infrared spectroscopy study，The 39th Annual Meeting of Society for Neuroscience，McCormick Place convention center，
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Chicago, USA，2009.10.19 

・ 下田信明（座長）：示説セッション 地域高齢者・介護予防，第14回日本在宅ケア学会学術集会，聖路加看護大学，

東京都中央区，2010.1.23 

・ 河野 眞，田中久美子，Mirjahon Turdiyev，桐本 光：ウズベキスタン共和国タシケント市の地域に暮らす障害児と

その家族のニーズについて，第43回日本作業療法学会，ビッグパレットふくしま，福島県郡山市，2009.6.19 

・ 林由美子，河野 眞：ベトナム・ホーチミン市における日本型デイケアの設立・運営について～事業期間3年間の最

終評価報告より，第43回日本作業療法学会，ビッグパレットふくしま，福島県郡山市，2009.6.19 

・ 河野 眞（コーディネーター，実践報告者），春原るみ（コーディネーター），冨岡詔子，佐藤善久 他：青年海外

協力隊のフィールドで作業療法士は何をしているのか?～作業療法士の国際協力～（ワークショップ），第43回日本

作業療法学会，ビッグパレットふくしま，福島県郡山市，2009.6.19 

・ 澁井 実，河野 眞，上田 茂，保崎秀夫：精神疾患及び精神障害に関する普及啓発を組織的・戦略的に進めるため

のガイドラインの作成について，第43回日本作業療法学会，ビッグパレットふくしま，福島県郡山市，2009.6.20 

・ 河野 眞（座長），光岡芳宏，高橋明美，石井博之：開発援助での障がい者（児）支援における多分野ネットワーク

の形成，JOCVリハビリテーションネットワーク発会記念シンポジウム，JICA地球ひろば，東京都渋谷区，2009.8.30 

・ 河野 眞，田中久美子，Mirjahon Turdiyev：ウズベキスタン共和国タシケント市における，地域に根ざしたリハビリ

テーション体制の開発について，第7回東アジアヘルスプロモーション会議，北九州国際会議場，福岡県北九州市，

2009.9.26 

・ 鈴木（高橋）幸加，渡邉清美，澁井 実：臨床実習における不安および安心要因－実習生へのアンケート調査より－，

日本リハビリテーション学校協会第22回教育研究大会・教員研修会，国際医療福祉大学，栃木県大田原市，2009.8.20 

・ 高村直裕（座長）：精神障害領域，栃木県作業療法士会事例検討会，作新学院大学，栃木県宇都宮市，2010.3.7 

 

研究助成金（文部科学省，厚生労働省，公的研究費，その他研究助成金） 
・ 前田眞治：入浴剤の研究開発，クラシエホームプロダクツ（研究寄付金），その他の研究助成金 

 

学位取得・研究業績に対する受賞 
・ 前田眞治：環境大臣表彰（表彰元：環境省），温泉関係功労表彰（温泉医学に関する研究功績），2009.7.10 

・ Masaharu Maeda，Sugawara Mitsuharu，Nagumo Hirotaka，Ichikawa Masaru，Hara Mariko，Wada Nao，Miura Yoshiko，

Fujita Kazumi：The FEMTEC Board unanimously agreed for THE BEST RESEACH ON THERMAL MEDCINE, The 62th 

General Assembly and International Thermalism/Sientific congress of the World Federation of Hydrotherapy and Climatotherapy 

(FEMTEC) 温泉医学最優秀研究賞（表彰元：FEMTEC），Comparison of Thermo-Elevating Effects among Three kinds of 

Hot Water Containing NaCl， NaHCO3 and CO2，The 62th General Assembly and International Thermalism/Sientific congress 

of the World Federation of Hydrotherapy and Climatotherapy (FEMTEC)，2009.11.11 

・ 下田信明：国際医療福祉大学平成20年度学内研究費研究発表会パネルセッション学長賞優良賞，脳血管障害者におけ

る手の心的回転課題遂行時の脳活動－近赤外分光法(NIRS)による検討－，2009.7.31 

・ 林由美子：国民の健康勲章（ベトナム保健省），JICA草の根技術協力事業（ベトナムにおける地域リハビリテーショ

ン及び障害当事者エンパワメントを通した身体障害者支援事業，2006.1.1-2008.12.31），2009.8 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 荻原喜茂：日本精神障害者リハビリテーション学会 

・ 谷口敬道：日本作業療法学会（認定作業療法士），栃木県作業療法士会（副会長），日本発達障害学会，日本重症心
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身障害学会，光脳機能イメージング研究会 

・ 前田眞治：日本リハビリテーション医学会（認定リハビリテーション専門医，認定リハビリテーション指導責任者）

（評議員），日本温泉気候物理医学会（温泉療法専門医）（理事，評議員，日本医学会連絡委員），日本リウマチ学

会（認定リウマチ専門医），日本脳卒中学会（認定脳卒中専門医，t-PA使用可能医師）（評議員），日本高次脳機能

障害学会（評議員），日本神経心理学会，日本義肢装具学会，日本内科学会（認定内科医），日本RAのリハビリ研

究会，国際リハビリテーション医学会（ISPRM），国際温泉科学会（FEMTEC），国際水治療法学会（ISMH）,日本

リウマチ友の会（理事），日本サウナ・スパ協会（理事），日本温泉協会（理事） 

・ 下田信明：日本作業行動研究会，医療マネジメント学会栃木地方会，日本リハビリテーション連携科学学会，日本ヒ

ト脳機能マッピング学会，日本老年社会科学学会，日本神経心理学会，日本在宅ケア学会（編集委員会委員，理事，

評議員） 

・ 藤田 亘：日本作業療法士協会（認定作業療法士）（学会演題審査委員） 

・ 河野 眞：World Federation of Occupational Therapists (Reviewer of the WFOT congress 2010 in Chile)，多文化間精神医学

会，日本国際保健医療学会 

・ 澁井 実：日本精神障害者リハビリテーション学会，日本保健科学学会 

・ 高村直裕：日本精神障害者リハビリテーション学会 

・ 藤田和美：日本高次脳機能障害学会 

 

 

 

保健医療学部（言語聴覚学科） 
 

著書 

・ 藤田郁代（監修，執筆）：標準言語聴覚障害学 言語聴覚障害学概論，言語とコミュニケーション，6-10，言語聴覚

療法の過程，171-180，言語聴覚障害学領域がたどってきた道，212-224，医学書院，2010 

・ 藤田郁代（監修）：標準言語聴覚障害学 発声発語障害学，医学書院，2010 

・ 藤田郁代（監修）：標準言語聴覚障害学 言語発達障害学，医学書院，2010 

・ 城間将江，小渕千絵，大金さや香 他：聴覚障害学I・II・III 演習テキスト，監修・人工内耳，国際医療福祉大学，

2009 

・ 新美成二，日本音声言語医学会：新編 声の検査法，発声の物理，27-32，変声障害，55-56，超音波診断法，61-63，

超高速度画像，97-100，神経生理学的検査，254-271，医歯薬出版，2009 

・ 畦上恭彦（部分執筆）：標準言語聴覚障害学シリーズ 言語発達障害学，単語獲得期，45-55，医学書院，2010 

・ 柴本 勇（分担執筆）：摂食･嚥下患者のリスクマネジメント，基礎的嚥下訓練のリスクマネジメント・摂食訓練の

リスクマネジメント，38-79，中山書店，2009 

・ 柴本 勇（分担執筆）：発声発語障害学，原因疾患と発話の特徴，189-197，医学書院，2010 

・ 柴本 勇（分担執筆）：言語聴覚障害学概論，運動障害性構音障害，72-82，医学書院，2010 

・ 前新直志：標準言語聴覚障害学シリーズ「言語聴覚障害学概論」，吃音，83-94，医学書院，2010 

・ 前新直志：標準言語聴覚障害学シリーズ「発声発語障害学」，第3章 吃音，248-257，医学書院，2010 

 
原著論文 

・ 相馬有里，藤田郁代：失語症患者の会話に対する語用論的アプローチ－役割交替からの分析，言語聴覚研究，6(1)，
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14-21，2009.4 

・ 坂本佳代，藤田郁代，小林寛子 他：脳外傷における談話の結束性の処理－認知機能との関係からの分析，言語聴覚

研究，6(1)，31-38，2009.4 

・小森則代，藤田郁代，橋本律夫：左側頭葉後下部病変による漢字失書例－漢字の構造と要素からの分析，神経心理学，

25(3)，221-227，2009.9 

・ 立山有希，藤田郁代：ワーキング・メモリ容量に情報処理の複雑さが及ぼす影響－高齢者と若年者の比較，言語聴覚

研究，6(2)，69-78，2009.9 

・ 齋藤康一郎，磯貝 豊 他：咽喉頭・頸部病変に対する高周波スネアの利用，日本耳鼻咽喉科学会会報，112(11)，

739-746，2009.11 

・ 宮本 真，新美成二，福田宏之 他：喉頭微細手術による瘢痕声帯に対する外科的治療法の検討－声帯硬化性病変の

原因と思われる反懇請病変の除去，喉頭，21(2)，117-122，2009.12 

・ 西尾正輝，田中康博，新美成二：加齢に伴う音声の変化－音響学的手法を用いた解析，音声言語医学，50(1)，6-13，

2009.1 

・ 原 由紀，小林宏明，坂田善政，廣島 忍，前新直志，餅田亜希子，安田菜穂：吃音臨床に関する実態調査，言語聴

覚研究，6(3)，166-171，2009.11 

・ 児玉良一，加藤登美子，小渕千絵，原島恒夫：発達障害児に対する聴覚情報処理という側面からのアプローチ，ろう

教育科学，51(3)，131-148，2009.10 

 

総説 

・ 藤田郁代：「失文法」はどのような症状か，Modern Physician，30(1)，223-227，2009.9 

・ 磯貝 豊：内筋麻痺におけるストロボスコピーの有用性，JOHNS，25(4)，613-618，2009.4 

・ 磯貝 豊：喉頭・下咽頭観察における内視鏡の使い方とコツ，JOHNS，26(1)，76-78，2010.1 

・ 前新直志：吃音臨床における直接的アプローチ，「吃音事情」特集 吃音の言語療法との向き合い方について，4，

35-45，2009 

・ 前新直志：吃音，「日本臨床」特集 小児神経・精神疾患 臨床のトラジション－より良いキャリーオーバーを目指

して－，68(1)，(969)，109-113，2010.1 

 

研究報告 
・ 磯貝 豊 他：フードと持続送気を併用した下咽頭スコピー 咽喉食摘後遊離空腸移植例の場合，日本気管食道科学

会会報，60(2)，192，2009.4 

・ 磯貝 豊 他：フードと持続送気を併用した下咽頭スコピーによる食道異物の介在診断と摘出法の工夫，日本気管食

道科学会会報，60(2)，162，2009.4 

・ 磯貝 豊：自動聴力検査装置の検討，日本耳鼻咽喉科学会会報，112(4)，381，2009.4 

・ 磯貝 豊 他：オフィスサージャリーとしてのビデオ電子スコープ下喉頭微細手術VELMS－Video Endoscopic 

Laryngo Micro Surgery－，日本気管食道科学会会報，60(4)，367，2009.8 

・ 磯貝 豊 他：竹の節声帯結節（竹節状声帯）様所見を呈した一例，音声言語医学，51(1)，63-64，2010.1 

・ 城間将江：聴覚障害児の言語発達，両側性蝸牛神経形成不全症の治療指針の確立，26-27，2010.3 

・ 城間将江，新谷朋子 他：弱視を伴うAuditory Neuropathy症例の聴覚情報保障について，小児Auditory Neuropathyの診

療指針の確立，26-27，2010.3 

・ 谷合信一：臨床実習評価における中間評価導入の意義と今後の課題，リハビリテーション教育研究，15，2010 
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講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 

・ 藤田郁代：失語症の統語障害，コミュニケーション研究会，東京都保健医療公社豊島病院，東京都板橋区，2009.10.3 

・ 磯貝 豊 他：オフィスサージャリーとしてのビデオ電子スコープ下喉頭微細手術（VELMS：Video-Endoscopic 

LaryngoMicroSurgery），第30回東日本音声外科研究会，KDDIホール，東京都千代田区，2009.4.11 

・ 磯貝 豊 他：扁桃内～周囲膿瘍の診断・治療におけるMRIの有用性について，第3回5大学頭頸部外科研究会，ヒル

トン東京，東京都新宿区，2009.7.6 

・ 磯貝 豊 他：Day Surgeryによるビデオ電子スコープ下喉頭微細手術（VELMS）の検討－大きい病変に対する鰐口

鉗子の使用（第7報）－，日本耳鼻咽喉科学会栃木県地方部学会第100回記念学術講演会，ホテル東日本宇都宮，栃木

県宇都宮市，2009.9.6 

・ 磯貝 豊 他：竹の節（竹節様）声帯結節様所見を呈した一例，第54回日本音声言語医学会総会学術講演会，コラッ

セふくしま，福島県福島市，2009.10.15 

・ 磯貝 豊 他：ファイバースコープ用送気管付きフードを装着した下咽頭スコピーの症例とコネクターの固定法， 

第61回日本気管食道科学会総会ならびに学術講演会，横浜ベイシェラトンホテル＆タワーズ，神奈川県横浜市，

2009.11.5 

・ 生野 登，磯貝 豊 他：当科における音声改善手術例の音声評価，日本耳鼻咽喉科学会栃木県地方部学会第101回

学術講演会，自治医科大学地域医療情報研修センター1F大会議室，栃木県下野市，2009.12.13 

・ 磯貝 豊 他：局麻下日帰りでおこなうビデオ電子スコープ下喉頭微細手術，第7回慶應耳鼻咽喉科臨床懇話会，慶

應義塾大学病院新棟11F大会議室，東京都新宿区，2010.1.16 

・ 磯貝 豊 他：鉗子チャンネル付きビデオ電子スコープ下喉頭微細手術（VELMS）の検討－鉗子チャンネル径が大

きいスコープ－，第22回日本喉頭科学会総会 学術講演会，海峡メッセ下関（山口県国際総合センター），山口県下

関市，2010.3.4 

・ 城間将江：日本語の特性と人工内耳音声コード化法，人工内耳勉強会，虎ノ門病院，東京都港区，2009.4.20 

・ 城間将江：人工内耳効果とその問題点，金沢難聴児を持つ親の会，県立生涯学習センター，石川県金沢市，2009.5.10 

・ 城間将江：人工内耳－UpDate，秋田オリーブ園，秋田県秋田市，2009.5.29 

・ 城間将江：言語聴覚士の臨床，札幌医科大学耳鼻咽喉科教室，札幌医科大学，北海道札幌市，2009.6.5 

・ 城間将江：人工内耳小児の言語発達，大塚聾学校，大塚聾学校城南分校，東京都大田区，2009.6.8 

・ 城間将江：人工内耳小児の読み書き，福岡難聴児勉強会，久留米聾学校，福岡県久留米市，2009.8.28 

・ 城間将江：聴く力，話す力，考える力，ヘレンの会，YWCAアジア青少年センター，東京都千代田区，2009.10.24 

・ 城間将江：人工内耳小児の読み書き，研究報告会，東京医療センター，東京都目黒区，2009.11.21 

・ 城間将江：人工内耳効果と，その問題点，大塚聾学校父兄会勉強会，大塚聾学校永福分教室，東京都杉並区，

2009.12.8 

・  城間将江：聴覚障害児の言語発達，ことばの発達が難しい小児難聴と向き合う，東京医療センター感覚器センター，

中目黒GPプラザ，東京都目黒区，2010.2.21 

・ 新美成二：嗄声と声帯振動，日本耳鼻咽喉科学会栃木県地方部会第35回学術講演会，関東チサンホテル宇都宮，栃木

県宇都宮市，2009.4.12 

・  新美成二：声帯振動と嗄声，日本耳鼻咽喉科学会鳥取県地方部会第47回学術講演会，鳥取県西部医師会館，鳥取県米

子市，2009.7.12 

・ 新美成二：音声生理学と歌唱の仕組み，昭和音楽大学・FD全体研修会，昭和音楽大学，神奈川県川崎市，2009.9.9 

・ 新美成二：機能性発声障害の臨床，城東ブロック耳鼻咽喉科医会・「音声，嚥下，呼吸」の談話会，東武レバント東

京，東京都墨田区，2009.9.17 
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・ 新美成二：音響学から考える音楽療法，中部学院大学・コンソーシアム岐阜，岐阜県岐阜市，2009.10.21 

・ 新美成二：学校保健での音声言語障害の検診法，日本耳鼻咽喉科学会・学校保健全国代表者会議，東海大学校友会 

会館，東京都千代田区，2010.1.30 

・ 新美成二：知ってるようで，意外に知らない声帯の構造と働き，日本発声指導者協会・第10回春期国際声楽アカデ 

ミー，岡崎女子短期大学，愛知県岡崎市，2010.3.1 

・ 畦上恭彦：子どもの心と身体を育む，宇都宮市小学校教育研究会，宇都宮市立緑が丘小学校，栃木県宇都宮市，

2009.4.16 

・ 畦上恭彦：発達障害児に対する理解，第16回栃木県学童保育研究集会，国際医療福祉大学，栃木県大田原市，

2009.5.17 

・ 畦上恭彦：保育園で進める食育，那須塩原市保育園職員研修会，黒磯文化会館，栃木県那須塩原市，2009.6.16 

・ 畦上恭彦：今日の子どもの心と身体，第34回全国学童保育指導員学校，宇都宮市教育会館，栃木県宇都宮市，

2009.7.5 

・ 柴本 勇：摂食嚥下障害者のマネジメント～嚥下訓練の考え方とその実践を中心に～，小山地区看護全体研修会，小

山福祉総合センター，栃木県小山市，2009.7.10 

・ 柴本 勇：摂食・嚥下障害に対する援助 急性期・回復期・維持期における摂食・嚥下リハビリテーション，大阪歯

科衛生士会研修会，大阪市歯科会館，大阪府大阪市，2009.7.25 

・ 柴本 勇：経口摂取に向けたプランニングとその実践，国際医療福祉大学 第11回卒後研修会，国際医療福祉大学 

東京青山キャンパス，東京都港区，2009.7.26 

・ 柴本 勇：開発援助での障がい者（児）支援におけるリハビリテーションネットワーク形成－言語聴覚士の立場から－，

JOCVリハビリテーションネットワーク シンポジウム，JICA東京，東京都渋谷区，2009.8.30 

・ 柴本 勇：危険のない食事・服薬の実際 アセスメントと実践方法，エキスパートナースフォーラム，都市センター

ホテル東京，東京都千代田区，2009.9.13 

・ 柴本 勇：嚥下困難者への食事介助法・注意点，小山市民病院看護研修会，小山市民病院，栃木県小山市，2009.9.25 

・ 柴本 勇：在宅でできる摂食･嚥下訓練の実際，東京摂食嚥下研究会，首都大学東京，東京都荒川区，2009.10.10 

・ 柴本 勇：「食は文化」食の楽しさを知り，元気に暮らす，松戸エデンの園研修会，松戸エデンの園，千葉県松戸市，

2009.11.12 

・ 柴本 勇：危険のない食事・服薬の実際 アセスメントと実践方法，エキスパートナースフォーラム，福岡国際会議

場，福岡県福岡市，2009.11.29 

・ 柴本 勇：危険のない食事・服薬の実際 アセスメントと実践方法，エキスパートナースフォーラム，大阪国際会議

場，大阪府大阪市，2009.12.6 

・ 柴本 勇：嚥下とコミュニケーション障害～言語療法の実際～，（財）地域社会振興協会主催リハビリテーション研

修会，自治医科大学，栃木県下野市，2010.1.29 

・ 前新直志：吃音の臨床，国際医療福祉大学同窓会「おおるり会」平成21年度卒後研修会・総会 講演，国際医療福祉

大学 東京青山キャンパス，東京都港区，2009.7.26 

・ 前新直志：若手教員のための授業方法の工夫「私の授業の工夫」，日本リハビリテーション学校協会第22回教育研究

大会・教員研修会，国際医療福祉大学，栃木県大田原市，2009.8.21 

・ 前新直志：発達達障害と話しことばの問題，日本発達障害ネットワーク第5回年次大会研修会（生涯学習プログラム

ポイント取得対象セミナー），成蹊大学，東京都武蔵野市，2009.12.13 

・ 内田信也：言語聴覚士の教養としての脳機能イメージング，栃木県言語聴覚士会，とちぎリハビリテーションセンター，

栃木県宇都宮市，2009.12.6 
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・ 内田信也：機能的MRIの基本原理とリハビリテーション医学における応用，群馬リハネット，群馬会館，群馬県前橋

市，2010.1.23 

・ 小渕千絵：両耳分離聴検査（DLT）は何を測定しているのか，第47回日本特殊教育学会学術大会，宇都宮大学，栃木

県宇都宮市，2009.9.21 

・ 小渕千絵：左右聴力差のある方へのフィッティングと無線クロスリンク，平成21年度栃木県日本耳鼻咽喉科学会補聴

器相談医 資格更新のための講習会，自治医科大学地域医療情報センター，栃木県下野市，2009.12.13 

・ 小渕千絵：聴覚障害児に対する言語発達評価，厚生労働科学研究・研究成果等普及啓発事業による成果発表会 小児

難聴シンポジウム 言葉の発達が難しい小児難聴と向き合う，中目黒GTプラザホール，東京都目黒区，2010.2.21 

・ 小渕千絵：聴覚障害児における聴覚活用と韻律情報処理～聴覚情報処理障害（APD）の話を含めて～，第160回徳島

補聴研究会，青藍会館（徳島大学医学部），徳島県徳島市，2010.3.14 

 

学会発表 

・ 藤田郁代（座長）：第10回日本言語聴覚学会，川崎医療福祉大学，岡山県倉敷市，2009.6.13 

・ 塙 瑞穂，藤田郁代，森田秋子，佐藤妙子，内海景子：仮名の聴認知に音韻のカテゴリー化が及ぼす影響－Wernicke

失語の一例から，第10回日本言語聴覚学会，川崎医療福祉大学，岡山県倉敷市，2009.6.13 

・ 深水峰子，藤田郁代：構文理解の発達と言語性短期記憶の関係，第10回日本言語聴覚学会，川崎医療福祉大学，岡山

県倉敷市，2009.6.13 

・ 佐藤妙子，藤田郁代，森田秋子，塙 瑞穂，内海景子：呼称時に50音系列の使用が有効であった一例，第10回日本言

語聴覚学会，川崎医療福祉大学，岡山県倉敷市，2009.6.14 

・ 谷合信一，小田部夏子，藤田郁代，佐藤妙子，塙 瑞穂，大金さや香，森田秋子：臨床実習評価における中間評価の

意義と課題，第10回日本言語聴覚学会，川崎医療福祉大学，岡山県倉敷市，2009.6.14 

・ 足立さつき，藤田郁代：学童期広汎性発達障害における構文発達と語彙能力および会話能力の関係，第10回日本言語

聴覚学会，川崎医療福祉大学，岡山県倉敷市，2009.6.14 

・ 戸田淳氏，藤田郁代：アルツハイマー病患者における語想起と意味機能の関係，第10回日本言語聴覚学会，川崎医療

福祉大学，岡山県倉敷市，2009.6.14 

・ 小森則代，藤田郁代，橋本律夫：左中前頭回後部梗塞によりかな特殊音節の済長に困難を呈した一例，第33回日本神

経心理学会，東京ドームホテル，東京都文京区，2009.9.25 

・ 藤田郁代（座長）：第54回日本音声言語医学会，コラッセふくしま，福島県福島市，2009.10.15 

・ 戸田淳氏，藤田郁代：アルツハイマー病患者における語想起と意味機能の関係，第33回日本高次脳機能障害学会，ロ

イトン札幌，北海道札幌市，2009.10.29 

・ 藤田郁代（座長）：第33回日本高次脳機能障害学会，ロイトン札幌，北海道札幌市，2009.10.30 

・ 城間将江（座長）：聴覚活用研究会サマーフォーラム，横浜ウィリング，神奈川県横浜市，2009.7.20 

・ 川端 文，新谷朋子，氷見徹夫，城間将江：弱視を伴うAuditory Neuropathy症例の聴覚情報保障について，日本オー

ジオロジー学会，新横浜プリンスホテル，神奈川県横浜市，2009.10.22-23 

・ 磯貝 豊，新美成二，生野 登：ビデオ電子スコープ下喉頭微細手術の検討，第109回日本耳鼻咽喉科学会学術講演

会，大阪国際会議場，大阪府大阪市，2009.5.15 

・ 新美成二（座長）：第93群 音声2，第109回日本耳鼻咽喉科学会学術講演会，大阪国際会議場，大阪府大阪市，

2009.5.17 

・ 磯貝 豊，新美成二：竹の節声帯結節様所見を呈した一例，第54回日本音声言語医学会学術講演会，コラッセふくし

ま，福島県福島市，2009.10.15 
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・ 佐藤剛史，新美成二 他：Tongue thrustの一例，第54回日本音声言語医学会学術講演会，コラッセふくしま，福島県

福島市，2009.10.15 

・ 宮本 真，新美成二 他：一側性声帯麻痺に対する音声治療の検討，第54回日本音声言語医学会学術講演会，コラッ

セふくしま，福島県福島市，2009.10.15 

・ 新美成二（座長）：Voice Problems in Thyroid Surgery，第54回日本音声言語医学会学術講演会，コラッセふくしま，福

島県福島市，2009.10.16 

・ 浅香明日美，新美成二 他：喉頭外傷に対する音声治療の有効性，第54回日本音声言語医学会学術講演会，コラッセ

ふくしま，福島県福島市，2009.10.16 

・ 新美成二（座長）：パネルディスカッション・音声障害，第61回日本気管食道科学会学術講演会，横浜ベイシェラト

ンホテル，神奈川県横浜市，2009.11.5 

・ 森 有子，新美成二 他：喉頭結核の喉頭ストロボスコピー所見について，第61回日本気管食道科学会学術講演会，

横浜ベイシェラトンホテル，神奈川県横浜市，2009.11.5 

・ 宮本 真，新美成二 他：東京ボイスセンターにおける声帯麻痺症例の検討，第61回日本気管食道科学会学術講演会，

横浜ベイシェラトンホテル，神奈川県横浜市，2009.11.6 

・ 遠藤重典，畦上恭彦 他：読み書き障害児の読み指導前後における脳機能，第35回日本コミュニケーション学会，ハ

イブ長岡，新潟県長岡市，2009.5.31 

・ 畦上恭彦：脳機能イメージング法による語彙習得の情報処理過程研究－語彙照合システムの検討－，学内研究発表会，

国際医療福祉大学，栃木県大田原市，2009.7.31 

・ 畦上恭彦，塙 瑞穂，藤田郁代：臨床実習の在り方の検討，日本リハビリテーション学校協会 第22回教育研究大会，

国際医療福祉大学，栃木県大田原市，2009.8.20 

・ 柴本 勇（座長）：栃木県摂食・嚥下セミナー，ホテル東日本宇都宮，栃木県宇都宮市，2009.5.9 

・ 柴本 勇（座長）：第10回日本言語聴覚学会，川崎医療福祉大学，岡山県倉敷市，2009.6.13 

・ 柴本 勇（座長）：日本摂食・嚥下リハビリテーション学会，名古屋国際会議場，愛知県名古屋市，2008.9.13 

・ 前新直志：吃音群座長，第35回日本コミュニケーション障害学会，ハイブ長岡，新潟県長岡市，2009.5.31 

・ 前新直志：吃音分科会研修指導，第35回日本コミュニケーション障害学会・分科会，ハイブ長岡，新潟県長岡市，

2009.5.31 

・ 前新直志：吃音群座長，第6回吃音を語る会，水月ホテル鴎外荘，東京都台東区，2009.8.23 

・ 前新直志：流暢性を意識させた小児の吃音臨床，第54回日本音声言語医学会，コラッセふくしま，福島県福島市，

2009.10.16 

・ 田中裕美子，遠藤重典（主催者） 他：ナラティブを用いた言語評価方法，第35回日本コミュニケーション障害学会，

ハイブ長岡，新潟県長岡市，2009.5.31 

・ 遠藤重典 他4名：読み書き障害児の読み指導前後における脳機能－fMRIを用いて－，第35回日本コミュニケーショ

ン障害学会，ハイブ長岡，新潟県長岡市，2009.5.31 

・ 浦由希子，遠藤重典 他1名：読み障害児に対する指導法の検討－意味（語彙）の側面から－，第35回日本コミュニ

ケーション障害学会，ハイブ長岡，新潟県長岡市，2009.5.31 

・ 小渕千絵，原島恒夫：高齢者の聴覚機能と認知機能の経年的変化に関する検討，第73回日本心理学会学術大会，立命

館大学，京都府京都市，2009.8.26 

・ 小林優子，小渕千絵，原島恒夫，堅田明義：高齢者の語音聴取と音源方向識別の関係について，第73回日本心理学会

学術大会，立命館大学，京都府京都市，2009.8.26 

・ 小渕千絵，原島恒夫：機能性難聴と診断された小児における聴覚情報処理，第47回日本特殊教育学会学術大会，宇都
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宮大学，栃木県宇都宮市，2009.9.21 

・ 小渕千絵，廣田栄子，木暮由季：学童期の聴覚障害児における読解力の発達，第54回日本聴覚医学会総会・学術講演

会，新横浜プリンスホテル，神奈川県横浜市，2009.10.23 

・ 佐藤妙子，藤田郁代，森田秋子，塙 瑞穂，内海景子：呼称時に仮名50音系列の使用が有効であった一例，第10回日

本言語聴覚学会，川崎医療福祉大学，岡山県倉敷市，2009.6.13 

・ 塙 瑞穂，藤田郁代，森田秋子，佐藤妙子，内海景子：仮名の聴認知に音韻のカテゴリー化が及ぼす影響，第10回日

本言語聴覚学会，川崎医療福祉大学，岡山県倉敷市，2009.6.13 

・ 内海景子，藤田郁代，塙 瑞穂，佐藤妙子：軽度Broca失語症例の書取り能力とAMSの関係，第10回日本言語聴覚学

会，川崎医療福祉大学，岡山県倉敷市，2009.6.13 

・ 佐藤妙子（主催）：日本リハビリテーション学校協会 第22回教育研究大会・教員研修会，国際医療福祉大学，栃木

県大田原市，2009.8.19-21 

・ 谷合信一：臨床実習評価における中間評価導入の意義と今後の課題，日本リハビリテーション学会協会第22回教育研

究大会・教員研修会，国際医療福祉大学，栃木県大田原市，2009.8.20 

 

研究助成金（文部科学省，厚生労働省，公的研究費，その他研究助成金） 

・ 松永達男，城間将江 他：小児Auditory Neuropathy no診療指針の確立，平成21年度厚生労働科学研究費補助金感覚器

障害研究事業，一般 

・ 松永達男，城間将江 他：両側性蝸牛神経形成不全症の治療指針の確立，平成21年度厚生労働科学研究費補助金難治

性疾患克服研究事業，一般 

・ 加我君孝，城間将江 他：人工内耳と音楽，平成20年度厚生労働科研補助金感覚器障害研究事業，一般 

・ 長南浩人，城間将江 他：人工内耳装用児の音韻発達，平成21年文部科学省 

・ 福島邦博，城間将江 他：聴覚障害児の言語発達症例研究，厚生労働科学研究費補助金感覚器障害戦略研究・聴覚分野 

・ 新美成二：声帯溝症の診断治療の確立と，標準化に向けたガイドラインの作成，厚生労働省科学研究費補助金，H21

－難治－一般－145，採択 

・ 柴本 勇：音声障害の臨床シュミレーションシステムの構築，私学助成金，ハ，10，採択 

・ 内田信也：MRIによる脳内機能的統合性評価のリハビリテーション科学への応用，文部科学省科学研究補助金，若手

B，21700570，採択 

・ 内田信也：後天性言語障害者におけるquality of life（QOL）の測定，ユニベール財団助成金，採択 

・ 田中裕美子（研究統括），遠藤重典（研究協力者） 他12名：ことばの遅れか文法障害かを文法習得の躓きで判定す

る方法に関する研究，平成20年度文部科学省科学研究費，萌芽研究，18653121，継続 

・ 小渕千絵：高齢者への早期補聴器装用指導による認知症予防の効果，文部科学研究費補助研究，若手研究(B)，継続 

採択 

・ 原島恒夫（研究代表者），小渕千絵（分担研究）：聴覚処理障害児のスクリーニングおよび評価方法の開発，文部科

学研究費補助研究，基盤研究(C)，継続採択 

・ 松永達雄（研究代表者），小渕千絵（分担研究）：小児Auditory Neuropathyの診療指針の確立，厚生労働科学研究

（感覚器障害研究），新規採択 

 

学位取得・研究業績に対する受賞 
・ 遠藤重典：日本コミュニケーション障害学会研究発表奨励賞，第34回日本コミュニケーション障害学会演題発表 

fMRIからみた読み・音韻処理における子どもの脳機能，2009.5.31 
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・ 大金さや香：保健医療学修士，補聴器・人工内耳装用者の旋律知覚の比較検討，2010.3.16 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 

・ 藤田郁代：日本音声言語医学会（理事，評議員，研修委員会委員），日本神経心理学会（理事，機関誌編集委員，学

会プログラム委員），日本高次脳機能障害学会（理事，評議員，長谷川賞選考委員，機関誌編集委員，全国実態調査

委員会委員，学会プログラム委員），日本リハビリテーション医学会，日本言語聴覚学会（学会プログラム委員），

言語障害臨床学術研究会（世話人），日本神経疾患医療福祉従事者学会（評議員），学術誌「言語聴覚研究」（編集

委員長），学術誌「総合リハビリテーション」（編集委員），学術誌「作業療法ジャーナル」（編集同人） 

・ 磯貝 豊：日本耳鼻咽喉科学会（専門医），日本気管食道科学会（専門医）（評議員，代表幹事，専門医制度委員会

委員長），日本音声言語医学会（評議員），日本耳鼻咽喉科学会栃木県地方部会（産業，環境保健委員長） 

・ 城間将江：日本言語聴覚士学会（教務委員，国際部委員），日本聴覚医学会，日本音声言語医学会（評議員），

Society of Asian Pacific Cochlear Implant and Related Sciences，American Speech-Language-Hearing Association，AG Bell 

Association，American Academy of Audiology，Asia Pacific Society For the Study of Speech, Language, and Hearing 

・ 新美成二：日本音声言語医学会（顧問），日本気管食道科学会（専門医）（顧問），日本喉頭科学会（顧問），日本

嚥下医学会（理事），日本発声指導者協会（副理事長），International Association of Logopedics and Phoniatrics（Board 

Member），日本口蓋裂学会（名誉会員），日本耳鼻咽喉科学会（専門医），東アジア音声外科学会（名誉会員） 

・ 畦上恭彦：日本言語聴覚学会，日本高次脳機能障害学会，日本音声言語医学会，日本特殊教育学会，日本LD学会，日

本摂食・嚥下リハビリテーション学会，日本コミュニケーション障害学会（常任理事），日本赤ちゃん学会 

・ 柴本 勇：日本摂食・嚥下リハビリテーション学会（摂食・嚥下リハビリテーション認定士）（評議員，査読委員，

学術誌編集委員），（独）国立健康･栄養研究所 栄養教育プログラム 食介護研究会（世話人），栃木摂食・嚥下

研究会（世話人），東京摂食・嚥下研究会（世話人），Dysphagia Research Society，Human Brain Mapping，Asia 

Pacific Society for the study of Speech, Language, and Hearing，日本音声言語医学会，日本嚥下臨床研究会，日本高次脳

機能障害学会，日本神経心理学会 

・ 前新直志：日本音声言語医学会，日本言語聴覚士協会，日本特殊教育学会，日本コミュニケーション障害学会，日本

聴覚言語障害学会，日本発達心理学会 

・ 内田信也：日本神経科学会，日本神経心理学会，日本高次脳機能障害学会，日本認知心理学会，日本公衆衛生学会 

・ 遠藤重典：日本言語聴覚学会，日本コミュニケーション障害学会（理事），日本音声言語医学会，日本特殊教育学会，

日本高次脳機能障害学会，日本教育心理学会，日本LD学会，日本発達心理学会，大宮インリアル研究会（事務局員），

日本コミュニケーション障害学会言語発達障害研究分科会 

・ 小渕千絵：日本心理学会，日本特殊教育学会，日本聴覚医学会，日本音声言語医学会，日本神経心理学会，日本高次

機能障害学会，日本聴覚言語障害学会，日本生理心理学会 

・ 佐藤妙子：日本言語聴覚学会，日本神経心理学会，日本高次脳機能学会，栃木県言語聴覚士会 

・ 谷合信一：日本摂食嚥下リハビリテーション学会（日本摂食嚥下リハビリテーション学会認定士），日本言語聴覚学

会，日本音声言語医学会，日本高次脳機能障害学会 

・ 塙 瑞穂：日本言語聴覚学会，日本高次脳機能障害学会，日本神経心理学会，日本音声言語医学会，Asia Pacific 

Society for the Study of Speech, Language, and Hearing 
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保健医療学部（視機能療法学科） 
 
著書 
・ 三柴恵美子，野堀秀穂：眼科ケア2009年夏季増刊，IOL挿入術後の患者さんの眼鏡合わせ，174-177，MCメディカ出

版，2009 

・ 三柴恵美子：眼科ケア2009年夏季増刊，コラム，27，131，152，170，183，245，MCメディカ出版，2009 

・ 三柴恵美子：眼科ケア2009年夏季増刊，疾患により度数が不安定な患者さん，184-187，MCメディカ出版，2009 

・ 三柴恵美子：眼科ケア，マドックスダブルロッドテストをうまく進める3つのポイント，40-43，MCメディカ出版，

2009 

・ 三柴恵美子：眼科ケア，注視野検査をうまく進める3つのポイント，54-57，MCメディカ出版，2009 

 

原著論文 
・ 小町裕子，三柴恵美子，新井田孝裕，山口幸子，平塚英治：視能訓練士教育における実践学習の効果～視覚障害者ボ

ランティア～，日本視能訓練士協会誌，38，329-335，2009 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 
・ 三柴恵美子：リハビリテーションネットワークにおける視能訓練士の役割，JOCVリハビリテーションネットワーク

シンポジウム，JICA地球ひろば，東京都渋谷区，2009.8.30 

・ 三柴恵美子：眼位検査，（社）日本視能訓練士協会生涯教育新人教育プログラム技術日程，帝京大学，東京都板橋区，

2009.12.6 

 

学会発表 
・ 小町祐子，山田徹人，新井田孝裕：ロービジョン者におけるガボール刺激を用いたコントラスト感度と視野との関係，

第65回日本弱視斜視学会，大阪国際会議場，大阪府大阪市，2009.6.6 

・ 永井重之，小野里規子，山田徹人，新井田孝裕：リハビリ・鍼治療が有効であったWallenberg症候群の一例，第47回

日本神経眼科学会，日経ホール，東京都千代田区，2009.11.14 

・ 三柴恵美子（座長）：一般講演 視機能Ⅰ，第50回日本視能矯正学会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，

2009.10.17-18 

・ 小町祐子：ロービジョン者におけるガボール刺激を用いたコントラスト感度と視野との関係，第65回日本弱視斜視学

会総会，大阪国際会議場，大阪府大阪市，2009.6.6 

 

研究助成金（文部科学省，厚生労働省，公的研究費，その他研究助成金） 
・ 小町祐子：地域社会と連携した視能訓練士教育，文部科学省特別補助 教育・学習方法等改善支援経費，ニ，

20E0065，採択 

 

学位取得・研究業績に対する受賞 
・ 小町祐子：修士（保健医療学），ロービジョン者のコントラスト感度特性に関する研究，2010.3.16 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 山田徹人：日本神経眼科学会（評議員），日本眼科学会（専門医），日本眼光学学会，日本視覚学会，The Association 
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for Research in Vision and Ophthalmology，The Society for Neuroscience 

・ 三柴恵美子：日本弱視斜視学会，日本眼光学学会 

・ 小町祐子：日本弱視斜視学会，日本神経眼科学会，日本眼光学学会，日本視覚学会，日本ロービジョン学会，日本保

健医療福祉連携教育学会 

・ 四之宮佑馬：日本弱視斜視学会，日本視覚学会，日本視能矯正学会 

・ 鈴木賢治：日本視能訓練士協会，日本弱視斜視学会，日本眼光学学会 

・ 新井智絵：日本視能訓練士協会 

・ 小原千佳：日本視能訓練士協会 

 

 

 

保健医療学部（放射線・情報科学科） 
 
著書 
・ 佐々木博，山形 仁：診療放射線技師を目指す学生のための－医用磁気共鳴論（初版），1-10章，6-94，Iuhw，2009 

・ 佐々木博，飯沼一浩：診療放射線技師を目指す学生のための－医用超音波論（平成21年度版），2章以降全て，4-120，

Iuhw，2009 

・ 佐々木博，小池貴久：診療放射線技師を目指す学生のための－医用X線CT工学（平成21年度版），1章-11章，1-87，

Iuhw，2009 

・ 橋本光康（分担執筆）：新・医用放射線技術実験臨床編第2版，放射線治療技術学，422-427，共立出版，2010 

・ 佐々木博，小池貴久（分担執筆）：診療放射線技師を目指す学生のためのX線CT工学（平成22年度改訂版）， 

第12章-第16章，Iuhw，2010 

 

原著論文 
・ Yamamoto T，Miyaoka E，Hashimoto T et al.：Spatial statistical smoothing function to analytical data from cerebral blood 

flow imaging，Hellenic Journal of Nuclear Medicine，12(3)，229-233，2009 

 

総説 
・ 阿部一之，井野賢司，大西哲夫，小野政敏，加賀和紀，加藤芳人，佐藤弘史，澤 宏紀，高橋三幸，武井宏行， 

樋口清孝：Aiにおける診療放射線技師の役割－X線CT撮像等のガイドライン（案）－（院内Ai実施編），日本放射線

技師会雑誌，56(12)，38-45，2009.12 

 

研究報告 
・ T.Koike，S.Uno，T.Murakami，M.Sekimoto，T.Uchida：Development of New Type Gaseous Gamma Camera with GEM，

2009 IEEE Nuclear Science Symposium Conference Record，3059-3061，2009 

・ H.Ohshita，S.Uno，T.Otomo，T.Koike，T.Murakami，M.Sekimoto，T.Uchida：Performance of a neutron beam monitor with 

a GEM for the high-intensity total diffractometer at J-PARC，2009 IEEE Nuclear Science Symposium Conference Record，

2286-2287，2009 
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講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 
・ 飯沼一浩：超音波画像の画質を左右する因子（分解能），日本消化器がん検診学会関東甲信越地方会（日光セミナー），

日光東照宮晃陽苑，栃木県日光市，2009.6.27-28 

・ 橋本光康：放射線防護・退出基準，日本医学物理士会・大阪大学，大阪大学医学部附属病院，大阪府吹田市，

2009.12.12 

・ 金場敏憲：助産師による超音波検査，（社）茨城県看護協会，茨城県看護研修センター，茨城県水戸市，2009.12.5 

・ 土屋 仁：医療事故分析作業の能率を上げる『業務流れ図』の作成から対策案の構築まで概要（基礎理論），国際医

療福祉大学病院医療安全管理室，国際医療福祉大学病院，栃木県那須塩原市，2009.6.10 

・ 土屋 仁：医療事故分析作業の能率を上げる『業務流れ図』の作成から対策案の構築まで（分析ツール），国際医療

福祉大学病院医療安全管理室，国際医療福祉大学病院，栃木県那須塩原市，2009.7.6 

・ 土屋 仁：医療事故分析作業の能率を上げる『業務流れ図』の作成から対策案の構築まで（作成から事例），国際医

療福祉大学病院医療安全管理室，国際医療福祉大学病院，栃木県那須塩原市，2009.7.10 

・ 土屋 仁：医療訴訟－技師が訴えられる－，東北大学医療学部放射線科学科関東東京支部同窓会，貿易センタービル，

東京都港区，2009.7.18 

・ 土屋 仁：医療事故分析作業の能率を上げる『業務流れ図』の作成から対策案の構築まで（ワークショップを中心

に），国際医療福祉大学病院医療安全管理室，国際医療福祉大学病院，栃木県那須塩原市，2009.7.20 

・  樋口清孝（主催者）：Ai（オートプシー・イメージング）の現状と問題点，第11回医療画像情報学研究セミナー，繭

の里会議室，栃木県那須郡那須町，2009.9.5 

・ 樋口清孝：個人情報保護，医用画像管理セミナー（中級）in 東京，国立がんセンター中央病院，東京都中央区，

2010.2.21 

・ 室井健三：ImageJでできること（基礎編），総合医用画像技術研究会，虎ノ門病院，東京都港区，2010.2.27 

・ 山本智朗：Auto Registration of Multi-Modality Medical Imaging ~Maximization of Mutual Information ~，山東医学高等専科

学校，山東医学高等専科学校，中国山東省済南市，2010.3.19 

・ 山本智朗：Auto Registration of Multi-Modality Medical Imaging ~Maximization of Mutual Information ~，泰安市医学影像学

研究会，新泰市人民病院，中国山東省新泰市，2010.3.20 

・ 山本智朗：Auto Registration of Multi-Modality Medical Imaging~Maximization of Mutual Information ~，泰山医学院，泰山

医学院，中国山東省泰安市，2010.3.21 

 

学会発表 
・ 橋本光康（座長）：第97回日本医学物理学会学術大会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2009.4.18 

・ 金場敏憲（評価者）：JICA医療技術集団研修アクションプラン策定，JICA，JICA兵庫国際センター，兵庫県神戸市，

(2009.1-3) 

・ 伊藤紀世人，金場敏憲：放射線技術学領域における用語の一考察，関東甲信越放射線技師学術大会，船堀タワーホー

ル，東京都江戸川区，2009.9.27 

・ 金場敏憲（企画，司会）：第18回国際医療技術学生交流セミナー，国際医療技術交流財団国際開発救援財団，川崎グ

ランドホテル，神奈川県川崎市，2009.12.19-20 

・ 土屋 仁：貴方は，如何にしてヒューマンエラー対策を構築していますか？，日本放射線技術学会総会，パシフィコ

横浜，神奈川県横浜市，2009.4.16 

・ 土屋 仁：事故対策セミナーの検証，医療の質･安全学会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2009.11.23 

・ S.Uno，T.Koike，T.Murakami，M.Sekimoto，T.Uchida：Development of Hard X-ray Detector with GEM，MPGD2009 1st 
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International Conference on Micro Pattern Gaseous Detectors，Orthodox Academy of Crete Conference Center，Crete Greece，

2009.6.12 

・ 小池貴久，宇野彰二，内田智久，関本美智子，村上 武，黒石将弘，中野英一：GEMを用いたガンマ線検出器の感度

測定，日本物理学会2009秋季大会，甲南大学，兵庫県神戸市，2009.9.11 

・ 黒石将弘，宇野彰二，内田智久，関本美智子，村上 武，小池貴久，竹下 徹，長谷川庸司，中野英一：GEMを用い

た硬X線検出器の開発，日本物理学会2009秋季大会，甲南大学，兵庫県神戸市，2009.9.11 

・ 大下英敏，宇野彰二，大友秀哉，内田智久，小池貴久，村上 武，関本美智子：J-PARC大強度全散乱装置（NOVA）

用の中性子ビームモニターの開発，日本物理学会2009秋季大会，熊本大学，熊本県熊本市，2009.9.27 

・ H.Ohshita，S.Uno，T.Otomo，T.Koike，T.Murakami，M.Sekimoto，T.Uchida：Performance of a neutron beam monitor with 

a GEM for the high-intensity total diffractometer at J-PARC，IEEE-NSS（Nuclear Science Symposium），Hilton Disney 

World Hotel，Orlando Florida, USA，2009.10.28 

・ T.Koike，S.Uno，T.Murakami，M.Sekimoto，T.Uchida：Development of New Type Gaseous Gamma Camera with GEM，

IEEE-MIC(Medical Imaging Conference)，Hilton Disney World Hotel，Orlando Florida, USA，2009.10.29 

・ 大下英敏，宇野彰二，大友季哉，小池貴久，村上 武，佐藤節夫，関本美知子，内田智久 他（NOVAグループ）：

J-PARC高強度全散乱装置の中性子ビームモニターの開発，IMSS：物構研シンポジウム，つくば国際会議場，茨城県

つくば市，2009.11.18 

・ 小池貴久，宇野彰二，内田智久，関本美知子，村上 武，黒石将弘，庄子正剛，宮間恒一，中野英一：GEMを用いた

ガンマ線検出器：γ線に対する検出感度測定とシミュレーションとの比較，第6回MPGD研究会，神戸大学，兵庫県

神戸市，2009.12.11 

・ 黒石将弘，宇野彰二，内田智久，小池貴久，大下英敏，関本美知子，中野英一，村上 武，宮間恒一，庄子正剛：

GEMを利用したガンマカメラの研究，第6回MPGD研究会，神戸大学，兵庫県神戸市，2009.12.11 

・ 庄子正剛，宇野彰二，大下英敏，内田智久，関本美知子，村上 武，小池貴久，中野英一，黒石将弘，宮間恒一： 

J-PARCにおけるGEM型中性子検出器の性能評価，第6回MPGD研究会，神戸大学，兵庫県神戸市，2009.12.11 

・ 宮間恒一，宇野彰二，内田智久，小池貴久，大下英敏，関本美知子，中野英一，村上 武，黒石将弘，庄子正剛： 

厚さの異なるGEMの組み合わせによるガス増幅度測定，第6回MPGD研究会，神戸大学，兵庫県神戸市，2009.12.11 

・ H.Ohshita，S.Uno，T.Otomo，T.Koike，T.Murakami，M.Sekimoto，T.Uchida：Commissioning test of a neutron beam 

monitor for the high-intensity total diffractometer at J-PARC，VIC2010 THE 12th VIENNA CONFERENCE ON 

INSTRUMENTATION，University of Technology, Vienna，Vienna, Austria，2010.2.15 

・ 小池貴久，宇野彰二，内田智久，関本美知子，村上 武，黒石将弘，庄子正剛，宮間恒一，中野英一：GEMを用いた

ガンマカメラの開発，日本物理学会第65回年次大会，岡山大学，岡山県岡山市，2010.3.21 

・ 宮間恒一，仁藤 修，宇野彰二，内田智久，関本美智子，村上 武，小池貴久，中野英一，黒石将弘，庄子正剛： 

厚さの異なるGEMの組み合わせによるガス増幅度測定，日本物理学会第65回年次大会，岡山大学，岡山県岡山市，

2010.3.21 

・ 庄子正剛，宇野彰二，内田智久，関本美知子，村上 武，小池貴久，黒石将弘，宮間恒一，星 善元，中野英一： 

J-PARCにおけるGEM型中性子検出器の性能評価，日本物理学会第65回年次大会，岡山大学，岡山県岡山市，2010.3.21 

・ 室井健三，飯沼一浩：リハビリテーションの評価を目的とした機能的磁気共鳴画像検査における掌握条件の検討，第

65回日本放射線技術学会総会学術大会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2009.4.17 

・ 丸山純人，室井健三，飯沼一浩：手の掌握運動のfMRIにおける検査時間短縮が解析結果に与える影響，第37回日本放

射線技術学会秋期学術大会，岡山コンベンションセンター，岡山県岡山市，2009.10.22 

・ 丸山純人：2X線管CTの散乱線が画像に及ぼす影響について，第97回日本医学物理学会大会，パシフィコ横浜，神奈
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川県横浜市，2009.4.19 

 

研究助成金（文部科学省，厚生労働省，公的研究費，その他研究助成金） 
・ 佐々木博，飯沼一浩：乳がん超音波装置に関する研究，委託研究 

 

学位取得・研究業績に対する受賞 
・ 山本智朗：金沢大学大学院，博士（保健学），Spatial statistical smoothing function to analytical data from cerebral blood 

flow imaging，2010.3.23 

・ 横塚記代：修士（保健医療学），99mTcキット製剤の簡易標識率測定に関する基礎研究，(2009.3.17) 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 飯沼一浩：日本超音波医学会（名誉会員），日本生体医工学会，日本放射線技術学会，日本放射線腫瘍学会 

・ 大嶽 達：日本医学放射線学会（専門医），日本核医学会（認定医） 

・ 勝俣健一郎：日本CT検診学会，医用画像工学会，日本VR医学会 

・ 橋本光康：日本医学放射線学会（医学物理士），日本放射線腫瘍学会（放射線腫瘍学認定技師），日本医学物理学会，

日本放射線技術学会，日本物理学会，放射線治療品質管理機構（放射線治療品質管理士） 

・ 金場敏憲：日本放射線技術学会，日本国際保健医療学会，日本ME学会，日本アイソトープ協会，放射線防護連絡協

議会 

・ 土屋 仁：日本放射線技術学会，日本放射線技師会，危機管理システム研究学会，品質管理学会，日本病院・管理学

会 

・ 冨沢比呂之：日本化学会，錯体化学会，日本アイソトープ協会 

・ 小池貴久：日本物理学会，日本中性子科学会，日本放射線技術学会，日本核医学技術学会関東地方会（第27回総会財

務委員長），総合医用画像技術研究会 

・ 樋口清孝：日本胃癌学会，日本消化器がん検診学会，日本高齢消化器病学会，日本医用画像管理学会（学術研究理

事），日本放射線技術学会，オートプシー･イメージング学会，小児放射線技術研究会，総合医用画像技術研究会 

・ 室井健三：日本放射線技術学会，日本放射線技師会，日本ヒト脳機能マッピング学会，日本磁気共鳴医学会，総合医

用画像技術研究会（幹事） 

・ 山本智朗：日本医学放射線学会（医学物理士），放射線治療品質管理機構（放射線治療品質管理士），核医学専門技

師認定機構（核医学専門技師）（試験問題作成委員），日本放射線技術学会（核医学分科会委員），日本核医学技術

学会関東地方会（幹事（本年度大会長），学術調査委員），神奈川PET/SPECT研究会（世話人），総合用画像技術研

究会（幹事）日本医学物理学会，日本核医学技術学会，日本心臓核医学会，日本ヒト脳機能マッピング学会，医療放

射線防護連絡協議会 

・ 丸山純人：日本放射線技術学会，日本医学物理学会 

・ 横塚記代：日本放射線技術学会，日本高次脳機能障害学会，日本核医学技術学会関東地方会 
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医療福祉学部（医療福祉・マネジメント学科） 
 
著書 
・ 石川 徹，長谷川高志，黒田史博，今田敬子，外山比南子（分担執筆）：コメディカル教育のための情報リテラシー

とコンピュータの基礎，第8章 医療におけるITの活用，170-190，共立出版，2010 

・ 小林雅彦（分担執筆）他7名：法令遵守の精神と実践，高齢者福祉事業，271-297，経済法令研究会，2010 

・  小林雅彦（分担編集，分担執筆）他編：地域福祉論，地域福祉の主体と対象，12-15，社会福祉法と地域福祉の推進 

他，16-19，第一法規出版，2009 

・ 小林雅彦（分担執筆）他34名：地域福祉の理論と方法（第2版），税制優遇と助成金の活用，206-209，中央法規出版，

2009 

・ 小林雅彦（分担執筆）他33名：社会福祉士相談援助演習，地域福祉計画の策定に関する相談援助演習，110-113， 

中央法規出版，2009 

・ 上島国利（編）：気分障害（躁うつ病），今日のうつ病治療，284-290，最新医学社，2009 

・ 上島国利（編）：強迫性障害の研究10，OCD研究会10年の歩み，1-10，星和書店，2009 

・ 上島国利（編著）：糖尿病とうつ，概論 糖尿病とうつ，13-19，医薬ジャーナル，2009 

・ 大友崇義（監修）：うかるぞ 社会福祉士，現代社会と福祉，150，週間住宅新聞社，2009 

・ 河口洋行（単著）：医療の経済学，1-188，日本評論社，2009.9 

・ 大西正利，杉本恵申（分担執筆，編集）：診療報酬請求事務能力認定試験 受験対策と予想問題集（前期版）， 

オリジナル実技問題，124-144，実技問題／解説と解答，161-166，181-186，201-207，223-228，243-248，263-269，

286-292，医学通信社，2009 

・ 大西正利，杉本恵申（分担執筆，編集）：診療報酬請求事務能力認定試験 受験対策と予想問題集（後期版）， 

オリジナル実技問題，124-144，実技問題／解説と解答，161-166，181-187，203-208，223-228，243-249，266-272，

287-293，医学通信社，2009 

・ 松永千惠子：相談援助実習・相談援助実習指導－ソーシャルワーク現場実習・ソーシャルワーク実習指導，6.障害者

施設での実習1（居住型施設），126-128，コラム「実習が行われているのはどこだろうか？」，129，7.障害者施設で

の実習2（通所・就労型施設），130-132，コラム「非言語コミュニケーション」，133，株式会社弘文堂，2009 

・ 松永千惠子：系統別看護師国家試験問題解答と解説2010年版，問題1,3,29,30，87，91，医学書院，2009 

・ 松永千惠子：ノーマライゼーション障害者の福祉9月号，渡辺一史著『こんな夜更けにバナナかよ 筋ジス・鹿野靖

明とボランティアたち』，45-48，財団法人日本障害者リハビリテーション協会，2009 

・ 松永千惠子：うかるぞ社会福祉士，第1章人体の構造と機能及び疾病 3国際生活機能分類（ICF）の基本的考え方と

健康の捉え方，16-19，第16章 障害者に対する支援と障害者自立支援制度，808-855，第18章 就労支援サービス，

925-928，週刊住宅新聞社，2009 

・ 大石剛史（分担執筆）：地域福祉論 理論と方法，ボランティア活動の推進，第一法規，2009 

・ 大石剛史（分担執筆）：うかるぞ社会福祉士，地域福祉の理論と方法，176-252，週刊住宅新聞社，2009 

・ 大石剛史（分担執筆）：よくわかる高齢者福祉，福祉コミュニティづくり，148-167，ミネルヴァ書房，2010 

・ 須藤昌寛：心理学 科目別ポイント，社会福祉士国家試験過去問解説集，130，2009 

・ 須藤昌寛：社会福祉士国家試験模擬問題心理学問題と解説，社会福祉士国家試験模擬問題集，2009 

・ 林 和美（監修，主演）：ビデオで学ぶ ケアマネジャー試験2009 介護支援分野，DVD132分，中央法規出版，

2009 

・ 林 和美（分担執筆），介護支援専門員受験対策研究会編集：介護支援専門員実務研修受講試験 模擬問題集，介護
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保険制度のキーワード，1-79，介護支援分野，166-173，「実践問題」及び解答解説，182-219，278-284，中央法規出

版，2009 

・ 黒田史博（分担執筆）：コメディカル教育のための情報リテラシーとコンピュータの基礎（第2版），インターネッ

トと電子メール，文章の作成，発表資料の作成，表の作成と計算，全4ページ，共立出版，2010 

・ 大友崇義（監修），若倉 健（分担執筆）：うかるぞ社会福祉士，第6章 福祉行財政と福祉計画，254-279，週刊住

宅新聞社，2009 

・ 若倉 健（分担執筆）：社団法人日本社会福祉士養成校協会編 社会福祉士国家試験模擬問題集2010，問題編，26-34，

解答編，27-37，中央法規，2009 

 

原著論文 
・ 上島国利，石郷岡純，駒田裕二：統合失調症患者を対象としたrisperidone持効性注射剤risperidone錠の比較対照，臨床

精神薬理，12(6)，1199-1222，2009.6 

・ 上島国利，石郷岡純，駒田裕二：統合失調症患者を対象としたrisperidone持効性注射剤の長期投与試験，臨床精神薬

理，12(7)，1223-1244，2009.7 

・ 樋口輝彦，村崎光邦，上島国利：Placebo及びparoxetineを対照薬とした二重盲検比較試験，臨床精神薬理，12(7)， 

1613-1634，2009.7 

・ 樋口輝彦，村崎光邦，上島国利：Duloxetineの大うつ病性障害に対する臨床効果-5mgに対する40mg，60mgの優越性試

験，臨床精神薬理，12(7)，1595-1612，2009.7 

・ Owashi T，Kamijima K：Thought disorder and executive Dysfunction in Patients with Schizophnia，International J. 

Neuroscience，119，105-123，2009 

・ 山田康夫，河原和夫，河口洋行：救急搬送アクセス時間の観点による救急医療体制に関する研究，日本医療・病院管

理学会雑誌，46(3)，167-176，2009.7 

・ 関口 潔：自殺企図うつ病患者の服薬コンプライアンスに関する研究，日本医療経営学会誌，3(1)，69-75，2009 

 

総説 
・ 西堀眞弘，田中 博：オミックス医療と臨床検査，日本臨牀 広範囲血液・尿化学検査 免疫学的検査 第7版，

67(増刊号8)，47-51，2009 

・ 上島国利：今日のうつ病，プライマリケア，32(4)，251-254，2009 

・ 河口洋行：医療経済学のススメ，月刊基金，50(11)，2-4，2009.11 

・ 河口洋行：勤務医支援－急性期医療崩壊を防ぐ為に－，医療経済研究機構レター，184，28-30，2010.3 

・ 関口 潔：歯科クリニックに求められるホスピタリティ向上への取り組み，Zoom Up，129，2-7，2009 

・ 関口 潔（訳）：抗不安薬，ストレス百科事典（丸善），2，888-891，2009 

・ 関口 潔（訳）：ストレスと不安 第2世代抗精神病薬による治療，ストレス百科事典（丸善），3，1569-1572，2009 

・ 大西正利：点数算定実践講座，月刊保険診療（医学通信社），64(4)，140-143，2009.4 

・ 大西正利：点数算定実践講座，月刊保険診療（医学通信社），64(5)，116-119，2009.5 

・ 大西正利：点数算定実践講座，月刊保険診療（医学通信社），64(6)，136-140，2009.6 

・ 大西正利：点数算定実践講座，月刊保険診療（医学通信社），64(7)，118-121，2009.7 

・ 大西正利：第30回診療報酬請求事務能力認定試験，実技問題／解答と解説，月刊保険診療（医学通信社），64(8)， 

129-133，2009.8 

・ 大西正利：点数算定実践講座，月刊保険診療（医学通信社），64(9)，110-113，2009.9 



国際医療福祉大学研究活動報告 平成 21 年度 

－31－ 

・ 大西正利：点数算定実践講座，月刊保険診療（医学通信社），64(11)，125-129，2009.11 

・ 大西正利：第31回診療報酬請求事務能力認定試験，実技問題／解答と解説，月刊保険診療（医学通信社），65(1)， 

157-162，2010.1 

・ 須藤昌寛：バーンアウトさせないストレスマネジメントの具体策 環境改善は「お疲れさま」から，臨床老年看護，

16(4)，34-39，2009 

・ 若倉 健：社会福祉士と人権擁護，栃木県社会福祉士会「社会福祉研究」，4，36-44，2010 

・ 若倉 健：人と人との関わり～精神疾患の若者を中心に～，専門学校日本福祉学院「PSWエンパの会」論文，1-2，

2010 

 

研究報告 
・ 河口洋行：医療計画の実施及びその評価に関する研究，厚生労働科学研究費報告書，2010.2 

・ 河口洋行：包括払い方式が医療経済及び医療提供体制に及ぼす影響に関する研究，厚生労働科学研究費報告書，

2010.2 

・ 伊藤寿彦，松永千惠子 他：行動援助従業者養成研修プログラムの全国的な普及と行動援護サービスの標準化に関す

る調査・研究，紀要 平成20年度独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園，2，5-35，2009 

・ 松永千惠子 他：重度知的障害者の日中活動支援に関する調査研究－知的障害者更生施設（新体系及び旧体系）を対

象とする日中活動に関する全国調査から－，紀要 平成20年度独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園，

2，74-116，2009 

・ 相馬大祐，松永千惠子：知的障害者の地域移行支援の過程に関する研究，紀要 平成20年度独立行政法人国立重度知

的障害者総合施設のぞみの園，2，50-73，2009 

・ 松永千惠子，樋口幸子，森地 徹：知的障害者の健康管理・医療と福祉の連携に関する調査・研究，紀要 平成20年

度独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園，2，117-146，2009 

・ 宮田和明，高橋孝雄，坪田一男，松永千惠子：医薬品の副作用による健康被害実態調査報告書，保険福祉事業 医薬

品の副作用による健康被害実態調査報告書，独立行政法人医薬品医療機器総合機構，1-31，2010 

・ 今野広紀：英国医療制度の概要，中央社会保険医療協議会総会資料，中央社会保険医療協議会，2009 

・ 今野広紀：医療費の構造分析と適正化に向けた政策的課題に関する研究，医療費の構造分析と適正化に向けた政策的

課題に関する研究報告書，医療経済研究機構，2010 

・ 大石剛史（分担執筆）：とちぎ福祉教育研究会報告書，栃木県社会福祉協議会，9-31，2009 

・ 若倉 健：「高齢者虐待防止法」運用上の現状と課題～地域住民が参加する意義～，栃木県県北健康福祉センター，

1-28，2009.10 

・ 若倉 健：「高齢者虐待防止法」運用上の現状と課題～社会的孤立と無理解の視点から～，栃木県矢板健康福祉セン

ター，1-31，2010.1 

・ 若倉 健，塩谷地区地域包括支援センター編集：栃木県塩谷地区 地域包括支援センター事例集，栃木県塩谷地区地

域包括支援センター，1-27，2010.2 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 
・ 上島国利：働く人のうつ病，下町心の医療フォーラム，第一ホテル両国，東京都墨田区，2009.6.16 

・ 上島国利：SSRI 10年の歴史と今後の展望，SSRIセミナー，グランドプリンスホテル高輪，東京都港区，2009.6.27 

・ 上島国利：うつ病の臨床，第48回薬事エキスパート研修会，長井記念ホール，東京都渋谷区，2009.7.6 

・ 上島国利：抗うつ薬をめぐる最新の話題，札幌市精神科医会，札幌ガーデンパレスホテル，北海道札幌市，2009.8.26 
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・ 上島国利：うつ病の気づきと対処法，都城市北諸県医師会，ウェルネス交流プラザ，宮崎県都城市，2009.10.23 

・ 上島国利：うつ病の早期診断と治療，自殺対策のための医師会研修会，都城医師会館，宮崎県都城市，2009.10.24 

・ 上島国利：新規抗うつ薬Nassaに期待すること，東京学術研修会，ヒルトン東京，東京都新宿区，2009.11.28 

・ 河口洋行：医療サービスの効率と質の評価，日本OR学会分科会，政策研究大学院大学，東京都港区，2009.5.23 

・ 河口洋行：医療の効率性測定手法，東京大学看護学講座，東京大学，東京都文京区，2009.7.17 

・ 河口洋行：税と社会保障の一体改革，一橋大学，東京都国立市，2009.9.12 

・ 河口洋行：勤務医支援，新春 医療経済研究会，医療経済研究機構，東京都港区，2010.1.8 

・ 山本康弘：調整係数廃止が病院運営に与える影響，第61回福島県診療録管理研究会，福島県郡山市労働福祉会館3階

大ホール，福島県郡山市，2009.6.19 

・ 大西正利：2010年診療報酬改定説明会，愛知県医療経済同友会，日本福祉大学大学院名古屋キャンパス，愛知県名古

屋市，2010.3.12 

・ 加藤尚子：ハンセン病療養所の現在・過去・未来－共に生きる社会の実現のために－，平成21年度 上都賀地区人権

教育指導者一般研修，日光市赤間々会館，栃木県日光市，2009.6.18 

・ 加藤尚子：もう一つのハンセン病史－共に生きる社会の実現のために－，平成21年度 上三川町人権カレッジ，上三

川町役場，栃木県上三川町，2009.11.27 

・ 加藤尚子：ハンセン病「患者」の人権について，平成21年度 第2回人権教育担当指導主事研修会，教育会館，栃木

県宇都宮市，2010.2.3 

・ 浅香 勉：学童保育と地域社会，栃木県学童保育連絡協議会，国際医療福祉大学，栃木県大田原市，2009.5.17 

・ 浅香 勉：子ども虐待と子ども家庭福祉制度，平成21年度 児童福祉司任用研修会，栃木県中央児童相談所，栃木県

宇都宮市，2009.9.14，2009.9.17 

・ 松永千惠子：障害者福祉の現状と課題，とちぎ未来想像会議，コンセーレとちぎ，栃木県宇都宮市，2010.2.19 

・ 降旗光太郎：診療録の価値について，波田総合病院，長野県松本市，2009.11.6 

・ 須藤昌寛：働き続けるためのストレスマネジメント①，認知症介護実践研修（栃木県），とちぎ福祉プラザ，栃木県

宇都宮市，2009.6.8 

・ 須藤昌寛：高齢者の心理，職業訓練委託講座（企業組合労協センター），大田原市地域職業訓練センター，栃木県大

田原市，2009.7.27 

・ 須藤昌寛（パネリスト）：シンポジウム 開発援助での障がい者（児）支援における他分野のネットワーク形成，

JOCVリハビリテーションネットワーク，JICA地球ひろば，東京都渋谷区，2009.8.30 

・ 須藤昌寛：働き続けるためのストレスマネジメント②，認知症介護実践研修（栃木県），コンセーレとちぎ，栃木県

宇都宮市，2009.9.4 

・ 須藤昌寛：認知症高齢者を介護することについて～みんなで悩みを分かち合いましょう～，那珂川町，那珂川町すこ

やか共生館，栃木県那珂川町，2009.9.7 

・ 須藤昌寛：地域で支える認知症，国医療福祉大学平成21年度イブニング公開講座，国際医療福祉大学，栃木県大田原

市，2009.11.12 

・ 須藤昌寛：認知症について，特別養護老人ホーム生きいきの里職員研修，特別養護老人ホーム生きいきの里，栃木県

那須塩原市，2009.12.22 

・ 須藤昌寛：介護現場のニーズ紹介，とちぎ医療機器産業振興協議会技術情報交流会，国際医療福祉大学，栃木県大田

原市，2010.1.3 

・ 須藤昌寛：働き続けるためのストレスマネジメント③，認知症介護実践研修（栃木県），とちぎ福祉プラザ，栃木県

宇都宮市，2010.1.15 
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・ 須藤昌寛：高齢者虐待と認知症，大田原市ケアマネージャー連絡協議会研修会，大田原市庁舎，栃木県大田原市，

2010.1.19 

・ 福井康江：ストレスと上手につき合うためには，矢板地区精神保健福祉講座，塩谷庁舎，栃木県矢板市，2009.6.30 

・ 福井康江：心の病に寄り添う傾聴とは，傾聴ボランティア講演会，壬生町保健センター，栃木県壬生町，2009.8.18 

・ 福井康江：不安とむき合う，壬生町メンタルヘルス講座，壬生町保健センター，栃木県壬生町，2010.2.25 

・ 黒田史博：松木ツールシステム概要 操作演習，NPO日本DPC協議会 第3回乃木坂勉強会，国際医療福祉大学 ア

ミティ乃木坂，東京都港区，2009.11.22 

・ 若倉 健：高齢者虐待について考えよう，社会福祉法人とちぎ健康福祉協会，栃木県県北介護研修センター，栃木県

矢板市，2009.7.23 

・ 若倉 健：権利擁護及びリスクマネジメントについて，栃木県保健福祉部，とちぎ福祉プラザ，栃木県宇都宮市，

2009.8.25 

・ 若倉 健：倫理と人権，うつのみやケアマネージャー協会，とちぎ福祉プラザ，栃木県宇都宮市，2009.9.19 

・ 若倉 健：高齢者虐待防止について～施設内を中心に～，社会福祉法人厚生会，特別養護老人ホーム「やしお苑」，

栃木県矢板市，2009.10.6 

・ 若倉 健：倫理及び法令遵守とプライバシー保護，社会福祉法人悠々の郷，特別養護老人ホーム「生きいきの里」，

栃木県那須塩原市，2009.11.24 

・ 若倉 健：「生活訓練施設」における事例への対応について，医療法人直志会，精神障害者生活訓練施設「アミーゴ

荘」，茨城県大子町，2009.12.5 

・ 若倉 健：高齢者虐待に対する介護職の関わり，那須南農業協同組合，JAなす南本店，栃木県那須町，2010.2.17 

 

学会発表 
・ 丸木一成：患者･市民の医療参加は医療の質と安全をどう高めるか，医療の質・安全学会，東京ビッグサイト，東京

都江東区，2009.11.22 

・ 大塚敬義，長谷川高志，外山比南子：レセプト作成支援ソフトウェアを用いた医療事務教育のあり方について，平成

21年度 教育改革IT戦略大会，アルカディア市ヶ谷，東京都千代田区，2009.9.3 

・ 有吉澄江，外山比南子 他：地域医療・介護の連携 情報クリティカルパス作成への試み，第35回日本診療情報管理

学会学術大会，アクトシティ浜松，静岡県浜松市，2009.9 

・ 坂本千枝子，外山比南子 他：「がん登録教育」における実践的な教材作成の試み，第35回日本診療情報管理学会学

術大会，アクトシティ浜松，静岡県浜松市，2009.9 

・ 伊藤由美，外山比南子 他：臨床，病院経営における診療データの有効活用に向けて（第1報），第35回日本診療情

報管理学会学術大会，アクトシティ浜松，静岡県浜松市，2009.9 

・ 井上理恵，外山比南子 他：DPC対象ケアミックス型病院における退院支援法の構築－後方医療支援の確立をめざし

て－，第35回日本診療情報管理学会学術大会，アクトシティ浜松，静岡県浜松市，2009.9 

・ 外山比南子：DPC分類の変遷と核医学検査への影響，第50回日本核医学会学術総会，旭川市民文化会館，北海道旭川

市，2009.10.1 

・ 井上理恵，外山比南子 他：DPC情報に基づいた肺炎患者の退院支援の構築，第48回全国自治体病院学会，川崎市教

育文化会館 他，神奈川県川崎市，2009.11 

・ Hinako Toyama：The structure of hospitals in Japanese paying system with DPC classification，25th PCSI，アクロス福岡， 

福岡県福岡市，2009.11.11 

・ 外山比南子，降旗光太郎：DPC対象病院の構造と特徴，第29回医療情報学連合大会，広島国際会議場，広島県広島市，
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2009.11.22 

・ 清水隆明，外山比南子 他：DPCデータによる入院期間の影響要因分析－データマインニングソフトを用いて－， 

第29回医療情報学連合大会，広島国際会議場，広島県広島市，2009.11.22 

・ 石川 徹，長谷川高志，黒田史博，今田敬子，外山比南子：医療系大学におけるコンピュータリテラシー教育とその

改善への取り組み，第29回医療情報学連合大会，広島国際会議場，広島県広島市，2009.11.22 

・ 佐々木厚子，外山比南子 他：DPCデータにみるリンパ浮腫指導の実態について，第29回医療情報学連合大会，広島

国際会議場，広島県広島市，2009.11.22 

・ 楊 卓剣，外山比南子：電子カルテ・データの長期活用における問題点，第29回医療情報学連合大会，広島国際会議

場，広島県広島市，2009.11.23 

・ 大塚敬義，外山比南子 他：学生を対象とした電子カルテ実習に関する一考察，第29回医療情報学連合大会，広島国

際会議場，広島県広島市，2009.11.25 

・ 外山比南子（座長）：がん登録，第29回医療情報学連合大会，広島国際会議場，広島県広島市，2009.11.25 

・ 相原和子（座長）：ソーシャルワークリサーチ，第57回日本医療社会事業学会，滝の湯ホテル，山形県天童市，

2009.5.15 

・ 相原和子（主催，座長）：ソーシャルワーカーに役立つ質的研究法の理論と実際，日本医療社会福祉学会セミナー，

ジンゴビル2F会議室，東京都新宿区，2009.7.18 

・ 相原和子（座長，分科会）：第19回日本医療社会福祉学会，関西学院大学，兵庫県西宮市，2009.9.13 

・ 上島国利（座長）：パニック障害，精神医学アドバンスフォーラム，グランドプリンス高輪，東京都港区，

(2009.3.22) 

・ 上島国利（座長）：アドヒアランスの向上を目指したうつ病治療，Club Paxil，ハイアットリージェンシー，東京都新

宿区，2009.4.11 

・ 上島国利（座長）：生活習慣病とうつ病，第31回日本生物学的精神医学会，京都国際会館，京都府京都市，2009.4.25 

・ 上島国利：働く人のうつ病，2009年プライマリケア関連学会連合学術会議，京都国際会館，京都府京都市，2009.5.29 

・ 上島国利（総合座長）：Asia Regional Neuroscience Conference，Keio Plaza Hotel，東京都新宿区，2009.7.25 

・ 上島国利（座長）：わが国の抗うつ薬によるうつ病治療の歴史と今後の展望，第18回箱根精神薬理シンポジウム，

ザ・プリンス箱根，神奈川県箱根町，2009.9.4 

・ 大友崇義（主催者，座長）：地域福祉の課題，とちぎソーシャルワーク学会，とちぎ福祉プラザ，栃木県宇都宮市，

2010.2.20 

・ 河口洋行：An analysis of efficiency in Japanese hospitals by “true” fixed effect model，国際医療経済学会（中国），オリン

ピックセンター，中国北京市，2009.7.13 

・ 河口洋行，橋本英樹：固定効果による病院の費用構造把握の試みに関する研究，日本経済学会学術総会，専修大学，

東京都千代田区，2009.10.11 

・ 河口洋行，橋本英樹：病院の効率性推計を利用した病院機能評価に関する研究，日本医療・病院管理学会，東京女子

医科大学，東京都新宿区，2009.10.18 

・ 関口 潔：自殺企図うつ病患者の重症度と日常生活イベントの関係性，第47回日本医療・病院管理学会学術総会， 

東京女子医科大学，東京都新宿区，2009.10.18 

・ 関口 潔：うつ病患者の療養環境における諸問題，第8回日本医療経営学会学術総会，ホテルメトロポリタン仙台，

宮城県仙台市，2009.10.31 

・ 関口 潔：うつ病患者の人的環境ストレス認知と服薬アドヒアランス，第25回日本ストレス学会，横浜市開港記念会

館，神奈川県横浜市，2009.12.5 
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・ 山本康弘：事務職の人材育成を目標とした教育研修の実践，第35回日本診療録管理学会学術大会，アクトシティ浜松，

静岡県浜松市，2009.9.17 

・ 山本康弘，高橋 泰：救急患者の受け入れ要因に関する検討－K病院調査結果の分析－，第47回日本医療・病院管理

学会学術総会，東京女子医科大学，東京都新宿区，2009.10.18 

・ 西野典宏，仲野俊成，北村 臣，夜野敏明，西村泰典，山本康弘：DWHやDPCデータ活用による統計解析へのアプロ

ーチ，第29回医療情報学連合大会，広島国際会議場，広島県広島市，2009.11.21 

・ 加藤尚子，近藤正英，長谷川敏彦：平均在院日数の変化からみた病院機能の変遷，第47回日本医療・病院管理学会学

術総会，東京女子医科大学，東京都新宿区，2009.10.18 

・ 浅香 勉：学童保育に示される家庭支援の必要性に関する調査研究，とちぎソーシャルワーク学会，宇都宮市健康の

森，栃木県宇都宮市，2009.3.13 

・ 森地 徹，松永千惠子：知的障害者の健康管理・医療と福祉の連携に関する調査・研究，日本発達障害学会第44回研

究大会，岩手大学，岩手県盛岡市，2009.8.2 

・ 相馬大祐，松永千惠子：知的障害者の地域移行支援の過程に関する研究，日本社会福祉学会第57回全国大会，法政大

学，東京都町田市，2009.10.11 

・ 田中正博，加瀬 進，村岡美幸，松永千惠子，森地 徹：行動援助従業者養成研修プログラムの全国的な普及と行動

援護サービスの標準化に関する研究Ⅰ－行動援護従業者養成研修セミナー＜地方版＞の開催による行動援護普及への

取り組み－，日本社会福祉学会第57回全国大会，法政大学，東京都町田市，2009.10.11 

・ 加瀬 進，田中正博，村岡美幸，松永千惠子，森地 徹：行動援助従業者養成研修プログラムの全国的な普及と行動

援護サービスの標準化に関する研究Ⅱ－市区町村及び行動援護事業所の全数調査から見た行動援護の実態と課題－，

日本社会福祉学会第57回全国大会，法政大学，東京都町田市，2009.10.11 

・ 今野広紀，関本美穂，今中雄一（指定討論者）：終末期における入院医療～疾患・診療パターンと医療費，医療経済

学会，慶應義塾大学病院，東京都新宿区，2009.7.18 

・ 田中千絵，中田健吾，藤野 裕，水巻中正，開原成允：病院の国際化－日本の病院における外国人患者の受診実態に

関する研究－，第47回日本医療・病院管理学会学術総会，東京女子医科大学，東京都新宿区，2009.10.17 

・ 中田健吾，田中千絵，藤野 裕，丸木一成：米国患者満足度調査フォ－マット「HCAHPS」の日本語版の妥当性と信

頼性の検証～急性期の日本人入院患者を対象としたケーススタディ～，第47回日本医療・病院管理学会学術総会， 

東京女子医科大学，東京都新宿区，2009.10.17 

・ 中田健吾，田中千絵，藤野 裕，丸木一成：日本語版 HCAHPS（米国患者満足度調査フォ－マット）の妥当性と信

頼性～電子カルテシステム導入による医療の質の影響測定を踏まえて～，日本医療マネジメント学会（第10回長崎支

部学術集会），長崎ブリックホール国際会議場，長崎県長崎市，2010.2.27 

・ 大石剛史（座長）：栃木県における福祉教育の現状と課題，日本福祉教育・ボランティア学習学会，日本福祉大学，

愛知県名古屋市，2009.11.29 

・ 若倉 健，須藤昌寛：認知症高齢者に対する権利擁護推進の課題－成年後見制度の活用を中心に－，日本地域福祉学

会，中部学院大学，岐阜県関市，2009.6.21 

・ 須藤昌寛：小規模多機能型居宅介護事業を展開していく上での課題～栃木県C市における聞き取り調査から～，日本

福祉心理学会，鹿児島国際大学，鹿児島県鹿児島市，2009.7.18 

・ 福井康江：地域体制整備コーディネーターとして思う，栃木県精神保健福祉士会実践報告会，とちぎ福祉プラザ，栃

木県宇都宮市，2009.11.21 

・ 鈴木孝尚，若倉 健：多職種連携による退院支援体制の構築とその影響について，第29回日本医療社会事業学会， 

ほほえみの宿，山形県天童市，2009.5.15-16 
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・ 若倉 健，須藤昌寛：認知症高齢者に対する権利擁護推進の課題，2009年日本地域福祉学会第23回大会，中部学院大

学，岐阜県関市，2009.6.20-21 

・ 齊藤隆之，若倉 健，山崎順子：成年後見制度活用の実態と提言－栃木県における調査から－，日本社会福祉学会第

57回全国大会，法政大学，東京都町田市，2009.10.10-11 

 

研究助成金（文部科学省，厚生労働省，公的研究費，その他研究助成金） 
・ 北島政樹，外山比南子：コメディカル養成のための教育用電子カルテシステムおよびデータベースの構築と実践，戦

略的大学教育改革支援プログラム 

・ 河原和夫（主任研究者），河口洋行：医療計画の実施及びその評価に関する研究，厚生労働科学研究費補助金，医療

技術評価総合，H19-医療-009，継続 

・ 松田晋哉（主任研究者），河口洋行：包括払い方式が医療経済及び医療提供体制に及ぼす影響に関する研究，厚生労

働科学研究費補助金，政策科学推進研究，H19-政策-指定-001，継続 

・ 加藤尚子：医療福祉施設職員のための｢ケアのマナー｣の構築と教育体制の確立，平成21年度三菱財団研究助成，社会

福祉事業-11 

・ 加藤尚子（分担），長谷川敏彦（主任研究者）：質効率向上と職業間連携を目指した病棟マネジメントの研究，平成

21年度厚生労働科学研究費補助金（地域医療基盤開発推進研究事業），H19-医療-一般-004 

・ 今野広紀：医療費の構造分析と適正化に向けた政策的課題に関する研究，厚生科学研究費補助金，政策科学推進研究

事業，19010901，継続 

・ 福井康江：精神障害者の家族相談体制整備に向けての研究，三菱財団社会福祉事業・研究助成金，社会福祉，27，採択 

 

学位取得・研究業績に対する受賞 
・ 山本康弘：博士（医療福祉経営学）保博甲第86号，大都市部の医療機関が救急患者を受入に至らなかった要因に関す

る研究，2010.3.16 

・ 野村晴美：医療福祉学（博士），特別養護老人ホームにおける肺炎とその予防ケアの実態，2010.3.16 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 丸木一成：日本病院管理学会，医療の質・安全学会，日本医療マネジメント学会，日本品質管理学会 

・ 外山比南子：日本医療情報学会（教育委員会ワーキンググループ，医療情報技師試験問題作成委員），日本核医学会，

日本バイオメディカルファジーシステム（BMFS）学会，日本医学物理学会 

・ 西堀眞弘：日本臨床検査医学会（認定臨床検査専門医）（評議員，EBLM委員会副委員長，臨床検査室医療評価委員

長，編集委員会査読委員），日本医療情報学会（評議員，医療IT政策総合研究部会担当幹事，編集委員会査読委員，

医療情報技師検定試験出題委員，医療情報技師育成指導者，上級医療情報技師育成指導者），デジタルバイオカラー

研究会（総務担当常任理事，出版委員会副委員長），遺伝子検査精度保証研究会（総務担当理事），テーラーメード

健康管理研究会（総務担当理事） 

・ 小林雅彦：日本地域福祉学会（栃木県担当委員），日本認知症ケア学会（関東甲信越地域部会委員） 

・ 相原和子：日本医療社会福祉学会（副会長），日本社会学会，日本犯罪社会学会 

・ 大友崇義：社会福祉学会，地域福祉学会 

・ 河口洋行：国際医療経済学会，日本経済学会，日本医療・病院管理学会，日本介護経営学会，医療経済学会，日本ヘ

ルスサポート学会 

・ 関口 潔：日本医療経営学会，日本医療・病院管理学会，日本医療マネジメント学会，日本ストレス学会，日本うつ
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病学会 

・ 山本康弘：日本医療・病院管理学会（評議員），日本診療情報管理学会，日本医療経営学会 

・ 加藤尚子：日本病院管理学会（評議員），日本文化人類学会，日本医療マネジメント学会 

・ 浅香 勉：日本子ども虐待防止学会，日本社会福祉学会，日本福祉教育・ボランティア学習学会，日本子ども家庭福

祉学会，日本社会事業大学社会福祉学会 

・ 松永千惠子：日本ソーシャルワーカー協会（国際委員），日本社会福祉学会，日本発達障害学会，日本グループホー

ム学会，障害学会，日本福祉のまちづくり学会 

・ 今野広紀：社会政策学会，日本医療・病院管理学会 

・ 田中千絵：日本内科学会，日本医療・病院管理学会，日本医学教育学会，日本医療マネジメント学会，日本医療情報

学会 

・ 降旗光太郎：日本診療情報管理学会，日本医療マネジメント学会 

・ 大石剛史：日本地域福祉学会，日本福祉教育・ボランティア学習学会 

・ 須藤昌寛：日本心理学会，日本福祉心理学会，日本カウンセリング学会（認定カウンセラー），日本老年行動科学会，

日本社会福祉学会，日本地域福祉学会 

・ 林 和美：日本社会福祉学会，日本地域福祉学会，日本ケアマネジメント学会（認定ケアマネジャー）（評議員，学

会誌編集委員認定ケアマネジャー試験委員，選挙管理委員） 

・ 福井康江：日本芸術療法学会，日本精神障害者リハビリテーション学会 

・ 野村晴美：日本自立支援介護学会，介護福祉教育学学会，日本介護福祉学会 

・ 若倉 健：日本社会福祉学会，日本地域福祉学会，日本高齢者虐待防止学会，日本医療社会事業学会 

 

 

 

薬学部（薬学科） 
 
著書 
・ 武田弘志（監修）：ストレス百科事典，丸善，2009 

・ 武田弘志（分担翻訳）：ストレス百科事典，神経系に対する糖質コルチコイド－副作用，668-672，丸善，2009 

・ 武田弘志：日本薬剤師会雑誌，薬科大学・薬学部 学部長に聞く，208-209，日本薬剤師会，2009 

・ 武田弘志：国際医療福祉大学薬学部，化学と薬学の教室，1-8，2009 

・ 武田弘志（編集責任者）：実践行動薬理学，金芳堂，2010 

・ 辻 稔，武田弘志（分担執筆）：実践行動薬理学，一般行動の評価法，11-19，金芳堂，2010 

・ 辻 稔，武田弘志（分担執筆）：実践行動薬理学，ストレス適応研究からみた気分障害治療薬開発の将来展望， 

131-137，金芳堂，2010 

・ 武田弘志，辻 稔（分担執筆）：疾病の成り立ちと回復の促進 薬理学（第2版第2刷），第4章脳・神経の疾患， 

150-170，医歯薬出版，2010 

・ 武田弘志，辻 稔（分担執筆）：疾病の成り立ちと回復の促進 薬理学（第2版第2刷），第5章精神の疾患，171-182，

医歯薬出版，2010 

・ 真野泰成，廣澤伊織，旭満里子（分担執筆） 他：病気と薬パーフェクトBOOK 2010，肝炎・胆・膵疾患（薬物治療

編），446-498，南山堂，2010 

・ 有澤宗久，奥田拓男（分担）：最新 生薬学（第4版），キノン，ピロン，フェノール類，161-193，広川書店，2010 
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・ 池田俊也：リハビリテーションにおける評価法ハンドブック―障害や健康の測り方，EQ-5D，273-277，医歯薬出版，

2009 

・ 池田俊也：新しい診断と治療のABC61/腎7 糖尿病性腎症，医療経済，145-152，最新医学社，2009 

・ 西尾英敏，池田俊也：在宅医療辞典，医薬分業，10，中央法規出版，2009 

・ 西尾英敏，池田俊也：在宅医療辞典，後発医薬品 ジェネリック医薬品，90，中央法規出版，2009 

・ 小林美亜，池田俊也：看護管理ガイドブック上級編，医療分野の経済，2-15，杏林図書，2009 

・ 小林美亜，池田俊也：新版医療情報 医学・医療編，病院管理・指標，119-121，篠原出版新社，2009 

・ 小瀧 一（分担）：臨床精神薬理ハンドブック第2版，血中薬物濃度モニタリング（TDM），48-60，医学書院，2009 

・ 小瀧 一（編集，分担）：コ・メディカル版ステッドマン医学辞典，薬学に関する用語の解説，メジカルビュー社，

2010 

・ 木方 正，安田一郎，佐藤拓夫，神村英利（編集）：わかりやすい薬事関係法規・制度，廣川書店，2009 

・ 佐藤拓夫（分担執筆）：わかりやすい薬事関係法規・制度，4章医療制度，23-37，廣川書店，2009 

・ 佐藤拓夫（分担執筆）：わかりやすい薬事関係法規・制度，6章医薬品開発・血液供給体制，56-73，廣川書店，2009 

・ 佐藤拓夫（分担執筆）：CBT対策と演習 薬事関係法規・制度，第3章 社会保障制度，151-168，廣川書店，2009 

・ 佐藤拓夫（分担翻訳）：ストレス百科事典（ストレス百科事典翻訳刊行委員会編），フィブリノゲンと凝固因子，4，

2310-2314，丸善，2009 

・ 角南明彦（分担翻訳）：ストレス百科事典，自律神経系，1327-1333，丸善，2009 

・ 千葉百子（翻訳）：がんの世界地図，全編，1-128，丸善，2009 

・ 千葉百子（翻訳）：病気と健康の世界地図，全編，1-128，丸善，2009 

・ 千葉百子（分担執筆）：新簡明衛生公衆衛生（改訂6版），環境，49-58，人間と環境，86-116，南山堂，2010 

・ 原 明義（分担執筆）：ストレス百科事典，1，アンギオテンシン，52-55，丸善，2009 

・ 原 明義（分担執筆）：ストレス百科事典 3巻，心拍数，1506-1509，丸善，2009 

・ 小暮健太朗，後藤 了（分担執筆） 他：薬品物理化学，第1章～第7章，計370程度，京都廣川，2010 

・ 辻 稔（編集）：実践行動薬理学，金芳堂，2010 

・ 辻 稔（分担翻訳）：ストレス百科事典，副腎皮質刺激ホルモン放出因子結合性タンパク質，2368-2370，丸善，2009 

・ 辻 稔（分担翻訳）：ストレス百科事典，副腎皮質刺激ホルモン放出ホルモン（CRH），2382-2385，丸善，2009 

・  武田弘志，辻 稔，山田治美 他：ストレス百科事典，ステロイド水酸化酵素，1535-1538，丸善，2009 

・ 横山秀克（分担執筆）：薬学分析科学の最前線，ESR画像化技術を用いた脳内部位別還元能評価，174-175，じほう，

2009 

・ Yokoyama H（単著）：EPR imaging and its in vivo application，Nova Science Pub Inc，2009 

・ 井尻聡一郎（分担執筆）：演習で理解する 薬学の分析化学，第5章定性試験，81-97，廣川書店，2010 

・ 竹内智子（分担執筆）：ストレス百科事典，糖質コルチコイド（概要），丸善，2009 

・ 廣澤伊織，旭満里子（分担執筆）：病気と薬パーフェクトBOOK 2010，胆石症，膵炎，原発性胆汁性肝硬変・原発性

硬化性胆肝炎，自己免疫性肝炎，南山堂，2010 

・ 真野泰成，旭満里子（分担執筆）：病気と薬パーフェクトBOOK 2010，肝炎，肝硬変，NASH，南山堂，2010 

・ 宮川和也（分担執筆）：ストレス百科事典，胎性期ストレス，1837-1841，丸善，2009 

・ 宮川和也（分担執筆）：ストレス百科事典，海馬（概観），283-287，丸善，2009 

 

原著論文 
・ 原田陽一郎，辻 稔，武田弘志，林 正朗，松宮輝彦：情動調節機構におけるhistamine受容体サブタイプの役割，東
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京医科大学雑誌，67(2)，194-204，2009.4 

・ 野原 淳，辻 稔，武田弘志，山田朋子，松宮輝彦：慢性変動ストレスが誘発する情動変化と脳由来神経栄養因子と

の関連性，東京医科大学雑誌，67(2)，205-214，2009.4 

・ Matsushita M，Tahara M，Tsuji M，Takeda H，Matsumiya T，Iimori M：Role of 5-HT7 receptors in context - and tone - 

dependent fear conditioning in mice，The Journal of Tokyo Medical University，67(3)，326-333，2009 

・ 谷口由香里，岩本晃明，池田俊也，山田治美，平野泰子，旭満里子，片寄治男，室井美樹，藤倉洋子，佐々木志野，

栁田 薫：抗酸化剤（ビタミンE・ビタミンC・グルタチオン）療法による造精機能障害改善効果の検討，日本受精着

床学会，27(1)，104-110，2010.3 

・ 萩原紘子，平野泰子，渡辺紘子，松田和弘，八木澤幸恵，旭満里子，大和田倫孝：子宮頸癌再発に伴う神経因性癌性

疼痛にガバペンチンが奏効した1例，産婦人科の実際，59(3)，産婦人科診療，2010.3 

・ Lihua Shan，Takao Kawakami，Satoshi Asano et al.：Inverse relationship between Sec14l3 mRNA/protein expression and 

allergic airway inflammation，European Journal of Pharmacology，616，293-300，2009 

・ 長谷川フジ子，池田俊也，開原成允：医療機関における医療用医薬品の新バーコード利用に関する調査研究，日本医

療・病院管理学会誌，46(3)，177-185，2009.7 

・ 瀬戸僚馬，若林 進，石神久美子，瀬戸加奈子，池田俊也，武藤正樹：後発医薬品への変更調剤を推進するための処

方オーダリングシステムの仕様に関する研究，ジェネリック研究，3(1)，36-42，2009.10 

・ 小林美亜，坂口美佐，池田俊也：専従の医療安全管理者配置による効果 病院管理者および専従の医療安全管理者の

認識から，日本医療・病院管理学会誌，46(4)，219-229，2009.10 

・ 木元康介，池田俊也，永尾光一：International Index of Erectile Function (IIEF) およびその短縮版であるIIEF5の新しい

日本語版の作成，日本性機能学会雑誌，24(3)，295-308，2009.12 

・ 池田俊也，小林美亜，清水隆明，吉田正貴，後藤百万，本間之夫，山口 脩：Nocturia Quality of Life Questionnaire (N-

QOL)日本語版の計量心理学的検討，日本排尿機能学会誌，20(2)，325-331，2009.12 

・ 吉田正貴，後藤百万，本間之夫，本田和也，野宮正範，山口 脩，小林美亜，池田俊也：Nocturia Quality of Life 

Questionnaire (N-QOL)の日本語版の作成と言語的妥当性の検討，日本排尿機能学会誌，20(2)，317-324，2009 

・ Asakura K，Satoh H，Chiba M，Okamoto M，Serizawa K，Nakano M，Omae K：Genotoxicity studies of heavy metals: lead, 

bismuth, indium, silver and antimony，J Occup Health，51，498-521，2009 

・ Shinohara A，Chiba M，Kumasaka T：Behavior of samarium inhaled by mice: Exposure length and time-dependent change， 

J Radioanal Nucl Chem，281，119-122，2009 

・ Ito T，Suda K，Kumamoto T，Nakanishi W，Watanabe T，Ishikawa T，Seki H et al.：Complexability of o-bisguanidino-

benzenes with arsenic and phosphoric acids in solution and solid states, and the potential use of their immobilized derivatives as 

solid base ligands for metal salts and arsenic acid，Molecular Diversity，14(1)，131-145，2010 

・ 後藤 了，小松和志：The configuration space of a model for ringed hydrocarbon molecules，Hiroshima Mathematical Journal，

40，2010 

・ Ishimaru N，Fukuchi M，Hirai A，Chiba Y，Tamura T，Takahashi N，Tabuchi A，Tsuda M，Shiraishi M：Differential 

epigenetic regulation of BDNF and NT-3 genes by trichostatin A and 5-aza-2’-deoxycytidine in Neuro-2a cells，Biochem. 

Biophys. Res. Commun.，394(1)，173-177，2010 

・ Yokoyama H et al.：Noninvasive in vivo electron paramagnetic resonance study to estimate pulmonary reducing ability in mice 

exposed to NiO or C60 nanoparticles，J. Magn. Reson. Imag.，29，1432-1437，2009 

・ Yokoyama H：Coarse and fine control of the EPR frequency of a loop-gap resonator using a single-turn coil with a varactor diode 

attached，Appl. Magn. Reson，36，49-59，2009 



国際医療福祉大学研究活動報告 平成 21 年度 

－40－ 

・ Katakawa K，Kogure N，Kitajima M，Takayama H：A New Lycopodium alkaloid, Lycoposerramine-R, with a Novel Skeleton 

and Three New Fawcettimine-Related Alkaloids from Lycopodium serratum，Helv. Chim. Acta，92，445-452，2009 

 

総説 
・ 宮川和也，辻 稔，竹内智子，武田弘志：精神科領域に広がるエピジェネティクスの波，精神科，14(4)，342-347，

2009.4 

・ 宮川和也，辻 稔，竹内智子，武田弘志：緩和医療における神経精神薬理学の役割，精神科，16(1)，71-77，2010.1 

・ 池田俊也：医療技術の経済評価手法－質調整生存年（QALYs）と効用値を中心に－，The BONE，23(2)，145-150，

2009.4 

・ 下村裕見子，池田俊也，武藤正樹：クリティカルパスと地域連携，総合リハビリテーション，37(5)，419-425，2009.5 

・  池田俊也，小林美亜：クリニカルパスの活用 質の向上と安全に貢献するツール，Nursing BUSINESS，2009（夏季増

刊），78-80，2009.6 

・ 池田俊也：糖尿病予防の医療費は？ 耐糖能異常（IGT）に対する介入の費用対効果について教えてください，Q&A

でわかる肥満と糖尿病，8(5)，665-666，2009.9 

・ 中村真理，池田俊也：ジェネリック医薬品の医療費軽減効果とは？ 糖尿病患者でジェネリック医薬品に替える医療

費軽減効果について教えてください，Q&Aでわかる肥満と糖尿病，8(5)，705-707，2009.9 

・ 池田俊也：日本における降圧薬の費用対効果の研究と課題，日本臨床，67(増刊号7)，280-284，2009.11 

 

研究報告 
・ 北里博仁，池田俊也，泉 和夫，岡畑純江，門脇 孝，野田光彦，佐藤俊彦：診療報酬明細書から見た2型糖尿病患

者の糖尿病合併症進展と医療費の関係（第2報），糖尿病，52(Suppl.1)，S-290，2009.4 

・  池田俊也，小林 慎：2型糖尿病患者の長期予後推計モデルに関する研究，糖尿病，52(Suppl.1)，S-140，2009.4 

・ 下村裕見子，池田俊也，武藤正樹，谷水正人：がん診療連携拠点病院における地域連携クリティカルパス現状調査，

日本医療マネジメント学会雑誌，10(1)，142，2009.6 

・  佐藤 達，武藤正樹，池田俊也：急性冠症候群に対するDTB (Door-to-balloon) time調査，日本医療マネジメント学会

雑誌，10(1)，212，2009.6 

・ 藤田 茂，瀬戸加奈子，平尾智広，池田俊也，長谷川敏彦，長谷川友紀：有害事象の診療記録調査における収集情報

の絞り込みに関する研究，日本医療マネジメント学会雑誌，10(1)，262，2009.6 

・ 平尾智広，池田俊也，小林美亜，兼児敏浩，坂口美佐，藤田 茂，長谷川友紀：有害事象把握のためのGlobal Trigger 

Tool（トリガーツール）について，日本医療マネジメント学会雑誌，10(1)，263，2009.6 

・ 木元康介，池田俊也，永尾光一，丸茂 健，辻村 晃，近藤宣幸，吉田正貴，佐藤嘉一：IIEFの新しい日本語訳，日

本性機能学会雑誌，24(2)，234，2009.8 

・ 井関 健，大谷道輝，木平健治，後藤伸之，佐々木忠徳，佐藤 博，澤田康文，中村敏明，政田幹夫，安部好弘，池

田俊也，岩月 進，松山賢治，柳川忠二：後発医薬品に関する調査研究，日本病院薬剤師会雑誌，45(8)，1020-1022，

2009.8 

・ 池田俊也：臨床指標とP4Pの国際動向，日本医療・病院管理学会誌，46(Suppl)，45，2009.9 

・ 下村裕見子，池田俊也，武藤正樹，谷水正人：地域連携を考える 連携パスの構築と課題 がん医療を通して考察す

る，日本医療・病院管理学会誌，46(Suppl)，45，2009.9 

・ 進士君枝，池田俊也，武藤正樹：ISO9001（品質マネジメントシステム：QMS）被認証組織に対する審査の効果的ア

プローチに関する研究，日本医療・病院管理学会誌，46(Suppl)，122，2009.9 
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・ 安倍孝治，武藤正樹，池田俊也：マネジメント指標を用いた健康保険組合の評価について，日本医療・病院管理学会

誌，46(Suppl)，137，2009.9 

・ 小林美亜，池田俊也，清水隆明，吉田正貴：Nocturia Quality-of-Life questionnaire (N-QOL)日本語版の妥当性と信頼性

の検証，日本医療・病院管理学会誌，46(Suppl)，186，2009.9 

・ 中村享子，武藤正樹，池田俊也，岡村世里奈：高齢な脳血管障害患者の胃ろうの実態調査 E病院での調査を通して，

日本医療・病院管理学会誌，46(Suppl)，212，2009.9 

・ 後藤光世，太田惠一朗，林 章敏，池田俊也，武藤正樹：症状別緩和ケア地域連携クリティカルパスの開発について，

日本癌治療学会誌，44(2)，656，2009.9 

・ 下村裕見子，池田俊也，武藤正樹，谷水正人：地域連携パスの光と影 たとえ明日連携パス加算が無くなろうとも，

私たちは今日も連携の輪を広げる!! 医療連携の課題 がん地域連携クリニカルパスの現状調査，連携実務者アンケ

ートより考察する，日本クリニカルパス学会誌，11(4)，397，2009.10 

・ 池田俊也：クリニカルパスと臨床指標 clinical indicator & critical indicator 臨床指標とは?，日本クリニカルパス学会

誌，11(4)，387，2009.10 

・  佐藤拓夫 他：国際共同治験におけるモニター業務の変化に関する調査研究，PHARM STAGE，9(12)，53-58，2010 

・ 千葉百子：健康と微量元素，ヘルシイエイジング学会News，2，3-4，2009 

・ 辻 稔：ストレス適応の形成ならびに破綻機構における5-HT7受容体の機能的役割の解明，平成20年度科学研究費補

助金実績報告書，2009 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 
・ 武田弘志：緩和医療を考える，第2回那須緩和医療セミナー，那須野が原ハーモニーホール，栃木県大田原市，

2009.8.5 

・ 武田弘志：ストレス医学への招待，平成21年度看護学科公開学習会 ストレスをナーシング・パワーに変える，国際

医療福祉大学，栃木県大田原市，2009.9.12 

・ 武田弘志：ストレス医学へのいざない，星薬科大学同窓会栃木支部会，栃木県青年会館，栃木県宇都宮市，2009.10.4 

・ 武田弘志：ストレスコントロールで心の元気を広げよう，栃木県那須地区養護教育研究会，栃木県那須塩原市，

2009.11.26 

・ 辻 稔，竹内智子，宮川和也，武田弘志：ストレス適応に関与する脳内メカニズム－5-HT7受容体を中心に－，第25

回日本ストレス学会学術総会 シンポジウム，横浜市開港記念会館，神奈川県横浜市，2009.12.5 

・ 武田弘志：薬剤師のためのストレス医学入門，栃木県女性薬剤師会，宇都宮パルティ，栃木県宇都宮市，2010.2.21 

・ 武田弘志：サイコオンコロジー（精神腫瘍学）における向精神薬の役割，国際医療福祉大学 がんプロフェッショナ

ル養成プラン緩和薬理フォーム・市民公開講座，宇都宮東武ホテルグランデ，栃木県宇都宮市，2010.3.7 

・ 宮川和也，辻 稔，竹内智子，武田弘志：ストレスに対する情動的抵抗性の形成とエピジェネティクス制御，第83回

日本薬理学会年会シンポジウム，大阪国際会議場，大阪府大阪市，2010.3.18 

・ 旭満里子（シンポジスト）：卒前における実践的医薬品情報教育 薬学部における医薬品情報学教育，第12回日本医

薬品情報学会総会・学術大会，九州大学医学部百年講堂，福岡県福岡市，2009.7.18 

・ 池田俊也：臨床指標とP4Pの国際動向，第47回日本医療・病院管理学会学術総会，東京女子医科大学，東京都新宿区，

2009.10.18 

・ 池田俊也：臨床指標とP4P 医療の質の測定と診療報酬への反映の可能性，第59回日本病院学会，鶴屋ホール2，熊本

県熊本市，2009.10.24 

・ 池田俊也：医学判断学アプローチによる患者の意思決定支援～患者の選好測定の現状と課題～，第29回日本医療情報
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学連合大会（第10回日本医療情報学会学術大会），広島国際会議場，広島県広島市，2009.11.25 

・ 池田俊也：クリニカルパスと臨床指標 clinical indicator & critical indicator 臨床指標とは？，第10回日本クリニカルパ

ス学会，長良川国際会議場，岐阜県岐阜市，2009.12.5 

・ 千葉百子：環境と健康の接点－アラル海の縮小と付近住民の健康・経済問題－，第43回北陸大学学術フロンティア特

別講演会，北陸大学，石川県金沢市，2009.5.29 

・ Chiba M：Climate change and health problem of residents near the Aral Sea，International Conference Institutes of Civil 

Society: The issues of maintaining of sustainable development, democratic remaining and modernization of the country 

nternational Round-Table Discussion on Institutions of civil society: ecological issues, democratic renewing and modernization of 

the country，Juntendo University，Bunkyo, Tokyo，2009.6.3 

・ Chiba M：Comparative analysis of cancer incidence in Japan and the Central Asian Countries，Uzbekistan Women’s Council, 

Font Forum: First International Forum: Medical aspects and the role of public organization in breast cancer problem solution，

Tashkent Amir Tamur Hall, Intercontinental Hotel，Tashkent, Uzbekistan，2009.6.30 

・ Chiba M：Better environmental health for a sustainable future of the Aral Sea area，Uzbekistan Academy of Environmrnt: 

International Round-Table: Environmental situation in Central Asia and the issues of sustainable development，Tashkent 

Fuqarolik Jamiyatini O’ ganish Instituti，Tashkent, Uzbekistan，2009.9.21 

・ Chiba M：Civil society and problem of environmental protection，International Conference “Institutes of Civil Society: The 

issues of maintaining of sustainable development, democratic remaining and modernization of the country”，Bukhara, City Hall，

Bukhara, Uzbekistan，2009.9.22-23 

・ Chiba M：Toxic Effects of Heavy Metals on Human Health and Recent Topics，Young Leaders Professional Course，Nagoya 

University，Nagoya, Aichi，2009.12.3 

・ 千葉百子：金属毒性と化学種 環境汚染物質の健康影響，環境省水質分析研修，環境省環境調査研修所，埼玉県所沢

市，2009.12.10 

・ 千葉百子：健康と環境の接点－中央アジアおよびタイにおけるフィールドワークの経験から－，獨協医科大学第4回

国際交流セミナー，獨協医科大学，栃木県下都賀郡壬生町，2009.12.21 

・  山田治美：がんプロフェッショナル養成プランと全人的がん医療人育成，緩和薬理フォーラム，宇都宮東武ホテルグ

ランデ，栃木県宇都宮市，2010.3.6 

 

学会発表 
・ 武田弘志（座長）：難治性疼痛の緩和に向けた基礎研究からのアプローチ，第3回日本緩和医療薬学会年会 特別講

演，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2009.10.18 

・ 武田弘志（座長）：がん性疼痛治療におけるアセトアミノフェンの役割，第3回日本緩和医療薬学会年会 特別講演，

パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2009.10.18 

・ Minoru Tsuji，Tomoko Takeuchi，Yuki Takei，Kanji Fujimori，Kazuya Miyagawa，Hiroshi Takeda：Blockade of Brain 5-

HT7 receptors under the stressful condition induces the emotional abnormality in mice，第1回アジア神経精神薬理学会 第39

回日本神経精神薬理学会，京都国際会議場，京都府京都市，2009.11.13 

・ 武田弘志（座長）：第25回日本ストレス学会学術総会，横浜市開港記念会館，神奈川県横浜市，2009.12.5 

・ 宮川和也，辻 稔，藤森完爾，竹内智子，竹井由紀，武田弘志：急性拘束ストレス刺激による情動変化に対するヒス

トン脱アセチル化酵素阻害剤の抑制効果，第83回日本薬理学会年会，大阪国際会議場，大阪府大阪市，2010.3.16 

・ 竹内智子，辻 稔，竹井由紀，藤森完爾，宮川和也，武田弘志：文脈的恐怖記憶の消去機構における5-HT7受容体の

関与，第83回日本薬理学会年会，大阪国際会議場，大阪府大阪市，2010.3.18 
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・ 武田弘志（座長）：ゲノム異常およびエピジェネティクス異常における疾患の病態把握とこれからの薬物療法，第83

回日本薬理学会年会シンポジウム，大阪国際会議場，大阪府大阪市，2010.3.18 

・ 竹内智子，大出浩子，宮川和也，横山秀克，久岡正史，武田弘志，原 明義：国際医療福祉大学薬学部における臨床

検査実習の一試み －唾液中アミラーゼ活性の測定とその応用－，日本薬学会第130年会，岡山コンベンションセン

ター，桃太郎アリーナ 他，岡山県岡山市，2010.3.29 

・ 大内かおり，小瀧 一，真野泰成，廣澤伊織，田島正教，山田治美，旭満里子，藤本幸三，武田弘志：他学部との連

携による薬学生のチーム医療教育：「関連職種連携実習」の実施，日本薬学会第130年会，岡山コンベンションセン

ター，桃太郎アリーナ 他，岡山県岡山市，2010.3.29 

・ 中村真理，清水隆明，池田俊也，井上忠夫，旭満里子，武田弘志：個人の選好測定に基づいたがん化学療法選択のた

めの意思決定支援ツールの開発，日本薬学会第130年会，岡山コンベンションセンター，桃太郎アリーナ 他，岡山

県岡山市，2010.3.29 

・ 萩原紘子，真野泰成，廣澤伊織，大内かおり，田島 正教，山田治美，小瀧 一，旭満里子：院外処方された医療用

麻薬に関する現状把握とその問題点に関するアンケート調査，第3回日本緩和医療薬学会年会，パシフィコ横浜，神

奈川県横浜市，2009.10.18 

・ 平野泰子，鈴木 裕，川崎成郎，渡辺紘子，萩原紘子，松田和弘，旭満里子：非切除・非治癒進行がんにおける消化

管閉塞治療について検討，第3回日本緩和医療薬学会年会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2009.10.18 

・ 松田和弘，渡辺紘子，大和田倫隆，平野泰子，旭満里子：神経因性癌性疼痛にガバペンチンが有効だった1例，第3回

日本緩和医療薬学会年会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2009.10.18 

・ 原田桂作，田崎奈緒子，長井恵子，大内かおり，真野泰成，山田治美，小瀧 一，旭満里子：がん化学療法施行患者

の有害事象およびQOLの調査，第19回日本医療薬学会年会，長崎ブリックホール，長崎県長崎市，2009.10.24 

・ 谷口由香里，岩本晃明，池田俊也，山田治美，平野泰子，旭満里子，片寄治男，室井美樹，藤倉洋子，佐々木志野，

栁田 薫：抗酸化剤（ビタミンE・ビタミンC・グルタチオン）療法による造精機能障害改善効果の検討，第54回日本

生殖医学会，石川県立音楽堂，石川県金沢市，2009.11.22 

・ 旭満里子，小瀧 一，山田治美，真野泰成，廣澤伊織，大内かおり，田島正教：事前学習の成果と大学・実習施設間

の連携，薬学教育協議会フォーラム2010 伝えよう事前学習の成果，拡げよう連携の輪，日本薬学会長井記念館，東

京都渋谷区，2010.2.7 

・ 笠井 拓，山田治美，廣澤伊織，真野泰成，田島正教，大内かおり，旭満里子，小瀧 一：トリアゾラムに及ぼす抗

HIV薬エファビレンツのCYP誘導作用の影響，日本薬学会第130年会，岡山コンベンションセンター，岡山桃太郎アリ

ーナ，岡山大学，就実大学，岡山県岡山市，2010.3.28 

・ 浅野 哲（座長，評議員会）：毒性病理（呼吸器毒性），毒性病理学会，石川県立音楽堂，石川県金沢市，(2009.2.3) 

・ 北里博仁，池田俊也，泉 和夫，岡畑純江，門脇 孝，野田光彦，佐藤俊彦：診療報酬明細書から見た2型糖尿病患

者の糖尿病合併症進展と医療費の関係(第2報)，第52回日本糖尿病学会年次学術集会，大阪国際会議場，大阪府大阪市，

2009.5.21-24 

・ 池田俊也，小林 慎：2型糖尿病患者の長期予後推計モデルに関する研究，第52回日本糖尿病学会年次学術集会，大

阪国際会議場，大阪府大阪市，2009.5.21-24 

・ 平尾智広，池田俊也，小林美亜，兼児敏浩，坂口美佐，藤田 茂，長谷川友紀：有害事象把握のためのGlobal Trigger 

Tool（トリガーツール）について，第11回日本医療マネジメント学会学術総会，長崎ブリックホール，長崎県長崎市，

2009.6.12-13 

・ 藤田 茂，瀬戸加奈子，平尾智広，池田俊也，長谷川敏彦，長谷川友紀：有害事象の診療記録調査における収集情報

の絞り込みに関する研究，第11回日本医療マネジメント学会学術総会，長崎ブリックホール，長崎県長崎市，
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2009.6.12-13 

・ 佐藤 達，武藤正樹，池田俊也：急性冠症候群に対するDTB (Door-to-balloon) time調査，第11回日本医療マネジメント

学会学術総会，長崎ブリックホール，長崎県長崎市，2009.6.12-13 

・ 下村裕見子，池田俊也，武藤正樹，谷水正人：がん診療連携拠点病院における地域連携クリティカルパス現状調査，

第11回日本医療マネジメント学会学術総会，長崎ブリックホール，長崎県長崎市，2009.6.12-13 

・ Ikeda S，Sannomiya K：Submission of Pharmacoeconomic Data to the Japanese Government When Negotiating the Price for 

New Drugs: The Current Situation.，the 6th Annual Meeting of the Health Technology Assessment International，Suntec 

Siingapore International Convention & Exhibition Centre，シンガポール，2009.6.21-24 

・ 安倍孝治，武藤正樹，池田俊也：マネジメント指標を用いた健康保険組合の評価について，第4回日本ヘルスサポー

ト学会，慶應義塾大学，神奈川県横浜市，2009.7.4 

・ 木元康介，池田俊也，永尾光一，丸茂 健，辻村 晃，近藤宣幸，吉田正貴，佐藤嘉一：IIEFの新しい日本語訳，日

本性機能学会第20回学術総会，グランドプリンスホテル新高輪，東京都港区，2009.9.17-19 

・ 中村享子，武藤正樹，池田俊也，岡村世里奈：高齢な脳血管障害患者の胃ろうの実態調査 E病院での調査を通して，

第47回日本医療・病院管理学会学術総会，東京女子医科大学，東京都新宿区，2009.10.17-18 

・ 小林美亜，池田俊也，清水隆明，吉田正貴：Nocturia Quality-of-Life questionnaire (N-QOL)日本語版の妥当性と信頼性

の検証，第47回日本医療・病院管理学会学術総会，東京女子医科大学，東京都新宿区，2009.10.17-18 

・ 安倍孝治，武藤正樹，池田俊也：マネジメント指標を用いた健康保険組合の評価について，第47回日本医療・病院管

理学会学術総会，東京女子医科大学，東京都新宿区，2009.10.17-18 

・ 進士君枝，池田俊也，武藤正樹：ISO9001（品質マネジメントシステム：QMS）被認証組織に対する審査の効果的ア

プローチに関する研究，第47回日本医療・病院管理学会学術総会，東京女子医科大学，東京都新宿区，2009.10.17-18 

・ 下村裕見子，池田俊也，武藤正樹，谷水正人：地域連携を考える連携パスの構築と課題 がん医療を通して考察する，

第47回日本医療・病院管理学会学術総会，東京女子医科大学，東京都新宿区，2009.10.17-18 

・ 後藤光世，太田惠一朗，林 章敏，池田俊也，武藤正樹：症状別緩和ケア地域連携クリティカルパスの開発について，

第47回日本癌治療学会学術集会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2009.10.22-24 

・ Ikeda S，Kobayashi M，Tajima N：Cost-effectiveness analysis of voglibose for prevention of type 2 diabetes mellitus in 

Japanese individuals with impaired glucose tolerance，ISPOR 12th Annual European Congress，Le Palais des Cogrés de Paris，

フランスパリ，2009.10.24-27 

・ 下村裕見子，池田俊也，武藤正樹，谷水正人：地域連携パスの光と影 たとえ明日連携パス加算が無くなろうとも，

私たちは今日も連携の輪を広げる!! 医療連携の課題 がん地域連携クリニカルパスの現状調査，連携実務者アンケ

ートより考察する，第10回日本クリニカルパス学会，長良川国際会議場，岐阜県岐阜市，2009.12.4-5 

・ 宮本 巖，池田俊也，操 華子，武藤正樹：消化器系手術症例における手術部位感染が，術後医療費に与える影響分

析，日本医療マネジメント学会第10回東京支部学術集会，東京逓信病院，東京都千代田区，2010.2.27 

・ 池田俊也（座長）：日本医療マネジメント学会第10回東京支部学術集会，東京逓信病院，東京都千代田区，2010.2.27 

・ 池田俊也（主催者）：国際医薬経済・アウトカム研究学会日本部会平成21年度学術集会，国際医療福祉大学 東京青

山キャンパス，東京都港区，2010.3.13 

・ 川久保篤，今野慶一，片山奈穂，石丸直樹，角南明彦：ヒト心筋NaチャネルドメインI，S6アミノ酸（N406）のゲー

ティングおよび抗不整脈薬抑制作用における役割，第83回日本薬理学会年会，大阪国際会議場，大阪府大阪市，

2010.3.18 

・ 篠原厚子，松川岳久，熊坂利夫，千葉百子：吸入曝露したサマリウムとセリウムの体内挙動の比較シンポジウム 微

量元素と環境：今，何が問題か，第26回希土類討論会，札幌コンベンションセンター，北海道札幌市，2009.5.28-29 
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・ 千葉百子（オーガナイザーおよび座長）：シンポジウム 微量元素と環境：今，何が問題か，第20回日本微量元素学

会学術集会，京王プラザホテル，東京都新宿区，2009.7.2-3 

・  秋山治彦，千葉百子，福島正子，田平 武：アルミニウムとアルツハイマー病，第20回日本微量元素学会学術集会，

京王プラザホテル，東京都新宿区，2009.7.2-3 

・ 鈴木一由，千葉百子，世良耕一郎，浅野隆司，浅野妃美，田口 清：馬の循環器疾患と鬣中微量元素動態の関連性，

第20回日本微量元素学会学術集会，京王プラザホテル，東京都新宿区，2009.7.2-3 

・ 篠原厚子，長岡理恵子，扇原 淳，下田妙子，佐々木敏，千葉百子：アラル海東海岸地域に住む小児の腎機能と尿中

元素濃度の地域差と経年変化，第20回日本微量元素学会学術集会，京王プラザホテル，東京都新宿区，2009.7.2-3 

・ Shinohara A，Chiba M：Present state of consideration of health and eating habits among young women，The First Asia-Pacific 

Conference on Health Promotion and Education Abstracts:600 (P-09-231)，Makurari Messe，Makuhari Chiba，2009.7.18-20 

・ 篠原厚子，松川岳久，千葉百子，小林 淳，横山和仁：マウスに吸入曝露した希土類の体内分布と刑事変化のICP-MS

による検討，日本分析化学会第58年会，北海道大学，北海道札幌市，2009.9.24-26 

・ 小林 淳，寺田 宙，杉山英夫，松川岳久，篠原厚子，千葉百子，横山和仁：ICP-MSによる飲料水および溶融スラグ

中ビスマスの定量，日本分析化学会第58年会，北海道大学，北海道札幌市，2009.9.24-26 

・ 高石雅樹，青柳達也，千葉百子：花粉症と栃木県におけるスギ花粉症対策，衛生薬学・環境トキシコロジーフォーラ

ム2009，沖縄コンベンションセンター，沖縄県宜野湾市，2009.11.5-6 

・ 小林 淳，松川岳久，篠原厚子，千葉百子，横山和仁：入浴・時間経過による家庭浴槽水の無機成分変化と細菌繁殖

との関連，衛生薬学・環境トキシコロジーフォーラム2009，沖縄コンベンションセンター，沖縄県宜野湾市，

2009.11.5-6 

・ Akiyama H，Chiba M，Fukushina M，Tabira T：Study on aluminum and Alzheimer’s disease，London, England，Annual 

meeting of the International Aluminum Association，England Aluminum Association，London, England，2009.11.14-15 

・ Kumada T，Chiba M，Hara T，Hirahara Y，Koizumi N：Risk assessment of lead intake from food in Japan，Annual Meeting 

of the Society of Risk Analysis，Renaissance Harborplace Hotel, Baltimore，Maryland, USA，2009.12.6-9 

・ 小林 淳，寺田 宙，杉山英男，松川岳久，篠原厚子，千葉百子，横山和仁：ICP-MSによる微量ビスマス分析のため

のキレート樹脂前濃縮法の検討，日本薬学会130年回，岡山コンベンションセンター 他，岡山県岡山市，2010.3.28-30 

・ 大出浩子，宮川和也，竹内智子，横山秀克，久岡正史，原 明義：国際医療福祉大学薬学部における血圧測定の応用

実習（第2報）－カフェインによる血圧上昇とコーヒー飲用習慣との関連性－，日本薬学会第130年会，岡山県桃太郎

アリーナ，岡山県岡山市，2010.3.28 

・ 島田洋輔，後藤 了，内呂拓実，牧野公子，寺田 弘：インドメタシンとリドカインによる可溶性複合体形成機構，

日本薬学会第130年会，岡山大学津島キャンパス 他，岡山県，2010.3.28 

・ 辻 稔（座長）：第3回日本緩和医療薬学会年会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2009.10.17 

・ 辻 稔（座長）：日本緩和医療薬学会教育委員会教育セミナー第1回地方会，アークホテル仙台，宮城県仙台市，

2009.12.13 

・ 辻 稔（座長）：第83回日本薬理学会年会，大阪国際会議場，大阪府大阪市，2010.3.16 

・ 横山秀克 他：オランザピン投与ラットの脳内還元能のESR法による評価，日本酸化ストレス学会，九州大学，福岡

県福岡市，2009.6.11 

・ 横山秀克：周波数変更機能付き250MHzESR共振器の試作，日本磁気共鳴医学会，駒澤大学，神奈川県横浜市，

2009.10.2 

・ 横山秀克：ツインESR共振器の試作，電子スピンサイエンス学会，神戸大学，兵庫県神戸市，2009.11.11 

・ 片川和明，小暮紀行，北島満里子，本澤勝年，有澤宗久，高山廣光：ヒカゲノカズラ属植物2種より単離した新規ア
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ルカロイド類の構造，日本薬学会第130年会，桃太郎アリーナ，岡山県岡山市，2010.3.29 

・ 髙石雅樹：花粉症と栃木県におけるスギ花粉対策，フォーラム2009 衛生薬学・環境トキシコロジー，沖縄コンベン

ションセンター，沖縄県宜野湾市，2009.11.6 

・ 田辺裕子：神経筋接合部におけるCadm1とNlgn3が形成する複合体の比較，第32回日本神経科学学会，名古屋国際会

議場，愛知県名古屋市，2009.9.17 

 

研究助成金（文部科学省，厚生労働省，公的研究費，その他研究助成金） 
・ 曽根智史（研究代表者），池田俊也（研究分担者）：がん対策の医療経済的評価に関する研究，厚生労働科学研究費

補助金 がん臨床研究事業，採択 

・ 高橋裕子（研究代表者），池田俊也（研究分担者）：各種禁煙対策の経済影響に関する研究，厚生労働科学研究費補

助金 循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業，継続 

・ 種田憲一郎（研究代表者），池田俊也（研究分担者）：医療安全推進に必須の組織文化（安全文化）の測定および簡

便な有害事象把握手法の開発，厚生労働科学研究費補助金 厚生労働科学特別研究事業，継続 

・ 佐藤敏彦（研究代表者），池田俊也（研究分担者）：医療技術の社会的役割と経済性の評価に関する研究，厚生労働

科学研究費補助金 地域医療基盤開発推進研究事業，採択 

・ 松田晋哉（研究代表者），池田俊也（研究分担者）：包括払い方式が医療経済及び医療提供体制に及ぼす影響に関す

る研究，厚生労働科学研究費補助金政策科学総合研究事業，継続 

・ 佐藤拓夫（取組責任者）：在校生と卒業生を巻き込んだ就職支援ネットワークの構築と展開，文部科学省平成21年度

「大学教育・学生支援推進事業」学生支援推進プログラム，文部科学省，21文科高第12号，採択 

・ 角南明彦：クロライドチャネルに対するIPD-1151Tの作用検討，受託研究（大鵬薬品工業（株）），2008.10-2009.6 

・ 小松和志，加藤和久，野間口謙太郎，秋山茂樹，後藤 了：アルキメデスタイリング相を近似結晶にもつ準周期構造

の分類，文部科学省科学研究費補助金，基盤研究(C)，20540119，採択 

・ 辻 稔：ストレス適応の形成ならびに破綻機構における5-HT7受容体の機能的役割の解明，平成21年度科学研究費補

助金，若手研究(B)，19790069，継続 

・ 横山秀克：野菜の生体調節作用に関する研究，共同研究（カゴメ株式会社），採択 

 

学位取得・研究業績に対する受賞 
・ 髙石雅樹：薬学博士，ベンゾ[a]ピレンによる発がんに対するメタロチオネインの防御的役割に関する研究，2010.3.11 

・  藤原直子：博士（薬学），生体触媒による物質変換を基盤とした光学活性化合物の合成と反応に関する研究，

2010.1.20 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 武田弘志：日本薬理学会（理事，研究推進委員，賞等選考委員，企画・教育委員，学術評議員），日本神経精神薬理

学会（理事，財務委員長，総務委員，編集委員，倫理委員，学術賞選考委員，評議員），日本ストレス学会（理事，

基本問題検討委員，学術賞選考委員，評議員），日本緩和医療薬学会（理事，財務委員長，法人化準備委員，評議

員），日本病態生理学会（評議員），日本神経化学会（評議員），Current Pharmacology（編集委員） 

・ 尾能満智子：日本薬学会，有機合成化学協会，日本女性科学者の会 

・ 旭満里子：医療薬学会（認定薬剤師，指導薬剤師）（代議員，学会奨励賞・学術貢献賞選考委員会委員），医薬品情

報学会（幹事），日本緩和医療薬学会，日本薬剤疫学会，日本薬学会薬学教育協議会（薬学共用センターOSCE実施

委員会委員），日本病院薬剤師会，（「生涯履修認定」実務実習指導薬剤師） 
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・ 浅野 哲：日本毒性病理学会（JSTP認定毒性病理専門家）（評議員） 

・ 有澤宗久：日本薬学会，日本生薬学会（評議員），和漢医薬学会，薬用植物栽培研究会 

・ 池田俊也：International Society for Pharmacoeconomics and Outcomes Research (ISPOR)（日本部会会長），日本医療・病

院管理学会（理事，学会誌編集委員長），日本薬剤疫学会（評議員，学会誌副編集委員長），日本医療マネジメント

学会（評議員，査読委員，用語検討委員会委員），日本クリニカルパス学会（評議員），日本ジェネリック医薬品学

会（評議員，編集委員），医療の質・安全学会（評議員），日本医療情報学会（評議員），日本公衆衛生学会（査読

委員），日本糖尿病学会，日本耳鼻咽喉科学会 

・ 小鴨 晃：日本薬学会 

・ 小瀧 一：日本薬学会，日本医療薬学会（評議員），日本薬物動態学会 

・ 佐藤拓夫：日本薬理学会（学術評議員，代議員） 

・ 角南明彦：日本薬理学会（学術評議員），日本生理学会（評議員），日本薬学会，Biophysical Society (US)，Society of 

General Physiologists (US)，The Physiological Society (UK) 

・ 千葉百子：日本薬学会（JHS編集常任委員），日本微量元素学会（理事，毒性評価委員長），日本衛生学会（評議員，

永久会員），日本産業衛生学会（地方会幹事），日本マグネシウム学会（評議員），ヘルシイエイジング学会（理

事），Biological and Environmental Sciences（常任編集委員），Asian Society of Trace Element Research（日本代表），

Society of Toxicology（永久会員），Society of Risk Analysis，日本公衆衛生学会，日本環境ホルモン学会，プラズマ分

光学会，日本ポルフィリン・ヘム学会 

・ 原 明義：日本薬理学会（学術評議員，代議員），日本臨床薬理学会，日本薬学会，日本循環薬理学会 

・ 吉川博治：日本生物工学会 

・ 渡邊敏子：日本薬学会（関東支部幹事），日本化学会 

・ 辻 稔：日本薬理学会（学術評議員，代議員），日本神経精神薬理学会（学術評議員），日本ストレス学会（学術評

議員），日本緩和医療薬学会（学術評議員，編集委員会副委員長，教育委員会委員，優秀論文賞選考委員長），神経

行動薬理若手研究者の集い（世話人），日本薬学会 

・ 山田治美：日本薬学会，日本薬物動態学会，日本医療薬学会，日本緩和医療薬学会 

・ 横山秀克：日本磁気共鳴医学会（代議員），日本酸化ストレス学会（評議員），電子スピンサイエンス学会，医学物

理学会 

・ 井尻聡一郎：日本薬学会，日本分析化学会 

・ 大内かおり：日本薬学会，日本医療薬学会，日本病院薬剤師会，日本静脈経腸栄養学会 

・ 片川和明：日本薬学会，日本生薬学会 

・ 髙石雅樹：日本薬学会，日本トキシコロジー学会 

・ 竹内智子：日本薬理学会，日本ストレス学会，日本神経精神薬理学会，日本緩和医療薬学会，日本薬学会 

・ 廣澤伊織：日本医療薬学会，日本薬学会，日本緩和医療薬学会 

・ 真野泰成：日本医療薬学会（認定薬剤師），日本病院薬剤師会（生涯履修認定，実務実習指導薬剤師），日本薬学会，

日本医薬品情報学会，日本緩和医療薬学会 

・ 宮川和也：日本薬理学会，日本ストレス学会，日本神経精神薬理学会，日本緩和医療薬学会，日本神経科学学会，日

本薬学会，日本トキシコロジー学会，日本鎮痛薬・オピオイド研究会 

・ 宗像達夫：日本薬学会 

・ 田島正教：日本薬学会，日本医療薬学会，日本緩和医療薬学会，日本薬物動態学会 

・ 田辺裕子：日本神経科学学会，日本分子生物学会 
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福岡リハビリテーション学部（理学療法学科） 
 
著書 
・ 田原弘幸（分担執筆）：図解理学療法検査・測定ガイド第2版，脳性麻痺児の最新の理学療法評価，463-481，文光堂，

2009 

・ 田原弘幸（編集，分担執筆）：理学療法学概論第3版，編集の統括理学療法の概念と歴史，1-3，理学療法士を目指す

学生に求められるもの，145-155，神陵文庫，2010 

・ 髙橋精一郎（分担執筆）：理学療法概論第3版，第3章理学療法の意義と役割，25-34，第4章理学療法の対象，35-46，

第5章理学療法の方法，47-60，神陵文庫，2010 

・ 千代丸信一（分担執筆）：人間発達学，乳児期の発達，メディカルプレス，2010 

・ 甲斐 悟（分担執筆）：図解理学療法検査・測定ガイド第2版，座位，753-761，文光堂，2009 

・ 中原雅美（分担），田原弘幸（編集），髙橋精一郎（編集）：理学療法概論，地域活動分野，122-126，神陵文庫，

2010 

・ 細田多穂（監修），永井良治（分担執筆）：義肢装具学テキスト，下肢装具の対象疾患・適応症，89-101，南江堂，

2009 

 
原著論文 
・ Ootani.A，Sugihara.H et al.：Sustained in vitro intestinal epithelial culture within a Wnt-dependent stem cell niche，Nature 

Medicine，15(6)，701-706，2009 

・ Aoki.S，Sugihara.H et al.：Non-skin mesenchymal cell type support epidermal regeneration in a mesenchymal stem cell or 

myofibroblast phenotype-independent manner，Pathology International，59，368-375，2009 

・ Toda.S，Sugihara.H et al.：Adipose tissue-organotypic culture as a promising model for studying adipose tissue biology and 

regeneration，Organogenesis，5(1)，1-7，2009 

・ 岡田裕隆，濱田輝一，永崎孝之，髙橋精一郎，甲斐 悟，肥後成美，二宮省吾，福留英明，山本広伸：超音波画像を

用いた足関節底背屈時における遠位脛腓結合の可動性解析，理学療法科学，24(3)，337-341，2009.6 

・ 福島浩史，宮原寿明，髙橋精一郎：人工膝関節置換術後の可動域訓練開始日による膝関節可動性の相違，理学療法科

学，24(3)，391-395，2009.6 

・ 中林紘二，水野健太郎，甲斐 悟，髙橋精一郎，高嶋幸男，児玉隆之，廣瀬伸一：脳室周囲白質軟化症における脳の

可塑性と神経再生に関する免疫組織化学的研究，理学療法科学，24(5)，733-736，2009.10 

・ Kaneko H，Yamamura K，Mori S，Nagai Y，Yoshizumi K，Shimoda T：Ultrasonographic Evaluation of the Function of 

Respiratory Muscles during Breathing Exercises，J Phys Ther Sci，21，135-139，2009 

・ 吉住浩平，永井良治，金子秀雄，吉野絵美，梅津重治，井上明生：術後変形性股関節症患者の歩行開始時の足圧中心

の移動軌跡特性，Hip Joint，35，123-125，2009 

・ Yagura C，Kihara I，Hashimoto M，Iwamoto M，Yamasaki M，Hanaoka H，Nogi A，Shiwaku K：Relationship between 

Large and Small Arterial Compliance and Regional Body Composition in Middle-aged and Elderly Adults，Journal of Physical 

Therapy Science，21，337-342，2009 

 

総説 
・ 杉原 甫：最も新しい細胞，脂肪細胞，The Lipid，20(4)，353，2009 

・ 甲斐 悟：原著論文の書き方，まとめ方，国際医療福祉大学福岡リハビリテーション学部・福岡看護学部紀要，5，
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81-85，2009.12 

・ 吉住浩平：変形性股関節症患者に対する理学療法戦略，理学療法福岡，22，62-67，(2009.3) 

・ 溝田 丈，吉住浩平 他：下腿・足部疾患の理学療法における運動制御・学習理論の応用，理学療法，26(7)，863-

875，2009.7 

・ 吉住浩平 他：仙腸関節痛を有する変形性股関節症患者に対する理学療法介入，PNF FUN，3，13-18，2009 

 

研究報告 
・ 堤 聖，永井良治，堤よりこ，松田憲亮，吉住浩平：JPNFA勉強会における活動の現状と今後の課題について，PNF 

FUN，4，17-20，2009 

・ 堤よりこ，堤 聖，梅津重治，永井良治，松田憲亮，吉住浩平：左片麻痺に対する歩行へのPNFアプロ－チ，PNF 

FUN，4，26-31，2009 

・ 吉野絵美，梅津重治，永井良治：Chiari骨盤骨切術後における関節裂隙の検討，Hip Joint，35，177-179，2009 

・ 花岡秀明，村木敏明，岡村 仁，矢倉千昭，乃木章子，岩本麻実子，塩飽邦憲：中高年者における肥満と健康関連

QOLの検討 男性と女性の相違に関する一考察，総合リハビリテーション，37(12)，1167-1173，2009.12 

・ 濱地 望，矢倉千昭，緒方 彩，加来 剛，野本真広，平田大勝，龍治 優：日本人女性における全身性関節弛緩，

国際医療福祉大学福岡リハビリテーション学部・福岡看護学部紀要，5，49-53，2009.12 

・ 平田大勝，矢倉千昭，緒方 彩，加来 剛，野本真広，濱地 望，龍治 優：2種類の筋硬度計を用いた下肢の筋硬

度測定，国際医療福祉大学福岡リハビリテーション学部・福岡看護学部紀要，5，55-59，2009.12 

・ 吉住浩平 他：術後変形性股関節症患者の歩行開始時における足圧中心の移動軌跡の特性，Hip Joint，35，123-125，

2009 

・ 堤 聖，吉住浩平 他：JPNFA勉強会における活動の現状と今後の課題について，PNF FUN，4，17-20，2009 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 
・ 田原弘幸：赤ちゃんが生まれて歩くまで，福岡県理学療法士会，ピーポート甘木，福岡県甘木市，2010.2.28 

・ 杉原 甫：脂肪細胞からみた皮膚の成り立ち，長崎皮膚腫瘍研究会，学術講演会，ベストウェスタンプレミアホテル，

長崎県長崎市，2009.8.1 

・ 杉原 甫：目で見る脂肪細胞，①小児の脂肪細胞，②メタボリック・シンドロームの成り立ち，第30回日本肥満学会

総会，アクトシティ浜松，静岡県浜松市，2009.10.9 

・ 杉原 甫：脂肪細胞 メタボリック・シンドローム，再生，癌，第7回代謝内分泌フォーラム，聖マリアンナ医科大

学，神奈川県川崎市，2010.3.16 

・ 髙橋精一郎：質の高い理学療法士を育てるために臨床実習へ求めるもの，21年度九州ブロック臨床実習指導者研修会，

サンメッセ鳥栖，佐賀県鳥栖市，2009.11.7-8 

・ 髙橋精一郎：臨床実習に望むもの，目白大学臨床実習指導者研修会，目白大学岩槻キャンパス，埼玉県さいたま市，

2010.1.23 

・ 甲斐 悟：機能解剖学30選，福岡県理学療法士会，久留米リハビリテーション学院，福岡県八女郡広川町，2009.12.4 

・ 金子秀雄：呼吸理学療法について，福岡県言語聴覚士会，柳川リハビリテーション学院，福岡県柳川市，2009.7.5 

・ 金子秀雄：デモンストレーションから学ぶ呼吸リハビリテーション，チーム医療CE研究会，新古賀病院，福岡県久留

米市，2009.8.23 

・ 瀧川 渉：小幌洞窟・岩陰遺跡出土人骨－噴火湾沿岸部におけるその位置づけ－，北海道大学大学院文学研究科北方

文化論講座公開シンポジウム・ワークショップ 噴火湾北岸の人類遺跡と縄文エコミュージアム，だて歴史の杜カル
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チャーセンター，北海道伊達市，2010.3.21 

・ 永井良治：PNFの基本原理，肩甲帯と骨盤帯パタ－ン，日本PNF協会，柳川リハビリテ－ション病院，福岡県柳川市，

2009.7.26 

・ 永井良治：PNFマット・歩行，日本PNF協会，柳川リハビリテ－ション病院，福岡県柳川市，2010.1.24 

・ 吉住浩平：股関節の機能解剖，福岡県理学療法士会，飯塚病院，福岡県飯塚市，2009.11.26 

 

学会発表 
・ 野本菜実絵，杉原 甫 他：脂肪組織由来間葉系細胞が胃癌細胞の増殖・分化に及ぼす影響，第98回日本病理学会総

会，国立京都国際会館，京都府京都市，2009.5.1 

・ 青木茂久，杉原 甫 他：心，肺，肝，腎由来間葉系細胞による皮膚再生促進作用，第98回日本病理学会総会，国立

京都国際会館，京都府京都市，2009.5.1 

・ 戸田修二，杉原 甫 他：皮下脂肪組織由来間葉系細胞はメラノーマ細胞のアポトーシスを抑制し，浸潤を促進する，

第98回日本病理学会総会，国立京都国際会館，京都府京都市，2009.5.1 

・ 杉原 甫：小児の脂肪細胞，子供の脂肪細胞はどのような細胞か？，第17回西日本肥満研究会，城山観光ホテル，鹿

児島県鹿児島市，2009.7.4 

・ 阿南真由美，杉原 甫 他：脂肪組織は心筋細胞のアポトーシスを促進し，増殖・分化を抑制する，第13回日本内分

泌病理学会総会，山梨大学甲府キャンパス，山梨県甲府市，2009.10.24 

・ 野本菜実絵，杉原 甫 他：脂肪組織由来間葉系細胞が胃癌細胞のアポトーシス，増殖・分化・浸潤に及ぼす影響，

第13回日本内分泌病理学会総会，山梨大学甲府キャンパス，山梨県甲府市，2009.10.24 

・ 中野聡太，甲斐 悟，髙橋精一郎：股関節開排角度とオムツ交換の関係性，第44回日本理学療法学術大会，東京国際

フォーラム，東京都千代田区，2009.5.28 

・ 山口 寿，甲斐 悟，髙橋精一郎：環境の違いによる平地歩行の呼吸循環反応，第44回日本理学療法学術大会，東京

国際フォーラム，東京都千代田区，2009.5.29 

・ 矢木健太郎，井手 睦，甲斐 悟，髙橋精一郎，平山厳悟，泉 清徳，古賀さち子，島村 易：ホスピス病棟入院患

者の日常生活動作における価値観，第44回日本理学療法学術大会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2009.5.29 

・ 中林紘二，髙橋精一郎，甲斐 悟，児玉隆之，大坪健一，水野健太郎，高嶋幸男：脳室周囲白質軟化症における脳の

可塑性・再生，第44回日本理学療法学術大会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2009.5.30 

・ 金子秀雄，吉住浩平，永井良治 他：上部胸郭への圧迫が横隔膜機能に及ぼす影響，第44回日本理学療法学術大会，

東京国際フォーラム，東京都千代田区，2009.5.28-30 

・ 沖侑太郎，金子秀雄：胸郭拘束条件有無での酸素摂取量と自覚的呼吸困難感の関連性について，第23回中国ブロック

理学療法士学会，山口県総合保健会館，山口県山口市，2009.8.29-30 

・ 金子秀雄，永井良治，吉住浩平：最大吸気圧時の呼吸筋活動分析，第19回日本呼吸ケア・リハビリテーション学術集

会，品川プリンスホテル，東京都港区，2009.10.30-31 

・ 永井良治，松田憲亮，吉住浩平，金子秀雄，井上明生：関節温存術後の身体活動量とQOLについて，第36回日本股関

節学会，国立京都国際会館，京都府京都市，2009.10.30-31 

・ 吉住浩平，松田憲亮，梅津重治，永井良治，金子秀雄，井上明生：歩行開始動作における股関節外転筋群の筋活動の

時間的特性，第36回日本股関節学会，国立京都国際会館，京都府京都市，2009.10.30-31 

・ 松田憲亮，吉住浩平，梅津重治，永井良治，金子秀雄，井上明生：荷重増加に伴う中殿筋筋活動の周波数領域の検討，

第36回日本股関節学会，国立京都国際会館，京都府京都市，2009.10.30-31 

・ 川島由希，大塚もも子，金子秀雄：異なる姿勢における横隔膜運動の変化，第31回九州理学療法士・作業療法士合同
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学会，サンホテルフェニックス，宮崎県宮崎市，2009.11.14-15 

・ 江里口恵介，沖侑太郎，金子秀雄：呼吸介助が呼吸機能に及ぼす影響，第31回九州理学療法士・作業療法士合同学会，

サンホテルフェニックス，宮崎県宮崎市，2009.11.14-15 

・ 瀧川 渉，小杉 康，北海道豊浦町小幌岩陰遺跡の埋葬人骨，第63回日本人類学会大会，砂防会館（シェーンバッ

ハ・サボー），東京都千代田区，2009.10.4. 

・ 原田靖子，中原雅美，原口健三：リハビリテーション学生の自己効力感，日本リハビリテーション学校協会教育研究

大会，国際医療福祉大学，栃木県大田原市，2009.8.20 

・ 原口健三，中原雅美，原田靖子：医療系専門学校学生の職業的アイデンティティ－作業療法学科と理学療法学科の比

較，日本リハビリテーション学校協会第22回教育研究大会・教員研修会，国際医療福祉大学，栃木県大田原市，

2009.8.20 

・ 荒木真由美，中原雅美，森田正治：学業成績とメンタルヘルスの関連，日本リハビリテーション学校協会第22回教育

研究大会・教員研修会，国際医療福祉大学，栃木県大田原市，2009.8.20 

・ 吉村美香，中原雅美，森田正治：学業成績と職業的アイデンティティとの関連，日本リハビリテーション学校協会第

22回教育研究大会・教員研修会，国際医療福祉大学，栃木県大田原市，2009.8.20 

・ 清水聡史，中原雅美：入職時リハビリテーション実習に関するアンケート調査報告，第31回九州理学療法士・作業療

法士合同学会，サンホテルフェニックス，宮崎県宮崎市，2009.11.14-15 

・ 大石 賢，矢倉千昭，高柳公司，平川 樹，横田悠介，田邊花倫，太田友樹，中原雅美：通所リハ利用者における手

すり支持椅子立ち上がりテストの経時的変化，九州理学療法士作業療法士合同学会，サンホテルフェニックス，宮崎

県宮崎市，2009.11.14-15 

・ 三浦恭平，永井良治：MRI信号強度による体幹深層筋活動の評価，第31回九州理学療法士・作業療法士合同学会，サ

ンホテルフェニクス，宮崎県宮崎市，2009.11.14 

・ 百瀬あずさ，永井良治：上肢挙上動作における前鋸筋と外腹斜筋の筋活動の関係，第31回九州理学療法士・作業療法

士合同学会，サンホテルフェニクス，宮崎県宮崎市，2009.11.14 

・  溝口真一，永井良治：脳卒中片麻痺患者の重心移動能力の検討，第31回九州理学療法士・作業療法士合同学会，サン

ホテルフェニクス，宮崎県宮崎市，2009.11.14 

・ 濱地 望，矢倉千昭，緒方 綾：若年者における関節過可動性と性別および関節痛との関連，第44回日本理学療法士

学術大会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2009.5.28 

・ 平田大勝，矢倉千昭，龍治 優：下肢の筋硬度測定－2種類の筋硬度計の関係－，第44回日本理学療法士学術大会，

東京国際フォーラム，東京都千代田区，2009.5.28 

・ 津田拓郎，矢倉千昭：体幹前後屈時における仙腸関節痛と腰椎前弯角度との関係，第44回日本理学療法士学術大会，

東京国際フォーラム，東京都千代田区，2009.5.28 

・ 野本真広，矢倉千昭：若年者における呼吸機能と喫煙習慣との関連，第44回日本理学療法士学術大会，東京国際フォ

ーラム，東京都千代田区，2009.5.29 

・ 岡真一郎，矢倉千昭，曽田武史，青木雄介，後藤純信，田原弘幸：健常成人における直流電流刺激による一過性前庭

機能障害モデルの作成，第44回日本理学療法士学術大会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2009.5.29 

・ 城市綾子，矢倉千昭，大石 賢，青木雄介，中川 浩：施設サービス利用者における歩行能力と下肢筋力およびバラ

ンス能力との関連，第44回日本理学療法士学術大会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2009.5.30 

・ 中川 浩，矢倉千昭，渡邉真由美，林田晃典，大石 賢，中野裕之：転倒既往のない高齢者における転倒恐怖感とバ

ランス能力との関係，第44回日本理学療法士学術大会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2009.5.30 

・  加来 剛，矢倉千昭：健常若年者における筋持久力と体格および体組成との関連，第44回日本理学療法士学術大会，
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東京国際フォーラム，東京都千代田区，2009.5.30 

・ 矢倉千昭，木原勇夫：メタボリックシンドロームおよび予備群における下肢Muscle Qualityの関連因子，第64回日本体

力医学会大会，朱鷺メッセ，新潟県新潟市，2009.9.19 

・ 岡崎倫江，矢倉千昭，上田泰久，上條史子，和田祐一，金子雅明，丸山仁司：月経周期中におけるジャンプ着地制御

と大腿筋硬度の変動，第64回日本体力医学会大会，朱鷺メッセ，新潟県新潟市，2009.9.19 

・ 緒方 彩，矢倉千昭，濱地 望：成長期におけるスポーツ活動とスポーツ外傷の特徴，第31回九州理学療法士・作業

療法士合同学会，サンホテルフェニックス，宮崎県宮崎市，2009.11.14 

・ 岡真一郎，吉村和代，古賀秀作，高畑哲郎，矢倉千昭：上腕二頭筋における等尺性収縮時の筋力，筋活動と筋硬度と

の関係，第19回福岡県理学療法士学会，甘木市総合市民センター，福岡県朝倉市，2010.2.28 

・ 川﨑東太：重症虚血肢患者における肢位の違いが下肢皮膚灌流圧に与える影響，第8回日本フットケア学会，都市セ

ンターホテル，東京都千代田区，2010.2.27 

・ 吉住浩平 他：月経時における仙腸関節不安定性について－ASLR-testを用いた検討－，第44回日本理学療法学術大会，

東京国際フォーラム，東京都千代田区，2009.5.28 

・ 梅津重治，吉住浩平 他：部分荷重における荷重頻度の違いによる中殿筋の筋電図周波数特性，第36回日本股関節学

会，国立京都国際会館，京都府京都市，2009.10.30-31 

・ 堤より子，吉住浩平 他：Chiari大腿骨外反骨切り術後の免荷時期リハビリテーションの報告，第36回日本股関節学

会，国立京都国際会館，京都府京都市，2009.10.30-31 

・ 玉利 誠，吉住浩平：下肢先端における出力方向制御の違いがブリッジ動作に及ぼす影響，第31回九州理学療法士・

作業療法士合同学会，フェニックス国際会議場，宮崎県宮崎市，2009.11.14-15 

 

研究助成金（文部科学省，厚生労働省，公的研究費，その他研究助成金） 
・ 杉原 甫：指定なし，奨学寄附金（SRL社より） 

・ 瀧川 渉（分担者）：噴火湾北岸縄文エコ・ミュージアム構想とサテライト形成，文部科学省科学研究費補助金，基

盤B，18320125，継続 

・ 瀧川 渉：東松島市矢本横穴墓群の人類学的分析，受託研究費（宮城県東松島市） 

 

学位取得・研究業績に対する受賞 
・ 德江 武：Master of Education (leadership and management)，コースワークによる取得（マーケティング，リーダーシッ

プ論，組織学習によるイノベーション，カリキュラム開発，組織論，教育研究法），2010.2.8 

・ 川﨑東太：第8回日本フットケア学会優秀演題賞，重症虚血肢患者における肢位の違いが下肢皮膚灌流圧に与える影

響，2010.2.27 

・ 川﨑東太：医科学修士（佐賀大学），健常成人における肢位の違いが下肢皮膚灌流圧に与える影響，2010.3.24 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 田原弘幸：日本理学療法士協会（専門理学療法士（理学療法基礎系），専門理学療法士（教育・管理系））（学術誌

「理学療法学」編集委員），日本疫学会，日本QOL学会 

・ 杉原 甫：日本病理学会（病理専門医）（学術評議員），日本肥満学会（名誉会員），日本内分泌学会（功労評議

員），再生医療学会，内分泌病理学会（名誉会員） 

・ 髙橋精一郎：日本理学療法士協会，日本呼吸ケア・リハビリテーション学会，日本公衆衛生学会，日本産業衛生学会，

日本自律神経学会 
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・ 千代丸信一：日本理学療法士協会，日本心理学会 

・ 甲斐 悟：日本理学療法士協会（認定理学療法士（介護予防）），日本解剖学会，理学療法科学学会，日本障害者ス

ポーツ協会（初級スポーツ指導員），日本整形徒手療法協会 

・ 金子秀雄：理学療法科学学会，日本義肢装具学会，日本靴医学会，日本呼吸ケア・リハビリテーション学会，3学会

合同呼吸療法認定士認定委員会（3学会合同呼吸療法認定士） 

・ 瀧川 渉：日本人類学会（評議員） 

・ 德江 武：英語授業研究学会，九州英語教育学会，全国英語教育学会，全国語学教育学会，大学英語教育学会，東北

英語教育学会，日本医学英語教育学会，日本機能言語学会，日本キャリア教育学会，日本教育カウンセラー協会（初

級教育カウンセラー） 

・ 矢倉千昭：日本理学療法士協会，日本体力医学会，日本運動生理学会，日本心臓リハビリテーション学会，日本内分

泌学会，日本農村医学会，日本徒手的理学療法研究会，理学療法科学学会，日本マイオセラピー協会 

・ 安本誠一：日本物理学会，情報処理学会 

・ 川﨑東太：日本理学療法士協会，日本下肢救済・足病学会，日本フットケア学会，日本褥瘡学会，日本物理療法学会 

 

 

 

福岡リハビリテーション学部（作業療法学科） 
 
著書 
・ 丹羽 敦（分担執筆）：国試の達人 作業療法編 第8版，評価の基本的理解，57-85，老年期障害，267-276，（有）

アイペック，2009 

・ 丹羽 敦（分担執筆）：作業療法学全書 第3班 第4巻 作業治療学1 身体障害，第2章対象となる機能障害と問題

解決法，15-40，協同医書出版，2009 

 

原著論文 
・ 山本 歩，山本 剛，大府正治，濱本邦洋，安元佐和，廣瀬伸一：けいれん，脳波異常を伴う先天性QT延長症候群と

てんかんの鑑別の要点，脳と発達，41(6)，442-446，2009.11 

・ Goto Y，Yoshida T 他2名：Feasibility of exploratory eye movements in patients with neurological and psychiatric diseases，

IEEE，2009，71-74，2009 

・ Mitsudo T，Nakashima Y，Remijn GB，Takeichi H，Goto Y 他1名：Electrophysiological evidence of auditory temporal 

perception related to the assimilation between two neighboring time intervals，NeuroQuantology，7(1)，114-127，2009 

・ Sugi T，Tsuchiya S，Nishida S，Goto Y 他2名：Decomposition of VEP and dominant rhythm components during photic 

stimulation by use of EEG model，IEEE，2009，128-131，2009 

・ Kirimoto H，Ogata K，Onishi H，Oyama M，Goto Y 他1名：Transcranial direct current stimulation over premotor cortex 

modifies the excitability of the ipsilateral primary motor and somatosensory cortices，IEEE，2009，268-283，2009 

・ Ikeda Y，Yonemitsu Y，Miyazaki M，Kohno R，Murakami Y，Murata T，Goto Y 他9名：Acute Toxicity Study of a 

Simian Immunodeficiency Virus-Based Lentiviral Vector for Retinal Gene Transfer in Nonhuman Primates，Hum Gene Ther，

20，943-954，2009 

・ 杉剛 直，後藤和彦，前川俊彦，緒方勝也，後藤純信 他2名：統合失調症患者と健常者における視覚性ミスマッチ

陰性電位の定量解析，臨床神経生理学，37(6)，432-440，2009.12 
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総説 
・ 北島栄二：福祉用具のリスクマネジメントと作業療法士の役割，作業療法ジャーナル，44(1)，42-48，2010.1 

・ 北島栄二：介護保険と福祉機器，リハビリテーション･エンジニアリング，25(1)，21-24，2010.2 

・ 後藤純信 他2名：視覚刺激のイノベーション，臨床脳波，51(12)，713-720，2009.12 

 

研究報告 
・ 吉田 健，山本裕子，中山広宣，後藤純信：γ帯域律動波を指標とした顔情報処理機構の解明，国際医療福祉大学福

岡リハビリテーション学部紀要，5(1)，1-9，2009.12 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 
・ Goto Y：Feasibility of exploratory eye movements in patients with neurological and psychiatric diseases（シンポジウム），

2009 IEEE/CME International Conference on Complex Medical Engineering，Tempe, Arizona, USA，2009.4.9 

・ 日田勝子：特別支援教育士養成セミナー 感覚・運動面の指導，全国LD学会特別支援教育士認定協会，明治学院大学，

東京都港区，2009.8.8 

・ 日田勝子：教員免許申請講習会 発達障害の理解と指導，国際医療福祉大学 大川キャンパス，福岡県大川市，国際

医療福祉大学 天神キャンパス，福岡県福岡市，2009.8.12 

・ 日田勝子：感覚統合と特別支援教育，熊本市教育センター，熊本市教育センター，熊本県熊本市，2009.8.18 

・ 日田勝子：発達障害のリハビリテーション，第3回柳川療育セミナー，柳川リハビリテーション学院，福岡県柳川市，

2009.9.13 

・ 日田勝子：障害児支援実技研修 感覚統合，熊本県発達支援センター，熊本県自閉症・発達障害支援センター，熊本

県大津町，2009.11.1 

・ 日田勝子：障害児保育教育充実研修会ステップアップ研修，熊本市障害保健福祉課，熊本市発達支援センター，熊本

県熊本市，2009.11.21-22 

 

学会発表 
・ 濱本邦洋，糸数直哉，瀬川芳恵，中川愼一郎：ASDが基礎疾患にあり，narrow QRS tachycardiaとwide QRS tachycardia

をくり返した重症心身障害児の12歳男児，第22回九州小児不整脈研究会，アソシエート，熊本県阿蘇郡南阿蘇村，

2009.10.25 

・ 土屋真一，杉 剛直，後藤純信 他3名：視覚誘発電位における脳波モデルを用いた優位律動の分離，平成20年度日

本生体医工学会九州支部学術講演会，九州大学医学部総合研究棟，福岡県福岡市，(2009.3.7) 

・ 松丸海太，杉 剛直，後藤純信 他2名：輝度変化の異なるフリッカー刺激における視覚誘発電位の定量解析，平成

20年度日本生体医工学会九州支部学術講演会，九州大学医学部総合研究棟，福岡県福岡市，(2009.3.7) 

・ 権藤光祐，杉 剛直，前川敏彦，緒方勝也，後藤純信 他2名：視覚性ミスマッチ陰性電位の加算平均情報を取り入

れた単一試行処理，平成20年度日本生体医工学会九州支部学術講演会，九州大学医学部総合研究棟，福岡県福岡市，

(2009.3.7) 

・ 後藤和彦，杉 剛直，前川敏彦，緒方勝也，後藤純信 他2名：統合失調症患者の視覚性ミスマッチ陰性電位と病理

尺度との関連，平成20年度日本生体医工学会九州支部学術講演会，九州大学医学部総合研究棟，福岡県福岡市，

(2009.3.7) 

・ Sugi T，Tsuchiya S，Nishida S，Goto Y 他2名：Decomposition of VEP and dominant rhythm components during photic 

stimulation by use of EEG model，2009 IEEE/CME International Conference on Complex Medical Engineering，Fiesta Resort 
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Conference Center，Tempe, Arizona, USA，2009.4.9 

・ Kirimoto H，Ogata K，Onishi H，Oyama M，Goto Y 他1名：Transcranial direct current stimulation over premotor cortex 

modifies the excitability of the ipsilateral primary motor and somatosensory cortices，2009 IEEE/CME International Conference 

on Complex Medical Engineering，Fiesta Resort Conference Center，Tempe, Arizona, USA，2009.4.10 

・ 吉田 健，中山広宣，後藤純信：探索眼球運動を指標とした脳血管障害者の視覚情報処理機能，第14回認知神経科学

会学術大会，東京大学生産技術研究所Anホール，東京都目黒区，2009.7.25 

・ Bekku Y，Vargova L，Goto Y 他3名：The ion-diffusion barrier model at the node of Ranvier: From an extracellular ion 

diffusion analysis in Bral1-deficient mice，The 36th International Congress of Physiological Sciences，京都国際会館，京都府

京都市，2009.7.30 

・ 後藤純信（座長）：一般演題，第21回臨床神経生理研究会，福岡国際医療福祉学院ももち国際ホール，福岡県福岡市，

2009.8.22 

・ 水野健太郎，岡本 剛，池田拓郎，後藤純信：暗算負荷による視覚誘発脳磁界の変化，第21回臨床神経生理研究会，

福岡国際医療福祉学院ももち国際ホール，福岡県福岡市，2009.8.22 

・ 吉田 健，中山広宣，後藤純信：半側空間無視患者における注意喚起前後での無視症状の変化について－探索眼球運

動検査を用いて－，第21回臨床神経生理研究会，福岡国際医療福祉学院ももち国際ホール，福岡県福岡市，2009.8.22 

・ 後藤純信（オーガナイザー）：ハンズオンセミナー（大脳誘発電位），第21回臨床神経生理研究会，福岡国際医療福

祉学院ももち国際ホール，福岡県福岡市，2009.8.23 

・ 鶴澤礼実，後藤純信 他4名：表情認知の脳内情報処理過程：“チャーノフの顔”を用いた電気生理学的検討，第21

回臨床神経生理研究会，福岡国際医療福祉学院ももち国際ホール，福岡県福岡市，2009.8.23 

・ Takeichi H，Mitsudo T，Nakajima Y，Remijn GB，Goto Y 他1名：A classifier analysis of electrophysiological evidence of 

auditory temporal assimilation，Korean Psychological Association Annual Meeting，Seoul University，Seoul, Korea，

2009.8.24 

・ Goto Y 他4名：Exploratory eye movements in psychiatric diseases，Neuroscience Annal Meeting 2009，McCormick Place 

Campus，Chicago, IL, USA，2009.10.18 

・ Mizuno K，Okamoto T，Ikeda T，Goto Y：Changes in visual evoked magnetic fields during mental arithmetic task，

Neuroscience Annal Meeting 2009，McCormick Place Campus，Chicago, IL, USA，2009.10.20 

・ 水野健太郎，岡本 剛，池田拓郎，後藤純信 他1名：暗算負荷による視覚誘発脳磁界の変化，第39回日本臨床神経

生理学会学術大会，北九州国際会議場，福岡県北九州市，2009.11.18 

・ 杉 剛直，後藤和彦，後藤純信 他3名：輝度変化の異なるフリッカー刺激における視覚誘発電位の特徴解析，第39

回日本臨床神経生理学会学術大会，北九州国際会議場，福岡県北九州市，2009.11.18 

・ 後藤純信（座長）：一般演題，第39回日本臨床神経生理学会学術大会，北九州国際会議場，福岡県北九州市，

2009.11.19 

・ 吉田 健，中山広宣，後藤純信：左半側空間無視患者における注意喚起による効果について－探索眼球運動検査を用

いて－，第39回日本臨床神経生理学会学術大会，北九州国際会議場，福岡県北九州市，2009.11.20  

・ Takeichi H，Mitsudo T，Nakajima Y，Remijn GB，Goto Y 他1名：Auditory Temporal Assimilation: A Classifier Analysis 

of Electrophysiological Evidence，16th International Conference on Neural Information Processing （ICONIP 2009），The 

Hotel Windsor Suites Bangkok，Bangkok, Thailand，2009.12.2 

・ 中満篤子，石橋英恵：学外実習における学生の自己評価，第22回大会日本リハビリテーション学校協会 教育研究大

会・教員研修会，国際医療福祉大学，栃木県大田原市，2009.8.20 

・ 丹羽 敦，古川昭人 他：これからの臨床実習のあり方－臨学共同による臨床教育への取り組み－，日本リハビリテ
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ーション学校協会第22回教育研究大会・教員研修会，国際医療福祉大学，栃木県大田原市，2009.8.21 

・ 石川陽子，岡村 仁，籔脇健司：長期在院統合失調症者が捉える退院阻害要因についての検討，第43回日本作業療法

学会，ビックパレットふくしま，福島県郡山市，2009.6.20 

・ 籔脇健司，小林法一，石川陽子，藤岡 晃：高齢者を対象とした満足度100点法（LS-100）の基準関連妥当性と臨床

的有用性，第43回日本作業療法学会，ビックパレットふくしま，福島県郡山市，2009.6.20 

・ 長谷麻由：洗体用自助具の紹介，第15回福岡県作業療法学会，筑水会館，福岡県久留米市，2010.2.28 

 

研究助成金 
・ 後藤純信（代表），山崎貴男，中山広宣 他1名：視空間認知障害の早期スクリーニング法の確立とリハビリテーシ

ョンへの応用，文部科学省科学研究費補助金，基盤C（一般），19500457，継続 

・ 神尾陽子，飛松省三，後藤純信（分担） 他5名：社会性の発達メカニズムの解明：自閉症スペクトラムと定型発達

のコホート研究，社会技術研究事業，継続 

・ 石橋達朗，吉田茂生，後藤純信（連携） 他2名：糖尿病網膜症に伴う増殖組織の発症進展因子に関するゲノム医科

学，疫学的研究，文部科学省科学研究費補助金，基盤B（一般），継続 

・ 石川陽子：認知症高齢者の問題行動に対応する家族へのバリデーションを用いた指導方法の開発，日本学術振興会科

学研究費補助金，若手スタートアップ，20890210-0001，継続 

 

学位取得・研究業績に対する受賞 
・ Goto Y：CME2009 The International Conference on Complex Medical Engineering“The Best Paper Award”，Feasibility of 

exploratory eye movements in patients with neurological and psychiatric diseases，2009.4.11 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 濱本邦洋：日本小児科学会（専門医）（代議員），日本小児循環器学会（評議員），日本循環器学会，日本未熟児新

生児学会 

・ 後藤純信：日本脳神経外科学会（専門医）（評議員），日本臨床神経生理学会（認定医（脳波分野），認定医（筋電

図・神経伝導分野）） 

・ 多賀 誠：日本作業療法士協会（作業療法士），福岡県作業療法協会（作業療法士）（規約委員） 

・ 丹羽 敦：日本作業療法学会（認定作業療法士）（査読委員），日本在宅ケア学会（査読委員），九州PT･OT合同学

会（査読委員），第33回九州PT･OT合同学会（2011年）（準備委員会，学術局長） 

・ 日田勝子：日本LD学会（日本LD学会／特別支援教育認定協会認定，特別支援教育士スーパーバイザー（S.E.N.S-

S.V）），日本感覚統合学会（学会認定講師，感覚統合認定セラピスト）（副会長，常任理事），認知神経科学会，

日本発達障害学会，全国地域作業療法研究会，日本作業療法教育研究会 

・ 石川陽子：日本作業行動研究会，International Psychogeriatric Association，広島保健学学会 

・ 長谷麻由：日本作業行動研究会，日本作業科学研究会 
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福岡リハビリテーション学部（言語聴覚学科） 
 
著書 
・ 深浦順一（編集，分担執筆）：標準言語聴覚障害学 言語発達障害学，情報収集，12-17，医学書院，2010 

・ 深浦順一（分担執筆）：標準言語聴覚障害学 言語聴覚障害学概論，言語聴覚療法の法的基盤，258-263，医学書院，

2010 

 

原著論文 
・ 山野貴史，村上 健，樋口仁美，深浦順一，梅崎敏郎，中川尚志：強アルカリ製剤服用後に高度嚥下障害を来たした

1例，耳鼻と臨床，55，171-176，2009.11 

・ 亀山忠光，藤井智津 他：5歳女児の口蓋部に生じた粘表皮癌の1例，日本口腔外科学会雑誌，56(2)，75-79，2010 

 

総説 
・ 為数哲司：重度アルツハイマー病患者の言語特徴について，西南学院大学大学院神学・人間科学論集，(2)，51-62，

2010 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 
・ 深浦順一：言語聴覚療法の現状と課題，佐賀県言語聴覚士会，佐賀大学，佐賀県佐賀市，2009.4.24 

・ 深浦順一：これから言語聴覚士の求められるもの，徳島県言語聴覚士会，徳島県徳島市，2010.1.31 

・ 安立多惠子：広汎性発達障害の臨床的特徴－比喩文，皮肉文による状況認知について－，西部療育センター職場研修，

福岡市立西部療育センター，福岡県福岡市，2009.7.9 

・ 安立多惠子：話しことばの発達－レベルに応じた働きかけの留意点－，筑後地区難聴・言語障害等連絡協議会研修会，

大川市立大川小学校，福岡県大川市，2010.1.25 

 

学会発表 
・ 深浦順一（司会）：学会長講演 認知コミュニケーション障害の諸相，第10回日本言語聴覚学会，川崎医療福祉大学，

岡山県倉敷市，2009.6.14 

・ 田宮 愛，深浦順一：単純ヘルペス脳炎後に健忘を呈した1症例のリハビリテーション，第10回日本言語聴覚学会，

川崎医療福祉大学，岡山県倉敷市，2009.6.14 

・ 深浦順一（座長）：第15回日本摂食・嚥下リハビリテーション学会学術大会，名古屋国際会議場，愛知県名古屋市，

2009.8.28 

・ 森本邦子，深浦順一，井之口昭：補聴器装用と言語聴覚療法が著効を示したヌーナン症候群の1例，第54回日本音声

言語医学会，コラッセふくしま，福島県福島市，2009.10.16 

・ 村上 健，深浦順一，山野貴史，中川尚志：上顎重複奇形児の発声発語器官の評価，第54回日本音声言語医学会，コ

ラッセふくしま，福島県福島市，2009.10.16 

・ 深浦順一（座長）：音声，第54回日本音声言語医学会，コラッセふくしま，福島県福島市，2009.10.16 

・ 山野貴史，村上 健，樋口仁美，市川大輔，深浦順一，梅崎敏郎，梅本丈二，中川尚志：小脳髄膜手術後の嚥下障害

に対し脂肪注入と軟口蓋居上装置を併用し経口摂取が可能となった1症例，第33回日本嚥下医学会，久留米大学築水

会館，福岡県久留米市，2010.2.5 

・ 為数哲司：認知症の言語機能退行過程の検証，第10回日本言語聴覚学会，川崎医療福祉大学，岡山県倉敷市，
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2009.6.13-14 

・ 徳田和恵：ことばの遅れの主訴への対応から視覚認知と注意の問題への対応へと至った一例，第10回日本言語聴覚学

会，川崎医療福祉大学，岡山県倉敷市，2009.6.13 

 
所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 深浦順一：日本音声言語医学会（評議員），日本高次脳機能障害学会（評議員），日本嚥下医学会（評議員），日本

喉頭科学会，日本神経心理学会，日本摂食・嚥下リハビリテーション学会，日本耳鼻咽喉科学会，日本聴覚医学会 

・ 亀山忠光：日本口腔外科学会（指導医）（名誉会員），日本口腔粘膜学会（名誉会員） 

・ 南出好史：日本音声言語医学会，日本聴覚言語障害学会 

・ 安立多惠子：日本音声言語医学会，日本小児神経学会 

・ 為数哲司：日本音声言語医学会，日本摂食・嚥下リハビリテーション学会，日本高次脳機能障害学会 

・ 徳田和恵：日本咀嚼学会（健康咀嚼指導士） 

・ 福井恵子：日本高次脳機能障害学会 

 

 

 

小田原保健医療学部（看護学科） 
 
著書 
・ 荒木田美香子：養護活動の展開，養護教諭の専門性，1-6，ふくろう出版，2009 

・ 荒木田美香子：精神看護学Ⅰ，Ⅲ生活の場と精神保健，65-86，ヌーベルヒロカワ，2009 

・ 荒木田美香子：保健師業務要覧，第10章学校保健，493-516，日本看護協会出版会，2009 

・ 荒木田美香子（編集）：地域看護学，学校，産業，217-257，医歯薬出版，2009 

・ 荒木田美香子（編集）：学校における養護活動の展開－基礎理論・実践－，4章部位別フィジカルアセスメント，ふ

くろう出版，2010 

・ 井村真澄（分担執筆）：助産師基礎教育テキスト，第6巻 産褥期ケア／新生児期・乳幼児期のケア，第4章母乳育児

支援，日本看護協会出版会，2009 

・ 井村真澄（翻訳編集委員）：UNICEF/WHO 赤ちゃんとお母さんにやさしい 母乳育児支援ガイド ベーシック・コ

ース，医学書院，2009 

・ 井村真澄（分担執筆）：新生児理学療法，第3章早産児新生児ケア Ⅳ.タッチケア，メディカルプレス，2009 

・ 荻野 雅（分担執筆）：新訂精神看護学，5章人権擁護と法律，59-72，10章精神科における治療の概要とケア②，

129-142，13章精神科リハビリテーションの考え方，169-180，放送大学教育出版会，2009 

・ 清水清美（編集）：Family Building AID，32，すまいる親の会，2009 

・  窪田光枝（分担執筆）：NST臨床栄養療法スタッフマニュアル，第5章疾患別栄養療法 呼吸器疾患 37.呼吸不全  

38.慢性閉塞性肺疾患 6）看護のポイント，医学書院，2009 

・ アリマ美乃里（分担執筆）：精神看護学Ⅱ 精神臨床看護学 第5版，パートⅢ 精神看護の実践「児童・青年・思

春期患児の看護」，387-394，ヌーベルヒロカワ，2010 

 

原著論文 
・ 小林貴子，伊藤香百里，金栄享子，荒木田美香子：基礎看護技術としてのタオルの絞り方への影響因子 所要時間・
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残水量・表面筋電図を用いた上肢筋活動量に着目して，岐阜医療科学大学紀要，(3)，203-207，(2009.3) 

・ 大粟里香，荒木田美香子：若手看護師の離職意向に関する個人要因と組織要因の検討 1年目と5年目の比較，日本看

護科学会誌，30(1)，50-61，2010.3 

・ 臺 有桂，荒木田美香子，田高悦子：幼児の健康問題に関する保護者の「援助要請」：概念分析，横浜看護学雑誌，

3(1)，1-7，2010.3 

・ 森兼啓太，森澤雄司，操 華子，姉崎久敬：末梢挿入型中心静脈カテーテルと従来の中心静脈カテーテルの多面的比

較，環境感染学会誌，24(5)，325-331，2009.9 

・ 高崎晴子，櫻井 丈，榎本武治，大坪毅人，竹村 弘，操 華子：当院における結腸手術の手術部位感染サーベイラ

ンス結果 人工肛門造設とハイリスク群におけるプレアルブミン値との関連，聖マリアンナ医科大学雑誌，37(1)，

29-36，(2009.2) 

・ Aihara Y，Minai J，Kikuchi Y，Aoyama A，Shimanouchi S：Cognition of social capital in older Japanese men and women，J 

Aging Health，21(8)，1083-1097，2009 

・ 相原洋子，薬袋淳子，島内 節：後期高齢者における地域包括支援センター利用と関連要因の検証，厚生の指標，

56(7)，32-37，2009.7 

・ Hozawa A，Okamura T，Tanaka T，Miura K，Kikuchi Y，Kadowaki T，Yoshita K，Takebayashi T，Tamaki J，Minai J，

Tada T，Chiba N，Okayama A，Ueshima H：Relation of Gamma-glutamyltransferase and alcohol drinking with incident 

diabetes: the HIPOP-OHP study，J Atheroscler Thromb，17(2)，195-202，2010 

・ Tamura U，Tanaka T，Okamura T，Kadowaki T，Yamato H，Tanaka H，Nakamura M，Okayama A，Ueshima H，Minai J，

Yamagata Z (HIPOP-OHP research group)：Changes in Weight，cardiovascular risk factors and estimated risk of coronary heart 

disease following smoking cessation in Japanese male workers: HIPOP-OHP study，J Atheroscler Thromb，17(1)，12-20，

2010 

・ 小柳礼恵，大場美穂，飯坂真司，真田弘美，大桑麻由美，須釜淳子，榮木実枝：特定機能病院における褥瘡予防対策

評価の質指標の検討，日本褥瘡学会誌，11(1)，29-39，(2009.2) 

・ Shigeta Y，Nakagami G，Sanada H，Oba M，Fujikawa J，Konya C，Sugama J：Exploring the relationship between skin 

property and absorbent pad environment，J Clin Nurs，18(11)，1607-1616，2009 

・ Nishide K，Nagase T，Oba M，Oe M，Ohashi Y，Iizaka S，Nakagami G，Kadowaki T，Sanada H：Ultrasonographic and 

thermographic screening for latent inflammation in diabetic foot callus，Diabetes Res Clin Pract，85(3)，304-309，2009 

・ Cai YP，Hayakawa K，Nishihara R，Kato K：Heritability of serum apolipo - protein concentrations in middle - aged Japanese 

twins，Journal of Epidemiology，19(5)，260-265，2009 

・ 清水清美，長岡由紀子，塩沢直美，浜崎京子：調節卵巣刺激を実施している女性の通院負担の実態と自己注射に対す

る意識，日本生殖看護学会誌，6(1)，46-54，2009.6 

・ 森 明子，永森久美子，堀内成子，桃井雅子，岡永真由美，清水清美：不妊女性の選択をサポートする環境づくり 

不妊をめぐるコミュニティ・エンパワメント 自助グループと看護職の協働によるアウトリーチ活動の評価，日本生

殖看護学会誌，6(1)，34-45，2009.6 

・ 山岸まなほ，豊増佳子：日本型ホスピタリティの尺度開発の試みと職種間比較，国際医療福祉大学紀要，14(2)，58-

67，2010.1 

・ 山岸まなほ，豊岡香純：新卒看護師の精神的･身体的健康とライフスタイルの検討－特定機能病院1施設における就職

6ヵ月後の質問紙調査より－，日本医療マネジメント学会雑誌，9(4)，554-561，2009.3 
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総説 
・ 荒木田美香子：復職支援での産業保健師の活動のありかた，保健師ジャーナル，66(2)，96-100，2010.2 

・ 荒木田美香子：教職員が行う健康相談と養護教諭の支援（連携），健，38(10)，24-28，2010 

・ 井村真澄：授乳のタイミング，母乳育児支援ブック，ペリネイタルケア，2009年夏季増刊，107-110，2009.6 

・ 井村真澄：乳房の産後早期の病的緊満，母乳育児支援ブック，ペリネイタルケア，2009年夏季増刊，127-132，2009.6 

・ 井村真澄：虐待予防と母乳育児，子どもの虐待とネグレクト，11(3)，285-287，2009.11 

・ 操 華子：米国の感染管理担当者の情報収集，ICTジャーナル，4(2)，65-67，2009.4 

・ 操 華子，高崎晴子：医療関連感染サーベイランス，臨床看護，35(12)，1927-1934，2009.10 

・ 操 華子：手指衛生の重要性 遵守率向上への取り組み，月刊ナーシング，29(14)，50-61，2009.11 

・ 大場美穂：身体活動量の測定法 生理学的指標 二重標識水法 = Doubly labeled water method（身体活動・運動と生活

習慣病－運動生理学と最新の予防・治療）－（身体活動の評価），日本臨床，67(S2)，169-172，2009.4 

 

研究報告 
・ 荒木田美香子：保育所における保健計画の立案・運営状況に関する研究，健やか親子21を推進するための母子保健情

報の利活用および思春期やせ症防止のための学校保健との連携によるシステム構築に関する研究，2009 

・ 荒木田美香子：幼児通園施設（幼稚園・保育園）の母親への情報提供機能に関する研究，健やか親子21を推進するため

の母子保健情報の利活用および思春期やせ症防止のための学校保健との連携によるシステム構築に関する研究，2009 

・ 荒木田美香子：(3)heiQの分析結果概要，効果ある保健指導プログラム評価検討会報告書，2010 

・ 井村真澄：産後の母親への10分間手順マッサージの効果検証，日本助産学会誌，第24回学術集会誌，2010 

・ 田辺洋子，井村真澄：NICU入院中の新生児をもつ母親に対する搾乳自己管理プログラムの作成と試行，日本助産学

会誌，第24回学術集会誌，2010 

・ 藤田恵理子，井村真澄：新しい家族を迎える準備に関する母親の意識の分析，日本助産学会誌，第24回学術集会誌，

2010 

・ 荻野 雅：大学院教育における日本文化を反映した看護倫理教育プログラムの開発，平成18年度－20年度科学研究費

補助金基盤研究(C)研究成果報告書，2009 

・ 島内 節，太田恵一郎，野村美香，薬袋淳子，瀬尾 朗，内田美恵子，和田洋子：がん患者の病院から在宅移行にお

ける退院基準と連携システムの開発，平成21年度鈴木謙三記念法人 医科学応用研究財団の助成による研究成果報告

書，1-30，2010 

・ 薬袋淳子，吉岡名保恵，山縣然太朗：2009年度における健やか親子21公式ホームページの展開，厚生労働科学研究費

補助金（子ども家庭総合研究事業）「健やか親子21の推進のための情報システム構築および各種情報の利活用に関す

る研究」平成19年度分担研究報告，1，19-24，2010 

・ 島内 節，成 順月，薬袋淳子：がんと非がん事例の在宅終末期のデスマネジメントにおける経過時期別ニーズとア

ウトカム到達度，在宅研究センター報告書，3-5，2010 

・ 島内 節，薬袋淳子：軽度要介護高齢者用自立支援方法及びケアシステム教育ツール開発，在宅研究センター報告書，

10-16，2010 

・ アリマ美乃里，関 佳子：アスペルガー障害と看護，小児看護，32(9)，1172-1177，2009 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 
・ 井村真澄：妊娠期からのふれあいとタッチケア，東京都小児保健協会，愛育研究所，東京都港区，2009.6.13 

・ 井村真澄：タッチケアの理論と実際，日本タッチケア研究会，セミナーホール J＆J本社ビル，東京都千代田区，
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2009.9.5-6 

・ 井村真澄：ベビーレッドラッチングラッチング・ハンズオフ，北陸母乳育児学習会，金沢大学講堂，石川県金沢市，

2009.10.4 

・ 井村真澄，大城昌平：DCと新生児行動評価，国際医療福祉大学 東京青山キャンパス，山王ホール，東京都港区，

2009.11.4 

・ 井村真澄：ポジショニングとラッチオン，日本ラクテーション・コンサルタント協会医師セミ部会，札幌医師会館，

北海道札幌市，2009.11.22-23 

・ 井村真澄：出生直後からの母乳育児支援，日本助産師会東京支部，東京都福祉保健局研修センター，東京都文京区，

2009.11.28 

・ 井村真澄：周産期メンタルヘルス，小田原市保健福祉事務所，小田原市保健福祉事務所，神奈川県小田原市，

2009.12.21 

・ 荻野 雅：看護研究講義，茅ヶ崎市立病院看護研究講義，茅ヶ崎市立病院，神奈川県茅ヶ崎市，2009.7.23 

・ 荻野 雅：看護研究講評，日本精神科看護技術協会千葉県支部 第34回看護研究発表会，千葉市ハーモニープラザ，

千葉県千葉市，2009.10.3 

・ 荻野 雅：研究会講評，復康会研究発表会，沼津市民会館，静岡県沼津市，2010.2.11 

・ 荻野 雅：看護研究講評，千葉県精神科医療センター看護研究発表会，千葉県精神科医療センター，千葉県千葉市，

2010.2.26 

・ 荻野 雅：看護研究講評，復光会総武病院看護研究発表会，総武病院，千葉県船橋市，2010.3.19 

・ 薬袋淳子：在宅福祉サービスチーム研修会，小田原市，マロニエ会館，神奈川県小田原市，2009.8 

・ 薬袋淳子：「特定高齢者の選定・把握について理解と実践，介護予防健診のありかた等」，平成21年度介護予防研修

会（山梨県福祉保健部），山梨大学医学部管理棟3F会議室，山梨県中央市，2009.9 

・ 加藤憲司：Body or Mind - Is That the Question? （日本双生児研究学会奨励賞受賞講演），日本双生児研究学会，石川

県立生涯学習センター，石川県金沢市，2010.1.23 

・ 清水清美：日本のAID事情，すまいる親の会，港区男女平等参画センター，東京都港区，2009.9.27 

・ 清水清美：日本のAID事情，すまいる親の会，港区男女平等参画センター，東京都港区，2010.1.16 

・ 清水清美：AIDの現状と問題点，NPO法人日本不妊カウンセリング学会・スキルアップセミナー，日本教育会館（中

会議室），東京都千代田区，2010.2.27  

・ 山岸まなほ：看護のクオリティマネジメント，全国自治体病院協議会｢看護管理研修会｣，ベルサール神田，東京都千

代田，2009.7.30 

 

学会発表 
・ 鈴木志津江，荒木田美香子，佐藤 潤，森田理江，大塚敏子：保健指導の影響評価指標としての日本語版heiQの妥当

性の検討（会議録），日本産業衛生学会，福岡国際会議場，福岡県福岡市，2009.5 

・ 森田理江（大阪大学），荒木田美香子，巽あさみ，大塚敏子，佐藤 潤，鈴木志津江，浜辺郁子，伊藤範子，中元健

吾，吉田 勉：Health education impact questionnaire 日本語版作成の試みheiQ-Coreの信頼性と妥当性の検討，日本産

業衛生学会，福岡国際会議場，福岡県福岡市，2009.5 

・ 佐藤 潤，荒木田美香子，山下未来，大塚敏子，和田耕治，渡邊里香：日本語版Stanford Presenteeism Scaleの男性に

おける信頼性の検討，日本産業衛生学会，福岡国際会議場，福岡県福岡市，2009.5 

・ 渡邊里香，鈴木純恵，荒木田美香子，佐藤 潤，森田理江，山下未来：若手看護師の離職意向に関係する健康状態と

職場要因の検討 1年間の追跡結果の比較，日本産業衛生学会，福岡国際会議場，福岡県福岡市，2009.5 
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・ Mikako Arakida：THE DEVELOPMENT OF THE heiQ (HEALTH EDUCATION IMPACT QUESTIONNAIRE) JAPANESE 

VERSION AS AN EVALUATION TOOL OF THE NEW HEALTH CONSULTATION SYSTEM FOR METABOLIC 

SYNDROME IN JAPAN，第一回アジア太平洋ヘルスプロモーション健康教育学会，幕張メッセ，千葉県千葉市，

2009.7 

・ Mikako Arakida：Examination Of Offering Health Information To Mothers From Nurses In Day Nursery And Kindergarten， 

第4回国際地域看護学会，Adelaide Convention Center，Adelaide，2009.8 

・ 佐藤 潤，荒木田美香子，綾部明江，臺 有桂，山下瑠璃子：看護職等の配置が母親の幼児通園施設（保育園・幼稚

園）の選好条件に影響を与えるか，日本公衆衛生学会，奈良県文化会館，奈良県奈良市，2009.10 

・ 荒木田美香子，佐藤 潤，綾部明江，臺 有桂，山下瑠璃子：幼児通園施設（保育園・幼稚園）の母親への健康情報

提供機能に関する検討，日本公衆衛生学会，奈良県文化会館，奈良県奈良市，2009.10 

・ 荒木田美香子：中学生の刺激希求傾向と性教育の影響の検討，学校保健学会，沖縄県立看護大学，沖縄県那覇市，

2009.11 

・ Mikako Arakida：Relationship between impacts and health-self-management attitudes following health consultation for 

improving metabolic syndrome，International Conference on Psychosocial Factors at Work: Job Stress Prevention and Work 

Ability Promotion，Ambassador Hotel，Bangkok, Thailand，2009.11 

・ Mikako Arakida：Relationship between training and resilience of young female workers in Japan，International Conference on 

Psychosocial Factors at Work: Job Stress Prevention and Work Ability Promotion，Ambassador Hotel，Bangkok, Thailand，

2009.11 

・ Mikako Arakida：Comparison of presenteeism in nurses and general workers in Japan，International Conference on 

Psychosocial Factors at Work: Job Stress Prevention and Work Ability Promotion，Ambassador Hotel，Bangkok, Thailand，

2009.11 

・ 井村真澄：産後の母親への10分間手順マッサージの効果検証，日本助産学会，国際会議場，茨城県つくば市，

2010.3.21 

・ 井村真澄，田辺洋子：NICU入院中の新生児をもつ母親に対する搾乳自己管理プログラムの作成と試行，日本助産学

会，国際会議場，茨城県つくば市，2010.3.21 

・ 井村真澄，藤田恵理子：新しい家族を迎える準備に関する母親の意識の分析，日本助産学会，国際会議場，茨城県つ

くば市，2010.3.21 

・ 荻野 雅（発表）：精神障害者家族の介護負担感とその影響要因に関する文献レビュー，日本精神保健看護学会第19

回学術集会，慶応義塾大学日吉キャンパス，神奈川県横浜市，2009.6.21  

・ 荻野 雅（座長）：日本精神科看護技術協会神奈川県支部看護研究発表会，ウィリング横浜，神奈川県横浜市，

2009.10.29 

・ Sakihama T，Misao H：Amino Acid Solutions as a Risk Factor in Catheter-related Bloodstream Infection Outbreaks Caused by 

Bacillus sp. in Japan，APIC’s 36th Annual Educational Conference & International Meeting，Hilton Fort Lauderdale Marina，

Fort Lauderdale，2009.6.9 

・ 操 華子（シンポジスト）：認定看護師活動はどのようなアウトカムで評価できるか 医療の質の枠組みからみた認

定看護師の活動とそのアウトカム，日本救急看護学会，福岡国際会議場，福岡県福岡市，2009.11.18 

・ Gondo T，Misao H：The effectiveness of computer image messages on hand hygiene compliance in intensive care units，Fifth 

Decennial International Conference in Hospital-Acquired Infections，Hyatt Regency Hotel Atlanta，Atlanta，2010.3.19 

・ Takasaki H，Misao H：Relationsship between changes of nutritional status and postoperative infection in patients who undergo 

gastric surgery，Fifth Decennial International Conference in Hospital-Acquired Infections，Hyatt Regency Hotel Atlanta，
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Atlanta，2010.3.21 

・ Nakagawa H，Misao H：Relationship between SSI and corolectomy stoma site，Fifth Decennial International Conference in 

Hospital-Acquired Infections，Hyatt Regency Hotel Atlanta，Atlanta，2010.3.21 

・ Kawakami K，Misao H：A conceptual framework of decision making process for appropriate Isolation Precautions measures by 

Certified Nurses in Infection Control in Japan，Fifth Decennial International Conference in Hospital-Acquired Infections，Hyatt 

Regency Hotel Atlanta，Atlanta，2010.3.21 

・ 須釜淳子，真田弘美，井上 歩，仲上豪二朗，繁田佳映，大場美穂，紺家千津子，松尾淳子，田端恵子，松本典子，

榎亜矢子：高齢者用前側吸収尿失禁パッドにおける尿吸収状態の評価，第18回日本創傷・オストミー・失禁ケア研究

会，仙台国際センター，宮城県仙台市，2009.5.9 

・ Iizaka S，Nakagami G，Minematsu T，Nagase T，Oba M，Sanada H，Konya C，Sugama J：Pressure Ulcer Assessment 

Using Nutritional markers In wound Fluid，41st Annual Conference of Wound Ostomy and Continence Nurses Society，

Cervantes Convention Center at America’s Center Convention Complex，St Louis, Missouri, USA，2009.6.6-10 

・ 飯坂真司，大場美穂，真田弘美，須釜淳子：痩身プログラム参加肥満者のボディイメージに関わる要因の横断的検討，

第68回日本公衆衛生学会総会，奈良県文化会館，奈良県新公会堂，奈良商工会議所，奈良県奈良市，2009.10.22 

・ 飯坂真司，須釜淳子，大場美穂，赤瀬智子，真田弘美：痩身プログラム参加肥満者のボディイメージと体重減少／脱

落の相互関連，第29回日本看護科学学会学術集会，幕張メッセ国際会議場・幕張イベントホール，千葉県千葉市，

2009.11.27 

・ Kato K，Sullivan PF Pedersen NL：Latent Class Analysis of Functional Somatic Symptoms in a Population-Based Sample of 

Twins，Behavior Genetics Association，University of Minnesota，Minneapolis, USA，2009.6.17-20 

・ 加藤憲司（座長）：日本双生児研究学会，石川県立生涯学習センター，石川県金沢市，2010.1.23 

・ 井村真澄，清水清美，鷲尾美代子，黒川寿美江，金子美紀，山内淳子，佐藤由美子，込山恵子，来田美鈴：産後の母

親へのマッサージ手順短縮版の効果検証，第23回日本助産学学術集会，タワーホール船堀，東京都江戸川区，

(2008.3.22) 

・ 清水清美，日下和代：AIDで父親になった男性が考える家族形成における課題と支援，第7回日本生殖看護学会，三重

県立看護大学，三重県津市，2009.9.13  

・ 森 明子，實崎美奈，清水清美 他：排卵誘発剤の在宅自己注射をサポートする教示の開発，第7回日本生殖看護学

会，三重県立看護大学，三重県津市，2009.9.13 

・ 森 明子，實崎美奈，清水清美 他：排卵誘発剤の在宅自己注射を初めて行った女性の自己管理状況を測定する質問

紙の開発，第54回日本生殖医学会，石川県立音楽堂，石川県金沢市，2010.11 

・ 森 明子，實崎美奈，清水清美 他：排卵誘発剤の在宅自己注射を初めて行った女性の心身の自覚症状，第54回日本

生殖医学会，石川県立音楽堂，石川県金沢市，2009.11.22  

・ 清水清美：AIDを検討しているカップルを対象とした事前準備セミナーの開発と評価，第54回日本生殖医学会，石川

県立音楽堂，石川県金沢市，2009.11.22 

・ Junko Seino，Mayumi Inoue，Rie Ishikawa：Effect of Japanese Nurse-Specific Belief on Coping，European Health 

Psychology (23th)，Pisa, Italy，2009.9.25 

・ 山岸まなほ，大内純子：看護師のモチベーションと職業継続意向の経時変化－eラーニング教材効果評価の予備調査

より，47回日本医療･病院管理学会，東京女子医科大学，東京都新宿区，2009.10.17 

・ Aihara Y，Kikuchi Y，Minai J：Effect of oral function training on mental and physical health among community dwelling 

elderly people in Japan，第41回アジア太平洋公衆衛生学会，台北医科大学，台湾台北市，2009.12.4 

・ 相原洋子，薬袋淳子：Predictive factors of mental functional change among retired persons: prospective retirement study，第1
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回国際疫学会・西太平洋地域学術集会・第20回日本疫学会，埼玉県立大学，埼玉県越谷市，2010.1.10 

・ M Mori，M (Kono) Arima：Research into teaching qualitative research methodology to postgraduate psychiatric nursing 

students，1st International Nursing Research Conference of World Academy of Nursing Science，Kobe, JAPAN，Kobe 

International Exhibition Hall No.2，Kobe，2009.9.19-20 

・ 佐々木郁子，川野雅資，山根美智子，久保恭子，アリマ美乃里，佐藤和子，鈴木 実，田崎知恵子，土谷朋子，寺島

和子，萩 典子，舩越俊一，一ノ山隆司，村上 満：神奈川県の児童・青年精神医療の実態，第2回地域連携精神看

護研究会，東京慈恵会医科大学，東京都港区，2009.12.23  

・ 青木雅子，山本貴子：子どもの病気・療育を巡る“家族移行”に関する研究の動向と今後の課題，第29回日本看護科

学学会，幕張メッセ，千葉県千葉市，2009.11.27 

 

研究助成金（文部科学省，厚生労働省，公的研究費，その他研究助成金） 
・ 荒木田美香子：生活習慣病予防に対する保健指導の横断的な質の評価－評価指標と方法の開発，平成21年度科学研究

費補助金，文部科学省，20390571，継続 

・ 津島ひろ江，荒木田美香子：養護教諭のコーディネーション能力育成プログラムの実践とモデル開発，平成21年度科

学研究費補助金，文部科学省，継続 

・ 山縣然太郎，荒木田美香子：健やか親子21を推進するための母子保健情報の利活用および思春期やせ症防止のための

学校保健との連携によるシステム構築に関する研究，厚生労働科学研究費補助金，厚生労働省，19130801，継続 

・ 横山徹爾，荒木田美香子：特定保健指導の質の確保・維持・向上のための支援方法の類型化及び評価手法に関する研

究，特別厚生労働科学研究，厚生労働省，採択 

・ 井村真澄：現場変革に活かす新生児がリードするラッチングと母乳育児支援の効果検証，文部省科学研究，基盤研究

(B)，21390594，採択 

・ 操 華子：医療関連感染サーベイランスの実態と影響要因，文部科学省基盤研究(C) 

・ 薬袋淳子（主任）：高齢者の自立生活維持に与える要因をエビデンスにした自立促進ケアプログラムの開発，文部科

学研究費補助金，基盤研究(C)，19592605，採択 

・ 薬袋淳子（分担）：健やか親子21推進のための情報システム 構築及び各種情報の利活用に関する研究，厚生労働科

学研究費補助金，子ども家庭総合，19130801，採択 

・ 大場美穂：客観的指標を用いた糖尿病性足潰瘍の予測方法の開発－炎症所見に着目して－，平成21年度科学研究費補

助金（挑戦的萌芽），21659507，採択 

・ 加藤憲司：企業労働者の心身症状に影響するワークスタイル及びライフスタイル因子の縦断的研究，文部科学省（日

本学術振興会）科学研究費補助金，基盤(C)（一般），21592872，採択 

・ 清水清美：AIDを選択した親と産まれた子どもが共に幸せになるための情報提供に関する研究，平成21年度科学研究

費補助金，基盤研究(C)，70323673，採択 

・ 山岸まなほ：医師－看護師，看護師－介護職の臨床判断と協働関係のあり方，日本学術振興会科学研究費，若手(B)，

21790507，採択 

・ 相原洋子：後期高齢者のヘルスリテラシーの実態と健康行動との関連要因，文部科学研究費，若手(B)，採択 

・ アリマ美乃里：児童思春期精神科における家族看護のためのアセスメントツール及びプログラムの開発（H21年度～

H23年度），文部科学省科学研究費，若手研究(B)，採択 

・ 村田惠子（研究代表者），山本貴子（研究分担者）：難治性疾患をもつ子どもの療育を巡る“家族移行”の概念化と

プログラムの開発，科学研究費補助金，基盤研究(B)，20390565，継続 
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学位取得・研究業績に対する受賞 
・ Iizaka S，Nakagami G，Minematsu T，Nagase T，Oba M，Sanada H，Konya C，Sugama J：Poster Award，Merit，

Pressure Ulcer Assessment Using Nutritional markers In wound Fluid，2009.6.10 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 荒木田美香子：日本地域看護学会（評議員，編集委員会委員），日本公衆衛生学会（評議員，編集委員），日本産業

衛生学会（代議員，副編集長），日本産業精神保健学会（評議員），日本産業衛生学会近畿地方会（幹事） 

・ 井村真澄：International Lactation Consultant Association（International Board Certified Lactation Consultant Certification 

No.299-51499 1999, Recertified in 2004），International Board of Lactation Consultant Examiners（Asia-Pacific Region, 

Country coordinator Coordinator for Japan），Postpartum Support International-Japan（理事），日本看護科学学会，日本看

護教育学会，日本助産学会（評議員），日本母乳哺育学会（理事），日本ラクテーション・コンサルタント協会（役

員），日本タッチケア研究会（幹事），日本家族心理学会，日本母乳育児三者協議会（日本母乳哺育学会・日本母乳

の会・日本ラクテーション・コンサルタント協会）（事務局長），聖路加看護学会 

・ 荻野 雅：医療と社会（査読委員），日本精神保健看護学会（査読委員），日本看護科学学会（和雑誌編集委員会専

任査読委員） 

・ 操 華子：日本質的心理学会（理事），日本環境感染学会（評議員，教員委員），日本看護科学学会（評議員） 

・ 薬袋淳子：日本公衆生衛生学会，日本疫学会，日本小児保健学会，山梨県小児保健学会，日本看護科学学会，在宅ケ

ア学会，老年医学会，老年看護学会 

・ 青柳美樹：地域看護学会，日本公衆衛生学会，日本看護科学学会，日本産業衛生学会，日本国際保健医療学会，日本

渡航医学会，国際地域看護学会，国際看護研究会 

・ 大場美穂：日本看護科学学会，日本糖尿病教育・看護学会，日本民族衛生学会，日本褥瘡学会，日本公衆衛生学会，

看護実践学会，Editor of BioScience Trend 

・ 加藤憲司：日本双生児研究学会（幹事） 

・ 清水清美：日本生殖看護学会（理事，総務，看保連担当），日本助産学会，日本母性衛生学会，日本思春期学会，日

本生命倫理学会，日本医学哲学倫理学会，日本助産師会 

・ 清野純子：日本看護科学学会，日本看護協会，日本健康心理学会，日本ヒューマン・ケア心理学会，日本パーソナリ

ティ心理学会 

・ 山岸まなほ：日本医療マネジメント学会，日本看護科学学会，日本医療･病院管理学会，日本産業衛生学会，日本看

護管理学会 

・ 相原洋子：日本国際保健医療学会，日本公衆衛生学会，日本地域看護学会，日本疫学会 

・ 窪田光枝：日本がん看護学会，日本看護科学学会，日本緩和医療学会 

・ アリマ美乃里：日本精神保健看護学会 

・ 山本貴子：日本小児看護学会，日本小児保健学会，日本看護科学学会 

 

 

 

小田原保健医療学部（理学療法学科） 
 
著書 
・  田中 繁，高橋 明，谷 浩明 他（分担執筆）：モーターコントロール原著第3版，姿勢制御の発達，183-208，医
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歯薬出版，2009 

・  奈良 勲，吉尾雅春，板場英行，谷 浩明 他（分担執筆）：運動療法学 総論，筋と筋収縮，47-56，医学書院，

2010 

・ 佐藤 仁（分担）：続障害別・ケースで学ぶ理学療法臨床思考，立位バランス能力低下を認めた80歳の虚弱高齢女性，

198-213，文光堂，2009 

・ 佐藤 仁（分担）：PTスキル マニュアル，2010 

 

原著論文 
・ Hitoshi Sato，Hitoshi Maruyama：The Effects of Indirect Treatment of Proprioceptive Neuromuscular Facilitation，Journal of 

Physical Therapy Science，21(2)，189-193，2009 

・ Kaname takeda：Effects of Handrail Use during Sit-to-Stand in the Third Trimester，International Journal of Industrial 

Ergonomics，39，988-994，2009 

・ 上村さと美，秋山純和：自転車エルゴメータ法により求めた無酸素性代謝閾値と起立運動負荷法の運動強度の関係，

理学療法科学，24(3)，397-401，2009.6 

・ 上村さと美，秋山純和：起立運動を利用した心肺機能評価の基礎的検討，理学療法科学，24(3)，445-450，2009.6 

・ 上村さと美，秋山純和：呼気ガス分析器の問題点を解決する過程を経験して，理学療法科学，24(6)，941-948，

2009.12 

 

総説 
・ 谷 浩明：動作支援と運動学習，理学療法，27(1)，73-78，2010.1 

・ 上村さと美，秋山純和：理学療法領域における運動負荷試験と応用に関する課題，理学療法科学，24(3)，479-486，

2009.6 

 

研究報告 
・ 武田 要：妊婦における手すり使用時の立ち上がり動作分析，理学療法学，36(suppl.2)，700，(2009.3) 

・ 武田 要：脳卒中片麻痺患者の歩行 楽に歩くためには，理学療法科学，24(3)，9-10，(2009.3) 

・ 武田 要：妊娠中のスポーツ活動 妊婦の身体負荷量の運動学的解析，日本臨床スポーツ医学会誌，17(4)，85，

2009.10 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 
・ 谷 浩明：学習効果の評価方法・フィードバックの重要性，（社）群馬県理学療法士会，群馬社会福祉大学附属医療

福祉専門学校，群馬県前橋市，2010.2.4 

・ 昇 寛：操体法を探る，第26回全国操体バランス運動研究会，広島国際会議場，広島県広島市，2009.10.10-11 

・  柊 幸伸：Use of small sensors to motion analysis，The 4th Beijing International Forum on Rehabilitation，山西大厦并州庁，

中華人民共和国北京市，2009.10.29 

・ 佐藤 仁：PNFアプローチの応用，埼玉東京神奈川PNF研究会，久我山病院，東京都世田谷区，2009.4.26 

・ 佐藤 仁：PNFアプローチの応用，埼玉東京神奈川PNF研究会，久我山病院，東京都世田谷区，2009.7.19 

・ 佐藤 仁：PNFアプローチの応用，大橋病院研修会，大橋病院，東京都北区，2009.8.9 

・ 佐藤 仁，萩原利昌，富田 浩：日本PNF学会講習会初級Bコース，日本PNF学会，首都大学東京，東京都荒川区，

2009.8.22-23 
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・ 佐藤 仁：PNFアプローチの応用，藤沢市南部地区学術サークル，クローバーホスピタル，神奈川県藤沢市，2009.8.28 

・ 佐藤 仁，新井光男，今井基次：日本PNF学会講習会中級Bコース，日本PNF学会，首都大学東京，東京都荒川区，

2009.9.26-27 

・ 佐藤 仁：理学療法士としての視点を養う試み，小田原保健医療学部FDフォーラム，国際医療福祉大学 小田原キャ

ンパス，神奈川県小田原市，2009.10.16 

・ 佐藤 仁：PNFアプローチの応用，埼玉東京神奈川PNF研究会，久我山病院，東京都世田谷区，2009.10.25 

・ 佐藤 仁：PNFアプローチの応用，国際医療福祉大学熱海病院リハビリテーション科研修会，国際医療福祉大学熱海

病院，静岡県熱海市，2009.11.16 

・ 佐藤 仁：研究マインド，理学療法科学学会リサーチ研究会，目黒雅叙園，東京都目黒区，2009.12.5 

・ 佐藤 仁：片麻痺へのPNFアプローチの応用，中国リハビリテーション研究センター講習会，中国リハビリテーショ

ン研究センター，中国北京，2010.1.26 

・ 武田 要：妊娠中のスポーツ活動 妊婦の身体負荷量の運動学的解析，日本臨床スポーツ医学会学術集会，神戸国際

展示場，兵庫県神戸市，2009.11.14 

・  上村さと美：心臓リハビリテーションの現状と対策，理学療法科学学会，国際医療福祉大学 東京青山キャンパス，

東京都港区，2010.3.20 

 

学会発表 
・ 谷 浩明（座長）：理学療法基礎系9，第44回日本理学療法士学術大会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，

2009.5.28 

・ 渡邉観世子，樋口貴広，谷 浩明，今中國泰：体重移動課題の正確性を規定する要因の検討－荷重量と荷重変化量の

影響－，第44回日本理学療法士学術大会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2009.5.30 

・ Miyoko Watanabe，Takahiro Higuchi，Hiroaki Tani，Kuniyasu Imanaka：Perception of shifted weight during upright standing: 

effects of attenending weight control and displacement of posture，The 12th ISSP World Congress of Sports Psychology，Palais 

des Congress，Marrakesh, Morroco，2009.6.19 

・ 昇 寛（発表者）：Invention and making of the spring pedal movement device，The 4th Beijing International Rehabilitation 

Forum on rehabilitation，China Rehabilitation Center，Beijing，2009.10.27 

・ 昇 寛（発表者）：効果的な下肢運動器の考案，人体科学会，筑波大学，茨城県つくば市，2009.12.12-13 

・ 昇 寛（発表者）：化膿性関節炎を呈してTKA再施行を経験した1症例，第27回神奈川県理学療法士学会，鎌倉芸術

館，神奈川県鎌倉市，2010.3.14 

・ 昇 寛（発表者）：圧感覚測定器“Pressure Sensory Measure”の考案と作製－第二報－，The 8th International Meating 

of Physical Therapy Sciense in China，Chengdu University，Chengdu，2010.3.27 

・ 昇 寛（座長）：ポスター発表プログラム，セッション2，The 8th International Meating of Physical Therapy Sciense in 

China，Chengdu University，Chengdu，2010.3.27 

・ 昇 寛（座長）：口述発表プログラムⅠ，The 8th International Meating of Physical Therapy Sciense in China，Chengdu 

University，Chengdu，2010.3.27 

・ 小林 薰，佐藤 仁：座位足開閉テストの検者内信頼性の検討－高齢者と若年者の比較－，第44回日本理学療法学術

大会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2009.5.29 

・ 佐藤 仁：理学療法士教育における学生と理学療法士が実施する徒手抵抗量の比較，第44回日本理学療法学術大会，

東京国際フォーラム，東京都千代田区，2009.5.30 

・ 佐藤 仁：理学療法士養成校におけるPNF教授活動の現状，第10回日本PNF学会学術大会，愛知医療学院短期大学，
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愛知県清須市，2009.10.4 

・ 石田紘基，佐藤 仁：両下肢へのPNFアプローチが投球動作へおよぼす影響，第49回理学療法科学学会学術大会，国

際医療福祉大学 小田原キャンパス，神奈川県小田原市，2010.1.10 

・ 佐藤 仁（座長）：第49回理学療法科学学会学術大会，国際医療福祉大学 小田原キャンパス，神奈川県小田原市，

2010.1.10 

・ 佐藤 仁（主催者）：PNFインストラクター講習会，埼玉東京神奈川PNF研究会，久我山病院，東京都世田谷区，

2010.2.21 

・ 佐藤 仁：Attempt of Guidance of the Manual Hand Resistance by a Manual Hand Dynamometer，8th International Meeting of 

Physical Therapy Science in Chengdou，四川大学華西ホテル，中国成都，2010.3.27 

・ 佐藤 仁（座長）：8th International Meeting of Physical Therapy Science in Chengdou，四川大学華西ホテル，中国成都，

2010.3.27 

・ 武田 要：妊婦における手すり使用時の立ち上がり動作分析，第44回日本理学療法学術大会，東京国際フォーラム，

東京都千代田区，2009.5.30 

・ 武田 要（座長）：理学療法基礎系41，第44回日本理学療法学術大会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，

2009.5.30 

・ Kaname takeda：An analysis of gait in the third trimester of pregnancy – gait analysis of the single support phase in the frontal 

plane，The 2009 FIGO World Congress，The Cape Town International Convention Centre，Cape Town, South Africa，

2009.10.4-9 

・ 藤井菜穂子（座長）：生活環境支援系理学療法1，第44回日本理学療法学術大会，東京国際フォーラム，東京都千代

田区，2009.5.28 

・ 藤井菜穂子，黒澤和生（発表）：理学療法学科学生の技術と知識の関連性について－血圧測定に注目して－，第44回

日本理学療法学術大会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2009.5.30 

・ 上村さと美，秋山純和：椅子からの起立運動を応用した運動負荷法の生理的運動強度と身体要因の関係，第28回関東

甲信越ブロック理学療法士学会，群馬県民会館，群馬県前橋市，2009.9.12 

・ 上村さと美，秋山純和：就労高齢者を対象とした問診から日常生活の自立を支援するための体力を推察する方法の有

用性，第20回日本病態生理学会大会，奈良県立医科大学，奈良県橿原市，2010.1.23 

・ 上村さと美，重政朝彦 他：心臓リハビリテーションに携わる理学療法士の養成について－理学療法士の学生を対象

とした学内教育と臨床教育の連携にむけて－，第74回日本循環器学会総会・学術集会，国立京都国際会館，京都府京

都市，2010.3.6 

 

学位取得・研究業績に対する受賞 
・ 上村さと美：博士（保健医療学），起立運動負荷の定量化，2010.3.16 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 谷 浩明：日本人間工学会，日本体力医学会，日本生理人類学会，理学療法科学学会（評議員），運動学習研究会，

スポーツ心理学会，日本物理療法学会，日本私立医科大学理学療法士学会，日本VR医学会 

・ 昇 寛：日本理学療法士協会，理学療法科学学会（評議員），認知神経科学会，発明学会，人体科学会，日中学術交

流研究振興学会，日本レジャー・レクリエーション学会，（財）日本レクリエーション協会（公認レクリエーション

インストラクター） 

・ 柊 幸伸：日本理学療法士学会，日本理学療法科学学会（評議員），日本体力医学会，臨床歩行分析研究会 
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・ 佐藤 仁：日本理学療法士協会（査読委員），理学療法科学学会（評議員），日本PNF学会（認定インストラクター，

編集委員），埼玉東京神奈川PNF研究会（代表），全国大学理学療法学教育研究会 

・ 武田 要：理学療法科学学会（評議員），臨床歩行動作分析研究会 

・ 藤井菜穂子：日本理学療法士協会（理学療法学（雑誌）査読委員），理学療法科学学会（評議員）（理学療法科学

（雑誌）査読委員），生理人類学会，小児保健協会，日本体力医学会 

・ 上村さと美：理学療法科学学会，日本理学療法士協会，日本病態生理学会，日本心臓リハビリテーション学会，日本

心臓病学会 

 

 

 

小田原保健医療学部（作業療法学科） 
 
著書 
・ 森田千晶（分担執筆）：作業療法学全書9 作業技術学1，義肢装具学，筋電義手の評価と訓練，66-82，協同医書出版，

2009 

・ 丸山仁司，山路博文（分担執筆）：PT・OTなら知っておきたい病気のこと，第5章知っておきたい精神疾患のこと，

遊戯社，2009 

・ 柴原直樹，山路博文（分担執筆）：心理学の発見，第12章心理療法の実践，あいり出版，2009 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 
・ 森田千晶：義手の進歩，神奈川県総合リハビリテーション事業団・PO，PT，OT研修，厚木市ヤングコミュニティセ

ンター，神奈川県厚木市，2010.3.20 

・ 山路博文：傾聴について，小田原市社会福祉協議会，小田原市社会福祉協議会，神奈川県小田原市，2009.7.15 

・ 山路博文：うつの理解，小田原市社会福祉協議会，小田原市社会福祉協議会，神奈川県小田原市，2009.11.11 

・ 三浦慈子：サポセンわくわく交流会，小田原市民会館，神奈川県小田原市，2009.12.19 

 

学会発表 
・ 山路博文：The mentality of and support essential for halfway handicapped persons，Beijing International Forum on 

Rehabilitation，中国北京，2009.10.30 

・ 出口弦舞：車いすのブレーキとフットサポートの光による危険報知，第24回リハ工学カンファレンス2009，国立身体

障害者リハビリテーションセンター，埼玉県所沢市，2009.8.27 

・ 三浦慈子：左脳損傷者と右脳損傷者の図形模写の特徴，日本作業療法学会，ビックパレットふくしま，福島県郡山市，

2009.6.19 

・ 三浦慈子（座長）：日本リハビリテーション学校協会第22回教育研究大会・教員研修会，国際医療福祉大学，栃木県

大田原市，2009.8.20 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 森田千晶：日本義肢装具学会（理事），日本リハビリテーション工学協会，ヒトと動物の関係学会，日本動物病院福

祉協会，国際義肢装具学会（ISPO） 

・ 阿部浩美：日本作業療法士協会，日本感覚統合学会 
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・ 出口弦舞：日本リハビリテーション工学協会（協会誌編集委員） 

・ 三浦慈子：日本高次脳機能障害学会 

 

 

 

小田原保健医療学部（医学・一般教育） 
 
著書 
・ 井上 豊（分担執筆）：エクセルを使用した統計学，医療のための統計学，71-91，演習問題，119-122，アイ・ケイ

コーポレーション，2009 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 井上 豊：情報処理学会 

・ 遠藤 豊：日本生理学会（評議員），歯科基礎医学会 

・ 中村陽市：日本解剖学会（評議員），日本リンパ学会（評議員），人類形態学研究会（選挙管理委員） 

 

 

 

福岡看護学部（看護学科） 
 
著書 

・ 小田正枝，下舞紀美代，青山和子，安藤敬子，古川秀敏，今村恭子 他（監修）：プチナース疾患別看護過程， 

2008-2011の3年間シリーズ，43-59，照林社，2009 

・ 小田正枝，下舞紀美代，古川秀敏，安藤敬子 他（編集，執筆）：ロイ適応看護理論の理解と実践，ロイ適応看護理

論の背景，1-9，医学書院，2009 

・ 高橋照子，小田正枝，小西恵美子，香春知永 他（分担執筆）：看護学原論－看護の本質的理解と創造性を育むため

に－，看護の対象となる個人・家族・地域の理解，31-56，南江堂，2009 

・ 松木光子，松尾ミヨ子，小田正枝，江本愛子 他（分担訳）：ザ・ロイ適応看護モデル第2版，第4章適応様式の概要，

105-125，医学書院，2010 

・ 小田正枝（編集），下舞紀美代，青山和子，安藤敬子，古庄夏香 他11名：ロイ適応看護理論の理解と実践，適応様

式の解説生理的様式の理解（保護・感覚），66-73，医学書院，2009 

・ 黒田裕子（監修），中木高夫，黒田由彦，棚橋泰之，下舞紀美代：看護診断のためのよくわかる中範囲理論，死の受

容過程理論 事例編，213-221，学習研究社，2009 

・ 小田正枝（編集），下舞紀美代，山勢博彰，古川秀敏，藤野成美 他：ロイ適応看護理論の理解と実践，ロイ適応看

護理論に基づく看護過程，27-40，自己概念－集団アイデンティティ様式の理解，88-97，ロイ適応看護理論と

NANDA-I看護診断，155-161，ロイ適応看護理論に基づく記録様式，171-172，ロイ適応看護理論に基づく記録のガイ

ドライン，173-179，210-222，専門領域別の実践編，247-264，医学書院，2009 

・ 小田正枝（編集），下舞紀美代，山勢博彰，山勢善江，古川秀敏，伊藤美佐江，立野淳子，田戸朝美，山口哲朗， 

古庄夏香，本田裕美，日高艶子，藤野成美，青山和子，安藤敬子（分担執筆）：ロイ適応看護理論の理解と実践，第

4章適応様式の解説 活動と休息，62-66，第7章専門領域別の実践例 2.成人，187-196，医学書院，2009 
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・ 小田正枝（編集者，分担執筆），古庄夏香：ロイ適応看護理論の理解と実践，第4章適応様式の解説 1．生理的様式

の理解（栄養，排泄），54-62，医学書院，2009 

・ 中西順子（分担執筆）：プチナース 大特集看護計画まで見せます実習でよく挙げる看護診断BEST10，栄養摂取消

費バランス異常 必要量以下，24-25，照林社，2009 

 

原著論文 
・ 黒田裕子，柏木公一，小田正枝，山勢博影，中木高夫 他（分担執筆）：熟練看護師の看護実践へと繋ぐ看護支援シ

ステムからの情報収集とその活用に関する質的調査，看護診断，14(1)，89-99，(2009.3) 

 

総説 
・ 安藤敬子：解剖生理と病態生理がつながる！疾患別看護過程「関節リウマチ」，月刊プチナース，18(11)，43-58，

2009.8 

・ 安藤敬子：看護計画まで見せます！看護診断，月刊プチナース，18(13)，20-23，2009.11 

 

研究報告 
・ 小田正枝，安藤敬子，中西順子：福岡看護学部学士課程カリキュラムの構築，国際医療福祉大学福岡リハビリテーシ

ョン学部・福岡看護学部紀要，5，87-92，2009.12 

・ 梶谷佳子，岡﨑美智子，道重文子，相羽利昭，仲前美由紀，中橋苗代，片山由加里：臨床看護師の看護学実習環境に

関する意識調査，京都橘大学研究紀要，36，169-193，2010.1 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 
・ 小田正枝：分科会 ロイ適応モデルと看護診断，看護診断学会プレカンファレンス，福岡国際会議場，福岡県福岡市，

2009.6.25 

・  小田正枝：シンポジウム 看護診断用語は難しいか，第15回日本看護診断学会学術大会，福岡国際会議場，福岡県福

岡市，2009.6.26 

 

学会発表 
・ 下舞紀美代，古川秀敏，小田正枝，山口哲朗（発表者）：ロイ適応看護理論の看護過程にNANDA－Iの診断ラベルが

使えるか－行動のアセスメントと診断指標の照合から－，第15回看護診断学会学術大会，福岡国際会議場，福岡県福

岡市，2009.6.27 

・ 古川秀敏，下舞紀美代，小田正枝，山口哲朗（発表者）：ロイ適応看護理論の看護過程にNANDA－Iの診断ラベルは

使えるか－刺激のアセスメントと関連因子の照合から－，第15回看護診断学会学術大会，福岡国際会議場，福岡県福

岡市，2009.6.27 

・ 横田宣子，上村智彦，小田正枝（発表者）：Jonsen4分割表を用いた臨床倫理カンファレンスが医師と看護師に与える

影響，第24回日本がん看護学会学術集会，静岡コンベンションアーツセンター，静岡県静岡市，2010.2.13 

・ 丸山マサ美，青山和子：被占領下における九州大学看護学校と教育・病院・行政－インタビュー証言による検証－，

日本看護歴史学会第23回学術集会，聖路加看護大学，東京都中央区，2009.8.20 

・ 杉田里恵，棚橋泰之，山田紋子，菊池麻由美，中藤三千代，津田泰伸，高原静子，下舞紀美代，黒田裕子：「腹部膨

満感」に関する看護診断の同定についての研究〔第三報〕，第15回日本看護診断学会学術大会（口述発表），福岡国

際会議場，福岡県福岡市，2009.6 
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・ 下舞紀美代（座長）：地域看護学，第35回日本看護研究学会学術集会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2009.8 

・ 波多野照子（座長）：一般演題，シェラトンベイホテル，千葉県浦安市，2010.2.29 

・ 重信玲子，奥 美幸，花原 洋，鬼塚美代子，濱田美穂，肥後昌代，市村カツ子，増滿 誠：ICUにおけるインスピ

ロンネブライザーの細菌発生状況と管理方法の検討，日本集中治療医学会第37回学術集会，リーガロイヤルホテル広

島，広島県広島市，2010.3.4 

 

研究助成金（文部科学省，厚生労働省，公的研究費，その他研究助成金） 
・ 黒田裕子，柏木公一，山勢博彰，小田正枝 他（分担研究者）：看護実践の質向上を導く看護支援システム構築に関

する研究，文部科学省，基番B，7501，継続 

・ 安酸史子，小田正枝，東 玲子 他：看護系大学から発信するケアリングアイランド九州・沖縄構想，文部科学省，

総合的連携型（区分B），採択 

・ 中藤三千代，山田紋子，下舞紀美代，林みよ子，古川秀敏，杉田理恵，菊池麻由美，小泉純子，津田泰伸，黒田裕子，

棚橋泰之：看護援助を必要とする「腹部膨満感」という患者現象の明確化－消化器系疾患患者に焦点をあてて－，日

本看護診断学会，採択 

・ 岡﨑美智子，道重文子，梶谷佳子，仲前美由紀，中橋苗代：新人看護師の臨床判断能力を促進する学習支援システム

の開発，文部科学省科学研究費補助金，基盤研究B，19390554，継続 

・ 道重文子，佐名木宏美，仲前美由紀：血液透析患者に対する口腔乾燥を緩和するケアに関する研究，文部科学省科学

研究費補助金，基盤研究C，19592543，継続 

 

学位取得・研究業績に対する受賞 
・ 仲前美由紀：保健修士，高齢者における脱水予防のための簡便な評価方法の検討－体内水分量と皮膚・口腔乾燥の関

連－，2010.3.5 

・ 増滿 誠：看護学修士（福岡県立大学大学院看護学研究科），精神科看護師が語った看護場面における沈黙の意味の

解釈と対応の変化に影響を与える要因，2010.3.18 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 小田正枝：日本看護診断学会（副理事長），日本看護学教育学会（理事），日本看護研究学会（評議員），九州看護

理論研究会（会長） 

・ 青山和子：日本看護科学学会，日本看護教育学会，日本看護研究学会，日本看護歴史学会 

・ 安藤敬子：日本看護科学学会，日本看護研究学会，日本看護教育学会，日本看護診断学会，日本保健医療社会学会，

日本公衆衛生学会，日本医史学会 

・ 永井あけみ：国際看護研究会，日本看護協会 

・ 波止千惠：日本地域看護学会，日本看護学教育学会，全国高齢者ケア協会，日本看護協会 

・ 中西順子：日本看護研究学会，日本看護科学学会，日本看護学教育学会，日本小児保健学会，日本赤ちゃん学会 

・ 仲前美由紀：日本看護科学学会，日本看護研究学会，日本看護学教育学会，日本看護福祉学会，日本看護診断学会 

・ 増滿 誠：日本精神保健看護学会，日本看護科学学会，日本看護学教育学会，日本心理学会，日本集中治療医学会 
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基礎医学研究センター 
 
著書 
・ 黒澤美枝子（分担訳）：ストレス百科事典，血圧，731-736，丸善，2009 

・ 黒澤美枝子（分担訳）：トートラ人体の構造と機能第3版，泌尿器系，1052-1097，丸善，2010 

・ Konno R，Bückner H，D’Aniello A，Fisher GH，Fujii N，Homma H（編集）：D-Amino Acids: Practical Methods and 

Protocols，Volume 1，Analytical Methods for D-Amino Acids，Nova Science Publishers，2009 

・ Konno R，Bückner H，D’Aniello A，Fisher GH，Fujii N，Homma H（編集）：D-Amino Acids：Practical Methods and 

Protocols，Volume 2，Free D-Amino Acids，Nova Science Publishers，2009 

・ Konno R（分担執筆）：D-Amino Acids: Practical Methods and Protocols，Volume 2，Free D-Amino Acids，Nephrotoxicity 

of D-serine in rats，45-48，Nova Science Publishers，2009 

・ Konno R，Bückner H，D’Aniello A，Fisher GH，Fujii N，Homma H（編集）：D-Amino Acids: Practical Methods and 

Protocols，Volume 3，Free D-Amino Acids in Peptides and Proteins，Nova Science Publishers，2009 

 

原著論文 
・ 三田裕一，杉山圭司，黒澤美枝子：β3アドレナリン受容体作動薬投与時のラット血糖反応におよぼす骨格筋鍼通電

刺激の影響，自律神経，46(4)，327-332，2009.8 

・ Higashimura Y，Shimoju R，Maruyama H，Kurosawa M：Electro-acupuncture improves responsiveness to insulin via 

excitation of somatic afferent fibers in diabetic rats，Autonomic Neurosciences，150(1-2)，100-103，2009 

・ Konno R，Okamura T，Kasai N，Summer KH，Niwa A：Mutant rat strain lacking D-amino-acid oxidase，Amino Acids，37，

367-375，2009 

・ Miyoshi Y，Hamase K，Tojo Y，Mita M，Konno R，Zaitsu K：Determination of D-serine and D-alanine in the tissues and 

physiological fluids of mice with various D-amino-acid oxidase activities using two-dimensional high performance liquid 

chromatography with fluorescence detection，Journal of Chromatography B，877，2506-2512，2009 

・ Tojo Y，Hamase K，Konno R，Koyanagi S，Ohdo S，Zaitsu K：Simple and rapid genotyping of D-amino acid oxidase gene 

recognizing a crucial variant in the ddY strain using microchip electrophoresis，Journal of Separation Science，32，430-436，

2009 

 

総説 
・ 金野柳一：D－アミノ酸酸化酵素欠損マウス，アニテックス，21(1)，25-30，(2008.12) 

 

研究報告 
・ 黒澤美枝子：平成20年度科学研究費補助金実績報告書（研究実績報告書），体性感覚刺激による脳神経伝達機能変

化と情動・自律反応相関，文部科学省 

 

学会発表 
・ Shimoju R，Maruyama K，Kurosawa M：Tactile stimulation and dopamine release in the rat nucleus accumbens，36th 

International Congress for Physiological Sciences，Kyoto International Conference Center，Kyoto，2009.7.28 

・ Kurosawa M（オーガナイザー，座長）：Koria-Japan-China symposium: Physiological Basis of Acupuncture Effects，36th 

International Congress for Physiological Sciences，Kyoto International Conference Center，Kyoto，2009.7.29 
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・ Mita Y，Sugiyama K，Kurosawa M：Electro-acupuncture modulates responsiveness of plasma glucose to beta3-adrenoceptor 

stimulation in rats，36th International Congress for Physiological Sciences，Kyoto International Conference Center，Kyoto，

2009.7.30 

・ Kurosawa M，Toda H，Budgell B：Responses of spinal cord blood flow to various types of somatosensory stimulation in 

anesthetized rats，36th International Congress for Physiological Sciences，Kyoto International Conference Center，Kyoto，

2009.7.31 

・ Higashimura Y，Kurosawa M：Circulatory responses to electro-acupuncture of the hindlimb in diabetic rats，36th International 

Congress for Physiological Sciences，Kyoto International Conference Center，Kyoto，2009.8.1 

・ Kurosawa M，Toda H，Fujisawa S，Maruyama H，Budgell B：Effects of cutaneous noxious mechanical stimulation on dorsal 

spinal cord blood flow in anesthetized rats，6th Congress of International Society for Autonomic Neuroscience，Sydney Manly 

Pacific Hotel，Sydney，2009.9.4 

・ Shimoju R，Maruyama K，Ohkubo M，Maruyama H，Kurosawa M：Cutaneous tactile stimulation increases dopamine release 

in the nucleus accumbens via excitation of the ventral tegmental area in rats，第32回日本神経科学大会，名古屋国際会議場，

愛知県名古屋市，2009.9.17 

・ 東村幸枝，下重里江，黒澤美枝子：骨格筋鍼通電刺激がⅠ型糖尿病モデルラットの循環機能におよぼす影響－血糖値

の高さによる反応の違いについて－，第62回日本自律神経学会総会，ダイワロイヤルネット和歌山，和歌山県和歌山

市，2009.11.6 

・ 黒澤美枝子（座長）：体性感覚，自律神経反射，第62回日本自律神経学会総会，ダイワロイヤルネット和歌山，和歌

山県和歌山市，2009.11.6 

・ 黒澤美枝子，丸山貴美子，下重里江：体性感覚刺激によるラットの側坐核ドーパミン放出反応，第37回自律神経生理

研究会，日本光電工業本社研修センター，東京都新宿区，2009.12.5 

・ Konno R，Hamase K，Maruyama R，Zaitsu K：Mutant mouse and rat lacking D-amino-acid oxidase, and serine racemase 

knockout mouse，1st International Conference of D-Amino Acid Research，淡路夢舞台国際会議場，兵庫県淡路市， 

2009.7.1 

・ Miyoshi Y，Hamase K，Okamura T，Konno R，Zaitsu K：Simultaneous determination of D-serine and D-alanine in the 

mutant rat deficient in D-amino-acid oxidase，1st International Conference of D-Amino Acid Research，淡路夢舞台国際会議

場，兵庫県淡路市，2009.7.1 

 

研究助成金（文部科学省，厚生労働省，公的研究費，その他研究助成金） 
・ 黒澤美枝子：体性感覚刺激による脳神経伝達機能変化と情動・自律反応相関，文部科学研究費補助金，基盤研究C，

20590216，継続 

・ 黒澤美枝子：ライソゾーム病に対するケミカルシャペロン療法の確立，厚生労働科学研究費補助金，こころの健康科学研究

事業，H20－こころ－一般－022，継続（研究協力） 

・ 金野柳一：遺伝子発現解析システム，研究教育装置・設備等補助金，文部科学省，採択 

・ 金野柳一：DDO遺伝子検査法の開発，共同研究，（株）資生堂，採択 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 黒澤美枝子：日本生理学会（評議員，編集広報委員），日本自律神経学会（理事，国際渉外委員，編集委員，広報委

員），日本神経科学会（専門会員），自律神経生理研究会（幹事），Autonomic Neuroscience（Associate Editor），

Journal of Physiological Sciences（Associate Editor），生理学女性研究者の会（選挙管理委員） 
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・ 金野柳一：D－アミノ酸研究会（監事），日本生化学会，日本分子生物学会，日本遺伝学会，無菌生物ノートバイオ

ロジー学会 

・ 長谷川薫：日本生理学会（評議員），日本細胞生物学会，日本組織培養学会，日本動物学会，インビトロ・バイオロ

ジー学会（USA），New York Academy of Science（USA） 

・ 小室正人：日本解剖学会（評議員），日本組織細胞化学会 

 

 

 

総合教育センター 
 
著書 
・  田中美子，南井紀子，宮崎路子，千葉礼子：Core Spirit of IUHW，国際医療福祉大学語学教育部，2009 

 

原著論文 
・  柳澤順一：多文化社会におけるマイノリティ言語政策の比較研究，国際教育研究所紀要，16，61-82，2009 

・  野中 泉：英語耳・英語舌，国際医療福祉大学紀要，14(2)，27-28，2010.1 

・ Chie Saito：A Study of Diversity in Japan’s Linguistic Environment: Focusing on the Langscape in the Kanto Region，Asian 

Englishes，12(1)，44-73，2009 

 

総説 
・  柳澤順一：多文化社会の言語政策，国際医療福祉大学紀要，14(2)，16-18，2010.1 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 
・ 野中 泉：映画・ドラマを使ったCompetence-Based 学習プログラム，映画英語教育学会，専修大学，神奈川県川崎市，

2009.6.20 

 

学会発表 
・ Miyazaki M，Liao，Imamura：Taiwan and Japanese Urban Versus Rural Residents’ Sense of Humor，第21回国際ユーモア学

会，カリフォルニア州立大学，Long Beach in USA，2009.6.17 

・ 齋藤智恵：音変化とリスニング，関東甲信越英語教育学会 第33回埼玉研究大会，獨協大学，埼玉県草加市，

2009.8.22 

・ Chie Saito：English Language Teaching In-House，15th IAICS (International Association for Intercultural Communication 

Studies)，Kumamoto Gakuen University，Kumamoto, Japan，2009.9.20 

・ 齋藤智恵：日本人英語学習者の英語に対するイメージ－ESSC応募作品のパワーポイントファイルの画像に関する一

考察－，日本「アジア英語」学会 第25回全国大会，熊本学園大学，熊本県熊本市，2009.9.20 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 森田耕喜：日本哲学会，ヘーゲル研究会，臨床死生学会，日本生命倫理学会，西田哲学会，日本独文学会 

・ 南井紀子：日本医学英語教育学会，大学英語教育学会，外国語教育メディア学会 

・  柳澤順一：日本時事英語学会，IRICE英語学会，国際教育研究所 
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・ 千葉礼子：日本中世英語英文学会及び同学会東支部，大学英語教育学会（JACET），外国語教育メディア学会（LET），

中世ヨーロッパ学会 

・  野中 泉：映画英語教育学会（東日本支部立ち上げ委員），日本時事英語学会，大学英語教育学会，全国語学教育学会 

・  宮崎路子：日本英学史学会（会計係（紀要発送担当）），国際ユーモア学会（ISHS），IEEE PCS（Professional 

Communication Society），日本医学英語教育学会（JASMEE），大学英語教育学会（JACET），外国語教育メディア

学会（LET），日本ヴィクトリア朝文化研究学会 

・ 齋藤智恵：日本「アジア英語」学会（ESSC実行委員），関東甲信越英語教育学会（第33回埼玉大会実行委員） 

 

 

 

情報教育センター 
 
著書 
・ 石川 徹，長谷川高志，黒田史博，今田敬子，外山比南子（分担執筆）：コメディカル教育のための情報リテラシー

とコンピュータの基礎，2章3節情報の学習と倫理，5章文献検索，全20ページ，共立出版，2010 

・ 石川 徹（分担執筆）：コメディカル教育のための情報リテラシーとコンピュータの基礎，インターネットと電子メ

ール，文章の作成，発表資料の作成，表の作成と計算，共立出版，2010 

 

研究報告 
・ 今田敬子：臨床看護研究における情報検索の課題，医療情報学，29(suppl)，422-425，2009 

・ 今田敬子（分担）：「総合講義」について，国際医療福祉大学紀要，14(2)，21-22，2010.1 

・ 石川 徹，長谷川高志，今田敬子：医療系大学におけるコンピュータリテラシー教育とその改善への取り組み－少人

数クラス分けによる効果－，第29回医療情報学連合大会論文集，29，1080-1081，2009 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 
・ 石川 徹：コメディカルの教育に，電子カルテを活用する，戦略的大学連携支援プログラム コメディカル養成のた

めの教育用電子カルテシステムおよびデータベースの構築と実践，国際医療福祉大学 東京青山キャンパス， 

東京都港区，2010.3.19 

 

学会発表 
・ 今田敬子：臨床看護研究のための情報収集とコンピュータ活用，第10回日本医療情報学会看護学術大会，タワーホー

ル船堀，東京都江戸川区，2009.6.5-6 

・ 今田敬子：臨床看護研究実態調査；現況と支援体制，第35回日本看護研究学会学術集会，パシフィコ横浜，神奈川県

横浜市，2009.8.4 

・ 今田敬子：臨床看護研究における情報検索の課題，29回日本医療情報学連合大会，広島国際会議場，広島県広島市，

2009.11.22 

・ 石川 徹，長谷川高志，黒田史博，今田敬子，外山比南子：医療系大学におけるコンピュータリテラシー教育とその

改善への取り組み－少人数クラス分けによる効果－，第29回医療情報学連合大会，広島国際会議場，広島県広島市，

2009.11.22 
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所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 今田敬子：日本医療情報学会，日本看護研究学会，日本図書館情報学会，情報メディア学会 

・ 中國秀章：電子情報通信学会，人工知能学会，日本医療マネジメント学会，日本クリニカルパス学会 

・ 石川 徹：日本睡眠学会 

 

 

 

国際交流センター 
 
原著論文 
・  石鍋 浩：医療福祉領域日本語学習者のための選定学習漢字の評価－専門科目の授業場面における検討－，茨城大学

留学生センター紀要，8，53-64，2010 

 

研究報告 
・  石鍋 浩，武田湖太郎，谷口敬道：日本語聴解課題遂行時における日本語学習者の脳活動－近赤外分光法を用いた事

例研究－，国際医療福祉大学紀要，14(1)，17-24，2009.7 

 

学会発表 
・  石鍋 浩，武田湖太郎，谷口敬道：日本語学習者による日本語理解時の脳活動－日本語ネイティブとの比較－， 

第12回光脳機能イメージング研究会学術集会，新梅田研修センター，大阪府大阪市，2009.12.5 

・  馬 麗雲，石鍋 浩，陳 霞芬，水巻正中：中国吉林省延吉市における入院患者の医療従事者・施設に関する満足度

について，第21回岩手公衆衛生学会学術集会，岩手県医師会館，岩手県盛岡市，2010.2.28 

・  張 永勝，石鍋 浩，陳 霞芬，水巻正中：中国の大学生ボランティア活動に関する調査，第21回岩手公衆衛生学会

学術集会，岩手県医師会館，岩手県盛岡市，2010.2.28 

・  李 欣，石鍋 浩，陳 霞芬，水巻正中：中国武漢市における高齢者の生活の質をめぐって，第21回岩手公衆衛生学

会学術集会，岩手県医師会館，岩手県盛岡市，2010.2.28 

・  石鍋 浩：医療福祉専攻留学生を対象とした専門科目ノートテイキング授業の実践－再現テストによる検討－， 

第12回専門日本語教育学会研究討論会，東京工業大学，東京都目黒区，2010.3.6 

 

研究助成金（文部科学省，厚生労働省，公的研究費，その他研究助成金） 
・  石鍋 浩：日本語学習者による日本語音声知覚時の脳内活動について－NIRS装置による測定－，平成21年度科学研究

費補助金，挑戦的萌芽研究採択，19652048，継続 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・  石鍋 浩：日本語教育学会，日本教育工学会，専門日本語教育学会，日本音声学会，日本脳機能光イメージング研究

会，第二言語習得研究会 

 

 

 



国際医療福祉大学研究活動報告 平成 21 年度 

－78－ 

放射線治療・核医学センター 
 
著書 
・  北原 規 他（編集・分担執筆）：化学放射線療法プラクティカル・ガイド，放射線治療（総論），2-19，南山堂，

2009 

・  石岡千加史，北原 規 他（分担執筆）：入門腫瘍内科学，画像診断 がん診療における画像診断の適応，60-61， 

篠原出版新社，2009 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 
・  北原 規：化学放射線療法－基礎から臨床まで－，文部科学省「がんプロフェッショナル養成プラン」に基づく， 

がん診療拠点病院医療スタッフの為の研究会，山形県立中央病院，山形県山形市，2010.2.10 

 

学会発表 
・ 棚田修二：デリバリサービスを利用したFDG PET/CTの使用経験，青森県核医学研究会，ベストウェスタンホテルニ

ューシティ弘前，青森県弘前市，2009.7.4 

・ 北原 規（座長）：教育講演5 頭頸部腫瘍，第68回日本医学放射線学会学術集会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜

市，2009.4.16 

・ 北原 規（座長）：研修医セミナー 2. 治療，第68回日本医学放射線学会学術集会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜

市，2009.4.19 

・ 北原 規（座長）：緩和医療・看護，第22回日本放射線腫瘍学会学術大会，国立京都国際会館，京都府京都市，

2009.9.17 

・  北原 規（総合司会）：乳がんへの放射線治療，第9回がん放射線治療 看護セミナー，ベルサール六本木，東京都

港区，2009.10.3 

 
所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 棚田修二：日本核医学会（専門医，PET核医学認定医，評議員），日本医学放射線学会（専門医），BFIC研究会（事

務局長），関東脳核医学研究会（世話人） 

・ 川瀬貴嗣：日本医学放射線学会（放射線治療専門医），日本核医学会（核医学専門医），日本放射線腫瘍学会（認定

医），日本粒子線治療臨床研究会，米国放射線腫瘍学会 

 

 

 

看護生涯学習センター 
 
著書 
・  湯沢八江（監修），関 弘子，坪井良子，小川明子，奥山貴弘，小山田富美香，山形由美子，渡辺孝子：看護管理ガ

イドブック初級編，保健医療福祉制度の構造，68-83，医療提供システムの現状と課題，84-95，看護チームマネジメ

ント，122-131，他職種との連携，132-141，杏林図書，2009 

・ 湯沢八江（監修），関 弘子，池田俊也，長谷川高志，小林美亜，佐藤貴一郎，瀬戸僚馬，松澤和正，井町和義， 

荻原靖友，工藤 潤：看護管理ガイドブック上級編，トップマネジャーとしての社会的責任，165-173，杏林図書，
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2009 

・ 永井健太，松下年子，吉岡幸子，小倉邦子 編（執筆）：事例から学ぶアディクション・ナーシング 依存症・ 

虐待・摂食障害などがある人への看護ケア，アルコール依存症，薬物依存症患者のクリティカルケア－アディクショ

ン患者を持つ家族とのかかわり－，102-109，中央法規，2009 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 
・ 関 弘子：看護師のキャリア開発，社会医療法人ジャパンメディカルアライアンス東埼玉病院看護部総会，社会医療

法人ジャパンメディカルアライアンス東埼玉病院，埼玉県杉戸町，2009.4 

 

学会発表 
・ 新野峰子，関 弘子，湯沢八江：大学院修士課程におけるナースプラクティショナー（NP）養成教育のあり方，日本

看護科学学会学術集会，幕張メッセ国際会議場，千葉県千葉市，2009.11.28 

 

学位取得・研究業績に対する受賞 
・ 関 弘子：修士，保健医療学，外来における看護師のイメージと役割期待に関する研究－権限の委譲に焦点をあわせ

て－，(2008.3.7) 

・ 永井健太：修士（看護学），A病院外科外来における診療状況の調査 看護師の役割拡大に向けて，2010.3.16 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 関 弘子：日本看護管理学会，日本看護科学学会，日本看護研究学会，日本保健医療行動科学学会，日本プライマリ・

ケア学会，日本NP協議会 

 

 

 

大学院医療福祉学研究科 
 
著書 
・ 井部俊子，京極高宣，前沢政次，開原成允（編，監修）：在宅医療辞典，中央法規出版，2009 

・ 鈴木義之，小川 聡，伊藤 裕，花房俊昭（編集）：内科学書 5．内分泌疾患，代謝・栄養疾患，改訂第7版，先天

性脂質代謝異常，361-364，中山書店，2009 

・ 田中 繁，高橋 明（監訳）：モーターコントロール第3版，正常な姿勢制御 その他 全6章，151-182 他，医歯薬

出版，2009 

・  竹内孝仁（分担執筆）：運動器慢性疾患に対する運動療法，パワーリハビリテーションの効果，289-293，金原出版，

2009 

・ 勝俣暎史：曹洞宗こころの問題研究プロジェクト編，人びとのこころに向き合うために－学科編－，曹洞宗総合研究

センター，2010 

・ 勝俣暎史：曹洞宗こころの問題研究プロジェクト編，人びとのこころに向き合うために－実践編－，曹洞宗総合研究

センター，2010 

・ 大西純一（分担執筆）：補遺版 治験事務局担当者のためのガイドブック，改正GCP，2-73，改正GCPについての

Q&A，81-83，メディカ出版，2009 
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・ 大西純一（分担執筆）：CRCのための治験110番Q&A2010，128題のうち6題担当，じほう，2010 

・ 鳥羽克子（分担執筆）：診療情報管理，21(1)，診療情報管理への診療録と医療者の教育，日本病院共済会，2009 

・ 野村 歡（共著） 他：新老年学，住戸全体の設計，各室設計の腰痛事項，2043-2049，東京大学出版会，2009 

・ 福島道子，河野順子：退院時から始める退院支援・調整，序文，3-4，退院支援・調整の定義と必須要素，20-24，退

院支援・調整のサイクル，55-77，退院支援・調整のQ&A，163-171，日総研出版，2009 

・ 法橋尚宏，福島道子 他：新しい家族看護学－理論・実践・研究，家族生活力量モデル，90-96，メヂカルフレンド社，

2010 

・ 水巻中正：ニューリーダー，長妻チームのアキレス腱，6，はあと出版，2009 

・ 水巻中正：介護ビジョン，介護行政の先を読む，12，日本医療企画，2010 

・ 江原義弘，山本澄子，石井慎一郎：基礎バイオメカニクス，医歯薬出版，2010 

・ 湯沢八江（編集）：看護管理ガイドブック（初級編），全編集，杏林出版，2009 

・ 湯沢八江（編集）：看護管理ガイドブック（上級編），全編集，杏林出版，2009 

・ 宇都宮英綱：脳脊髄のMRI第2版，Chapter8 新生児・小児疾患，459-499，メディカル・サイエンス・インターナシ

ョナル，2009 

・ 宇都宮英綱：小児脳神経外科学，2章検査 III神経放射線学的検査，34-78，金芳堂，2009 

・ 小野寺敦志，編集委員会（編）：社会福祉学習双書2010第11巻 心理学 心理学理論と心理的支援，第3章第1節 適

応，第3章第2節 ストレス，110-119，社会福祉法人全国社会福祉協議会，2010 

 

原著論文 
・ 開原成允（日本医学会医学用語管理委員会）：日本医学会医学用語管理委員会の活動2007-2008－さまざまな医学用語

集の整合性をめざして－，日本医師会雑誌，137(11)，2350-2354，2009.2 

・ 長谷川フジ子，池田俊也，開原成允：医療機関における医療用医薬品の新バーコード利用に関する調査研究，日本医

療・病院管理学会誌，46(3)，45-53，2009.7 

・ Luan Z，Ninomiya H，Ohno K，Ogawa S，Kubo T，Iida M，Suzuki Y：The effect of N-octyl-β-valienamine on β-

glucosidase activity in tissues of normal mice，Brain Dev，Jan 12 [Epub ahead of print]，2009 

・ Luan Z，Higaki K，Aguilar-Moncavo M，Ninomiya H，Ohno K，Garcia-Moreno I，Ortiz Mellet C，Garcia Fernandez JM，

Suzuki Y：Chaperone activity of bicyclic nojirimycin analogues for Gaucher mutations in comparison with N-(n-nonyl)-

deoxynojirimycin，Blood Cells，Molecules and Diseases，ChemBioChem，10(17)，2010 

・ Luan Z，Li L，Ninomiya H，Ohno K，Ogawa S，Kubo T，Iida M，SuzukiY：The pharmacological chaperone effect of N-

octyl-β-valienamine on human mutant acid β-glucosidases，44，48-54，2010 

・ 佐藤雄太，勝俣暎史：色彩への意識性の獲得がイメージ力に及ぼす影響 記憶療法場面への適用に向けて，駒澤大学

心理臨床研究，8，48-59，2009.6 

・ 市川光代，岩下清子：経費老人ホーム居住者の入居の経緯と適応過程，日本在宅ケア学会誌，13(2)，42-50，2010.2 

・ 佐藤公美子，坪井良子 他：占領期 GHQ／SCAPによる病院再編と看護管理の形成過程－PHW/Staff visitsからの実

証－，日本看護歴史学会誌，23，41-53，2010.3 

・ 野村 歡，村井裕樹，志田弘二：ユニバーサルデザインと居住施設における火災対策，火災学会，59(6)，1-6，2009 

・ S.Yamamoto，A.Hagiwara，T.Mizobe，O.Yokoyama，T.Yasui：Gait improvement of hemiplegic patients using an ankle-foot 

orthosis with assistance of heel rocker function，Prosthetics and Orthotics International，33(4)，307-323，2009 

・ 川田教平，山本澄子：健常者の車いす片側下肢駆動の分析，理学療法科学，24(3)，311-315，2009.6 

・ 仲保 徹，山本澄子：脊柱後彎位が胸郭運動に与える影響，理学療法科学，24(5)，697-701，2009.10 
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・ Takashima S，Itoh M，Oka A：A history of our understanding of cerebral vascular development and pathogenesis of perinatal 

brain damage over the past 30 years, and further prospective，Seminars in Pediatric Neurology，16，226-236，2009 

・ 糸数直哉，髙嶋幸男，広瀬彰子，中川慎一郎，奥田憲一，松尾久美子：重症心身障害児・者における頭部ヘリカルCT

の有用性，日本重症心身障害学会誌，34(1)，191-196，2009.4 

・ 小川優美，髙嶋幸男，実藤雅文，中島大輔，岩山真理子，吉良龍太郎，原 寿郎：片手および両手タイピングによる

上肢機能の練習効果，柳川リハビリテーション学院・福岡国際医療福祉学院紀要，5，10-17，(2009.3) 

・ 糸数直哉，高嶋幸男，柴原哲太郎，吉川 聡，松石豊次郎，橋本武夫，中島正幸，花井敏男，曳野俊治：携帯式電子

記録メディアを用いた療育システム，日本小児科学会雑誌，113(7)，1118-1122，2009.7 

・ 中林紘二，水野健太郎，兒玉隆之，甲斐 悟，高橋精一郎，廣瀬伸一，髙嶋幸男：脳室周囲白質軟化症における脳の

可塑性と神経再生に関する免疫組織化学的研究，理学療法科学，24(5)，733-738，2009.10 

・ 庄司紘史，左古香織，田中 良，小池文彦，中原啓介，宇都宮英綱，田畑絵美，江里口誠，高橋幸利：非ヘルペス性

急性辺縁系脳炎の後遺症の検討，国際医療福祉大学福岡リハビリテーション学部・福岡看護学部紀要，5，11-17，

2009.12 

・ 遠藤 忠，蝦名直美，望月正哉，小野寺敦志，長嶋紀一：要支援ならびに要介護高齢者を居宅で介護している家族介

護者の介護負担と主観的QOLに関する検討，厚生の指標，56(15)，34-41，2009.12 

 

総説 
・ 開原成允：IT化に向けて，歯界展望，第21回日本歯科医学会総会特別号，35-40，2009.6 

・ 開原成允：レセプトオンライン化の現状と課題（特集：医療IT化の行方），病院，68(6)，455-459，2009.6 

・ 鈴木五郎：ソーシャルワーカー，週間朝日，94-95，2009.6.5 

・ 鈴木五郎：誇り高き日本人の時代，月間福祉100周年記念号，09年12月号，30-31，2009.12 

・ Suzuki Y，Ogawa S，Sakakibara Y：Chaperone therapy for neuronopathic lysosomal diseases: Competitive inhibitors as 

chemical chaperones for enhancement of mutant enzyme activities，Perspectives in Medical Chemistry，3，7-19，2009.5 

・ 鈴木義之：ケミカルシャペロン療法 神経遺伝病の新しい試み，脳と発達，42(2)，134-137，2010.3 

・ 田中 繁：義肢装具関連学術雑誌の動向・Journal of Rehabilitation Research and Development，日本義肢装具学会誌，

25(3)，127-130，2009.7 

・ 竹内孝仁：介護 「専門職」への道－専門職になることのメリット－スタッフ・利用者関係，介護人材Q&A，4月号，

60-63，2009.4 

・ 竹内孝仁：介護 「専門職」への道－「虐待」から身を守る介護職の在り方，介護人材Q&A，5月号，72-75，2009.5 

・ 竹内孝仁：介護 「専門職」への道－特養ホームは「自立回復病院」になるか，介護人材Q&A，6月号，74-77，

2009.6 

・ 竹内孝仁：介護 「専門職」への道－この領域（介護）に固有の概念が必要，介護人材Q&A，7月号，82-85，2009.7 

・ 竹内孝仁：介護 「専門職」への道－「水」をよく知っている介護職に，介護人材Q&A，8月号，56-59，2009.8 

・ 竹内孝仁：自立支援ケアマネジメント講座，月刊老施協，8月号，18-21，2009.8 

・ 竹内孝仁：介護 「専門職」への道－「水」の知識(1)，介護人材Q&A，9月号，62-65，2009.9 

・ 竹内孝仁：自立支援ケアマネジメント講座－事例の問題を診断しよう，月刊老施協，9月号，22-25，2009.9 

・ 竹内孝仁：介護 「専門職」への道－「水」の知識(2)，介護人材Q&A，10月号，66-69，2009.10 

・ 竹内孝仁：自立支援ケアマネジメント講座－ケアプランが正しく立てられないのはなぜか，月刊老施協，10月号， 

18-21，2009.10 

・ 竹内孝仁：介護 「専門職」への道－「歩行」の知識(1)，介護人材Q&A，11月号，50-53，2009.11 
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・ 竹内孝仁：自立支援ケアマネジメント講座－ケアプランが立てられない，立てたこともない，月刊老施協，11月号，

16-19，2009.11 

・ 竹内孝仁：介護 「専門職」への道－「歩行」の知識(2)，介護人材Q&A，12月号，50-53，2009.12 

・ 竹内孝仁：自立支援ケアマネジメント講座－ケアプランが立てられない，立てたこともない その2，月刊老施協，

12月号，24-27，2009.12 

・ 竹内孝仁：自立支援ケアマネジメント講座－思いつきケアプランから理論的ケアプランへ，月刊老施協，1月号， 

24-27，2010.1 

・ 竹内孝仁：自立支援ケアマネジメント講座－ケアプラン（最終回）－これが現場の実態，月刊老施協，2月号，22-25，

2010.2 

・ 竹内孝仁：介護の専門性確立への力強い手応え，月刊老施協，3月号，2010.3 

・ 大西純一：実施医療機関の視点で捉えた改正GCP省令，Clinical Research Professionals，11，20-24，2009 

・ 高橋 泰：勘どころ経営講座① 大きな流れをつかもう，月刊WAM（福祉医療事業団），2009年4月号，32-33，

2009.4 

・ 高橋 泰：勘どころ経営講座② 敢えて“国"という拍象概念を用いず医療制度改革を予測する，月刊WAM（福祉医

療事業団），2009年5月号，32-33，2009.5 

・ 高橋 泰：勘どころ経営講座③ 今回の介護報酬改定から見える新しいトレンド，月刊WAM（福祉医療事業団），

2009年6月号，52-53，2009.6 

・ 高橋 泰：DPCを軸とした病院の経営管理 1．DPCとは何か－DPCの3つの顔，病院，68(6)，512-513，2009.6 

・ 高橋 泰：勘どころ経営講座④ 15年後の都市部の団塊の世代にいかに医療と介護を提供するか，月刊WAM（福祉

医療事業団），2009年7月号，32-33，2009.7 

・ 高橋 泰：DPCを軸とした病院の経営管理 2．レセプト情報を経営管理に利用－そのツールとしてのDPC，病院，

68(7)，588-589，2009.7 

・ 高橋 泰：勘どころ経営講座⑤ 2010年度診療報酬改定の展望，月刊WAM（福祉医療事業団），2009年8月号， 

32-33，2009.8 

・ 高橋 泰：DPCを軸とした病院の経営管理 3．DPC病院進化論(1)－病院経営管理におけるDPCデータの活用レベル，

病院，68(8)，686-687，2009.8 

・ 高橋 泰：勘どころ経営講座⑥ 2012年以降の医療制度はどのように変わつていくか，月刊WAM（福祉医療事業

団），2009年9月号，32-33，2009.9 

・ 高橋 泰：DPCを軸とした病院の経営管理 4．DPC病院進化論(2)－第1レベルから第2レベルになるための必要条件，

病院，68(9)，780-781，2009.9 

・ 高橋 泰：病院や介護施設の適切な利益率を考える，月刊WAM（福祉医療事業団），2009年10月号，8-9，2009.10 

・ 高橋 泰：疾病間の医療費配分は適正か，病院，68(10)，2009.10 

・ 高橋 泰：DPCを軸とした病院の経営管理 5．DPC病院進化論(3)－第2レベルから第3レベルになるための必要条件

(1)精度の高い診療情報，病院，，68(10)，838-842，2009.10 

・ 高橋 泰：DPCを軸とした病院の経営管理 6．DPC病院進化論(4)－第3レベルの病院になるための必要条件(2)確実に

クリニカルパスが使用される体制，病院，，68(11)，968-969，2009.11 

・ 高橋 泰：今後の高齢化社会を考える① 高齢者の数が増えない高齢化社会がもうすぐやってくる，社会保険旬報，

2409，30-33，2009.12 

・ 高橋 泰：DPCを軸とした病院の経営管理 7．DPC病院進化論(5)－第3レベルの病院になるための必要条件(3)人事考

課制度と変わることを後押しするスタッフ，病院，68(12)，1058-1059，2009.12 
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・ 高橋 泰：調整係数段階的廃止にかかわる今後の展望，新医療，2009年8月号，107-110，2009 

・ 高橋 泰：DPCを軸とした病院の経営管理 8．コストを含めたDPC分析(1)－なぜ日本の病院でこれまでコスト分析

が進まなかったか，病院，69(1)，62-63，2010.1 

・ 高橋 泰：今後の高齢化社会を考える② 都道府県別に見た高齢化の進行，社会保険旬報，2411，12-19，2010.1 

・ 高橋 泰：今後の高齢化社会を考える③ これからの高齢化への対応，社会保険旬報，2412，16-23，2010.1 

・ 高橋 泰：DPCを軸とした病院の経営管理 9．コストを含めたDPC分析(2)－どのように患者別のコストを計算する

か，病院，69(2)，146-147，2010.2 

・ 高橋 泰：DPCを軸とした病院の経営管理 10．コストを含めたDPC分析(3)－コスト構造が明らかになると，何が変

わるか，病院，69(3)，2010年3月号，268-269，2010.3 

・ 福島道子：看護師が中心になって行う退院支援，HOPE VISION，10，11-14，2009.5 

・ 永岡明子，福島道子：大田原赤十字病院における退院支援・調整と看護師長の役割，ナースマネジャー，11(3)， 

27-34，2009.6 

・ 福島道子，栗原朋子：患者さんと家族はどのような退院体験をしているのか，NURSE SENKA，29(7)，64-72，2009.7 

・ 福島道子，上野まり：活動の連鎖・持続・発展からみえる地域看護実践の技術，地域看護学会誌，12(1)，29-33，

2009.10 

・ 山本澄子：片麻痺者の歩行補助のための短下肢装具GaitSolution（1），福祉介護機器＋，3(1)，37-40，2010.1 

・ 山本澄子：片麻痺者の歩行補助のための短下肢装具GaitSolution（2），福祉介護機器＋，3(2)，50-54，2010.2 

・ 山本澄子：入門リハビリテーション科学研究―福祉用具開発の場合，リハビリテーション研究，142，38-41，2010.3 

・ 大堀 昇，湯沢八江：経皮的冠動脈ステント留置術後に抗血栓薬を処方されている患者の服薬行動に関連する要因，

日本看護研究学会雑誌，32(4)，89-99，2009.9 

・ 岩田嘔介，岩田幸子，髙嶋幸男，加藤丈典，河野 剛，松石豊次郎：脳保護という幻想を現実に，日本小児科学会雑

誌，113(6)，909-922，2009.6 

・ 宇都宮英綱：エキスパートが伝授する読影に役立つ中枢神経解剖後頭蓋窩（脳幹と小脳），画像診断，29(5)，410-427，

2009.3 

・ 小林真理子，松島英介：がん患者の症状緩和－不安，緩和医療学，11(4)，92-95，2009.10 

・  小林真理子：書評 動物になった家族－子どもの動物家族画テスト－（L・ブレム＝グレーザー著・井口由子訳），

精神療法，35(5)，665-666，2009.10 

・ 小林真理子：事例 「高機能広汎性発達障害児への遊戯療法」へのコメント，臨床相談研究（東京家政大学附属臨床

相談センター），7，2009 

・ 中島聡美，白井明美，真木佐知子，石井良子，永岑光恵，辰野文理，小西聖子：トラウマの心理的影響に関する実態

調査から 犯罪被害者遺族の精神健康とその回復に関連する因子の検討，精神神経学雑誌，111(4)，423-429，2009.4 

・ 白井明美：書評 犯罪・災害被害遺族への心理的援助 暴力死についての修復的語り直し，トラウマティック・スト

レス，7(2)，94，2009.9 

・ 白井明美：死別における遺族への心理的支援について，心理臨床の広場，2，22-23，2009 

 

研究報告 
・ 鈴木義之：ライソゾーム病に対するケミカルシャペロン療法の確立，厚生労働科学研究費補助金・こころの健康科学

研究事業平成21年度総括・分担研究報告書，2010 

・ 田中裕美子，兵頭明和，前川喜久雄 他3名：ことばの遅れか障害かを文法習得の躓きで判定する方法に関する研究，

文部科学省科学研究費補助金2008年度研究実績報告書，2009 
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・ 古川裕之，野村守弘，大西純一 他：治験・臨床研究実施状況および実施体制に関する調査報告，日本病院薬剤師会

雑誌，45(3)，297-302，2009 

・ 井草千鶴，古川裕之，大西純一 他：CRAを対象とした「治験中に発生した健康被害に対する補償対応」に関する調

査，日本病院薬剤師会雑誌，45(7)，853-855，2009 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 
・ 開原成允：理学療法士，作業療法士へ，九州地区作業療法士研修会，熊本リハビリテーション学院，熊本県熊本市，

(2009.3.14) 

・ 開原成允（座長）：特別講演 医療のIT化の明暗，第59回日本病院学会，熊本市民会館，熊本県熊本市，2009.7.23-24 

・ 開原成允：日本社会とデータベース，長崎大学グローバルCOEプログラムデータベース構築30周年記念講演会 原爆

被爆者データベースの現状と疫学研究の未来，長崎大学医学部良順会館 ボードインホール，長崎県長崎市，

2009.9.11 

・ 鈴木五郎：ソーシャルワーク実践の原理と目標，退任記念特別講義，国際医療福祉大学，栃木県大田原市，

(2009.3.16) 

・ 鈴木五郎：児童の養護環境と里親への期待，関東ブロック里親大会，鬼怒川温泉，栃木県日光市，2009.7.4 

・ 鈴木義之：神経遺伝病の新しい治療法－ケミカルシャペロン療法，第51回日本小児神経学会総会，米子コンベンショ

ンセンター，鳥取県米子市，2009.5.28-30 

・ Suzuki Y：Chemical chaperone therapy for brain pathology in lysosomal diseases，Genzyme symposium，Genzyme Japan，

Tokyo，2009.6.17 

・ Suzuki Y：New Therapeutic approaches to neurogenetic diseases，International and IX Ukrainian Congress of Child Neurology，

Kiev, Ukraine，2009.11.9-12 

・ Suzuki Y：Chemical chaperone therapy: A new molecular approach for brain pathology in lysosomal diseases，The 13th Asian 

Pacific Congress of Pediatrics and 3rd Asian Pacific Congress of Pediatric Nursing，Shanghai, China，2009.10.14-18 

・ Suzuki Y：Molecular basis of metabolic encephalopathy (Neurogenetic diseases): From molecule to patient，The 13th Infantile 

Seizure Study Group and International Symposium on Epilepsy in Neurometabolic Diseases，Taipei, Taiwan，2010.3.26-28 

・ 田中 繁：産学交流フォーラム 中小企業が福祉用具開発に関わるには－可能性や注意することは何か－，栃木県産

業振興センター，とちぎ産業創造プラザ，栃木県宇都宮市，2009.11.16 

・ 田中 繁：医療セミナー 福祉用具から見た日本のシルバー産業－現状と問題点－，ソウル 金眼科，韓国ソウル，

2009.9.2 

・ 田中 繁：福祉セミナー 福祉用具から見た日本のシルバー産業－問題点と今後の方向－，KINTEX，韓国ソウル，

2009.9.3 

・ 竹内孝仁：認知症を治すケア～その理論と実際～，医療法人青仁会，鹿児島県鹿児島市，2009.4 

・ 竹内孝仁：高齢化日本での泌尿器科医の役割，第97回日本泌尿器科学会総会，岡山コンベンションセンター，岡山県

岡山市，2009.4.15 

・ 竹内孝仁：パワーリハの安全性を学ぶ，NPO法人介護予防・自立支援パワーリハビリテーション研究会，鳥取県米子

市，2009.4 

・ 竹内孝仁：世田谷ケアマネ塾④，（株）ケア科学研究所，東京都世田谷区，2009.4 

・ 竹内孝仁：在宅復帰塾①，（株）ケア科学研究所，東京都世田谷区，2009.4 

・ 竹内孝仁：パワーリハ養成研修講義，富山市長寿福祉課，富山県富山市，2009.4 

・ 竹内孝仁：在宅入所相互利用研修会①，（株）ケア科学研究所，東京都世田谷区，2009.5 
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・ 竹内孝仁：高齢者自立支援の理論と実際，社会福祉法人野の花会，鹿児島県南さつま市，2009.5 

・ 竹内孝仁：世田谷ケアマネ塾⑤，（株）ケア科学研究所，東京都世田谷区，2009.5 

・ 竹内孝仁：介護力向上講習会①，全国老人福祉施設協議会，東京都千代田区，2009.5 

・ 竹内孝仁：第3回日本自立支援介護学会学術大会，日本自立支援介護学会，東京都新宿区，2009.5 

・ 竹内孝仁：自立を目指すケア研修会①，高知市健康福祉部介護保険課，高知県高知市，2009.5 

・ 竹内孝仁：認知症のケア，社会福祉法人スイートホーム，栃木県栃木市，2009.5 

・ 竹内孝仁：認知症のケア，社会福祉法人ちいさがた福祉会，長野県東御市，2009.5 

・ 竹内孝仁：世田谷ケアマネ塾⑥，（株）ケア科学研究所，東京都世田谷区，2009.6 

・ 竹内孝仁：在宅復帰塾②，（株）ケア科学研究所，東京都世田谷区，2009.6 

・ 竹内孝仁：在宅復帰をすすめる研究会，富山市長寿福祉課，富山県富山市，2009.7 

・ 竹内孝仁：パワーリハビリテーション実務者研修会，財団法人川崎市保健衛生事業団，神奈川県川崎市，2009.7 

・ 竹内孝仁：世田谷ケアマネ塾⑦，（株）ケア科学研究所，東京都世田谷区，2009.7 

・ 竹内孝仁：介護力向上講習会②，全国老人福祉施設協議会，東京都千代田区，2009.7 

・ 竹内孝仁：認定看護管理者養成コース（ファーストレベル），国際医療福祉大学看護生涯学習センター，東京都港区，

2009.7 

・ 竹内孝仁：在宅入所相互利用研修会②，（株）ケア科学研究所，東京都世田谷区，2009.7 

・ 竹内孝仁：施設ケアにおける看護と介護，長野県看護協会長野県介護福祉士会，長野県松本市，2009.7 

・ 竹内孝仁：スーパーバイザー養成講座，日本ケアマネジメント学会認定ケアマネジャーの会，東京都新宿区，2009.8 

・ 竹内孝仁：認知症を治すケア，森本外科・脳神経外科医院，鳥取県東伯郡，2009.8 

・ 竹内孝仁：認知症を治すケア，NPO法人介護予防・自立支援パワーリハビリテーション研究会，山形県酒田市，

2009.9 

・ 竹内孝仁：ケアマネリーダー養成研修会①，世田谷区社会福祉事業団，東京都世田谷区，2009.9 

・ 竹内孝仁：在宅入所相互利用研修会③，（株）ケア科学研究所，東京都世田谷区，2009.9 

・ 竹内孝仁：おむつゼロ特養実現のための介護セミナー，国際医療福祉大学 天神キャンパス，福岡県福岡市，2009.9 
・ 竹内孝仁：世田谷ケアマネ塾⑧，（株）ケア科学研究所，東京都世田谷区，2009.9 

・ 竹内孝仁：介護力向上講習会③，全国老人福祉施設協議会，東京都千代田区，2009.9 

・ 竹内孝仁：信州在宅医学懇話会，万有製薬株式会社，長野県伊那市，2009.9 

・ 竹内孝仁：ケアマネリーダー養成研修会②，世田谷区社会福祉事業団，東京都世田谷区，2009.9 

・ 竹内孝仁：認知症を治すケア，（株）グリーンケア，福岡県福岡市，2009.9 

・ 竹内孝仁：パワーリハビリテーション実務者研修会，財団法人川崎市保健衛生事業団，神奈川県川崎市，2009.9 

・ 竹内孝仁：認知症を治すケア，社会福祉法人立命会，沖縄県那覇市，2009.10 

・ 竹内孝仁：ケアマネリーダー養成研修会③，世田谷区社会福祉事業団，東京都世田谷区，2009.10 

・ 竹内孝仁：第36回福井県老人クラブ大会，財団法人福井県老人クラブ連合会，福井県福井市，2009.10 

・ 竹内孝仁：尊厳あるケア－おむつゼロをめざして－，社会福祉法人福寿会，富山県南砺市，2009.10 

・ 竹内孝仁：地域で支える介護予防の街づくり－驚異のパワーリハビリテーション，医療法人社団伸萌会，香川県高松

市，2009.10 

・ 竹内孝仁：自立支援講演会，静岡県老人福祉施設協議会，静岡県静岡市，2009.10 

・ 竹内孝仁：世田谷ケアマネ塾⑨，（株）ケア科学研究所，東京都世田谷区，2009.10 

・ 竹内孝仁：第15回新潟県老人福祉施設研究大会，新潟県老人福祉施設協議会，新潟県妙高市，2009.10 

・ 竹内孝仁：在宅復帰塾③，（株）ケア科学研究所，東京世田谷区，2009.10 



国際医療福祉大学研究活動報告 平成 21 年度 

－86－ 

・ 竹内孝仁：自立を目指すケア研修会②，高知市健康福祉部介護保険課，高知県高知市，2009.10 

・ 竹内孝仁：介護職専門研修会，全国老人福祉施設協議会，兵庫県神戸市，2009.10 

・ 竹内孝仁：おむつゼロ達成報告会，社会福祉法人スイートホーム，栃木県栃木市，2009.10 

・ 竹内孝仁：おむつゼロ達成報告会，社会福祉法人御前崎厚生会，静岡県御前崎市，2009.10 

・ 竹内孝仁：リハビリテーション専門研修，（株）やすらぎ福祉センター，山形県最上郡真室川町，2009.11 

・ 竹内孝仁：介護職専門研修会，全国老人福祉施設協議会，神奈川県横浜市，2009.11 

・ 竹内孝仁：健康づくり中央セミナー，全国老人クラブ連合会，神奈川県三浦郡葉山町，2009.11 

・ 竹内孝仁：在宅入所相互利用研修会④，（株）ケア科学研究所，東京都世田谷区，2009.11 

・ 竹内孝仁：在宅復帰のための研修会，富山市長寿福祉課，富山県富山市，2009.11 

・ 竹内孝仁：世田谷ケアマネ塾10，（株）ケア科学研究所，東京都世田谷区，2009.11 

・ 竹内孝仁：老人クラブと介護予防，東京都老人クラブ連合会，東京都千代田区，2009.11 

・ 竹内孝仁：介護力向上講習会④，全国老人福祉施設協議会，東京都千代田区，2009.11 

・ 竹内孝仁：三多摩シニア社会連帯委員会設立にむけて，労働者協同組合連合会，東京都，2009.11 

・ 竹内孝仁：自立支援介護研修会，介護支援専門員協会山形支部，山形県山形市，2009.11 

・ 竹内孝仁：自立支援介護研修会，山形県老人福祉施設協議会，山形県山形市，2009.11 

・ 竹内孝仁：自立を目指すケア研修会③，高知市健康福祉部介護保険課，高知県高知市，2009.11 

・ 竹内孝仁：パワーリハビリセミナーin北海道，医療法人やわらぎ，北海道札幌市，2009.12 

・ 竹内孝仁：パワーリハビリテーション指導員研修会，NPO法人介護予防・自立支援パワーリハビリテーション研究会，

東京都新宿区，2009.12 

・ 竹内孝仁：世田谷ケアマネ塾11，（株）ケア科学研究所，東京都世田谷区，2009.12 

・ 竹内孝仁：在宅復帰塾④，（株）ケア科学研究所，東京都世田谷区，2009.12 

・ 竹内孝仁：介護力向上講習会⑤，全国老人福祉施設協議会，東京都千代田区，2010.1 

・ 竹内孝仁：介護力向上講習会，栃木県老人福祉施設協議会，栃木県宇都宮市，2010.1 

・ 竹内孝仁：世田谷ケアマネ塾12，（株）ケア科学研究所，東京都世田谷区，2010.1 

・ 竹内孝仁：ケアマネジャー研修会，鹿児島県介護支援専門員協議会姶良伊佐支部，鹿児島県鹿児島市，2010.1 

・ 竹内孝仁：認知症を治すケア～その理論と実際～，社会福祉法人キリスト教ミード社会館，大阪府大阪市，2010.2 

・ 竹内孝仁：マロニエ苑開設20周年記念講演会，国際医療福祉大学，栃木県大田原市，2010.2 

・ 竹内孝仁：深谷まちづくりシンポジウム，ワーカーズコープセンター事業団埼玉エリア北部，埼玉県深谷市，2010.2 

・ 竹内孝仁：自立支援介護向上研修会，NPO法人長野県高齢者福祉協会，長野県長野市，2010.2 

・ 竹内孝仁：在宅復帰塾⑤，（株）ケア科学研究所，東京都世田谷区，2010.2 

・ 竹内孝仁：いきいきセミナー，実行委員会，神奈川県川崎市，2010.2 

・ 竹内孝仁：自立を目指すケア研修会④，高知市健康福祉部介護保険課，高知県高知市，2010.2 

・ 竹内孝仁：認定ケアマネジャーの会発足記念講演，広島県認定ケアマネジャーの会，広島県広島市，2010.2 

・ 竹内孝仁：セミナー，医療法人志仁会，静岡県三島市，2010.3 

・ 竹内孝仁：パワーリハビリテーション研究会学術大会，NPO法人介護予防・自立支援パワーリハビリテーション研究

会，東京都新宿区，2010.3 

・ 竹内孝仁：在宅復帰のための研修会，富山市長寿福祉課，富山県富山市，2010.3 

・ 竹内孝仁：おむつゼロ達成報告会，社会福祉法人しんまち元気村，群馬県高崎市，2010.3 

・ 竹内孝仁：介護力向上講習会⑥，全国老人福祉施設協議会，東京都千代田区，2010.3 

・ 竹内孝仁：介護力向上講習会フォローアップ研修会，全国老人福祉施設協議会，青森県青森市，2010.3 
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・ 竹内孝仁：おむつゼロ達成報告会，社会福祉法人七峰会，青森県青森市，2010.3 

・ 竹内孝仁：在宅復帰塾⑥，（株）ケア科学研究所，東京都世田谷区，2010.3 

・ 竹内孝仁：介護老人保健施設の在宅復帰・在宅支援を考える講演会，横浜市健康福祉局高齢施設課，神奈川県横浜市，

2010.3 

・ 竹内孝仁：一般社団法人設立記念講演，佐賀県介護福祉士会，佐賀県佐賀市，2010.3 

・ 大西純一：改正GCPの総合解説，日本病院薬剤師会 治験事務局セミナー，パピヨン24 ガスホール，福岡県福岡市，

2009.5.16 

・ 大西純一：GCPのポイント，日本臨床薬理学会 CRCのためのワークショップin松山，四国がんセンター，愛媛県松

山市，2009.7.25 

・ 大西純一：GCP，日本臨床薬理学会 CRC養成モデル研修会，京都大学，京都府京都市，2009.8.5 

・ 大西純一：GCPのポイント，日本病院薬剤師会 第12回CRC養成研修会，慶応義塾大学，東京都文京区，2009.8.24 

・ 大西純一：臨床研究の倫理と効率的な事務局業務のあり方，大分大学 第7回豊の国臨床試験審査委員会（IRB）連絡

協議会，（株）アステム4階大会議室，大分県大分市，2009.12.20 

・ 大西純一：育薬におけるMR活動の重要性，中外製薬（株）医療関連テーマ社員研修会，中外製四国支店会議室，香

川県高松市，2010.1.22 

・ 大西純一：「臨床研究に関する倫理指針」の改正ポイント，市立宇和島病院院内研修会，市立宇和島病院，愛媛県宇

和島市，2010.2.8 

・ 大西純一：GCP 新医薬品の承認審査制度，日本臨床衛生検査技師会 第8回臨床試験とCRCに関する研修会，日本

臨床検査技師会館，東京都大田区，2010.3.20 

・ 高橋 泰：DPC病院と非DPC病院の将来展望について，全日本病院協会熊本支部懇話会，ホテル日航熊本，熊本県熊

本市，2009.4.18 

・ 高橋 泰：DPC導入，石川県の自治体関連病院会，加賀市民病院，石川県加賀市，2009.4.23 

・ 高橋 泰：2009年介護報酬改定の概要，東京都連携実務者協議会，日本医科大学 第1臨床講堂，東京都文京区，

2009.4.25 

・ 高橋 泰：DPCと循環器疾患，小倉記念病院，福岡県北九州市，2009.5.14 

・ 高橋 泰：調整係数廃止の影響と今後の方向性，MDV，三菱商事ビル，東京都千代田区，2009.5.22 

・ 高橋 泰：2009介護報酬改定の概要から，これからのトレンドを予測する，高齢者住宅フェア，東京流通センター，

東京都大田区，2009.6.4 

・ 高橋 泰：DPC病院で臨床を行うときに知っておくべきこと，日本医科大学千駄木セミナー，東京会館，東京都千代

田区，2009.7.2 

・ 高橋 泰：医療制度改革の展望，モダンホスピタルショー，東京ビッグサイト，東京都江東区，2009.7.16 

・ 高橋 泰：医療制度改革の展望，岩手県立病院の勉強会，岩手県立中央病院，岩手県盛岡市，2009.7.28 

・ 高橋 泰：高橋泰教授のDPC塾，日本DPC協議会，愛知県名古屋市，2009.7.29 

・ 高橋 泰：高橋泰教授のDPC塾，日本DPC協議会，広島県，2009.7.29 

・ 高橋 泰：高橋泰教授のDPC塾，日本DPC協議会，福岡山王病院，福岡県福岡市，2009.7.29 

・ 高橋 泰：DPC病院で臨床を行うときに知っておくべきこと，日本医科大学武蔵小杉病院，神奈川県川崎市，

2009.8.5 

・ 高橋 泰：これからの日本の医療制度はどう変わるか，地域医療研究会全国大会in長野2009（基調講演），メルパル

クホール，長野県長野市，2009.8.23 

・ 高橋 泰：介護認定とケアプランの立案方法，ソウルkintex，韓国ソウル，2009.9.3 
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・ 高橋 泰：日本の医療提供体制，ホテル・ドゥウ（公立病院），フランス，パリ，2009.9.6 

・ 高橋 泰：介護老人保健施設を核とした医療・福祉の連携，福祉医療事業団，東京都港区，2009.9.18 

・ 高橋 泰：医療制度改革とDPCの展望，日本DPC協議会，お茶の水全電通ホール，東京都千代田区，2009.9.19 

・ 高橋 泰：ライフステージと医療制度，NPO在宅ケアを支える診療所・市民全国ネットワーク全国大会（基調講演），

群馬県民会館大ホール，群馬県前橋市，2009.9.20 

・ 高橋 泰：フランスと日本の医療制度の比較，医療マネジメント学会，福岡国際会議場，福岡県福岡市，2009.9.23 

・ 高橋 泰：レクチャー（医療制度改革の進め方），厚生労働省，東京都千代田区，2009.9.24 

・ 高橋 泰：介護老人保健施設を核とした医療・福祉の連携，福祉医療事業団，アクロス福岡・国際会議場，福岡県福

岡市，2009.10.1 

・ 高橋 泰：人口問題，死生観，東京青年医会早朝勉強会，京王プラザホテル，東京都新宿区，2009.10.16 

・ 高橋 泰：人口問題，死生観，病院管理学会ランチョンセミナー，東京女子医科大学，東京都新宿区，2009.10.18 

・ 高橋 泰：経営管理の視点から見たDPCデータの活用の可能性，第10回長野県診療情報管理懇話会，ホテル信濃路，

長野県長野市，2009.10.24 

・ 高橋 泰：サードレベル（看護協会）社会保障の概念，東京都看護協会教育部，東京都看護協会研修所，東京都新宿

区，2009.11.6 

・ 高橋 泰：医療政策および診療報酬改定の動向と見通し，医療タイムス（医療経営ステップアップフォーラム），新

宿センタービル，東京都新宿区，2009.11.28 

・ 高橋 泰：ITの話（看護協会セカンドレベル），栃木県看護看護協会，栃木県看護協会研修センター，栃木県宇都宮

市，2009.12.4 

・ 高橋 泰：高橋泰教授のDPC塾，日本DPC協議会，仙台セントラルホテル，宮城県仙台市，2009.12.12 

・ 高橋 泰：医療と介護の融合への展望，P4P研究会，乃木坂ホール，東京都港区，2010.1.9 

・ 高橋 泰：医療制度改革の展望，国際医療福祉大学福岡看護学部オープンキャンパス，国際医療福祉大学 福岡天神

キャンパス，福岡県福岡市，2010.1.16 

・ 高橋 泰：DPCと医療制度改革の展望，DPCセミナーin大阪 日本DPC協議会，リバーサイドホテル，大阪府大阪市，

2010.2.20 

・ 高橋 泰：TAI法について，JICA CTOPプロジェクト，ナンポン・コミュニティー病院ホール，タイ，コーンケン，

2010.2.22 

・ 高橋 泰：2010年診療報酬改定の概要と2012年以降の展望，長野県東信地区の病院長，上田東急イン，長野県上田市，

2010.3.9 

・ 高橋 泰：2010年度診療報酬改定の背景にあるものと病院経営戦略，福祉医療機構，灘尾ホール（新霞が関ビル），

東京都千代田区，2010.3.12 

・ 高橋 泰：診療報酬改定を見据えた病院経営を考える，福岡フィナンシャルグループ，福岡銀行本店ビル10階，福岡

県福岡市，2010.3.13 

・ 高橋 泰：2010診療報酬改定のメッセージと2012以降にむけた展望，MDV，三菱商事ビル（丸の内），東京都千代田

区，2010.3.17 

・ 高橋 泰：2010年度診療報酬改定の背景にあるものと病院経営戦略，鹿児島米盛病院，城山観光ホテル，鹿児島県鹿

児島市，2010.3.23 

・ 高橋 泰：2010診療報酬改定のメッセージと2012以降にむけた展望，青森慈恵会病院，青森県青森市，2010.3.29 

・ 鳥羽克子：スクーリング「分類法演習」，日本病院会診療情報管通信教育過程，笹川記念会館，東京都港区，

2009.4.28 
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・ 鳥羽克子：コーディング勉強会×10回，日本病院会診療情報管通信教育過程，2009.5.28-2010.2.5 

・ 鳥羽克子：診療情報管理士に期待される役割，国際医療福祉大学大学院診療情報アナリスト養成分野主催，国際医療

福祉大学 東京青山キャンパス，東京都港区，2010.1.29 

・ 福島道子：看護研究の取り組み，埼玉県看護協会，埼玉地域看護研修センター，埼玉県さいたま市，2009.5.30 

・ 福島道子：退院調整の理論と実際，埼玉県看護協会，埼玉地域看護研修センター，埼玉県さいたま市，2009.8.19 

・ 福島道子，河野順子：プライマリーナースによる退院支援・調整の実践，神奈川県看護協会，神奈川県横浜市，

2009.9.17 

・ 福島道子：入院時から始める退院支援・調整の実践，栃木県立がんセンター，栃木県宇都宮市，2009.10.13 

・ 山本澄子：脳卒中片麻痺者歩行分析と下肢装具－歩行と装具のバイオメカニクス，岡山県理学療法士会研修会，川崎

医科大学，岡山県倉敷市，2009.4.26 

・ 山本澄子：運動・動作分析研究，CCM講習会，国際医療福祉大学 大川キャンパス，福岡県大川市，2009.7.5 

・ 山本澄子：片麻痺者の歩行と下肢装具のバイオメカ二クス，鹿教湯病院合同勉強会，鹿教湯病院，長野県上田市，

2009.7.12 

・ 山本澄子：片麻痺者の歩行と短下肢装具のバイオメカにクス，船橋市立リハビリテーション病院勉強会，船橋市立リ

ハビリテーション病院，千葉県船橋市，2009.8.8 

・ S.Yamamoto：Gait improvement of stroki patients by gait training with AFO to assist heel rocker function，The Asian Prosthetic 

and Orthotic Scientific Meeting 2009，HongKong Polytechnic University，HongKong，2009.8.20 

・ 山本澄子：装具歩行について，義肢装具SIG講習会，了徳寺学園リハビリテーション専門学校，東京都墨田区，

2009.8.29 

・ 山本澄子：バイオメカニクスの基礎と片麻痺運動の特徴，第10029回理学療法士研修会（応用編），京都大学大学院，

京都府京都市，2009.9.5 

・ 山本澄子：片麻痺者の歩行と短下肢装具のバイオメカにクス，船橋市立リハビリテーション病院勉強会，船橋市立リ

ハビリテーション病院，千葉県船橋市，2009.9.15 

・ 山本澄子：動作分析基礎コース，文京学院大学理学療法士臨床ブラッシュアップコース，文京学院大学，埼玉県ふじ

み野市，2009.9.19-20 

・ 山本澄子：動作・歩行分析と装具療法，沖縄県理学療法士会研修会，北中城村あやかりの杜，沖縄県北中城村，

2009.9.27 

・ 山本澄子：使ってもらえる支援ロボットを開発するために，経済調査会福川委員会，経済調査協議会，東京都港区，

2009.10.9 

・ 山本澄子：片麻痺の歩行とアプローチ，メディカル・ゲイトセミナー，臨床福祉専門学校，東京都江東区，

2009.10.12 

・ 山本澄子：装具の動作分析，第4回リハビリテーション科専門医会学術集会，下諏訪総合文化センター，長野県諏訪

郡下諏訪町，2009.10.16 

・ 山本澄子：動作分析の基礎と臨床応用，第36回日本臨床バイオメカ二クス学会，松山県民文化会館，愛媛県松山市，

2009.10.17 

・ 山本澄子：歩行理論からみた脳卒中片麻痺者の歩行と短下肢装具の役割，第1回東アジア・ミーティング，川村義肢

株式会社，大阪府大東市，2010.1.29 

・ 山本澄子：バイオメカニクスから見た歩行と股関節の働き，股関節シンポジウム，植木町生涯学習センター，熊本県

熊本市，2010.2.21 

・ 山本澄子：臨床動作分析，誠愛リハビリテーション病院研修会，誠愛リハビリテーション病院，福岡県大野城市，
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2010.3.13-14 

・ 山本澄子：バイオメカニクスの基礎と臨床応用－動作分析で歩行を理解する，東京都理学療法士会研修会，臨床福祉

専門学校，東京都江東区，2010.3.16 

・ 湯沢八江：日本におけるNPの取組み，日本外科学会定期学術集会，福岡国際会議場，福岡県福岡市，2009.4.2 

・ 湯沢八江：日本でも始まったNP養成，日本計画研究所，JPIカンファレンススクエア，東京都千代田区，2009.10.9 

・ 湯沢八江：NP養成の背景と概要，医療経営研究センター，弘済会館，東京都千代田区，2009.10.29 

・ 湯沢八江：チーム医療とNP，医学生・看護学生連絡会，慶応義塾大学，東京都新宿区，2009.10.31 

・ 湯沢八江：セカンドレベル看護管理者ブラッシュアップ研修，日本看護協会神戸教育センター，神戸国際健康事業団

ビル，兵庫県神戸市，2009.11.13 

・ 湯沢八江：看護職の新しいキャリアパス（NP），東北大学病院看護部，東北大学，宮城県仙台市，2010.1.29 

・ 湯沢八江：チーム医療を推進する新しい職種（NP）の可能性，心臓血管外科・麻酔科研究会，江陽グランドホテル，

宮城県仙台市，2010.1.30 

・ 湯沢八江：始まった我が国のNP養成，保健・医療・福祉サービス研究会，家の光会館，東京都新宿区，2010.1.31 

・ 髙嶋幸男：脳発達障害の病理からみた脳科学，脳リサーチフォローラム，エッサムホール，東京都千代田区，

(2009.2.28) 

・ Kiyonobu Ikezaki：Memory of Professor Masashi Fukui，The 11th Kyushu and Young-Honam Neurosurgical Joint Meeting，

Ramada Plaza Hotel，Gwangju, Korea，2009.11.7 

・ Kiyonobu Ikezaki：What is the best surgical approach among various bypass procedures in Moyamoya disease?，The 9th 

International Conference on Cerebrovascular Surgery，The Westin Nagoya Castle Hotel，Aichi, Nagoya，2009.11.13 

・ Hidetsuna Utsunomiya：Diffusion MRI abnormalities in pediatric neurological disorder，10th Asian and Oceanian Congress of 

Child Neurology，Interburgo Exco Hotel，Daegu，2009.6.11 

・ 吉田 甫，宮 浩昭，大川一郎，小野寺敦志，山中克夫，柴野松次郎，佐藤眞一，成本 迅：シンポジウム 高齢者

の不適応行動の改善に心理学ができること，日本心理学会第73回大会，立命館大学，京都府京都市，2009.8.26 

・ 小林真理子：子どもの心の発達－落ち着きのない子どもへの支援－，子ども発達センター講演会，宇都宮市発達セン

ター，栃木県宇都宮市，2009.6.29 

・ 小林真理子：先天性疾患を持つ男子の事例について，東京都立川市教育委員会 教育相談室研修会，立川市教育相談

室，東京都立川市，2009.7.10 

・ 小林真理子：抜毛症の思春期女子の事例について，まちどりクリニック職員研修会，まちどりクリニック，東京都足

立区，2009.8.7 

・ 小林真理子：青年期のメンタルヘルス－気になる学生への対応－，日本視能訓練士養成施設連絡協議会・教員研修，

国際医療福祉大学 東京青山キャンパス，東京都港区，2009.8.18 

・ 小林真理子：乳幼児のこころの発達－気づいて・築いて・親子の絆－，那須町社会福祉協議会・子育て支援講演会，

ゆめプラザ・那須，栃木県那須郡那須町，2009.10.24 

・ 小林真理子：思春期の理解と対応，栃木県総合教育センター，配慮を要する子どもの教育支援研修，栃木県総合教育

センター，栃木県宇都宮市，2009.11.10 

・ 小林真理子：中級・描画法，統合型HTP法の臨床的利用，明治安田生命こころの健康財団講座，明治安田こころの健

康財団研修センター，東京都豊島区，2010.2.20 

・ 小林真理子：親ががんになったとき－子育て中のがん患者さんとお子さんへのサポート－，がんプロフェッショナル

養成講座，緩和薬理フォーラム・一般公開講座･座談会，宇都宮東武ホテルグランデ，栃木県宇都宮市，2010.3.7 

・ 小林真理子：子どものこころの発達と支援，栃木県県北健康福祉センター，発達支援指導者研修会，那珂川町小川健
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康管理センター，栃木県那須郡那珂川町，2010.3.10 

・ 白井明美：法務省研修 交通事故の被害者や遺族に対する支援方法，法務省保護局，法務省，東京都千代田区，

2009.5.13 

・ 白井明美：平成21年度武蔵野大学大学院公開講座 テーマ『被害者をどう発見するか，被害者をどう支援するか－心

理，社会，法学の若手研究者実践者に聞く』，武蔵野大学大学院，武蔵野大学，東京都西東京市，2009.10.12 

・ 白井明美：第4回犯罪被害者メンタルケア研修 被害者遺族のメンタルヘルス，国立精神・神経センター精神保健研

究所 成人精神保健部，国立精神・神経センター精神保健研究所，東京都小平市，2010.1.12 

・ 白井明美：自死遺族相談従事者養成研修基礎研修，大阪府こころの健康総合センター，大阪府こころの健康総合セン

ター，大阪府大阪市，2010.1.15 

・ 新野峰子：国際医療福祉大学大学院NP分野の現状と課題，日本看護科学学会 交流集会，幕張メッセ，千葉県千葉市，

2009.11.28 

 

学会発表 
・ 開原成允（座長）：特別講演 医療のIT化の明暗，第59回日本病院学会，熊本市民会館，熊本県熊本市，2009.7.23-24 

・ 難波栄二，檜垣克美，鈴木義之：GM1－ガングリオシドーシスに対するケミカルシャペロン療法－88種類のミスセン

ス変異に対するNOEVの効果，第51回日本小児神経学会総会，米子コンベンションセンター，鳥取県米子市，

2009.5.28-30 

・ Luan Z，Ninomiya H，Ohno K，Kubo T，Iida M，Suzuki Y：Tbe effect of 4-octyl-β- valienamine on the organs in normal 

mice，第51回日本小児神経学会総会，米子コンベンションセンター，鳥取県米子市，2009.5.28-30 

・ Luan Z，Ninomiya H，Ohno K，Ortiz Mellet C，Garcia Fernandez J，Suzuki Y：Chaperone activity of bicyclic SP2-azasugars 

for Gaucher mutations，10th Asian & Oceanian Congress of Child Neurology，Daegu, Korea，2009.6.10-13 

・ 鈴木義之：ケミカルシャペロン療法，厚労省こころの健康科学研究事業プロジェクト会議，国際医療福祉大学 東京

青山キャンパス，東京都港区，2009.7.30 

・ Higaki K，Nanba E，Suzuki Y：Screening of chemical chaperone effect for GM1-gangliosidosis，11th International Congress of 

Inborn Errors of Metabolism，San Diego, CA, USA，2009.8.29-9.2 

・ Li L，Higaki K，Matsuda J，Iida M，Suzuki Y，Nanba E：Screening for chemical chaperone therapy in β-galactosidosis，

The Third International Symposium of Lysosomal Storage Diseases，Tokyo，2009.9.26-27 

・ Higaki K，Takamura A，Li L，Matsuda J，Suzuki Y，Nanba E：Cellular dysfunction in murine G M1-gangliosidosis，The 

Third International Symposium of Lysosomal Storage Diseases，Tokyo，2009.9.26-27 

・ Suzuki Y，Higaki K，Nanba E，Ohno K，Sakakibara Y，Ogawa S，Iida M：Molecular basis of chaperone effect in 

lysosomal diseases 2009，European Society of Child Neurology Congress，Harrogate, UK，2009.9.30-10.3 

・ 鈴木義之：ケミカルシャペロン療法，ノーベルファーマ講演会，ノーベルファーマ社，東京都中央区，2009.10.29 

・ 檜垣克己，李 林静，飯田真己，鈴木義之，難波栄二：ベータガラクトシダーゼ欠損症に対するケミカルシャペロン

療法，第51回日本先天代謝異常学会総会，京王プラザホテル，東京都新宿区，2009.11.5-7 

・ 欒 卓，檜垣克己，二宮治明，大野耕策，Carmen Ortiz Mellet，Jose M Garcia Fernandez，鈴木義之：ゴーシェ病患者

線維芽細胞での蛍光標識した二環系糖質（SP2-azasugar）のシャペロン活性と細胞内局在，第51回日本先天代謝異常

学会総会，京王プラザホテル，東京都新宿区，2009.11.5-7 

・ 鈴木義之：ライソゾーム病に対する新しい分子治療法開発，厚労省ライソゾーム病（ファブリ病含む）に関する調査

研究班会議，東京慈恵会医科大学，東京都港区，2009.12.11 

・ 鈴木義之：ケミカルシャペロン療法，厚労省こころの健康科学研究事業プロジェクト会議，国際医療福祉大学 東京
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青山キャンパス，東京都港区，2010.1.23 

・ 鈴木義之：ライソゾーム病に対する新しい分子治療法開発，厚労省こころの健康科学研究事業（神経分野）成果発表

会，八重洲ホール，東京都中央区，2010.1.27 

・ Shigeru Tanaka：Establishing the Comprehensive Evaluation Center of Assistive products，第24回リハ工学カンファレンス，

国立リハビリテーションセンター，埼玉県所沢市，2009.8.28 

・ Shigeru Tanaka（chair）：国際セッション2 第24回リハ工学カンファレンス，国立リハビリテーションセンター，埼

玉県所沢市，2009.8.28 

・ 中西睦子（座長）：臨床看護知識の構造化，第29回医療情報学連合大会，広島国際会議場，広島県広島市，

2009.11.23 

・ 橋本泰子，勝俣暎史：総合的HTPによる「ありがとう療法」の一考察，日本心理臨床学会第28回大会，東京国際フォ

ーラム，東京都千代田区，2009.9  

・ 木村たき子，勝俣暎史：「ありがとう療法」の試み，日本心理臨床学会第28回大会，東京国際フォーラム，東京都千

代田区，2009.9  

・ 安部 毅，福井京子，中原志保，大西純一：当院における外来化学療法室の立ち上げ～現状と問題点～，第48回日本

薬学会・日本薬剤師会・日本病院薬剤師会中国四国支部学術大会，アスティ徳島，徳島県徳島市，2009.11.8 

・ 高橋 泰：高度急性期病院と一般急性期病院における肺炎治療における医療資源消費パターンの比較，日本医療病院

管理学会，東京女子医科大学，東京都新宿区，2009.10.18 

・ 高橋 泰（座長）：セッション DPC，日本医療病院管理学会，東京女子医科大学，東京都新宿区，2009.10.18 

・ 高橋 泰：高度急性期病院との比較から見た専門病院の診療内容の特長，日本医療経営学会，メトロポリタンホテル

仙台，宮城県仙台市，2009.10.31 

・ 高橋 泰（座長）：プレセッション ICF，PCS，アクロス福岡，福岡県福岡市，2009.11.11  

・ 岩渕弘美，坪井良子：高齢の心疾患患者における退院後3ヶ月の生活指導に関する検討，日本看護研究学会，パシフ

ィコ横浜，神奈川県横浜市，2009.8.4 

・ 佐藤公美子，坪井良子：占領期・GHQ／SCAPによる病院改革，第23回日本看護歴史学会学術集会，聖路加看護大学，

東京都中央区，2009.8.21 

・ 坪井良子（座長）：日本看護歴史学会での発表演台の座長，第23回日本看護歴史学会学術集会，聖路加看護大学，東

京都中央区，2009.8.21 

・ 佐藤公美子，坪井良子：占領期におけるGHQ／SCAP PHWの病院改革，第29回日本看護科学学会学術集会，幕張メ

ッセ，千葉県千葉市，2009.11.28 

・ 鳥羽克子：診療情報管理士の生涯教育，第40回診療情報管理士生涯教育研修会，仙台国際センター，宮城県仙台市，

2009.6.13 

・  鳥羽克子（座長）：診療録管理士の教育，第35回日本診療録管理学会学術大会，アクトシティ浜松，静岡県浜松市，

2009.9.18 

・ 山崎裕二，福島道子 他：研究倫理に関するセミナー参加者の意識と行動および病院の取り組みの変化，第10回日本

赤十字看護学会学術集会，日本赤十字看護大学，東京都渋谷区，2009.6.20 

・ 福島道子（座長）：シンポジウム 活動の連鎖・持続・発展からみえる地域看護実践の技術，日本地域看護学会第12

回学術集会，幕張メッセ，千葉県千葉市，2009.8.7 

・ 小林恵子，福島道子 他：子ども虐待事例の家族生活力量と保健師のケア前後の変化，第68回日本公衆衛生学会総会，

奈良県文化会館，奈良県奈良市，2009.10.21 

・ 東 宏行，福島道子 他：病院を拠点とした子ども虐待予防システムの実践的研究，日本子ども虐待防止学会第15回
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学術集会，大宮ソニックシティ，埼玉県さいたま市，2009.11.27 

・ 小林恵子，福島道子 他：子ども虐待に対する保健師のケア内容と虐待状況との関連，第29回日本看護科学学会学術

集会，幕張メッセ，千葉県千葉市，2009.11.28 

・ 福島道子（座長）：シンポジウム 家族支援の実際と家族・専門職のパートナーシップ，第14回日本在宅ケア学会学

術集会，聖路加看護大学，東京都中央区，2010.1.24 

・ 山本澄子（座長）：臨床に生かす動作分析，第4回リハビリテーション科専門医会学術集会，下諏訪総合文化センター，

長野県諏訪郡，2009.10.16 

・ 山本澄子（総合司会）：VIOCNユーザーカンファレンス，大阪府社会福祉会館，大阪府大阪市，209.11.28 

・ 髙嶋幸男，的場梁次：シンポジウム 各領域から見たSIDSと窒息，第15回日本SIDS学会，幕張メッセ，千葉県千葉市，

(2009.3.7) 

・ 髙嶋幸男：小児神経疾患の頭部画像と脳病理所見について，第51回日本小児神経学会，米子コンベンションセンター，

鳥取県米子市，2009.5.29 

・ Nakabayashi K，Takashima S，Matsuishi T，Hirose H：Neuronal compensation and plasticity in the brains of children with 

remote periventricular leukomalacia，10th Meeting of Asia-Oseania Child Neurology，Dengu, Korea，2009.6.11 

・ Inoue T，Yonekura M，Ihara Y，TomonohY，Ninomiya S，Fujita H，Nakamura N，Yasumoto S，Segawa Y，Kodama S，

Sakata N，Takashima S，Hirose S：A metachromatic leukodystrophy (MLD) patient's long-term follow up: neurologic and 

extraneurologic complications，The International Symposium on Epilepsies in Neurometabolic Diseases，Taipei，2010.3.26 

・ Kiyonobu Ikezaki（Chairperson）：Moyamoya Disease，2009 Congress of World Federation of Neurosurgery，Boston 

Convention Center，Boston, USA，2009.8.31 

・ Kiyonobu Ikezaki（Discussant）：Treatment of carotid stenosis，2009 Korean Neurovascular Surgery Seminar，Severance 

Hospital，Seoul, Korea，2009.9.18 

・ Kiyonobu Ikezaki（Chairperson）：Stereotactic Neurosurgery II，The 11th Kyushu and Young-Honam Neurosurgical Joint 

Meeting，Ramada Plaza Hotel，Gwangju, Korea，2009.11.7 

・ Kiyonobu Ikezaki（Chairperson）：How to preserve perforating arteries，The 9th International Conference on Cerebrovascular 

Surgery，The Westin Nagoya Castle Hotel，Aichi, Nagoya，2009.11.13 

・ 池﨑清信（座長）：看護 I，第7回日本臨床医療福祉学会，マロウドイン熊谷，埼玉県熊谷市，2009.11.14 

・ 宇都宮英綱（座長）：ポスター展示 解剖，第39回日本神経放射線学会，学術総合センター，東京都千代田区，

2010.2.12 

・ 藤井 暁，宇都宮英綱：髄質静脈奇形（MVM ;medullary venous malformation）に伴う非特異的高信号領域（UBOs; 

unidentified bright objects）－磁化率強調画像の有用性－，第39回日本神経放射線学会，学術総合センター，東京都千

代田区，2010.2.12 

・ 野見山真理，牧田涼子，有馬 薫，平井朋恵，小島加代子：当科における子宮鏡下手術の現状，第46回筑後婦人科腹

腔鏡手術懇話会，福岡県八女市，2009.4.10 

・ 牧田涼子，野見山真理，有馬 薫，小島加代子，本村 聡：術前診断が困難であった子宮癌の1例，第5回九州産婦人

科内視鏡手術懇話会，アクロス福岡，福岡県福岡市，2009.4.25 

・ 牧田涼子，野見山真理，有馬 薫，小島加代子：重症OHSSに下肢の動脈塞栓症を合併した一例，第66回日本生殖医

学会九州支部会，エルガーラホール，福岡県福岡市，2009.4.26 

・ 牧田涼子，野見山真理，有馬 薫，小島加代子，本村 聡：不妊患者に対して腹腔鏡下漿膜下筋腫核出術を行った症

例の検討，第66回日本産婦人科学会九州連合地方部会第60回日本産婦人科医会九州ブロック会，フェニックス・シー

ガイア・リゾート，ワールドコンベンションセンターサミット，宮崎県宮崎市，2009.5.23-24 
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・ 牧田涼子，野見山真理，有馬 薫，小島加代子，本村 聡：不妊患者に対して腹腔鏡下下漿膜下筋腫核出術を行った

症例の検討，第49回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会，高知市文化プラザかるポート，高知県高知市，2009.9.3-5 

・ 平尾沙織，野見山真理，牧田涼子，平井朋恵，小島加代子：子宮鏡下子宮中隔切除術により妊娠継続した習慣流産の

1例，第47回筑後婦人科腹腔鏡手術懇話会，福岡県八女市，2009.10.30 

・ 牧田涼子，野見山真理，有馬 薫，小島加代子，岩坂 剛：血中AMH値による至適排卵誘発法の検討，第54回日本生

殖医学会･学術講演会，石川県金沢市，2009.11.22-23 

・ 山本新吾，野見山真理，山田耕平，西山和加子，宮本恵里，塚崎あずさ，牧田涼子，小島加代子，岩坂 剛：媒精5

～7時間後における第2極体及びfertilization cone, cytoplasmic flareの観察，第54回日本生殖医学会･学術講演会，石川県

立音楽堂，ANAクラウンプラザホテル金沢，石川県金沢市，2009.11.22-23 

・ 平尾沙織，野見山真理，牧田涼子，平井朋恵，小島加代子：子宮鏡下子宮中隔切除術により妊娠継続した習慣流産の

1例，日産婦第192回学術研修会，佐賀県佐賀市，2009.12.12 

・ 平尾沙織，野見山真理，牧田涼子，平井朋恵，小島加代子：経腟分娩から7ヶ月後に筋腫分娩となった低突出度粘膜

下筋腫の一例，第48回筑後婦人科腹腔鏡手術懇話会，福岡県大牟田市，2010.1.22 

・ 久保田隆子：肩甲難産をめぐる医療過誤訴訟事件の法的検討，第50回日本母性衛生学会，パシフィコ横浜，神奈川県

横浜市，2009.9.28 

・ 小野寺敦志，遠藤 忠，陶 真裕，望月正哉，蝦名直美，長嶋紀一：介護職員のストレス調査(1) 介護老人福祉施設

の介護職員の職位の相違と介護上のストレスとの関連に関する基礎的検討，日本心理学会第73回大会，立命館大学，

京都府京都市，2009.8.26 

・ 小野寺敦志，遠藤 忠，久松信夫，鈴木美佳子，高林一宏，牧野史子，丸山 晃：家族支援のための「認知症の人の

ミニデイ」ボランティア育成講座 試験的取組みを通した，講座内容の評価の検討，日本認知症ケア学会，東京国際

フォーラム，東京都千代田区，2009.10.31 

・ 田村 潤，篠原信夫，開原成允：診療報酬点数表の簡素化とデータの後利用に関する考察－ロジックツリーを用いた

可視化を試みて－，第13回日本医療情報学会春季学術大会（シンポジウム），長崎大学医学部，長崎県長崎市，

2009.6.13-14 

・ 永岑光恵，中島聡美，白井明美：犯罪被害者遺族の精神健康と日内コルチゾール分泌リズムの変化，第73回日本心理

学会大会，立命館大学，京都府京都市，2009.8.26-28 

・ Ito M，Nakajima S，Shirai A，Kim Y：Cross-Cultural Validity of Connor-Davidson Resilience Scale，25th ISTSS Annual 

Meeting，The Westin Peachtree Plaza，Atlanta, Georgia, USA，2009.11.5-7 

・ 柳 朋歌，小西聖子，中島聡美，白井明美：犯罪被害者遺族の受ける二次被害の類型と二次被害に伴う感情，第9回

日本トラウマティック・ストレス学会大会，神戸国際会議場，兵庫県神戸市，2010.3.6-7 

・ 新野峰子，川村 望：オムツ交換時のカーテン遮断による便臭の拡散防止効果，第40回日本看護学会，国立京都国際

会館，京都府京都市，2009.7.17 

・  新野峰子，藤田京子：大学看護基礎教育において強化を望む看護技術，第29回日本看護科学学会学術集会，幕張メッ

セ，千葉県千葉市，2009.11.28 

・  坂本千枝子：がん登録教育における実践的な教材作成の試み，日本診療情報管理学会，アクトシティ浜松，静岡県浜

松市，2009.9.18 

 

研究助成金（文部科学省，厚生労働省，公的研究費，その他研究助成金） 
・ 開原成允（分担），刀根 馨（主任研究者）：ネットワーク型DEAとその応用に関する研究，文部科学省科学研究費

補助金，基盤研究(B)（一般），採択 
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・ 鈴木義之：ライソゾーム病に対するケミカルシャペロン療法の確立，厚生労働科学研究費補助金，こころの健康科学

研究事業，H20－こころ－一般－022，継続 

・ 佐藤公美子，坪井良子 他：占領期の看護管理改革に関する考察，科学研究費補助金，基盤研究(C)，看護学，

20592493，継続 

・ 鳥羽克子：がんプロフェッショナル，がん登録養成プラン，文部科学省採択事業，継続 

・ 志田弘二，野村 歓，八藤後猛，村井祐樹：高齢者居住施設の火災安全に関する総合的調査と評価システムの開発研

究，文科省科学研究費補助金，基盤研究(C)，19560626，継続 

・ 山本澄子：制動装置を使用した長下肢装具膝継手の可能性の検討，文部科学省科学研究費，基盤研究(C)，1303，一般，

採択 

・ 山本澄子：ダンパーと弾性素材を使用した底屈筋低下者のための下肢装具の開発，科学技術振興機構シーズ発掘試験

研究費，04-103，採択 

・ 山本澄子：歩行支援ロボットの実用化，トヨタ自動車株式会社 

・ 湯沢八江：看護職の退職者と退職予備群のためのキャリア再開発，新規学習ニーズ対応プログラム，19N0007， 

・ 髙嶋幸男：乳幼児突然死症候群の発症に関する神経病理学的研究，厚生労働科学研究，分担，継続 

・ 宇都宮英綱（分担研究者）：軟治性脳形成障害症の病態解析と治療法開発，厚生労働省科学研究費補助金 

・ 高橋 都（代表），小林真理子（分担）：がん患者のサバイバーシップ 地域･職場･学校における支援教化に向けて，

日本学術振興会科学研究費補助金，基盤研究(B)，21390158，採択 

・ 中島聡美，伊藤正哉，石丸径一郎，白井明美，小西聖子，金吉 晴：遷延性悲嘆障害の実態と危険因子に関する研究，

明治安田こころの健康財団研究助成，採択 

・ 新野峰子：職場適応に向けての看護卒前教育プログラムの作成・実施・評価，日本私立学校振興･共済事業団 私立

大学等経常費補助金特別補助（教育・学習方法等改善支援），ニ，20E0063，継続 

 

学位取得・研究業績に対する受賞 
・ 坂本千枝子：修士（診療情報管理学），がん登録教育における実践的な教材作成の試み，2010.3.16 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 開原成允：日本医療情報学会（顧問），American College of Medical Informatics（Fellow），American Telehealth 

Association 

・ 鈴木五郎：日本社会福祉学会，日本地域福祉学会 

・ 鈴木義之：日本小児神経学会（専門医）（名誉会員），日本小児科学会（専門医），日本神経学会（専門医）（評議

員），日本先天代謝異常学会（名誉会員），日本人類遺伝学会（評議員），日本新生児学会（功労会員），日本赤ち

ゃん学会（理事），日本遺伝子治療学会（幹事），国際小児神経学会（人事委員長，研究委員会委員），米国小児神

経学会，ヨーロッパ小児神経学会 

・ 兵頭明和：日本統計学会，日本母性衛生学会 

・ 中西睦子：日本看護科学学会（監事），看護系学会等社会保険連合（学会代表委員），日本看護倫理学会（監事），

日本保健医療行動科学会（評議員），日本生命倫理学会（評議員） 

・ 勝俣暎史：日本心理学会（代議員，査読委員），日本心理臨床学会（査読委員），日本教育心理学会，日本電話相談

学会（理事） 

・ 岩下清子：日本質的心理学会，日本在宅ケア学会 

・ 高橋 泰：日本病院管理学会（評議員），日本医療経営学会（理事） 



国際医療福祉大学研究活動報告 平成 21 年度 

－96－ 

・ 坪井良子：日本看護科学学会，日本看護研究学会，日本看護歴史学会（理事），日本医史学会，日本生活支援工学会

（評議員） 

・ 鳥羽克子：日本診療情報管理学会（診療情報管理士指導者，理事），日本POS医療学会（診療情報管理士指導者，評

議員），日本病院学会（診療情報管理士指導者），日本病院管理学会（診療情報管理士） 

・ 野村 歓：日本生活支援工学会（理事），日本福祉のまちづくり学会（幹事），日本建築学会，日本火災学会 

・ 福島道子：日本在宅ケア学会（理事，学会誌編集委員），日本地域看護学会（評議員，学会誌編集委員），日本赤十

字看護学会（評議員），日本看護科学学会（専任査読委員），日本ケアマネジメント学会（評議員，学会誌査読委

員），日本保健医療社会学会，日本子ども虐待防止学会，日本看護倫理学会 

・ 山本澄子：日本義肢装具学会（理事），国際義肢装具連盟（日本支部副会長），臨床歩行分析研究会（事務局長），

日本福祉工学会（理事），バイオメカニズム学会（評議員），日本生活支援工学会（評議員），日本リハビリテーシ

ョン工学協会，日本リハビリテーション医学会，日本人間工学会 

・ 湯沢八江：日本在宅ケア学会，日本看護研究学会，日本老年看護学会，日本看護管理学会，日本プライマリケア学会，

日本看護科学学会 

・  池﨑清信：日本脳神経外科学会（専門医）（国際教育委員），日本脳卒中学会（専門医），日本医師会（認定産業

医），日本脳神経外科コングレス（評議員），日本小児神経外科学会（査読委員），アメリカ神経外科コングレス

（国際関係委員），Japan Neurosurgical English Forum（運営委員），日本脳神経外科同時通訳団（九州支部長），日

本神経疾患医療福祉従事者学会（評議員），福岡脳神経先端治療研究会（世話人），福岡脳精髄疾患治療懇話会（世

話人） 

・ 宇都宮英綱：日本医学放射線学会，放射線科専門医（代議員），日本脳卒中学会（専門医），日本神経放射線学会

（評議員），日本小児神経学会（評議員），日本画像医学会（評議員） 

・ 小島加代子：日本生殖医学会（生殖医療専門医）（九州支部会評議員），日本産科婦人科学会（専門医），日本受精

着床学会，日本産科婦人科内視鏡学会 

・ 小野寺敦志：日本デイケア学会（事務局長），日本老年社会科学会（評議員） 

・ 小林真理子：日本心理臨床学会，日本遊戯療法学会（理事），日本芸術療法学会，FOUR WINDS 乳幼児精神保健学

会，日本緩和医療学会，日本サイコオンコロジー学会 

・ 野見山真理：日本生殖医学会（生殖医療指導医）（評議員），日本産科婦人科内視鏡学会（技術認定医，評議員） 

・ 森越美香：日本助産学会，日本看護科学学会，日本母性衛生学会，日本思春期学会，日本保健科学学会，日本母乳哺

育学会，日本母性看護学学会 

・ 篠原信夫：日本医療情報学会，日本HL7協会，情報処理学会，American Medical Informatics Association，日本教育工学会 

・ 新野峰子：日本看護教育学会，日本NP協議会，日本精神保健学会，日本口腔ケア学会，日本デイケア学会，日本看護

科学学会 

・ 坂本千枝子：日本診療情報管理学会（診療情報管理士），医療の質・安全学会 

 

 

 

国際医療福祉大学熱海病院 
 

著書 

・ 岩崎博幸：臨床検査のガイドライン，甲状腺の悪性腫瘍，257-261，日本臨床検査医学会，2009 

・ 伊藤泰雄（分担執筆）：フローチャート小児救急 緊急度に応じた診療の手順，鼠径ヘルニア嵌頓，220-221，総合医
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学社，2009 

・ 伊藤泰雄（分担執筆）：現場で役立つ小児救急アトラス，急性虫垂炎，262-263，西村書店，2009 

・ 伊藤泰雄（責任編集，執筆）：看護大辞典，PICU，95，半陰陽，2405，混合型性腺発育不全，1139，膀胱腸裂，2666，

胎児内胎児，1873，皮膚洞，2474，外胚葉形成異常症，451，医学書院，2010 

・ 北洞哲治（分担執筆）：臨床栄養医学，B．胃食道逆流症，305-308，南山堂，2009 

・ 北洞哲治（分担執筆）：臨床栄養医学，C．胃・十二指腸潰瘍，308-312，南山堂，2009 

・ 北洞哲治（分担執筆）：臨床栄養医学，M．膵炎，338-342，南山堂，2009 

・ 佐々木哲雄（分担執筆）：小児科臨床ピクシス7，皮膚筋炎・その他の膠原病，230-231，中山書店，2009 

・ 〆谷直人（分担執筆）：炎症・再生医学辞典，炎症マーカー，363-366，朝倉書店，2009 

・ 〆谷直人（分担執筆）：専門医55人が語る 検査と健康，メタボリックシンドロームでレプチン，111-113，（社）日

本衛生検査所協会，2009 

・  〆谷直人（分担執筆）：Medical Technology 臨時増刊 日当直 これだけは知っておきたい 緊急検査マニュアル，

意識障害（昏睡），痙攣，頭痛，腹痛，急性腹症，吐血・下血，嘔吐，下痢，強度の貧血，黄疸，1346-1352，医歯薬

出版，2009 

・ 〆谷直人（分担執筆）：広範囲 血液・尿化学検査，免疫学的検査（1）－その数値をどう読むか－ 第7版，血漿蛋

白とその分画，223-230，C反応性蛋白（CRP），237-242，α2-マクログロブリン（α2M），282-285，日本臨牀社，2009 

・ 〆谷直人（分担執筆）：広範囲 血液・尿化学検査，免疫学的検査（2）－その数値をどう読むか－ 第7版，β-クロ

スラプス（CTX），256-259，日本臨牀社，2010 

・ 〆谷直人（分担執筆）：新看護学2 専門基礎2，生理機能検査，253-266，医学書院，2010 

・ 鈴木映二（分担執筆）：今日の治療指針2010年度版，薬剤による精神障害，790-792，医学書院，2010 

・ 星野 誠（分担執筆）：よくわかる気管支喘息のすべて－その診療を極める－，喘息の病理，34-40，永井書店，2009 

・ 鈴木高弘：lettre（レトレ）薬剤師向けフリーぺーパー，｢薬・看｣連携の安全管理対策，1，株式会社シンリョウ，

2010 

 
原著論文 

・ Satoh T，Ishikawa O，Ihn H，Endo H，Kawaguchi Y，Sasaki T，Goto D，Takahashi K，Takahashi H，Misaki Y，Mimori 

T，Muro Y，Yazawa N，Sato S，Takehara K，Kuwana M：Clinical usefulness of anti-RNA polymerase III antibody 

measurement by enzyme-linked immunosorbent assay，Rheumatology，48，1570-1574，2009 

・ 〆谷直人，小関紀之，村松 哲，宮崎 誠，森三樹雄：初期研修医を対象としたPOCT機器を用いた臨床研修におけ

るアンケート調査－簡易型血糖測定装置を用いたPOCTの教育・啓発－，臨床病理，57(6)，515-520，2009.6 

・ 王 茂治，松本麻里花，西庄佐恵，勝又 元，板倉敬乃，植田育也，木村光明：著名な高カリウム血症を来たした重

症乳児アトピー性皮膚炎の2例，日本小児科学会雑誌，113(12)，1827-1829，2009.12 

・ Hoshino M，Handa H，Miyazawa T：Effects of salmeterol and fluticasone propionate combination versus fluticasone 

propionate on airway function and eosinophilic inflammation in mild asthma，Allergol Int，58，357-363，2009.12 

・ Hoshino M：Comparison of effectiveness in ciclesonide and fluticasone propionate on small airway function in mild asthma，

Allergol Int，59，59-66，2010 

・ 矢嶋 淳，唐仁原全 他：移植腎慢性拒絶反応に対する危険因子と治療効果の検討，移植，44(6)，592-599，2009.12 

 

総説 

・ 北洞哲治，麓多美子，関 厚佳，唐澤英偉，川口 実：便秘症 総論，別冊日本臨牀 新領域別症候群シリーズ 消
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化管症候群（第2版）下 －その他の消化管疾患を含めて－，12，422-427，2009.9 

・ 山田正子，相原道子，佐々木哲雄，池澤善郎：臀部肉芽腫，別冊日本臨床 消化管症候群（第2版）下，805-807，

2009.9 

・ 渡邉一儀，〆谷直人，春木宏介：POCT用PT-INR簡易迅速測定装置 CoaguChek XSの基礎的検討，CARDIAC 

PRACTICE，20(2)，127-133，2009.4 

・ 〆谷直人：今一度，POCT＆SMBG対応血糖測定機器の使い分けを考える おわりに，医療と検査機器・試薬，32(6)，

727，2009.7 

・ 〆谷直人：POCTとは何か，診療における意義は？，臨床検査，54(1)，11-16，2010.1 

・ 〆谷直人：敗血症とPOCT はじめに，医療と検査機器・試薬，33(1)，1-2，2010.1 

・ 鈴木映二：治療中に双極性スペクトラム障害に気づくには，精神科，14(4)，298-304，2009.4 

・ 鈴木映二：抗NMDA受容体脳炎の精神症状－統合失調症との比較－，最新医学，64(7)，1565-1570，2009.7 

・ 宮地伸吾，鈴木映二：双極性障害の寛解，精神科，15(5)，428-433，2009.12 

・ 宮澤輝臣，西根広樹，木田博隆，半田 寛，古屋直樹，石橋令臣，石川文月，中村美保，佐治淳子，石田敦子，大重

雅寛，藤田佳嗣，松岡由香，井上健男，延山誠一，星野 誠，白川妙子，峰下昌道：COPDの非薬物療法，呼吸と循

環，57(6)，569-574，2009.6 
 

研究報告 

・ 〆谷直人：調査の分析 感染症マーカー，免疫グロブリン，尿検査，日本医師会 平成19年度 第41回臨床検査精度

管理調査報告書，115-140，2009 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 

・ 伊藤泰雄：乳幼児の小児外科疾患，第9回周産期連絡会，国際医療福祉大学熱海病院，静岡県熱海市，2009.6.29 

・ 佐々木哲雄：手指潰瘍に対してボセンタンを使用した全身性強皮症2症例の検討，第2回東海・北陸膠原病循環障害懇

話会，THE WESTIN ナゴヤ キャッスル，愛知県名古屋市，2009.10.3 

・ 佐々木哲雄：最近の症例から，東部皮膚科座談会，沼津東急ホテル，静岡県沼津市，2009.11.18 

・ 重政朝彦：心筋梗塞の予防に知っておきたいこと，国際医療福祉大学熱海病院第16回公開講座，熱海市観光会館，静

岡県熱海市，2009.6.7 

・ 〆谷直人：POCTの現状と将来，第3回臨床検査セミナー，朱鷺メッセ，新潟県新潟市，2009.5.24 

・ 〆谷直人：変貌するインフルエンザ～その動向と対策～，国際医療福祉大学熱海病院第17回公開講座，熱海市観光会

館ホール，静岡県熱海市，2009.12.6 

・ 〆谷直人：人間ドッグにおけるアディポネクチン検査の有用性，第20回生物試料分析科学会年次学術集会，北里大学

白金キャンパス 薬学部コンベンションホール，東京都港区，2010.3.13 

・ 板倉敬乃：乳幼児の喘鳴とロイコトリエン拮抗薬，杏林製薬社内勉強会，三島商工会議所，静岡県三島市，2009.6.8 

・ 板倉敬乃：てんかん合併妊娠，第9回周産期連絡会（主催），国際医療福祉大学熱海病院，静岡県熱海市，2009.6.29 

・ 板倉敬乃：こどものインフルエンザ，国際医療福祉大学熱海病院第17回公開講座，熱海市観光会館，静岡県熱海市，

2009.12.6 

・ 板倉敬乃：病院と市町村の連携，第10回周産期連絡会（主催），国際医療福祉大学熱海病院，静岡県熱海市，

2010.3.1 

・ 星野 誠：シンポジウム 血管（内皮）細胞と血管リモデリング，第21回日本アレルギー学会春季臨床大会，岐阜都

ホテル，岐阜県岐阜市，2009.6.6 
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・ 佐々木隆：薬剤部における安全管理－プレアボイドについて－，平成21年度前期安全管理講習会，国際医療福祉大学

熱海病院，静岡県熱海市，2009.6.30 

・ 佐々木隆：危険薬の誤投与防止対策－病薬アンケート調査からみえること－，医療安全全国共同行動静岡フォーラム，

グランシップ，静岡県静岡市，2009.7.12 

・ 矢嶋 淳：腎移植での悪性腫瘍について，第19回臓器移植勉強会，ホテルアソシア静岡，静岡県静岡市，2009.10.28 

・ 鈴木高弘：予防で使う薬と健康食品，国際医療福祉大学熱海病院第16回公開講座，熱海市観光会館，静岡県熱海市，

2009.6.7 

・ 鈴木高弘：事例から考える糖尿病療養指導，第5回伊豆糖尿病懇話会，KKRホテル熱海，静岡県熱海市，2010.2.17 

 

学会発表 

・ H. Iwasaki：Non-curative surgery for the treatment of anticancer drug TS-1 in patients with unresectable gastric cancer，43th 

World congress of the international society of surgery，Convention center，Adelaide, Australia，2009.9.6 

・ 岩崎博幸：甲状腺分化癌の外科治療，第42回甲状腺外科学会，国際会議場，愛知県名古屋市，2009.10.16 

・ H. Iwasaki（座長）：MEN，13th Congress of Asian association of endocrine surgeons，京王プラザホテル，東京都新宿区，

2010.3.24 

・ 伊藤泰雄（座長）：ハイブリッドポスター（123）小児外科1，第109回日本外科学会，マリンメッセ福岡，福岡県福

岡市，2009.4.3 

・ 伊藤泰雄（座長）：口演41 小児，第46回日本腹部救急医学会総会，富山国際会議場，富山県富山市，2010.3.19 

・ 北洞哲治（座長）：第8回日本機能水学会学術大会，富山市民プラザ，富山県富山市，2009.11.16 

・ 小河原寛子，三津山信治，國見裕子，矢田佳子，小林照子，佐々木哲雄，原田俊一，重政朝彦：下肢の皮疹を契機に

診断された感染性心内膜炎の1例，第108回日本皮膚科学会総会，福岡国際会議場，マリンメッセ福岡，福岡サンパレ

スホテル，福岡県福岡市，2009.4.24-26 

・ 佐々木桃子，小林照子，三津山信治，矢田佳子，竹下芳裕，佐々木哲雄，北村 創：コレステリン肉芽腫の1例， 

第94回日本皮膚科学会静岡地方会，静岡労政会館，静岡県静岡市，2009.6.6 

・ 佐々木哲雄（座長）：講演2 表皮水疱症の治療開発，神奈川県皮膚科医会第130回例会総会，関内新井ホール， 

神奈川県横浜市，2009.7.5 

・ 佐々木哲雄（座長）：特別講演 アトピー性皮膚炎の痒みとその治療について，東部皮膚フォーラム，沼津東急ホテ

ル，静岡県沼津市，2009.7.16 

・ 中村友志，柏木久輝，鈴木 寧，鈴木高弘，佐々木隆，飯島敬子，矢田佳子，小河原寛子，國見裕子，三津山信治，

佐々木哲雄：「DESIGNツール」各項目の褥瘡薬物治療評価における有用性，第11回日本褥瘡学会学術集会，大阪国

際会議場，大阪府大阪市，2009.9.4-5 

・ 三津山信治，國見裕子，矢田佳子，小林照子，佐々木桃子，竹下芳裕，佐々木哲雄，北村 創：L-カルボシステイン

（ムコダイン）による薬疹の1例，第73回日本皮膚科学会東部支部学術大会，甲府富士屋ホテル，山梨県甲府市，

2009.9.26-27 

・ 三津山信治，佐々木桃子，國見裕子，竹下芳裕，佐々木哲雄，北村 創，田中一郎，川本昌和，羽鳥慎祐：帝王切開

後の腹壁瘢痕部に生じた巨大腹壁子宮内膜症の1例，第95回日本皮膚科学会静岡地方会，三島市民文化会館，静岡県

三島市，2009.10.17 

・ 佐山英美，佐々木哲雄，竹下芳裕，三津山信治，佐々木桃子，北村 創：間擦部を中心に顕著な紅斑を呈したヒトパ

ルボウイルスB19感染成人例，第95回日本皮膚科学会静岡地方会，三島市民文化会館，静岡県三島市，2009.10.17 

・ 佐々木哲雄（座長）：演題11～15，第95回日本皮膚科学会静岡地方会，三島市民文化会館，静岡県三島市，2009.10.17 
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・ 三津山信治，佐々木桃子，竹下芳裕，佐々木哲雄，北村 創：Bazin硬結性紅斑の1例，第33回皮膚脈管膠原病研究会，

文京シビックホール，東京都文京区，2010.1.22 

・ 佐々木桃子，佐々木哲雄，三津山信治，竹下芳裕，麓多美子，川口 実：腸管嚢腫様気腫症を併発した全身性強皮症，

第33回皮膚脈管膠原病研究会，文京シビックホール，東京都文京区，2010.1.23 

・ 佐々木哲雄（座長）：一般演題48～52，第33回皮膚脈管膠原病研究会，文京シビックホール，東京都文京区，

2010.1.23 

・ 佐々木哲雄（座長）：特別講演1．瘙痒制御による乾癬治療のストラテジー 特別講演2．瘙痒制御によるアトピー性

皮膚炎治療のストラテジー，東部ダーマトロジー講演会，沼津東急ホテル，静岡県沼津市，2010.2.10 

・ 竹下芳裕，佐々木桃子，三津山信治，矢田佳子，小林照子，佐々木哲雄，北村 創：両膝蓋の皮下結節を呈したサル

コイドーシスの1例，第96回日本皮膚科学会静岡地方会，浜松プレスタワー，静岡県浜松市，2010.2.13 

・ 三津山信治，佐々木桃子，竹下芳裕，佐々木哲雄，田中一郎，北村 創：外傷性浅側頭動脈瘤の1例，第回日本皮膚

科学会東京支部学術大会，京王プラザホテル，東京都新宿区，2010.2.20 

・ 三津山信治，佐々木桃子，竹下芳裕，佐々木哲雄，北村 創，西村哲夫：Unilesional mycosis fungoidesの1例，第15回

東部臨床皮膚科研究会，NTT東日本伊豆病院，静岡県田方郡，2010.3.13 

・ 松岡 恵，佐藤正昭 他（共同演者）：肺動脈スリングの臨床経過の検討，第45回日本小児循環器学会学術総会，神

戸国際会議場，兵庫県神戸市，2009.7.15 

・ 玉目琢也，佐藤正昭 他（共同演者）：川崎病後巨大冠動脈瘤－心筋梗塞を予防するための慢性期管理－，第45回日

本小児循環器学会学術総会，神戸国際会議場，兵庫県神戸市，2009.7.15 

・ 佐藤正昭（座長）：肺循環・肺高血圧，呼吸器疾患2 セッション，第45回日本小児循環器学会学術総会，神戸国際

会議場，兵庫県神戸市，2009.7.16 

・ 大木寛生，佐藤正昭 他（共同演者）：左心低形成症候群に対する窒素ガス吸入療法の術前状態改善効果，第45回日

本小児循環器学会学術総会，神戸国際会議場，兵庫県神戸市，2009.7.16 

・ 知念詞乃，佐藤正昭 他（共同演者）：右肺動脈上向大動脈起始の臨床経過の検討，第45回日本小児循環器学会学術

総会，神戸国際会議場，兵庫県神戸市，2009.7.16 

・ 永沼 卓，佐藤正昭 他（共同演者）：新生児期乳児期早期における器質的心疾患のない頻脈性不整脈の検討，第45

回日本小児循環器学会学術総会，神戸国際会議場，兵庫県神戸市，2009.7.16 

・ 藤原秀輔，重政朝彦，三橋孝之，糟谷 深，郷原正臣：著明な高マグネシウム血症により循環不全・呼吸抑制を来し

た1例，第133回日本循環器学会東海地方会，三重県医師会館＆赤十字血液センター，三重県津市，2009.6.13 

・ 井上のぞみ，重政朝彦，三橋孝之，糟谷 深，郷原正臣，渡部まき，桐原真梨子，織田寛子，鍔本奈央，浦川英樹：

下肢静脈エコー検査により無症候性の肺塞栓の存在の確認に至った担癌患者の2例，日本超音波医学会第28回中部地

方会学術集会，名古屋大学保健学科，愛知県名古屋市，2009.6.14 

・ 糟谷 深，重政朝彦，三橋孝之，郷原正臣，原田俊一：低ナトリウム血症で発見された下垂体腫瘍の1例，第208回日

本内科学会東海地方会，名古屋国際会議場，愛知県名古屋市，2009.6.20 

・ 重政朝彦（座長）：特別講演 高血圧の成因と治療に関する最新の話題 横浜市立大学大学院医学研究科病態制御内

科学 梅村 敏教授，高血圧シンポジウム，沼津東急ホテル，静岡県沼津市，2009.7.3 

・ 糟谷 深，重政朝彦，小林俊一，峯岸慎太郎，高橋祐己，笹渡幸江，上村さと美：当院における慢性心房細動患者に

対する心臓リハビリテーションの検討，第15回日本心臓リハビリテーション学会，東京ファッションタウンビル，東

京都江東区，2009.7.19 

・ 重政朝彦，三橋孝之，糟谷 深，郷原正臣：下腿の皮疹を契機に感染性心内膜炎の診断にいたった1例，第57回日本

心臓病学会学術集会，ロイトン札幌＆ウェルシティ札幌，北海道札幌市，2009.9.20 
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・ 小川英幸，内野和顕，木村一雄，重政朝彦，森田有紀子，岩澤祐二，遠山愼一，姫野秀朗，持田泰行，佐野敏男， 

和田 篤，福井和樹，猿渡 力，梅村 敏：Body mass indexと慢性心不全患者の予後に関する検討，第57回日本心臓

病学会学術集会，ロイトン札幌＆ウェルシティ札幌，北海道札幌市，2009.9.20 

・ 郷原正臣，重政朝彦，三橋孝之，糟谷 深，川口 実：当院で経験した孤立性上腸間膜動脈解離の1例，第209回日本

内科学会東海地方会，じゅうろくプラザ，岐阜県岐阜市，2009.10.24 

・ 高橋祐己，笹渡幸江，重政朝彦，三橋孝之，糟谷 深，郷原正臣，北川恒美，上村さと美：当院における心臓リハビ

リテーションの認知度調査，第25回東海北陸理学療法学術大会，長良川国際会議場＆県民文化ホール未来会館，岐阜

県岐阜市，2009.10.31 

・ 高橋祐己，重政朝彦，三橋孝之，糟谷 深，郷原正臣，北川恒美，笹渡幸江，上村さと美：当院における心臓リハビ

リテーションの現状と課題～参加率の観点からの検討～，第49回理学療法科学大会，国際医療福祉大学 小田原キャ

ンパス，神奈川県小田原市，2010.1.10 

・ 浦川英樹，重政朝彦，三橋孝之，糟谷 深，郷原正臣，渡部まき，桐原真梨子，井上のぞみ，織田寛子，鍔本奈央：

超音波検査で確認した孤立性上腸間膜動脈解離の1例，第39回静岡心エコー図セミナー，静岡市産学交流センター，

静岡県静岡市，2010.1.30 

・ 渡部まき，重政朝彦，三橋孝之，糟谷 深，郷原正臣，桐原真梨子，井上のぞみ，織田寛子，鍔本奈央，浦川英樹：

心臓カテーテル検査後に生じた仮性動脈瘤の2例，日本超音波医学会第29回中部地方会学術集会，石川県立音楽堂，

石川県金沢市，2009.1.31 

・ 重政朝彦，三橋孝之，糟谷 深，郷原正臣：腹部大動脈瘤切迫破裂の1例と腹部大動脈瘤破裂の1例，第3回静岡県東

部心臓外科循環器科連携の会，沼津東急ホテル，静岡県沼津市，2010.2.5 

・ 郷原正臣，重政朝彦，三橋孝之，糟谷 深：クエン酸シルデナフィルが有効であった特発性肺動脈性肺高血圧症の1

例，第210回日本内科学会東海地方会，名古屋国際会議場，愛知県名古屋市，2010.2.20 

・ 糟谷 深，重政朝彦，三橋孝之，郷原正臣：当院で経験した左上大静脈遺残の2例，第106回シネアンジオ研究会，都

市センターホテル，東京都江東区，2010.2.20 

・ 郷原正臣，重政朝彦，三橋孝之，糟谷 深：BNPを指標として治療経過をみている特発性肺動脈性肺高血圧症の1例，

第22回神奈川心不全研究会，横浜シンポジア，神奈川県横浜市，2010.2.27 

・ 重政朝彦（座長）：一般演題 心血管，第29回日本画像医学会，東京ステーションコンファレンス，東京都千代田区，

2010.2.27 

・ 重政朝彦（Opening Remarks）：特別講演 予後改善を目指した降圧薬併用療法～低用量利尿薬とARBは日本人に有用

で安全か？～ 琉球大学大学院臨床薬理学 植田真一郎教授，エカード発売一周年記念講演会，沼津東急ホテル，静

岡県沼津市，2010.3.3 

・ 上村さと美，重政朝彦，高橋祐己，笹渡幸江，三橋孝之，糟谷 深，郷原正臣：心臓リハビリテーションに携わる理

学療法士の養成について－理学療法士の学生を対象とした学内教育と臨床教育の連携に向けて－，第74回日本循環器

学会総会・学術集会，国立京都国際会館，京都府京都市，2010.3.6 

・ 周東磨理江，山崎 円，加藤容二郎，矢嶋 淳，唐仁原全，〆谷直人：ABO血液型不適合腎移植における抗体価測定，

第20回神奈川県臨床検査医学会大会，横浜情報文化センター，神奈川県横浜市，2009.5.30 

・ 加藤和彦，畠山 令，塚田真一，進藤達也，奥村道之，〆谷直人：POCT機器i‐STAT（CHEM8+）の有用性と性能評

価，第56回日本臨床検査医学会学術集会，札幌コンベンションセンター，北海道札幌市，2009.8.29 

・ 加藤和彦，畠山 令，塚田真一，進藤達也，〆谷直人：POCT機器i‐STAT（CHEM8+）の有用性と性能評価，第41回

熱海病院院内学術懇話会，国際医療福祉大学熱海病院，静岡県熱海市，2009.9.25 

・ 佐々木由香，鈴木高弘，古河原やよい，春山幸延，種市敏子，〆谷直人，篠永正道，伊藤 章：細菌検査室の有無が
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及ぼす院内感染管理への影響について，第6回静岡東部感染症診断・治療・制御研究会，静岡県立がんセンター研究

所内しおさいホール，静岡県沼津市，2009.10.10 

・ 〆谷直人（座長）：第56回日本臨床検査医学会学術集会，札幌コンベンションセンター，北海道札幌市，2009.8.29 

・ 〆谷直人（座長）：日本臨床検査自動化学会第41回大会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2009.10.10 

・ 鈴木映二，吉田芳子，渋谷明隆，山岸美華，大野 裕，吉村公雄，渡辺 滋，宮岡 等：損害回避のパーソナリティ

はインターフェロンうつ病の危険因子かもしれない，第6回日本うつ病学会，品川プリンスホテル，東京都品川区，

2009.7.31-8.1 

・ 鈴木映二（座長，オーガナイザー）：シンポジウムⅡ 日本の生物学的ストレス研究の紹介，第25回日本ストレス学

会学術総会，横浜市開港記念館，神奈川県横浜市，2009.12.5 

・ 原田俊一：脳ドックにおける眼底動脈硬化，第50回日本人間ドック学会，グランドプリンスホテル赤坂，東京都千代

田区，2009.9.3 

・ 原田俊一：救急医療崩壊を防ぐには，第37回日本救急医学会，岩手県民会館，岩手県盛岡市，2009.10.29 

・ 板倉敬乃：両親にネグレクトされ続けた後離婚騒動によるストレスから意識障害を発症した1歳7か月男児，第34回静

岡県小児保健学会，静岡県教育会館，静岡県静岡市，2009.10.10 

・ 板倉敬乃：地域との連携による周産期からの育児支援をめざして，第56回日本小児保健学会，大阪国際会議場，大阪

府大阪市，2009.10.30 

・ 板倉敬乃：サルモネラ腸炎に敗血症，急性腎不全を合併した9歳男児例，第120回日本小児科学会静岡地方会，ぬまづ

健康福祉プラザ，静岡県沼津市，2009.11.8 

・ 星野 誠，半田 寛，木田博隆，石川文月，西根広樹，中村美保，佐治淳子，大重雅寛，石田敦子，藤田佳嗣，延山

誠一，井上健男，峯下昌道，白川妙子，宮澤輝臣：サルメテロール・フルチカゾン配合剤（SFC）とフルチカゾン

（FP）の軽症喘息患者の呼吸機能に及ぼす影響について，第49回日本呼吸器学会学術講演会，東京国際フォーラム，

東京都千代田区，2009.6.12-14 

・ 峯下昌道，佐治淳子，西根広樹，木田博隆，半田 寛，石川文月，中村美保，大重雅寛，石田敦子，延山誠一，井上

健男，星野 誠，白川妙子，宮澤輝臣：喫煙患者においては肺内気流分布と肺機能が相関する Vibration Response 

Imajing（VRI）による検討，第49回日本呼吸器学会学術講演会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2009.6.12-14 

・ 西根広樹，平本雄彦，井上健男，半田 寛，木田博隆，峯下昌道，石川文月，中村美保，大重雅寛，佐治淳子，石田

敦子，藤田佳嗣，延山誠一，星野 誠，白川妙子，宮澤輝臣：圧－圧曲線による気管狭窄の評価，第49回日本呼吸器

学会学術講演会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2009.6.12-14 

・ Hoshino M：Effects of salmeterol and fluticasone propionate combination versus fluticasone propionate on airway function and 

eosinophilic inflammation in mild asthma，The 19th Congress of INTERASMA Japan/North Asia，Toshi center hotel，Koutou, 

Tokyo，2009.7.10-11 

・ 星野 誠：喘息患者におけるシクレソニドとフルチカゾンの末梢気道抵抗と炎症に及ぼす影響について，第59回日本

アレルギー学会秋季学術大会，秋田アトリオン，秋田県秋田市，2009.10.29-31 

・ Hoshino M：Effects of salmeterol and fluticasone propionate combination versus fluticasone propionate on airway function and 

eosinophilic inflammation in mild asthma，The 14th Congress of the Asian Pacific Society of Respirology，Seoul Coex，Seoul, 

Korea，2009.11.14-18 

・ 渡邉直人，星野 誠，宮澤輝臣，中川武正：スギ花粉症合併喘息におけるスギ花粉飛散時期の鼻炎および喘息症状増

悪に対するプランルカストとフェキソフェナシンの効果の比較検討，第64回臨床アレルギー研究会，富国生命ビル，

東京都千代田区，2009.11.28 

・ 星野 誠：軽症喘息患者におけるシクレソニドとフルチカゾンの末梢気道に及ぼす影響，第30回吸入療法研究会， 
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ベルサール八重洲，東京都中央区，2010.2 

・ 北川恒実：嚥下評価時の使用食材の検討～物性の異なった試料作成の試み～，日本リハビリテーション医学会学術集

会，静岡グランシップ，静岡県静岡市，2009.6.5 

・ 原田竜彦（発表者），北川恒実（共同演者）：小型加速度センサーを用いた身体動揺に対する頭部動揺の定量的評価

の試み，日本リハビリテーション医学会学術集会，静岡グランシップ，静岡市静岡県，2009.6.5 

・ 北川恒実：嚥下評価時の使用食材の検討～付着性・凝集性の逸脱した試料作成の試み～，第15回日本摂食嚥下リハビ

リテーション学会学術集会，名古屋国際会議場，愛知県名古屋市，2009.8.29 

・ 鈴木高弘，佐々木由香，古河原やよい，春山幸延，佐々木隆，篠永正道，伊藤 章：院内細菌検査室の有無が及ぼす

感染対策への影響について～MRSAを中心に～，第25回日本環境感染学会総会，グランドプリンスホテル新高輪，東

京都品川区，2010.2.5-6 

・ 片山奈穂，熊谷里衣，芹澤哲郎，中村勇輝，峯岸 玲，柏木久輝，鈴木 寧，鈴木高弘，佐々木隆：新人薬剤師にお

ける調剤ミスの現状と取り組みについて，第24回静岡県病院薬剤師会学術大会，静岡県立大学，静岡県静岡市，

2010.2.21 

・ 松坂昌宏，柏木久輝，鈴木高弘，佐々木隆：国際医療福祉大学熱海病院における薬剤師常駐による手術室業務の現状

と課題について，第24回静岡県病院薬剤師会学術大会，静岡県立大学，静岡県静岡市，2010.2.21 

・ 渡辺俊輔，柏木久輝，鈴木高弘，佐々木隆：精神・神経領域における薬剤師の薬剤管理指導業務，静岡県病院薬剤師

会東部支部例会，三島商工会議所，静岡県三島市，2010.2.24 

・ 佐々木隆（座長）：特別講演，静岡県病院薬剤師会東部支部例会，三島商工会議所，静岡県三島市，2010.2.24 

・ 矢嶋 淳：ニューモシスチス肺炎を発症した生体腎移植後9年，移植腎機能不善患者の1例，第54回日本透析医学会学

術集会・総会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2009.6.7 

・ 矢嶋 淳：国際医療福祉大学熱海病院における献腎移植2例の経験，第18回伊豆半島透析施設災害連絡協議会，ホテ

ルサザンクロス，静岡県伊東市，2009.6.13 

・ 矢嶋 淳：移植腎慢性拒絶反応症例の解析，第45回日本移植学会総会，京王プラザホテル，東京都新宿区，2009.9.18 

・ 矢嶋 淳：エンドトキシン吸着療法が奏功した2症例，第19回伊豆半島透析施設災害連絡協議会，ホテルサザンクロ

ス，静岡県伊東市，2009.12.12 

・ 矢嶋 淳：水痘再感染が疑われた献腎移植患者の1例，第43回日本臨床腎移植学会，三翠園・高知県立県民文化ホー

ル，高知県高知市，2010.1.29 

・ 鈴木高弘，佐々木隆（主催）：めまいの病態と薬物治療について，第11回熱海伊東地区薬剤師勉強会，国際医療福祉

大学熱海病院，静岡県熱海市，2009.5.28 

・ 鈴木高弘，大野智裕，渡辺美子，下田 靜（主催）：東伊豆地域の栄養管理の現状と今後の地域連携，第3回東伊豆

地域NST研究会，熱海所記念病院，静岡県熱海市，2009.6.23 

・ 鈴木高弘（座長）：院内学術懇話会，国際医療福祉大学熱海病院，静岡県熱海市，2009.7.24 

・ 鈴木高弘，佐々木隆（主催）：症例から学ぶ脳卒中の病態と薬物治療，第12回熱海伊東地区薬剤師勉強会，国際医療

福祉大学熱海病院，静岡県熱海市，2009.8.20 

・ 鈴木高弘，佐々木隆（主催）：新型インフルエンザの治療と対策～最新情報～，第13回熱海伊東地区薬剤師勉強会，

国際医療福祉大学熱海病院，静岡県熱海市，2009.11.18 

・ 古河原やよい，春山幸延，佐々木由香，鈴木高弘，伊藤 章：同規模病院における細菌検査院内実施と外注による

MRSA検出状況からみた感染対策への影響，第21回日本臨床微生物学会総会，東京ドームホテル，東京都文京区，

2010.1.30-31 

・ 鈴木高弘，佐々木隆（主催）：鼻アレルギー診療ガイドライン2009年版～通年性鼻炎と花粉症～について，第14回熱
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海伊東地区薬剤師勉強会，国際医療福祉大学熱海病院，静岡県熱海市，2010.2.18 

・ 鈴木高弘，佐々木隆（主催）：糖尿病網膜症の治療，東部支部例会（静岡県病院薬剤師会），三島商工会議所，静岡

県三島市，2010.2.24 

 

研究助成金（文部科学省，厚生労働省，公的研究費，その他研究助成金） 

・ 鈴木映二，宮岡 等，高橋正身：SNAP25のPKC依存性リン酸化部位の変異と自傷行為，財団法人井之頭病院研究助

成金 

 

学位取得・研究業績に対する受賞 

・ 山口雅也，市村健一，矢島 茂，佐々木隆，谷川原祐介：日本薬剤学会優秀論文賞，院内製剤「人工髄液CSF-19」の

開発と調製実績，2009.5.22 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 

・ 岩崎博幸：日本内分泌外科学会（専門医）（評議員，ガイドライン委員），日本外科学会（指導医，専門医）（試験

委員，Surgery Today 査読委員），日本臨床外科学会（指導医）（評議員） 

・ 伊藤泰雄：日本外科学会（指導医，専門医）（評議員），日本小児外科学会（指導医，専門医）（特別会員），日本

腹部救急医学会（名誉会員），日本小児救急医学会（監事，ガイドライン委員長），Pacific Association of Pediatric 

Surgery（PAPS）（編集委員），日本臨床外科学会（評議員），日本救急医学会（小児救急特別委員会委員），日本

医学教育学会，日本小児泌尿器科学会 

・ 北洞哲治：日本内科学会，日本大腸肛門病学会，日本癌治療学会，日本ヘリコバクター学会，日本消化器病学会（専

門医，指導医）（評議員），日本消化器内視鏡学会（専門医，指導医）（評議員），日本消化器免疫学会（評議員），

日本臨床栄養学会（指導医）（評議員），日本消化器病学会東海支部会（評議員），日本内視鏡学会関東地方支部会

（評議員），日本機能水学会（監査） 

・ 北村 創：日本病理学会（専門医，指導医）（評議員），日本臨床細胞学会，日本乳癌学会 

・ 佐々木哲雄：日本皮膚科学会（認定専門医），日本研究皮膚科学会（評議員），日本結合組織学会（評議員），日本

臨床免疫学会（評議員），日本リンパ網内系学会（評議員），皮膚脈管膠原病研究会（世話人），日本リウマチ学会，

日本アレルギー学会，日本乾癬学会，マトリックス研究会，神奈川県皮膚科医会，静岡県皮膚科医会，横浜市皮膚科

医会 

・ 佐藤正昭：日本小児科学会（専門医），日本小児循環器学会（暫定指導医） 

・ 重政朝彦：日本内科学会（認定内科医，総合内科専門医，指導医）（病院教育責任者，東海地方会評議員），日本循

環器学会（循環器専門医），日本心臓病学会（特別正会員（FJCC））（評議員），日本高血圧学会（特別正会員

（FJSH），専門医，指導医），日本老年医学会（老年病専門医，老年病指導医），日本内分泌学会（内分泌代謝科

（内科）専門医，内分泌代謝科（内科）指導医），日本超音波医学会（超音波専門医，超音波指導医），日本画像医

学会（評議員），日本心臓リハビリテーション学会（心臓リハビリテーション指導士），日本心血管インターベンシ

ョン治療学会，日本心血管内分泌代謝学会，日本不整脈学会，日本心エコー図学会，日本臨床検査医学会，米国内科

学会（American College of Physicians），米国高血圧学会（American Society of Hypertension），日本医師会（認定産業

医，認定健康スポーツ医），身体障害者福祉法（指定医（心臓機能障害）），日本体育協会（公認スポーツドクター） 

・  〆谷直人：日本臨床検査医学会（臨床検査専門医，臨床検査管理医）（理事，評議員），日本臨床検査自動化学会

（POCコーディネータ）（評議員，POC推進委員会副委員長），日本内科学会（日本内科学会認定内科医），日本感

染症学会（ICD），日本産業衛生学会，日本輸血・細胞治療学会，日本臨床免疫学会，日本臨床血液学会，日本臨床
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化学会，日本静脈経腸栄養学会，日本栄養改善学会，神奈川県臨床検査医学会（常任幹事） 

・ 鈴木映二：Collegium Internationale Neuro- Psychopharmacologicum（フェロー），International Society for Bipolar Disorders，

日本精神神経学会（認定医，指導医），日本うつ病学会（双極性障害委員会委員，評議員），日本ストレス学会（評

議員），日本精神科診断学会，日本神経化学会，日本生物学的精神医学会（国際会員），躁うつ病の薬理生化学的研

究懇話会（幹事），神奈川県精神医学会（編集委員），日本臨床精神神経薬理学会（認定医），日本社会精神医学会，

日本精神科救急学会，静岡県総合病院精神医学研究会（世話人），東部臨床精神科懇話会（世話人），伊豆・高齢者

医療懇話会（世話人） 

・ 原田俊一：日本脳卒中学会（専門医），日本脳神経外科学会（専門医） 

・  板倉敬乃：日本周産期・新生児医学会，日本小児感染症学会（インフェクションコントロールドクター），日本小児

科医会（こどもの心相談医），日本小児集中治療研究会（PALS Provider（AHA認定）） 

・  星野 誠：日本内科学会（認定医），日本呼吸器学会（指導医，専門医），日本アレルギー学会（指導医，専門医）

（評議員），米国胸部疾患学会（専門医），日本呼吸器内視鏡学会，世界気管支学会，日本肺癌学会 

・ 佐々木隆：日本医療薬学会，日本癌治療学会，日本環境感染学会，日本緩和医療薬学会 

・ 矢嶋 淳：日本外科学会（専門医），日本透析医学会（専門医），日本臨床腎移植学会（認定医），日本移植学会 

・ 鈴木高弘：日本化学療法学会（抗菌化学療法認定薬剤師），日本医療情報学会（医療情報技師），日本医療薬学会，

日本臨床薬理学会，日本癌治療学会，日本緩和医療薬学会，日本環境感染学会，日本臨床微生物学会，日本静脈経腸

栄養学会 

 

 

 

国際医療福祉大学三田病院 
 

著書 

・ 朝波惣一郎：口腔外科ハンドマニュアル’09，インプラント手術におけるtissue expansion法の応用，98-109，クインテ

ッセンス出版，2009 

・ 朝波惣一郎：口腔外科手術1巻，手術器材と消毒・滅菌，69-93，クインテッセンス出版，2010 

・ 荒川 孝：EBM泌尿器疾患の治療2009-2010，結石 ESWLの治療効果に影響を及ぼすものと絶対禁忌と相対的禁忌，

386-391，中外医学社，2009 

・ 大東貴志（分担執筆）：EBM泌尿器疾患の治療2009-2010，PSAグレーゾーン男性に対してPSA molecular form および

PSA volumeパラメーター測定は推奨されるか？，9-15，中外医学社，2009 

・ 太田惠一朗（分担執筆）：一歩進んだ医療連携実践，がん相談支援センター，101-102，じほう，2009 

・ 太田惠一朗（分担執筆）：スキルス胃癌 基礎と臨床，スキルス胃癌の長期生存例，355-364，医薬ジャーナル社，

2010 

・ 佐久間肇（分担）：平成21年度版 障害者職業性活動団員資格認定講習・障害者雇用推進者講習テキスト，内部障害

者，119-122，独立行政法人高齢・障害者雇用支援機構，2009 

・ 佐藤敦久（分担執筆）：高血圧診療Q&A 活用！家庭血圧&ABPM，ACE阻害薬とARBの臨床的有用性の違いについ

ての最近のエビデンス，208-211，中外医学社，2009 

・ 福田誠一，佐藤敦久（分担執筆）：選択的アルドステロンブロッカーのすべて，腎臓におけるアルドステロンの影響

はどこまで解明されたか？，69-77，先端医学社，2009 

・ 福田誠一，佐藤敦久（分担執筆）：新しい診断と治療のABC；高血圧 改訂第2版，鉱質コルチコイド受容体拮抗薬，
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130-139，最新医学社，2009.10 

・ 佐藤哲夫：呼吸器疾患とその服薬指導，疾患編，4-61，慶応義塾大学薬学部，2009 

・ 佐藤哲夫：保健総合大百科，夏型過敏性肺炎，31，少年写真新聞社，2010 

・ 武田克彦（監訳）：心的イメージとは何か，1-245，北大路書房，2009 

・ 海野聡子（著），武田克彦（監修）：ナースのための図解脳卒中リハビリの話，1-181，学研メディカル秀潤社，2010 

・ 真船健一：消化器疾患ビジュアルブック，腸の解剖生理と構造，86-90，学習研究社，2009 

・ 真船健一：Knack&Pitfalls胃外科の要点と盲点第2版，空腸パウチ間置法，364-368，文光堂，2009 

・ 真船健一：Knack&Pitfalls胃外科の要点と盲点第2版，残胃の癌の発生について，278-279，文光堂，2009 

・ 多田雄一郎：頭頸部手術カラーアトラス，DP皮弁，207-213，永井書店，2009 

・ 多田雄一郎：頭頸部手術カラーアトラス，気管切開術，192-197，永井書店，2009 

・ 林 和，佐藤哲夫（分担執筆）：呼吸器疾患最新の治療2010-2012，Ⅳ．呼吸器系の救急治療 4．気胸，184-185，南

江堂，2010 

・ 三浦弘規：頭頸部手術カラーアトラス，喉頭癌の手術，86-107，遊離空腸採取，237-243，永井書店，2009 

 
原著論文 

・ 朝波惣一郎：Analysis of the Pattern of Maxillofacial Fracture by Five Departments in Tokyo，Oral Science International，1-7，

2009.5 

・ 朝波惣一郎：インプラント除去が契機となり発症したビスフォスフォネート投与患者の下顎骨壊死の1例，日本顎顔

面インプラント学会誌，8，34-40，2009 

・ Mizuno R，Nakashima J，Mukai M，Okita H，Kosugi M，Kikuchi E，Miyajima A，Nakagawa K，Ohigashi T，Oya M：

Tumour length of the largest focus predicts prostate- specific antigen-based recurrence after radical prostatectomy in clinically 

localized prostate cancer，BJU International，104(9)，1215-1218，2009 

・ Uchida Y，Miyajima A，Kikuchi E，Kozakai N，Kosaka T，Ieda M，Fukuda K，Ohigashi T，Oya M：Renal damage 

inhibited in mice lacking angiotensinogen gene subjected to unilateral ureteral obstruction，Urology，74(4)，938-943，2009 

・ Kanai K，Kikuchi E，Mikami S，Suzuki E，Uchida Y，Kodaira K，Miyajima A，Ohigashi T，Nakashima J，Oya M：

Vitamin E succinate induced apoptosis and enhanced chemo- sensitivity to paclitaxel in human bladder cancer cells in vitro and in 

vivo，Cancer Science，101(1)，216-223，2010 

・ Ide H，Kikuchi E，Kono H，Nagata H，Miyajima A，Nakagawa K，Ohigashi T，Nakashima J，Oya M：Docetaxel in 

combination with prednisolone for hormone refractory prostate cancer，Japanese Journal of Clinical Oncology，40(1)，79-84，

2010 

・ Ohigashi T，Kanao K，Mizuno R，Kikuchi E，Nakashima J，Oya M：Predicting the probability of significant prostate cancer 

in Japanese men with serum prostate-specific antigen less than 10 ng/mL：Development of a novel pre-biopsy nomogram，

International Journal of Urology，17(3)，274-280，2010 

・ 粂川真里，小山一憲 他：抗GAD抗体高値で糖尿病未発症の多腺性自己免疫症候群の1例，Diabetes Frontier，20(1)，

125-133，2009 

・ 小田浩之，池本真二，角田伸代，岡 純，樋口幸治，佐久間肇，池川繁樹，稲山貴代：腕時計型行動識別計による脊

髄損傷者の日常生活活動量の評価に関する基礎的検討，日本臨床スポーツ医学会誌，17(2)，305-313，2009.4 

・ 内山久子，角田伸代，横瀬道絵，佐久間肇，繁田文子，岡 純，稲山貴代，加園恵三：脊髄損傷者の栄養・食事計画

における安静時代謝量測定意義の検討，国立障害者リハビリセンター研究紀要，29，85-91，2009 

・ Atsuhisa Sato，Seiichi Fukuda：Clinical effects of eplerenone, a selective aldosterone blocker, in Japanese patients with essential 
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hypertension，J Hum Hypertens，Online October 29，2009 

・ Satoh M，Takeda K，Kuzuhara S：Agraphia in intellectually normal Japanese patients with ALS：omission of kana letters，

Journal of Neurology，256，1455-1460，2009 

・ Hashimoto M，Morii S，Uesaka Y，Takeda K：Right-sided neglect influences the writing of Kanji: A case study，Clinical 

Neurology and Neurosurgery，111，886-888，2009 

・ Suzuki T，Itoh S，Hayashi M，Kouno M，Takeda K：Hyperlexia and ambient echolalia in a case of cerebral infarction of the 

left anterior cingulate cortex and corpus callosum，Neurocase，15，384-389，2009 

・ 多田雄一郎，鎌田信悦，三浦弘規，増淵達夫，中村成弘，伏見千宙，丸屋信一郎，坂下智博，門馬 勉：中咽頭前壁

癌に対する放射線同時併用超選択的動注化学療法，頭頸部癌，35(1)，15-20，2009.4 

・ 上島健太郎，太田惠一朗，田隝博樹，前田真之，福島紀子，井上忠夫：オピオイド簡易変換表交付前後によるオピオ

イドおよび除痛動向における考察，日本病院薬剤師会雑誌，45(12)，1609-1612，2009.12 

 

総説 

・ 朝波惣一郎：ビスフォスフォネート投与患者におけるインプラント治療，日本歯科評論，798，69(4)，2009.4 

・ 荒川 孝：薬の選び方使い方のエッセンス－腎・泌尿器科（尿路結石症），治療，91(増刊号)，1074-1079，2009.4 

・ 荒川 孝：難治性尿路結石の治療 f-TULを中核とした結石破砕治療，日本泌尿器科学会2009年卒後教育テキスト，

14(2)，131-140，2009 

・ 荒川 孝：我が国の尿路結石治療の現状と展望，Japanese Journal of Endourology & ESWE，22(2)，142-147，2009.9 

・ 大東貴志：男性生殖器疾患に対する外科治療，ホルモンと臨床，57(5)，463-477，2009.5 

・ 太田惠一朗，北島政樹：腸内細菌叢と漢方薬，臨床病理，57(6)，542-548，2009.6 

・ 北島政樹，太田惠一朗：がん性疼痛治療・緩和ケアの現状と課題，Mebio，26(10)，8-14，2009.10 

・ 奥田博明：トロトラストの後貼症例と肝臓のX線像 肝臓を中心としたトロトラストの代謝について（復刻！懐かし

の一里塚），肝臓，50(Suppl 4)，31-36，2009 

・ 福田誠一，佐藤敦久：高血圧とRAS，呼吸と循環，58(3)，267-274，(2009.3) 

・ 佐藤敦久：高血圧治療におけるACE阻害薬とARBの使い分け，診断と治療，97(4)，736-744，2009.4 

・ 佐藤敦久：改めて問う！ACE阻害薬とARBどちらがclinical benefitが大きいか，Therapeutic Research，30(4)，421-424，

2009.4 

・ 佐藤敦久：原発性アルドステロン症患者の発見，診断および治療－内分泌学会の標準的治療法－，臨床高血圧，15(2)，

134-142，2009.6 

・ 福田誠一，佐藤敦久：循環器用薬の最新の考え方を知る 利尿薬（ループ系，サイアザイド系，抗アルドステロン

薬），循環器科，66(1)，66-72，2009.7 

・ 福田誠一，佐藤敦久：薬物治療 利尿薬・抗アルドステロン薬，Medicina，46(8)，1280-1283，2009.8 

・ 佐藤敦久，西山 成，猿田享男：選択的アルドステロンブロッカーの臨床的意義－日本人の臨床データからの考察－，

Medical Tribune，10月1日号，32-33，2009.10 

・ 佐藤敦久：コントロール不良高血圧に早期エプレレノン併用投与を，Japan Medicine，11月30日号，35，2009.11 

・ 佐藤敦久：高血圧治療 増量するか，併用するか，鹿児島県内科医会報，41，7-8，2009 

・ 福田誠一，佐藤敦久：ホルモンと薬剤 その将来展望－抗アルドステロン薬－，Heart View，13，127-132，2009 

・ 佐藤敦久，福田誠一：ACE阻害薬とARBの違い，Modern Physician，30(3)，405-411，2010.3 

・ 福田誠一，佐藤敦久：高血圧治療薬－降圧薬の上手な使い方－アルドステロン拮抗薬，カリウム保持性利尿薬，レジ

デント，3(3)，62-70，2010.3 
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・ 佐藤敦久：降圧療法による冠動脈疾患の発症予防，Medical View Point，210，2，2010 

・ 佐藤哲夫：サイトメガロウイルス肺炎，内科，104(5)，849-852，2009.11 

・ 高山 豊：認知機能に影響を与える恐れのある薬剤，日本医事新報，4453，34-37，2009.8 

・ 宮崎裕子，武田克彦：失読・失書，Clinical Neuroscience，27(4)，445-447，2009.4 

・ 小野内健司，武田克彦：代表的神経疾患のリハビリテーション失語症，Clinical Neuroscience，27(9)，1010-1011，

2009.9 

・ 東山雄一，武田克彦：高次機能障害に対するリハ治療－Evidenceはどれくらいあるか，Journal of Clinical Rehabilitation，

18(9)，806-812，2009.9 

・ 水野智之，武田克彦：前頭葉・側頭葉障害の症候，Brain & Nerve，61(11)，1209-1218，2009.11 

・ 宮崎裕子，武田克彦：認知機能評価テスト－評価法と臨床への応用－，Medical Practice，26(12)，2053-2056，2009.12 

・ 武田克彦：認知神経科学一歩前，認知神経科学，11(3/4)，203-211，2009.12 

・ 真船健一，田中洋一，田中麻理子，森 正樹：上部消化管（食道・胃）癌，消化器外科，32(5)，529-539，2009.4 

・ 渡辺清明：健診・保健指導の項目について標準的な検査結果の入力方法・電子様式等の確立に関する研究，厚生労働

科学研究費補助金厚生労働科学特別研究事業報告書，1-594，2009.4 

・ 渡辺清明：標榜診療科としての臨床検査科の基本概念と今後の課題，日本臨床，67(増刊8)，11-15，2009.12 

・ 渡辺清明：臨床検査の展望－主に医療制度の観点から－，生物試料分析，33(2)，103-112，2010.3 

・ 井関雅子，武田昌子：遺伝的多型と神経障害性疼痛，麻酔，58(9)，1112-1121，2009.9 

・ 武田昌子：帯状疱疹後神経痛の遺伝的素因と免疫学的機構の解析，ペインクリニック，30，S540-S548，2009.10 

 

研究報告 

・ 佐藤哲子，小山一憲 他：肥満症・メタボリック症候群における心血管病リスクと血清シスタチンC，糖尿病，

52(Supple1)，244，2009.4 

・ 宮本佳世子，小山一憲 他：メタボリックシンドロームを合併した2型糖尿病患者への標準化した栄養食事指導によ

る患者行動変容の関連に関する観察研究，糖尿病，52(Supple1)，183，2009.4 

・ 山陰 一，小山一憲 他：肥満症・メタボリック症候群における心血管病リスクとしてのsd-LDLとSAA-LDL，糖尿

病，52(Supple1)，177，2009.4 

・ 三浦奈穂子，小山一憲：発熱と結節性紅斑（Sweet病）を契機に発見された糖尿病合併歯周炎の一例，糖尿病，52(6)，

496，2009.6 

・ 田島文博，佐久間肇，牧田 茂，井手 睦，山本 満，金澤雅之，黒澤 一，古澤一成，佐浦隆一：内部障害者の社

会参加調査研究，平成20年度障害者保健福祉事業（障害者自立支援調査研究プロジェクト）報告書，厚生労働省，

2009 

・ 渡辺清明：健診の精度管理の在り方に関する研究，平成21年度厚生労働科学研究 循環器疾患等生活習慣病対策総合

研究糖尿病戦略等研究 研究成果発表会抄録集，78-82，2010.2 

・ 多田雄一郎，鎌田信悦，三浦弘規，増淵達夫，中村成弘，伏見千宙，丸屋信一郎，坂下智博，門馬 勉，五月女隆，

山田修平，朝井洋晶：進行・再発頭頸部扁平上皮癌に対するDOC・CDDP・S-1(DCS)併用療法の臨床第I相試験，日本

癌治療学会誌，44(2)，519，2009.9 

・ 三浦弘規：気管孔狭窄に対しての当院の工夫，Medical Tribune，3月4日号，2010.3.5 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 

・ 朝波惣一郎：ビスフォスフォネート製剤投与における顎骨壊死の現況，（社）日本口腔外科学会東京都支部（社）東
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京都歯科医師会共催，歯科医師会館，東京都千代田区，2010,2 

・ 越田竹朗，山下英之，大東貴志，荒川 孝：stone freeを目指した尿路結石除去術「f-TULを中核とした大きな結石の

破砕治療」，第19回日本尿路結石症学会，ダイワロイネットホテル和歌山，和歌山県立医科大学，和歌山県和歌山市，

2009.8.29 

・ 荒川 孝：卒後教育－難治性尿路結石の治療－f-TULを中核とした結石破砕治療，第61回日本泌尿器科学会西日本総

会，サンポートホテル高松，香川大学，香川県高松市，2009.11.7 

・ Takashi Arakawa：The Current State of Lithotripsy in Japan，6th East Asian Society of Endourology，EDSA Shangri-La Hotel，

Manila Philippines，2009.11.26 

・ 岩崎康夫：頭痛の鑑別診断－適切な治療のために－，港区三田地区学術講演会，ホテルインターコンチネンタル東京

ベイ，東京都港区，2009.4.24 

・ 岩崎康夫：脳卒中の予防について，高次脳機能障害者のつどい「調布ドリーム」，調布市総合福祉センター，東京都

調布市，2009.9.27 

・ 岩崎康夫：脳ドックの光と影，港区三田地区学術講演会，ホテルインターコンチネンタル東京ベイ，東京都港区，

2009.10.26 

・ 太田惠一朗：医療相談・支援・緩和ケアセンターについて，国際医療福祉大学小田原保健医療学部4年在宅看護学継

続看護学実習，国際医療福祉大学三田病院，東京都港区，2009.5.29 

・ 太田惠一朗：栄養サポートチーム（NST），国際医療福祉大学小田原保健医療学部4年看護管理学実習，国際医療福

祉大学三田病院，東京都港区，2009.6.1 

・ 太田惠一朗：がんの医療サービスと社会的支援 がんの補完代替療法について，愛知県立大学看護実践センター認定

看護師教育課程，がん化学療法看護分野，愛知県立大学守山キャンパス，愛知県名古屋市，2009.6.2 

・ 太田惠一朗：医療相談・支援・緩和ケアセンターについて，国際医療福祉大学小田原保健医療学部4年在宅看護学継

続看護学実習，国際医療福祉大学三田病院，東京都港区，2009.6.26 

・ 太田惠一朗：栄養サポートチーム（NST），国際医療福祉大学小田原保健医療学部4年看護管理学実習，国際医療福

祉大学三田病院，東京都港区，2009.6.29 

・ 太田惠一朗：臨床薬理学 抗悪性腫瘍薬，国際医療福祉大学大学院ナースプラクティッショナー養成分野，国際医療

福祉大学 東京青山キャンパス，東京都港区，2009.7.2 

・ 太田惠一朗：消化器外科領域における漢方治療，第2回茨城県消化器外科漢方研究会，オークラフロンティアホテル

つくば，茨城県つくば市，2009.9.4 

・ 太田惠一朗：医療相談・支援・緩和ケアセンターについて，国際医療福祉大学小田原保健医療学部4年在宅看護学継

続看護学実習，国際医療福祉大学三田病院，東京都港区，2009.9.15 

・ 太田惠一朗：消化器疾患に対する漢方薬の使い方－明日からの診療に役立つ方剤－，横浜北部消化器病研究会，青葉

台フォーラム桜・橘，神奈川県横浜市，2009.9.25 

・ 太田惠一朗：シンポジウム 在宅緩和医療を考える，第2回東東京緩和ケアネットワーク講演会，聖路加国際病院，

東京都中央区，2009.12.19 

・ 太田惠一朗：シンポジウム がん患者の在宅連携をとおして課題とあり方を考える，病院から見た連携の課題とあり

方，第1回港区在宅緩和ケア・ホスピスケア研修会，港区高輪区民センター，東京都港区，2010.3.20 

・ 小山一憲：メタボ健診で予想される患者像，第37回東京糖尿病治療セミナー，品川インターシティホール，東京都品

川区，2009.6.28 

・ 小山一憲：糖尿病合併症，糖尿病療養指導士認定機構，都市センター，東京都千代田区，2009.10.3 

・ 小山一憲：大きく変わった糖尿病治療の現状，糸島医師会学術講演会，糸島市医師会館，福岡県糸島市，2009.11.18 
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・ 佐久間肇：内部障害とスポーツの実際，障害者スポーツ中級指導者研修会，東京都障害者総合スポーツセンター，東

京都北区，2009.10.25 

・ 佐久間肇：内部障害とスポーツ，障害者スポーツトレーナー養成研修会，横浜ラ・ポール，神奈川県横浜市，

2009.11.6 

・ 佐久間肇：障害者と就労，障害者職業生活相談員資格認定講習会，三鷹産業プラザ，東京都三鷹市，2009.11.25 

・ 佐久間肇：内部障害の病理とスポーツ，障害者スポーツ医養成研修会，国立障害者リハビリセンター，埼玉県所沢市，

2010.2.21 

・ 上田竜大，福田誠一，佐藤敦久：CKD患者におけるアルドステロンブロッカーの使用例，第4回Heart and Kidney 

Conference，渋谷エクセルホテル東急，東京都渋谷区，2009.6.26 

・ 上田竜大，福田誠一，佐藤敦久：CKD患者におけるアルドステロンブロッカーの使用例，第20回愛宕山腎疾患カンフ

ァレンス，ザ・プリンスパークタワー東京，東京都港区，2009.7.17 

・ 佐藤敦久：脂質異常症治療に必要なコレステロール低下効果，New Trend in Cardiovascular 2009 Tokyo，グランドプリ

ンスホテル新高輪，東京都品川区，2009.7.25 

・ 佐藤敦久：原発性アルドステロン症が増えている，第5回Heart and Kidney Conference，ホテルモントレ銀座，東京都

中央区，2009.11.19 

・ 古郡宏行，福田誠一，佐藤敦久：単腎症例で腎前性，腎後性急性腎不全を呈した一例，第21回愛宕山腎疾患カンファ

レンス，ザ・プリンスパークタワー東京，東京都港区，2010.2.12 

・ 佐藤哲夫：胸部単純X線写真の読み方，港区医師会学術講演会，インターコンチネンタル東京ベイ，東京都港区，

2009.12.18 

・ 佐藤哲夫：最近の呼吸器感染症，東京耳鼻科医会，ヒルトン東京，東京都新宿区，2010.2.6 

・ 高山 豊：認知症高齢者へのアプローチ－発見・診療誘導・服薬指導，飯田病院研究会および飯田市福祉課，飯田病

院および飯田市民会館，長野県飯田市，2009.11.27 

・ 武田克彦：神経心理学の新展開，東京神経疾患Meeting，東京医科大学病院 第一講堂，東京都新宿区，2010.2.16 

・ 武田克彦：脳卒中 そのときどうする，港区医師会三田地区，インターコンチネンタル東京ベイ，東京都港区，

2010.3.26 

 

学会発表 

・ 朝波惣一郎：外科処置を行ったビスフォスフォネート製剤による顎骨壊死の5例，第18回日本有病者歯科医療学会総

会，まつもと市民・芸術館，長野県松本市，2009.4.26 

・ 朝波惣一郎：ワルファリン維持量継続投与下の抜歯に関する臨床的検討，第54回日本口腔外科学会総会，札幌コンベ

ンションセンター，北海道札幌市，2009.10.10 

・ 朝波惣一郎：抗血栓薬継続下での歯科インプラント治療に関する臨床的検討，National CAMULOG Congress 2009，千

里ライフサイエンスセンター，大阪府豊中市，2009.10.17 

・ 朝波惣一郎：ワルファリン療法小児患者の抜歯経験，第21回日本小児口腔外科学会総会，愛媛県歯科医師会館，愛媛

県松山市，2009.11.22 

・ 朝波惣一郎：抗血栓薬継続下での歯科インプラント治療に関する出血管理，第13回日本顎顔面インプラント学会学術

大会，アバンセ，佐賀県佐賀市，2009.12.12 

・ 朝波惣一郎：ビスフォスフォネート製剤関連顎骨壊死に対する外科療法の検討，第188回日本口腔外科学会関東地方

会，東京慈恵会医科大学，東京都港区，2009.12.26 

・ 荒川 孝（座長）：総会賞応募ポスター 感染症・尿路結石，第97回日本泌尿器科学会総会，岡山コンベンションセ
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ンター，岡山大学，岡山県岡山市，2009.4.17 

・ 荒川 孝（座長）：ワークショップ2 stone freeを目指した尿路結石除去術，第19回日本尿路結石症学会，ダイワロ

イネットホテル和歌山，和歌山県立医科大学，和歌山県和歌山市，2009.8.29 

・ 荒川 孝（座長）：オリンパス賞口演7 尿路結石，第23回日本Endourology & ESWL学会，グランドプリンスホテル

新高輪，東京都港区，2009.11.13 

・ 荒川 孝（座長）：ランチョンセミナー7 現状における最適な結石治療への提言，第23回日本Endourology & ESWL

学会，グランドプリンスホテル新高輪，東京都港区，2009.11.13 

・ 岩崎康夫（座長）：第38回日本小児神経外科学会，大阪市中央公会堂，大阪府大阪市，2009.6.12 

・ 岩崎康夫（座長）：第27回日本こども病院神経外科医会，国立病院機構，香川小児病院，香川県善通寺市，

2009.11.29 

・ 大東貴志（座長）：前立腺生検（1），日本泌尿器科学会総会，岡山コンベンションセンター，岡山県岡山市，

2009.4.16 

・ Kanao K，Komori O，Nakasima J，Ohigashi T，Kikuchi E，Miyajima A，Nakagawa K，Eguchi S，Oya M：PSA cut-off 

nomogram that avoid over-detection of prostate cancer in elderly men，American Urological Association 104th Annual Meeting，

McCormic Place，Chicago, USA，2009.4.25 

・ 大東貴志（座長）：尿路結石（3），第23回日本endourology ESWL学会，グランドプリンスホテル新高輪，東京都港

区，2009.11.12 

・ 太田惠一朗（司会）：ハイブリッドポスター 胃（胃がん手術2），第109回日本外科学会，マリンメッセ福岡，福岡

県福岡市，2009.4.3 

・ 太田惠一朗（司会）：ワークショップ 消化器癌と緩和医療，第95回日本消化器病学会，ロイトン札幌，北海道札幌

市，2009.5.9 

・ 太田惠一朗（座長）：ワークショップ 緩和医療・在宅医療をめぐって，第34回日本外科系連合学会，東京ドームホ

テル，東京都文京区，2009.6.18 

・ 上島健太郎，太田惠一朗，田隝博樹，平良利矢子，井上忠夫：外来診療に参画した薬剤師による疼痛評価と処方への

影響，第14回日本緩和医療学会，大阪国際会議場，大阪府大阪市，2009.6.19 

・ 太田惠一朗（座長）：ランチョンセミナー 免疫細胞療法の現状，第60回日本東洋医学会，ホテル・アジュール竹芝，

東京都港区，2009.6.20 

・ 太田惠一朗（座長）：要望演題 消化器外科における漢方の役割，第64回日本消化器外科学会，リーガロイヤルホテ

ル大阪，大阪府大阪市，2009.7.18 

・ 上島健太郎，太田惠一朗，風間郁子，田隝博樹，平良利矢子，井上忠夫：口演 薬剤師・看護師を軸とした緩和ケア

チーム初期ラウンドと継続アセスメントの考察，第3回日本緩和医療薬学会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，

2009.10.17 

・ 太田惠一朗：シンポジウム 次世代チーム医療の新たなる取り組み，第3回日本緩和医療薬学会，パシフィコ横浜，

神奈川県横浜市，2009.10.18 

・ 後藤光世，太田惠一朗，林 章敏，池田俊也，武藤正樹：症状別緩和ケア地域連携クリティカルパスの開発について，

第47回日本癌治療学会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2009.10.23 

・ 太田惠一朗（座長）：胃癌腹膜播種に対するCART併用腹腔内化学療法，第2回CART研究会，パシフィコ横浜，神奈

川県横浜市，2009.10.23 

・ 太田惠一朗（座長）：主題5 肥満外科治療と病態，主題2：骨障害を中心とした胃切除後障害，第39回胃外科・術後

障害研究会，仙台ホテル，宮城県仙台市，2009.10.29 
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・ 太田惠一朗（座長）：事例検討 全人的苦悩を抱える終末期がん患者の「物語」の紡ぎ方－絵本・詩による新たなケ

アの可能性を探る－，第33回日本死の臨床研究会，名古屋国際会議場，愛知県名古屋市，2009.11.8 

・ 太田惠一朗（座長）：ランチョンセミナー 標準的緩和医療：クリニカルパスを使用した外科医と患者に優しい緩和

医療，第71回日本臨床外科学会，グランドプリンスホテル京都，京都府京都市，2009.11.19 

・ 太田惠一朗（司会）：サージカルフォーラム クリニカルパスの功罪，第71回日本臨床外科学会，国立京都国際会館，

京都府京都市，2009.11.19 

・ 太田惠一朗：ディベート 癌治療－西洋医医学VS代替医療 外科的治療と代替医療，西洋医学側，第27回日本東方医

学会学術大会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2010.2.14 

・ 太田惠一朗（司会）：一般口演 緩和医療，第82回日本胃癌学会，新潟コンベンションセンター，新潟県新潟市，

2010.3.4 

・ 太田惠一朗（司会）：要望演題 腹腔鏡を用いた腹部救急疾患の治療，第46回日本腹部救急医学会，ANAクラウンプ

ラザホテル富山，富山県富山市，2010.3.19 

・ 久保田啓介，太田恵一朗，小山一憲，奥田博明，石井千聖，小林美樹，小林美由紀，大前利通，大前由美：高齢者の

栄養評価－特に健常者の血液データについて－，第25回日本静脈経腸栄養学会，幕張メッセ 他，千葉県千葉市，

2010.2.25 

・ 小山一憲（座長）：日本糖尿病学会学術総会，大阪国際会議場，大阪府大阪市，2009.5.22 

・ 大熊雄祐，小澤竜三，飛松好子，赤居正美，山崎裕功，岩谷 力，佐久間肇：脊髄損傷者の骨代謝の検討－運動トレ

ーニングの効果について－，第46回日本リハビリテーション医学会学術集会，静岡県コンベンションアーツセンター

グランシップ，静岡県静岡市，2009.6.6 

・ 樋口幸治，岩渕典仁，飛松好子，岩谷 力，佐久間肇：脊髄損傷者におけるメタボリックシンドローム診断基準の検

討－第二報－，第44回日本脊髄障害医学会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2009.11.13 

・ Atsuhisa Sato：Effectiveness of aldosterone blocker in patients with hypertension and CKD，17th Asian Pacific Congress of 

Cardiology，国立京都国際会館，京都府京都市，2009.4.20 

・ 佐藤敦久（座長）：臨床・高血圧，副腎，第82回日本内分泌学会学術総会，群馬県民会館，群馬県前橋市，2009.4.23 

・ Atsuhisa Sato：Clinical effects of eplerenone, a selective aldosterone blocker, in Japanese patients with essential hypertension，

The 2nd International Aldosterone Forum in Japan，グランドプリンスホテル新高輪，東京都品川区，2009.5.17 

・ Atsuhisa Sato：Effectiveness of aldosterone blocker in patients with CKD，The 36th Congress of the International Union of 

Physiological Sciences，Lecture Room and Kitazato Hall，東京都渋谷区，2009.7.25 

・ 佐藤敦久，福田誠一：選択的アルドステロンブロッカー（SAB）エプレレノン 本態性高血圧患者での併用療法の有

用性，第32回日本高血圧学会総会，大津プリンスホテル，滋賀県大津市，2009.10.2 

・ 佐藤敦久（座長）：臨床薬物療法糖尿病セッション，第32回日本高血圧学会総会，大津プリンスホテル，滋賀県大津

市，2009.10.2 

・ 佐藤敦久（座長）：高血圧性臓器障害セッション，第32回日本高血圧学会総会，大津プリンスホテル，滋賀県大津市，

2009.10.2 

・ 佐藤敦久：日本人コレステロール血症治療に必要な脂質低下効果とは，第74回日本循環器学会総会・学術集会，国立

京都国際会館，京都府京都市，2010.3.7 

・ 佐藤哲夫（座長）：第49回日本呼吸器学会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2009.6.14 

・ 佐藤哲夫（座長）：症例から学ぶ，第17回東京呼吸ケア研究会，時事通信ホール，東京都中央区，2010.3.20 

・ 植田 恵，高山 豊，小山美恵，津野田聡子：MCI・軽度AD検出のための検査バッテリーMCISの検討，日本神経心

理学会，東京ドームホテル，東京都文京区，2009.9.24 
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・ 武田克彦，萬年 徹：健常と思われる人の中から認知症を見いだす試み－第2報－，第50回日本神経学会，仙台国際

センター，宮城県仙台市，2009.5.22 

・ 富樫尚彦，本郷 悠，小川 剛，海田賢一，鎌倉惠子，武田克彦：経過中憎悪を認め，意味性失語を呈した難治性ヘ

ルペス脳炎の53歳男性例，第189回日本神経学会関東地方会，日本教育会館，東京都千代田区，2009.6.6 

・ 武田克彦：認知神経科学一歩前，第14回認知神経科学学術集会，東京大学生産技術研究所，東京都目黒区，2009.7.25 

・ 武田克彦（主催）：第14回認知神経科学学術集会，東京大学生産技術研究所，東京都目黒区，2009.7.25 

・ 宮崎裕子，久徳弓子，砂田芳秀，武田克彦：両側背側視覚経路障害で主に立体視の障害を呈した1例，第14回認知神

経科学学術集会，東京大学生産技術研究所，東京都目黒区，2009.7.25 

・ 宮崎裕子，久徳弓子，砂田芳秀，武田克彦：左側無視症候群を呈した右側頭葉てんかんの1例，第14回認知神経科学

学術集会，東京大学生産技術研究所，東京都目黒区，2009.7.25 

・ 橋本明子，森井 栄，上坂義和，武田克彦：右半側空間無視が漢字の書字に影響を与えたと考えられる1例，第14回

認知神経科学学術集会，東京大学生産技術研究所，東京都目黒区，2009.7.25 

・ 鈴木 禎，伊藤正一，巷野昌子，武田克彦：Ambient echolaliaを認めた2症例，第14回認知神経科学学術集会，東京大

学生産技術研究所，東京都目黒区，2009.7.25 

・ 足立耕平，小池 敦，馬場啓至，武田克彦：右側頭葉前部切除後の意味カテゴリー流暢性課題の低下に関する検討，

第14回認知神経科学学術集会，東京大学生産技術研究所，東京都目黒区，2009.7.25 

・ 海野聡子，東山雄一，水野智之，武田克彦：失語症と象徴機能について，第190回日本神経学会関東地方会，シェー

ンバッハ・サボー，東京都千代田区，2009.9.12 

・ 海野聡子，石川幸伸，草野修輔，水野智之，武田克彦：後大脳動脈領域の脳梗塞により前向性健忘，作話を呈した1

例，第33回日本高次脳機能障害学会学術集会，ロイトン札幌，北海道札幌市，2009.10.30 

・  石川幸伸，菅野倫子，相川 倫，草野修輔，武田克彦：言語性保族の発現条件－刺激語の特性，刺激提示のタイミン

グ，刺激の繰り返しによる検討，第33回日本高次脳機能障害学会学術集会，ロイトン札幌，北海道札幌市，

2009.10.30 

・ 水野朝子，武田克彦：正常圧水頭症に対するシャント術が認知障害に与える影響について，第33回日本高次脳機能障

害学会学術集会，ロイトン札幌，北海道札幌市，2009.10.30 

・ 津本 学，高木 誠，後藤 淳，荒川千晶，岡安裕之，竹見敏彦，持尾聡一郎，岡 尚省，佐藤浩則，鷲崎一成，飯

ヶ谷美峰，井上聖啓，武田克彦：東京都港区・中央区7施設における認知症患者230例の診療動向と疫学的検討「続

報」，第28回日本認知症学会学術集会，仙台国際センター，宮城県仙台市，2009.11.21 

・ 東山雄一，海野聡子，水野智之，武田克彦：緩徐進行性に発語失行を呈した80歳男性例，第191回日本神経学会関東

地方会，日本教育会館，東京都千代田区，2009.11.28 

・ 武田克彦（座長）：第191回日本神経学会関東地方会，日本教育会館，東京都千代田区，2009.11.28 

・ 海野聡子，水野智之，武田克彦，井上 寧，北山康彦：多発脳神経麻痺で発症したMPO-ANCA陽性Wegener肉芽腫症

の43歳男性例，第192回日本神経学会関東地方会，シェーンバッハ・サボー，東京都千代田区，2010.3.6 

・ 武田克彦（座長）：第192回日本神経学会関東地方会，シェーンバッハ・サボー，東京都千代田区，2010.3.6 

・ 真船健一，久保田啓介，黒田純子，三森功士，石井秀始，北島政樹，森 正樹：炎症性発癌刺激による食道発癌・進

展に対するFHITを介した抑制機構の解明，第109回日本外科学会定期学術集会，福岡国際会議場，福岡県福岡市，

2009.4.2-4 

・ 真船健一（座長）：ハイブリットポスター 食道（発癌・悪性度2），第109回日本外科学会定期学術集会，福岡国際

会議場，福岡県福岡市，2009.4.2-4 

・ 久保田啓介，岡田章佑，黒田純子，出口倫明，加藤亜裕，似鳥修弘，太田惠一朗，安達実樹，真船健一，杉浦芳章，
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北島政樹：ソケイヘルニア術後急性期の疼痛評価，第7回日本ヘルニア学会学術集会，都市センターホテル，東京都

千代田区，2009.4.10-11 

・ 真船健一（座長）：一般演題 PEG-2 口演，第95回日本消化器病学会総会，ロイトン札幌，北海道札幌市，

2009.5.7-9 

・ 小山秀彦，吉田 昌，山本夏代，沖元謙一郎，小林由佳，久保田啓介，太田惠一朗，真船健一，杉浦芳章，北島政樹，

増淵達夫，多田雄一郎，三浦弘規，鎌田信悦：頭頚部癌に併存する消化性潰瘍の特徴，第77回日本消化器内視鏡学会

総会，名古屋国際会議場，愛知県名古屋市，2009.5.21-23 

・ 小林由佳，小山秀彦，出口倫明，加藤亜裕，似鳥修弘，山本夏代，加藤悠太郎，安達実樹，真船健一，杉浦芳章，北

島政樹：内視鏡診断が治療の一助となった異物による胃穿孔の1例，第77回日本消化器内視鏡学会総会，名古屋国際

会議場，愛知県名古屋市，2009.5.21-23 

・ 真船健一（座長）：一般演題 口演発表 胃瘻造設術2，第77回日本消化器内視鏡学会総会，名古屋国際会議場，愛

知県名古屋市，2009.5.21-23 

・ 沖元謙一郎，山本夏代，小山秀彦，久保田啓介，吉田 昌，真船健一，杉浦芳章，北島政樹：食道狭窄による経鼻内

視鏡通過困難例に対する胃瘻造設の1例，第88回日本消化器内視鏡学会関東地方会，シェーンバッハ・サボー，東京

都千代田区，2009.6.12-13 

・ 岡田章佑，黒田純子，久保田啓介，加藤亜裕，出口倫明，似鳥修弘，加藤悠太郎，吉田 昌，折口信人，太田惠一朗，

安達実樹，真船健一，杉浦芳章，北島政樹：胃カルチノイドの1例，第813回外科集談会，山上会館，東京都文京区，

2009.6.13 

・ 真船健一（司会）：ワークショップ18 消化管吻合法の工夫，第34回日本外科系連合学会，東京ドームホテル，東京

都文京区，2009.6.18-19 

・ 真船健一（司会）：シンポジウム 食道癌治療における緩和ケアのあり方 再発後治療から緩和ケアへ，あなたはギ

アチェンジできますか？，第63回日本食道学会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2009.6.25-26 

・ 折口信人，北島政樹，杉浦芳章，真船健一，安達実樹，太田惠一朗，吉田 昌，久保田啓介，似鳥修弘，出口倫明：

消化器外科手術におけるDVT対策（院内ワーキンググループの設立），第64回日本消化器外科学会総会，大阪国際会

議場，大阪府大阪市，2009.7.16-18 

・ 真船健一（座長）：Barrett食道癌1，第64回日本消化器外科学会総会，大阪国際会議場，大阪府大阪市，2009.7.16-18 

・ 久保田啓介，黒田純子，吉田 昌，太田惠一朗，真船健一，田島康夫，北山康彦，板橋正幸，北島政樹：術前化学療

法・化学放射線療法により組織学的CRが得られた進行食道癌の2例，第62回日本胸部外科学会定期学術集会，パシフ

ィコ横浜，神奈川県横浜市，2009.10.11-14 

・ 真船健一（座長）：一般演題 口演 食道癌 診断，第62回日本胸部外科学会定期学術集会，パシフィコ横浜，神奈

川県横浜市，2009.10.11-14 

・ 出口倫明，似鳥修弘，安達実樹，真船健一：術前診断に苦慮した腸間膜炎症性偽腫瘍の一例，第64回日本大腸肛門病

学会学術集会，福岡国際会議場，福岡県福岡市，2009.11.6-7 

・ 真船健一（座長）：一般演題1-3，第15回日本エンドトキシン研究会，東京医科大学臨床講堂，東京都新宿区，

2009.11.13-14 

・ 真船健一（座長）：一般演題 胃・十二指腸悪性 胃全摘術後再建法②，第22回日本内視鏡外科学会総会，京王プラ

ザホテル，東京都新宿区，2009.12.3-5 

・ 真船健一（座長）：一般演題 ポスター発表 進行癌②（治療成績），第82回日本胃癌学会総会，朱鷺メッセ新潟，

新潟県新潟市，2010.3.3-5 

・ 真船健一（座長）：口演26 胃・十二指腸7，第46回日本腹部救急医学会総会，富山国際会議場，富山県富山市，
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2010.3.18-19 

・ 松野一彦，渡辺清明（座長）：会長講演 血小板検査・研究の歩み，日本臨床検査医学会，札幌コンベンションセン

ター，北海道札幌市，2009.8.27 

・ 折口信人：下肢静脈瘤に対する外来ストリッピング術と入院ストリッピング術の治療費の比較，第37回日本血管外科

学会総会，名古屋国際会議場，愛知県名古屋市，2009.5.13-15 

・ 折口信人：小切開による下肢静脈瘤ストリッピング術の勧め，第29回日本静脈学会総会，名古屋観光ホテル，愛知県

名古屋市，2009.7.2-3 

・ 折口信人：当院における（術後）静脈血栓塞栓症予防対策 院内ワーキンググループの設立，第50回日本脈管学会総

会，ハイアット・リージェンシー東京，東京都新宿区，2009.10.29-31 

・ 多田雄一郎，鎌田信悦，三浦弘規，増淵達夫，中村成弘，丸屋信一郎，坂下智博：頭頸部癌に対する多剤少量同時併

用持続動注化学療法の治療成績，日本耳鼻咽喉科学会，ザプリンスタワー東京，東京都港区，2009.5.15 

・ 多田雄一郎，鎌田信悦，三浦弘規，増淵達夫，中村成弘，伏見千宙，丸屋信一郎，坂下智博，門馬 勉：上顎洞・上

顎歯肉癌に対する持続的超選択的動注化学療法・放射線治療の治療効果，頭頸部癌学会，ロイトン札幌，北海道札幌

市，2009.6.11 

・ 多田雄一郎，鎌田信悦，三浦弘規，増淵達夫，中村成弘，伏見千宙，丸屋信一郎，坂下智博，門馬 勉，五月女隆，

山田修平，朝井洋晶：進行・再発頭頸部扁平上皮癌に対するDOC・CDDP・S-1(DCS)併用療法の臨床第I相試験，第47

回日本癌治療学会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2009.10.22 

・ 古川佳子（ミニレクチャー）：腎不全患者における心機能評価，第4回Heart and Kidney Conference，渋谷エクセルホ

テル東急，東京都渋谷区，2009.6.26 

・ 古川佳子（ディスカッサー）：hANPの薬効を探る，hANP投与の意義とは？，心不全学術講演会，芝パークホテル，

東京都港区，2009.7.24 

・ 古川佳子（座長）：慢性腎臓病とナトリウム利尿ペプチド～急性心不全症例からの検討～，第5回Heart and Kidney 

Conference，ホテルモントレ銀座，東京都中央区，2009.11.19 

・ 三浦弘規：当科における舌部分切除の検討，日本耳鼻咽喉科学会総会，ザ・プリンスパークタワー東京，東京都港区，

2009.5.15 

・ 三浦弘規：下咽頭癌における咽喉食摘術時の気管傍郭清の工夫，日本頭頸部癌学会総会，ロイトン札幌，北海道札幌

市，2009.6.11 

・ 三浦弘規：顔面神経・下顎コツを保存する側頭下窩・中頭蓋窩へのアプローチ，日本頭蓋底外科学会総会，アクロス

福岡，福岡県福岡市，2009.7.2 

・ 三浦弘規：気管孔狭窄にたいしての当院の工夫，日本頭頸部外科学会総会，京王プラザホテル，東京都新宿区，

2010.1.28 

・ 上田竜大，岡村樹里，井上 寧，望月太一，佐藤哲夫：肺年齢と他の肺機能予測式から算出した「肺年齢」との関連，

第49回日本呼吸器学会学術講演会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2009.6.14 

・ 上田竜大，岡村樹里，井上 寧，望月太一，佐藤哲夫：アトルバスタチンによる薬剤性肺炎の1例，第565回 日本内

科学会関東地方会，日内会館4階会議室，東京都文京区，2009.9.5 

・ 戸田京子，上田竜大，岡村樹里，井上 寧，望月太一，佐藤哲夫：抗Aspergillus 抗体陽性を示したCHURG-STRAUSS

症候群の1例，第187回日本呼吸器学会関東地方会，聖路加看護大学セントジョンホール，東京都中央区，2009.11.21 

・ 望月太一（座長）：第187回日本呼吸器学会関東地方会，聖路加看護大学セントジョンホール，東京都中央区，

2009.11.21 

・ 望月太一（座長）：第189回日本呼吸器学会関東地方会，エーザイ株式会社本社本館5階ホール，東京都文京区，
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2010.3.27 

・ 上島健太郎，太田惠一朗，小畑秀吾，田隝博樹，平良利矢子，増田幸泰，小林美樹，水澤佳代子，風間郁子，高倉悠

一，井上忠夫：医師・看護師以外の医療職と事務職へのアンケートによる緩和ケアに対する意識調査，第14回日本緩

和医療学会学術大会，大阪国際会議場，大阪府大阪市，2009.6.19 

・ 田隝博樹，上島健太郎，石井千聖，熊岡麻衣子，市原志穂，佐藤大輔，三浦遼子，井上忠夫：がん化学療法注射せん

における疑義紹介の分析，医療薬学フォーラム2009，第17回クリニカルファーマシーシンポジウム，国立京都国際会

館，京都府京都市，2009.7.11-12 

・ 上島健太郎，太田惠一朗，風間郁子，田隝博樹，平良利矢子，井上忠夫：薬剤師・看護師を軸とした緩和ケアチーム

初期ラウンドと継続アセスメントの考察，第3回日本緩和医療薬学会年会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，

2009.10.18 

・ 佐藤大輔，上島健太郎，平良利矢子，田隝博樹，井上忠夫：神経因性疼痛に対してガバペンチンからアミトリプチリ

ンに切り替えることによって疼痛緩和が得られた1症例，第3回日本緩和医療薬学会年会，パシフィコ横浜，神奈川県

横浜市，2009.10.18 

・ 細山寛代，田隝博樹，上島健太郎，三浦遼子，中島輝一，井上忠夫：デュロテップMTパッチ2.1mgの使用状況調査，

第3回日本緩和医療薬学会年会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2009.10.18 

・ 熊岡麻衣子，石井千聖，山本泰子，山西由里子，矢吹沙世，上島健太郎，田隝博樹，井上忠夫：緩和医療チームにお

ける薬剤師の新たなる展開と処方動向調査，第3回日本緩和医療薬学会年会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，

2009.10.18 

・ 栗原綾子，日比 徹，田隝博樹，上島健太郎，石井千聖，前田真之，井上忠夫：血液凝固系に作用を及ぼす薬剤に対

する検査・手術時の服用薬剤管理－整形外科領域での薬剤師の取り組み－，第19回日本医療薬学会年会，長崎ブリッ

クホール，長崎県長崎市，2009.10.25 

 

研究助成金（文部科学省，厚生労働省，公的研究費，その他研究助成金） 

・ 渡辺清明：宮澤幸久，大江和彦，山門 實：健診の精度管理の在り方に関する研究，厚生労働科学研究費補助金，循

環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業，循環器等（生習）一般011，採択 

・ 三浦弘規：「口腔癌に対するセンチネルリンパ節ナビゲーション」頸部郭清術の研究臨床第2相試験，平成21年度厚

生労働科学研究費補助金がん臨床研究事業，H21－がん臨床－一般－016 

・ 武田昌子：帯状疱疹後神経痛の発症におけるT細胞の関与について，文部科研費，基盤C，19603013，継続 

 

学位取得・研究業績に対する受賞 

・ 三浦弘規：学会賞 耳鼻咽喉科・頭蓋部部門，顔面神経・下顎コツを保存する側頭下窩・中頭蓋窩へのアプローチ，

2009.7.2 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 

・ 朝波惣一郎：日本口腔外科学会（専門医，指導医）（理事），日本有病者歯科医療学会（理事），日本顎顔面インプ

ラント学会（理事），日本小児口腔外科学会（理事），日本口腔科学会（評議員），日本口腔粘膜学会（評議員） 

・ 岩崎康夫：日本脳神経外科学会（専門医），日本小児神経外科学会（世話人，機関紙査読委員），日本こども病院神

経外科医会（元会長，世話人），日本脳神経外科コングレス，日本小児神経学会，日本二分脊椎研究会 

・ 大東貴志：日本泌尿器科学会（指導医，専門医），日本透析医学会（専門医），日本腎臓学会（専門医），日本

Endourology ESWL学会（泌尿器腹腔鏡技術認定医）（評議員），日本内視鏡外科学会（技術認定医），日本癌学会，
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日本癌治療学会，日本がん治療認定医機構（がん治療認定医，暫定指導医），アメリカ泌尿器科学会，アメリカ癌学

会，国際泌尿器科学会 

・ 太田惠一朗：日本外科学会（指導医，専門医，認定医）（専門医試験委員），日本消化器外科学会（指導医，専門医，

認定医，消化器がん外科治療認定医）（評議員，専門医試験委員），日本胃癌学会（評議員），日本臨床外科学会

（評議員），日本外科系連合学会（フェロー会員，評議員），日本緩和医療学会（暫定指導医）（代議員，ガイドラ

イン作成委員），日本リンパ学会（評議員），日本東洋医学会（指導医，専門医），日本癌治療学会（臨床試験登録

医），日本死の臨床研究会（世話人），癌とリンパ節研究会（幹事），胃外科・術後障害研究会（施設代表者），日

本がん治療認定医機構（暫定教育医，認定医），日本音楽医療研究会（世話人），外科漢方研究会（世話人），胃癌

漢方研究会（代表幹事），CART研究会（代表世話人），日本静脈経腸栄養学会（TNT研修修了），日本癌学会，日

本消化器内視鏡学会，日本音楽療法学会 

・ 奥田博明：日本内科学会（指導医，認定内科医），日本消化器病学会（指導医，専門医）（評議員），日本肝臓学会

（指導医，専門医）（評議員），日本消化器内視鏡学会，日本人間ドック学会（認定医），日本消化器がん検診学会，

日本静脈経腸栄養学会，日本消化吸収学会（評議員），日本胆道学会，日本ビタミン学会，日本癌学会，日本癌治療

学会，日本肝癌研究会，アルコール医学生物学研究会，日本医師会（認定産業医），世界消化器病学会（OMGE），

国際肝臓学会（IASL），米国肝臓学会（AASLD），アジア太平洋肝臓学会（APASL） 

・ 小山一憲：日本糖尿病学会（指導医，専門医）（評議員，学会誌編集委員），日本内分泌学会（指導医，専門医），

日本内科学会（認定医），日本肥満学会，日本糖尿病合併症学会，日本病態栄養学会（評議員），アメリカ糖尿病学会 

・ 佐久間肇：日本内科学会（認定医，専門医），日本リハビリテーション医学会（認定医，専門医），日本神経学会

（専門医），日本消化器内視鏡学会（専門医） 

・ 佐藤敦久：日本内科学会（指導医，専門医，認定医）（認定内科医資格認定試験問題作成委員，認定内科専門医資格

認定試験問題作成委員），日本腎臓学会（指導医，専門医）（学術評議員），日本内分泌学会（指導医，専門医）

（代議員），日本高血圧学会（高血圧認定施設指導医，専門医）（評議員），日本心血管内分泌代謝学会（評議員），

日本結合組織学会（評議員） 

・ 高山 豊：日本精神神経学会（精神科専門医），日本老年精神学会（認定専門医），日本神経心理学会，日本高次脳

機能学会 

・ 武田克彦：日本神経内科学会（専門医）（評議員），日本リハビリテーション学会（専門医，臨床認定医），日本内

科学会（認定内科医） 

・ 真船健一：日本食道学会（食道科認定医，食道外科暫定専門医）（理事，評議員，保険診療委員長，暫定食道外科専

門医認定委員長，専門医制度委員，食道外科専門医認定委員，試験問題作成委員），日本外科学会（指導医，専門医，

認定医）（専門医制度委員会試験委員），日本胸部外科学会（指導医，専門医，認定医）（評議員，診療問題委員），

日本消化器外科学会（指導医，専門医，消化器がん治療認定医，認定医）（評議員，専門医試験委員），日本消化器

病学会（指導医，専門医，認定医）（関東支部評議員），日本消化器内視鏡学会（指導医，専門医，認定医）（評議

員，雑誌編集委員会査読委員，関東支部評議員），日本臨床外科学会（評議員），日本外科系連合学会（評議員），

日本消化管学会（胃腸科認定医）（評議員），日本消化器癌発生学会（評議員），日本内視鏡外科学会，日本腹部救

急医学会，日本癌学会，日本癌治療学会，日本臨床腫瘍学会（暫定指導医），日本超音波医学会，日本外科感染症学

会，日本高齢消化器医学会議，日本胃癌学会（評議員，財務委員），日本大腸肛門病学会，日本経腸栄養学会，日本

がん治療認定医機構（暫定教育医，認定医），日本環境感染学会，日本医学教育学会，ICD制度協議会（認定ICD

（感染制御医）），日本医師会（認定産業医） 

・ 渡辺清明：日本臨床検査医学会（専門医），日本内科学会（指導医，認定医），日本血液学会（指導医，認定医，専

門医）（功労会員），日本検査血液学会（名誉会員），日本臨床化学会（名誉会員），人間ドック学会（認定医，専
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門医）（理事），日本臨床検査標準協議会（理事），日本臨床検査振興協議会（理事長），日本血栓止血学会（名誉

会員），日本臨床検査専門医会（会長），American Society of Hematology，International Society of Thrombosis and 

Haemostasis，International Society of Laboratory Hematology 

・ 折口信人：日本脈管学会（専門医）（評議員），日本血管外科学会，日本外科学会（専門医），日本静脈学会，日本

心臓血管外科学会（国際会員），日本消化器外科学会，日本リンパ学会 

・ 多田雄一郎：がん治療学会（がん治療認定医），頭頸部外科学会（頭頸部外科暫定指導医），日本耳鼻咽喉科学会

（耳鼻咽喉科専門医） 

・ 林 和：日本外科学会（専門医，指導医），日本胸部外科学会（認定医），日本呼吸器外科学会（専門医）（評議

員），日本呼吸器内視鏡学会（専門医，指導医），日本肺癌学会，日本呼吸器学会，日本癌学会，日本癌治療学会，

日本気管食道科学会，日本臨床外科学会，日本レーザー医学会，日本内視鏡外科学会，日本臨床細胞学会，日本乳癌

学会，日本臨床腫瘍学会，日本外科感染症学会，日本緩和療法学会，日本がん治療認定医機構（暫定教育医），日本

がん治療認定医機構（がん治療認定医），肺がんCT検診認定機構（肺がんCT検診認定医師） 

・ 古川佳子：日本内科学会（認定総合内科専門医），日本循環器学会（認定専門医），日本抗加齢医学会（認定専門

医），日本医師会（認定健康スポーツ医，認定産業医） 

・ 三浦弘規：日本がん治療学会（がん治療認定医），日本頭頸部癌学会（教育委員），日本頭頸部外科学会（認定指導

医） 

・ 望月太一：日本呼吸器学会（専門医，指導医），日本内科学会（専門医），日本アレルギー学会（専門医），日本睡

眠学会（認定医），日本医師会（産業医，認定医） 

・ 田隝博樹：日本臨床腫瘍学会，日本薬学会，日本医療薬学会（認定薬剤師），日本緩和医療薬学会，日本医療マネジ

メント学会，日本病院薬剤師会（がん薬物療法認定薬剤師，日病薬認定指導薬剤師），日本薬剤師研修センター（認

定実務実習指導薬剤師） 

 

 

 

国際医療福祉大学病院 
 
著書 
・ 橋本雅章：わたしのここから第10号，脳をうまく使って上手な「ダイエット」を，26-27，オフィス東和，2009 

・ 橋本雅章：わたしのここから第11号，脳と眼との密接な関係，30-31，オフィス東和，2010 

・ 橋本律夫：標準言語聴覚障害学－高次脳機能障害学－，脳と高次機能，9-34，医学書院，2009 

・ 片寄治男，菅沼亮太，林章太郎，栁田 薫：カラーアトラス 不妊診療のための卵子学，受精障害，77-84，医歯薬出

版，2010 

・ 栁田 薫：講義録産科婦人科学（石原 理 他編），不妊治療と生殖補助医療（ART），194-197，メジカルビュー社，

2010 

・ 大原正志，谷 禮夫，吉野肇一，北島政樹（分担執筆）：炎症免疫応答とプロトンポンプインヒビター，レポーター・

ジーンアッセイ法によるランソプラゾール，ファモチジンのNK-kB転写活性への影響能の検討－MKN45細胞での検討－，

21-28，診断と治療社，2009 

・ 片寄治男（分担執筆）：卵子学，受精障害，125-133，医歯薬出版，2009 

・ 黒田 一（分担執筆）：スタンダート病理学第3版，生殖器疾患・乳腺疾患，358-365，文光堂，2009 
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原著論文 
・ Yoshida J，Sohara Y et al.：Viseceral pleura invasion impact on non small cell lung cancer patient survival，J Thorac Oncol，

4，959-963，2009 

・ Okami J，Sohara Y et al.：Pulmonary resection in patients aged 80 years or over with clinical stage I NSCLC，J Thorac Oncol，

4，1247-1253，2009 

・ Koike T，Sohara Y et al.：Improvement in surgical results for lung cancer from 1989 to 1999 in Japan，J Thorac Oncol，4，

1364-1369，2009 

・ 坪地宏嘉，蘇原泰則 他：肺癌に対する胸腔鏡補助下肺葉切除術の成績，胸部外科，62(4)，267-270，2009.4 

・ 中野智之，蘇原泰則 他：縦隔成熟型のう胞奇形腫に対する内容物吸引併用胸腔鏡下手術，胸部外科，62(5)，358-

361，2009.5 

・ 厚木右介，山田哲夫，桑田吉峰，若佐谷敦，高橋佳容子，黒田 一，大和田倫孝，佐藤郁夫：卵管間質部妊娠術後に

妊娠38週にて子宮破裂に至った1例，産科と婦人科，76(7)，887-889，2009.7 

・ Kobori Y，Koh E，Sugimoto K，Izumi K，Narimoto K，Maeda Y，Konaka H，Mizokami A，Matshita T，Iwamoto T，

Namiki M：The relationship of serum and salivary cortisol levels to male sexual dysfunction as measured by the international 

index of Erectile Function，Int J Impotence Research，1-6，2009 

・ 杉本和宏，重原一慶，泉 浩二，成本一隆，角野佳史，北川育秀，小中弘之，溝上 敦，高栄 哲，並木幹夫， 

高島三洋，岩本晃明：LOH（late onset hypogonadism）症候群は肥満のない2型糖尿病患者でみられる血糖コントロー

ル不良に関与している，日本性機能学会雑誌，24(1)，5-12，2009.6 

・ Iso T，Futami K，Iwamoto T，Furuichi Y：Effects of estrogenic agents 17β - estradiol (E2) and bisphenol A on the expression 

of RecQ DNA hericases in mammary tumor MCF - 7 cells.，J Health Science，55，119-124，2009 

・ Kaoru Yoshida，Zoa´rd Tibor Krasznai，Zolta´n Krasznai，Miki Yoshiike，Natsuko Kawano，Manabu Yoshida，Masaaki 

Morisawa，Zolta´n To´ th，Zsuzsa Kassai Bazsa´ne´，Tere´z Ma´ ria´ n，Teruaki Iwamoto：Functional of Sperm Motility in 

HumansImplications of embrane Modification With Semenogelins for inhibition，Cell Motility and the Cytoskeleton，66， 

99-108，2009 

・ Matsuda S，Umeda M，Uchida H，Kato H，Araki T：Alterations of oxidative stress markers and apoptosis markers in the 

striatum after transient focal cerebral ischemia in rats，J Neural Transm，116(4)，395-404，2009 

・ Matsuda S，Umeda M，Kato H，Araki T：Glial damage after transient focal cerebral ischemia in rats，J Mol Neurosci，38(2)，

220-226，2009 

・ Oshikawa T，Kuroiwa H，Yano R，Yokoyama H，Kadoguchi N，Kato H，Araki T：Systemic administration of protease 

inhibitor protects against MPTP neurotoxicity in mice，Cell Mol Neurobiol，29(5)，769-777，2009 

・ Yano R，Yokoyama H，Kuroiwa H，Kato H，Araki T：A novel anti-parkinsonian agent，zenisamide，attenuates MPTP-

induced neurotoxicity in mice，J Mol Neurosci，39(1-2)，211-219，2009 

・ Ookubo M，Yokoyama H，Kato H，Araki T：Gender differences on MPTP (1-methyl-4-phenyl-1,2,3,6-tetrahydropyridine) 

neurotoxicity in C57BL/6 mice，Mol Cell Endocrinol，311(1-2)，62-68，2009 

・ Kimoto H，Eto R，Abe M，Kato H，Araki T：Alterations of glial cells in the mouse hippocampus during postnatal 

development，Cell Mol Neurobiol，29(8)，1181-1189，2009 

・ 小川朋子，大平寛典，鈴木 裕，橋本律夫，加藤宏之：経胃ろう的空腸栄養および内視鏡的小腸ろうにて栄養管理を

おこなった多系統萎縮症の1例，臨床神経学，49(6)，370-373，2009.6 

・ 小川朋子，田川朝子，橋本律夫，加藤宏之：三叉神経痛を呈したpersistent primitive trigeminal artery，神経内科，71(3)，

326-327，2009.9 

https://library.med.juntendo.ac.jp/user/database/Search/detail/scode/J03466,DanaInfo=.awxyCnfsh0Iy2Lw3+
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・ 小森規代，藤田郁代，橋本律夫：左側頭葉後下部病変による漢字失書例－漢字の構造と要素からの分析，神経心理学，

25(4)，221-227，2009.12 

・ R Hashimoto，Y Tanaka，I Nakano：Heading disorientation: a new test and a possible underlying mechanism，Eur Neurol，63，

87-93，2010 

・ 山野辺千沙，中原裕子，畑毛一枝，谷岡睦美，熊谷 惠，西尾京子，濱田啓義，松下克子，七里泰正，栁田 薫， 

朝倉寛之：精子調整の前後での精子DNA断片化率の比較検討，Journal of Mammalian Ova Research，26，164-165，

2009 

・ Yazawa H，Yanagida K，Hayashi S，Sato A：The oocyte activation and Ca2+ oscillation-inducing abilities of mouse and 

human dead (sonicated) spermatozoa，Zygote，17，175-184，2009 

・ Takayama T，Katayose H，Yanagida K，Sato A：Embryo development after intracytoplasmic sperm injection can be predicted 

by assessment of sperm nuclear chromatin，Reprod.Med.Biol，8，63-69，2009 

・ Ohara T，Kanoh Y，Yoshino K，Kitajima M（分担執筆）：Effects of Lansoprazole on the lipopolysaccharide-stimulated 

Toll-like receptor 4 siganal transduction systems: A study using the 293hTLR4/MD2-CD14 cells，J Clin Biochem Nutr，45，

241-247，2009 

・ 大原正志，吉野肇一，北島政樹（分担執筆）：プロバイオティクスによる腸内環境の改善と大腸がん予防の可能性，

The GI Forefront，5(Suppl)，152-156，2009 

・ 大原正志，吉野肇一，北島政樹（分担執筆）：プロバイオティクスによる腸内環境の改善と大腸がん予防，消化器科，

49(5)，3-437，2009.11 

・ 大澤久美子，花見恭太，扇田智彦，得平道英，森茂 久，黒田 一，田丸淳一，糸山進次：加齢性EBV関連B細胞リ

ンパ増殖症の1例，日本臨床細胞学会雑誌，48(2)，57-60，(2009.3) 

 

総説 
・ 蘇原泰則：呼吸器外科学，日本医事新報，4425，80-85，(2009.2) 

・ 加藤宏之，武田湖太郎：画像で見る脳の再構築，総合リハビリテーション，37(8)，699-704，2009.8 

・ 加藤宏之：筋萎縮性側索硬化症の長期療法，Current Insights in Neurological Science，17(3)，5，2009 

・ 武田湖太郎，加藤宏之：NIRSを用いた脳機能評価，Clinical Neuroscience，27(9)，1055-1057，2009.9 

・ Kaoru Yanagida：In vitro fertilization and Intracytoplasmic sperm injection，JAMA，52，29-33，(2009.2) 

・ 栁田 薫：二段階胚移植について教えてください（不妊・不育症診療ベストプラクティス），臨床婦人科産科，63，

578-579，2009.4 

・ 栁田 薫：子宮内膜刺激胚移植法について教えてください，臨床婦人科産科，63，580-581，2009.4 

・ 栁田 薫，片寄治男，藤倉洋子，佐々木志野：不妊治療マニュアル ICSIの適応，産婦人科の実際，58(11)，1831-

1839，2009.10 

・ 両角和人，猪鼻達仁，黒澤貴子，保母るつ子，野間 桃，土屋富士子，仲田正之，栁田 薫，藤原敏博，堤 治： 

不妊治療ハンドブック 精液検査，産婦人科の実際，58(11)，1667-1674，2009.10 

・ 栁田 薫，片寄治男：PCOSでのART，臨床婦人科産科，64(2)，181-185，2010.2 

 

研究報告 
・ 加藤宏之，橋本律夫，小川朋子，田川朝子，齋藤龍史：国際医療福祉大学病院神経難病センター活動報告（2008），

http://www.iuhw.ac.jp/hospital/sinryouka/nanbyou/nanbyou3.htm，2009 

・ 中野今治，森田光哉，小川朋子，加藤宏之，橋本律夫，清野綾乃：栃木県北部における拠点病院の活動状況について，

http://www.jamas.or.jp/user/database/Search/detail/scode/J01209
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神経難病患者の在宅療養に関する研究班（糸山班） 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 
・ 橋本雅章：医療介護連携の推進と医療介護連携表の活用推進に対する提言－急性期病院より，那須郡市医師会，いわ

いや，栃木県大田原市，2010.3.10 

・ 橋本雅章：県北脳卒中座談会，大塚製薬，KATSUTAYA，栃木県大田原市，2010.3.16 

・ 岩本晃明：男性不妊症診療の実際，第97回日本泌尿器科学会総会，卒後・生涯教育プログラム，ホテルグランヴィア

岡山，岡山県岡山市，2009.4.18 

・ 岩本晃明：精子問題のその後，環境ホルモン学会第20回講演会，江戸東京博物館，東京都墨田区，2009.6.13 

・  加藤宏之：パーキンソン病の最先端医療と薬剤治療，全国パーキンソン病友の会栃木県支部医療講演会，栃木県那須

塩原市，2009.8.22  

・ 加藤宏之：脳血管障害，平成21年度東北大学医学部4年次神経内科通論講義，宮城県仙台市，2009.9.10 

・ 下田信明，武田湖太郎，加藤宏之：シンポジウム 3.健常者および脳卒中片麻痺患者における手の心的回転課題遂行

時の脳活動－近赤外分光法による検討－，第16回医用近赤外線分光法研究会，ハイアットリージェンシー東京，東京

都新宿区，2009.10.31 

・ 橋本律夫：脳病巣研究の方法論，栃木県言語聴覚士会研修会，とちぎリハビリテーションセンター大会議室，栃木県

宇都宮市，2009.5.10 

・ 橋本律夫：認知症の症状と病態，小山地区介護研究会，小山グランドホテル，栃木県小山市，2009.5.28 

・ 橋本律夫：認知症サポーターに伝えたいこと，那須塩原市キャラバン・メイト養成研修会，西那須野公民館，栃木県

那須塩原市，2009.8.31 

・ 橋本律夫：認知症とその病態，県北看護協会研修会，国際医療福祉大学病院，栃木県那須塩原市，2009.9.18 

・ 橋本律夫：認知症診療のヒント－症例から学ぶこと，第3回県北認知症研究会，KATSUTAYA，栃木県大田原市，

2010.3.12 

・  村上厚文：下肢閉塞性動脈硬化症に対する外科医が行う血管内手術，彩の国EVS研究会，大宮ソニックシティ，埼玉

県さいたま市，2009.5.8 

・ 村上厚文：PADに対するEVS，EVT Physician Training for Vascular Surgeon，ボストン・サイエンテイフィックジャパ

ン インスティテュート東京，東京都港区，2009.9.5 

・ 村上厚文：閉塞性動脈硬化症に対するハイブリッド手術，栃木臨床循環器談話会，宇都宮医師会会館，栃木県宇都宮

市，2009.10.15 

・ 村上厚文：当院におけるVTE予防の取り組み，栃木医療安全講習会，KATSUTAYA，栃木県大田原市，2009.11.18 

・ 栁田 薫：ランチョンセミナー ICSI最前線，第50回日本哺乳動物卵子学会，都市センターホテル，東京都千代田区，

2009.5.8 

・ 栁田 薫（座長）：胚培養シンポジウム，第5回東京受精胚培養研究会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，

2009.6.21 

・ 栁田 薫：特別講演 ICSIは発展したか？，関東アンドロロジーカンファランス，山王病院，山王ホール，東京都港

区，2009.9.5 

・ 栁田 薫（座長）：Key note lecture 2 良質の精子とは？，第12回日本IVF学会，江陽グランドホテル，宮城県仙台市，

2009.9.12 

・ 片寄治男，栁田 薫：受精障害精子の治療，第12回日本IVF学会，江陽グランドホテル，宮城県仙台市，2009.9.13 

・ 栁田 薫：エンブリオロロジーワークショップ1，ICSIの未来と展望，第54回日本生殖医学会，石川県立音楽堂，石



国際医療福祉大学研究活動報告 平成 21 年度 

－122－ 

川県金沢市，2009.11.22 

・ 栁田 薫（座長）：エンブリオロロジーワークショップ2 生殖細胞の創生技術の最近の進歩，第54回日本生殖医学

会，石川県立音楽堂，石川県金沢市，2009.11.23 

・ 小川朋子：心不全にて入院したParkinson病患者の検討，第2回実臨床におけるパーキンソン病治療の問題点，ホテル

東日本宇都宮，栃木県宇都宮市，2009.6.24  

・ 小川朋子：筋ジストロフィー患者の在宅療養について（2），栃木県筋ジストロフィー協会教育研修会，栃木県福祉

会館，栃木県宇都宮市，2009.11.29 

・ 黒田 一：地方病院病理部の現況，第4回乳がんチーム医療勉強会，東武ホテル，埼玉県川越市，2009.3.20 

・ 遠山 誠：手術室における薬剤使用，院内研修会，国際医療福祉大学病院，栃木県那須塩原市，2009.6.12 

・ 遠山 誠：医療ガスとは，医療ガス保安講習会，国際医療福祉大学病院，栃木県那須塩原市，2009.11.13 

 

学会発表 
・ 蘇原泰則（発表）：第1回肺がんCT検診暫定認定医講習会について，第16回日本CT検診学会学術集会，パシフィコ横

浜，神奈川県横浜市，2009.2.13 

・ 厚木右介，高橋佳容子，大和田倫孝，若佐谷敦，桑田吉峰，山田哲夫，佐藤郁夫：傍大動脈リンパ節単独転移のみら

れたpT1c上皮性卵巣癌の1例，第117回日本産科婦人科学会関東連合地方部会総会，都市センターホテル，東京都千代

田区，2009.6.14 

・ 若佐谷敦，高橋佳容子，大和田倫孝，厚木右介，石田洋一，山田哲夫，黒田 一，佐藤郁夫：クラミジア感染が一因

と考えられた広汎子宮全摘術後難治性イレウスの1例，第27回日本産婦人科感染症研究会，栃木県総合文化センター，

栃木県宇都宮市，2009.6.20 

・ 若佐谷敦，高橋佳容子，山田哲夫，厚木右介，石田洋一，大和田倫孝，佐藤郁夫：帝王切開術後に発症したHELLP症

候群の2例，第70回日本産科婦人科学会栃木地方部会，栃木県宇都宮市，2009.9.6 

・ 石田洋一，高橋佳容子，大和田倫孝，若狭谷敦，厚木右介，山田哲夫，佐藤郁夫：比較的高齢者に発症した子宮頚部

絨毛腺管状腺癌の1例，第118回日本産科婦人科学会関東連合地方部会，大宮ソニックシティ，埼玉県さいたま市，

2009.11.7 

・ 厚木右介，高橋佳容子，山田哲夫，石田洋一，若佐谷敦，大和田倫孝，佐藤郁夫：幼少時にDPTワクチンを接種した

妊婦が百日咳に罹患した1症例，第118回日本産科婦人科学会関東連合地方部会総会，大宮ソニックシティ，埼玉県さ

いたま市，2009.11.8 

・ 大和田倫孝，片寄治男，栁田 薫，高橋佳容子，石田洋一，若佐谷敦，厚木右介，山田哲夫，佐藤郁夫：当院におけ

る腹腔鏡手術の実際，第71回日本産科婦人科学会栃木地方部会，栃木県宇都宮市，2010.1.31 

・ 横山宏典，矢野遼平，塚田竜矢，佐々木妙子，加藤宏之，荒木 勉：MPTP誘発パーキンソン病モデルマウスに対す

るゾニサミドの神経細胞保護効果に関する基礎的検討，第17回カテコールアミンと神経疾患研究会，東京都，

2009.4.18 

・ 荒川伸人，江口和男，小川朋子，橋本律夫，加藤宏之：低K性ミオパチーを契機に診断された原発性アルドステロン

症の1例，第562回日本内科学会関東地方会，東京都，2009.5.9  

・ 加藤宏之，武田湖太郎，橋本律夫，下田信明，今井 樹：NIRSを用いた脳卒中後の片麻痺の回復と脳機能再構築の検

討，第50回日本神経学会総会，仙台国際センター，宮城県仙台市，2009.5.20 

・ 橋本律夫，小川朋子，加藤宏之：新しい視空間記憶検査Card Placing Test（CPT）に関与する脳領域の検討，第50回日

本神経学会総会，仙台国際センター，宮城県仙台市，2009.5.20 

・ 小川朋子，田川朝子，齋藤龍史，橋本律夫，加藤宏之：多系統萎縮症（MSA）の呼吸障害についての検討，第50回日
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本神経学会総会，仙台国際センター，宮城県仙台市，2009.5.21 

・ 加藤宏之（座長）：CVD⑲ MRI・SPECTなど，第50回日本神経学会総会，仙台国際センター，宮城県仙台市，

2009.5.21 

・ 武田湖太郎，下田信明，佐藤 裕，加藤宏之：手の心的回転－提示角度と反応時間の検討－，第14回認知神経科学会

学術集会，東京大学生産技術研究所，東京都目黒区，2009.7.26 

・ 下田信明，武田湖太郎，加藤宏之：手の心的回転－近赤外分光法による脳活動の検討－，第14回認知神経科学会学術

集会，東京大学生産技術研究所，東京都目黒区，2009.7.26 

・ Shimoda N，Takeda K，Kato H：Motor imagery in mental rotation of hands in left- and right-handers: A behavioral and near-

infrared spectroscopy study，Neuroscience 2009，Chicago, USA，2009.10.19 

・ Takeda K，Osu R，Otaka Y，Kato H：False positive/negative hemoglobin signal of near-infrared specteoscopy，Neuroscience 

2009，Chicago, USA，2009.10.21 

・ 和田聖哉，田川朝子，小川朋子，橋本律夫，加藤宏之，中村優子，滑川道人，中野今治：発症3か月後に急速にクリ

ーゼに至った抗MuSK抗体陽性重症筋無力症の1例，第568回日本内科学会関東地方会，日本都市センター，東京都千

代田区，2009.12.12 

・ 武田湖太郎，下田信明，今井 樹，加藤宏之：NIRSによる脳卒中片麻痺例の脳機能評価とリハビリテーションへの応

用，ST-CREST「脳の機能発達と学習メカニズムの解明」第7回領域内報告会，大阪府，2010.3.1 

・ 小川朋子，田川朝子，橋本律夫，加藤宏之：炭酸リチウムが奏功した反復性過眠症の1例，第192回日本神経内科学会

関東地方会，砂防会館，東京都千代田区，2010.3.6 

・ 鈴木透理，樗木隆聡，加藤宏之，橋本律夫，小川朋子，中澤英子，湯村和子，外山勝英：細菌性髄膜炎から腸腰筋膿

瘍・化膿性脊椎炎を伴った血液透析患者の一例，第54回日本透析医学会学術集会・総会，パシフィコ横浜，神奈川県

横浜市，2009.6.6 

・ 鈴木透理，樗木隆聡，湯村和子，外山勝英：血液透析導入後，鼻病変診断のついたWegener肉芽腫症の一例，第39回

日本腎臓学会東部学術大会，グランドプリンスホテル新高輪，東京都品川区，2009.10.3 

・ 橋本律夫：ドネペジルと抑肝散の併用が有効であったDLBの一例，漢方学術講演会，ホテルニューイタヤ，栃木県宇

都宮市，2009.4.16 

・ 小森規代，橋本律夫：左中前頭回後部損傷により純粋かな失書を呈した一例，第14回認知神経科学学術総会，東京大

学駒場キャンパス，東京都目黒区，2009.7.25 

・  橋本律夫：カプグラ症候群，コタール症候群とDLB，PDD，栃木県大脳基底核の会，宇都宮グランドホテル，栃木県

宇都宮市，2009.9.11 

・ 小森規代，橋本律夫，藤田郁代：左中前頭回後部損傷により特殊音節の仮名書字に障害を呈した一例，第33回日本神

経心理学会総会，東京ドームホテル，東京都文京区，2009.9.24-25 

・ 橋本律夫，小森規代，宮崎朋美：Card Placing Test (CPT) は脳梁膨大後域機能を評価する－脳血流SPECT相関解析に

よる検討－，第33回日本高次脳機能障害学会，ロイトン札幌，北海道札幌市，2009.10.29-30 

・ 橋本律夫：HDS-Rにおけるsecond recall taskの有用性について，第5回とちぎ認知症研究会，ホテル東日本，栃木県宇

都宮市，2010.2.5 

・ 川崎暁生，村上厚文（共同演者）：左総腸骨動脈CTO病変に対するEVS施行例，26回北関東血管外科研究会，済生会

宇都宮病院，栃木県宇都宮市，(2009.3.12) 

・ 村上厚文：下肢ASOに対するEVSのTASC分類別遠隔成績，第109回日本外科学会，福岡国際会議場，福岡県福岡市，

2009.4.3 

・ 洞口 哲，村上厚文（共同演者）：Ilio-femoral bypass術後に特異な血栓症を合併した1例，第141回血管外科症例研究
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会，日本大学，東京都板橋区，2009.4.18 

・ 村上厚文：TASC分類からみた下肢血行再建術の検討，第37回日本血管外科学会総会，シンポジウム，名古屋国際会

議場，愛知県名古屋市，2009.5.15 

・ 川崎暁生，村上厚文（共同演者）：Aortoiliac occlusive disease連続4例の治療法の検討，第37回日本血管外科学会総会，

名古屋国際会議場，愛知県名古屋市，2009.5.15 

・ 洞口 哲，村上厚文（共同演者）：腹部大動脈瘤術後に特異な小腸通過障害を来した1例，第37回日本血管外科学会

総会，名古屋国際会議場，愛知県名古屋市，2009.5.15 

・ 村上厚文（主催者）：栃木肺塞栓症研究会，ホテル東日本宇都宮，栃木県宇都宮市，2009.6.19 

・ 村上厚文：当院における深部静脈血栓症と肺塞栓症（DVT/PE）の治療と予防法，第29回日本静脈学会総会パネルデ

ィスカッション，名古屋観光ホテル，愛知県名古屋市，2009.7.2 

・ 緒方孝治，村上厚文（共同演者）：治療の遅れた左下肢閉塞性動脈硬化症の急性増悪の1例，27回北関東血管外科研

究会，済生会宇都宮病院，栃木県宇都宮市，2009.9.10 

・ 緒方孝治，村上厚文（共同演者）：参照，血管外科地方会，信州大学，長野県松本市，2009.10.24 

・ 村上厚文：下肢静脈瘤手術患者における頚動脈AIからみた左室後負荷軽減に関する考察，第50回日本脈管学会総会，

ハイアットリージェンシー東京，東京都新宿区，2009.10.30 

・ 緒方孝治，村上厚文（共同演者）：参照，第50回日本脈管学会総会，ハイアットリージェンシー東京，東京都新宿区，

2009.10.30 

・ 栁田 薫（座長）：胚培養士セッション，第50回日本哺乳動物卵子学会，都市センターホテル，東京都千代田区，

2009.5.9 

・ 両角和人，藤原敏博，堤 治，栁田 薫，柳町隆造：精子細胞膜，先体を除去した精子を使用したICSI卵の卵活性化，

胚発生の検討，第28回日本アンドロロジー学会，ANAクラウンプラザホテル富山，富山県富山市，2009.7.4 

・ 栁田 薫（座長）：ICSI，第27回日本受精着床学会，国立京都国際会館，京都府京都市，2009.8.6 

・ 両角和人，藤原敏博，堤 治，栁田 薫，柳町隆造：マウス精子核ICSI後の胚発生の検討，第27回日本受精着床学会，

国立京都国際会館，京都府京都市，2009.8.6 

・ 谷口由香里，岩本晃明，栁田 薫，片寄治男，室井美樹，藤倉洋子，佐々木志野：抗酸化剤療法（ビタミン-E，-C，

グルタチオン）による造精機能障害改善効果の検討，第54回日本生殖医学会，石川県立音楽堂，石川県金沢市，

2009.11.12 

・ 両角和人，藤原敏博，保母るつ子，土屋富士子，仲田正之，黒澤貴子，栁田 薫，堤 治：子宮筋腫が着床因子と考

えられる高齢不妊症例に対し，事前に良好胚を凍結保存したうえで筋腫核出術を行い，初回の胚移植で妊娠した3症

例，第54回日本生殖医学会，石川県立音楽堂，石川県金沢市，2009.11.12 

・ 静間 徹，大原正志，野口光徳，狩野有作，加納美樹子，石塚映彰，大島里香子，木平 健，谷 禮夫，吉野肇一，

北島政樹：急速進行性糸球体腎炎を併発した結節性多発動脈炎の上部消化管出血の内視鏡像の検討，第77回日本消化

器内視鏡学会総会，京都国際会議場，京都府京都市，2009.5.21-23 

・ 吉野肇一（司会） 他：こだわりの手術手技，第71回日本臨床外科学会，京都国際会議場，京都府京都市，

2009.11.19-21 

・ 吉野肇一（司会）：特別企画 胃癌取扱い規約の変遷 温故改新，第82回日本胃癌学会総会，朱鷺メッセ，新潟県新

潟市，2010.3.3-5 

・ 小川朋子，橋本律夫，加藤宏之：Garcin症候群にて発症した頭蓋底Aspergillus症の剖検例，第14回日本神経感染症学会，

栃木県総合文化センター，栃木県宇都宮市，2009.10.16 

・ 大西 清，中井麻木，石田文孝，竹内幾也，黒田 一，糸山進次：Basal Like Cancer (BLC)のバイオマーカーの検討，



国際医療福祉大学研究活動報告 平成 21 年度 

－125－ 

日本外科学会，福岡国際会議場，福岡県福岡市，2009.4.2 

・ 黒田 一，糸山進次：D2-40およびCD34を用いたtriple negative乳癌における臨床病理組織学的検討，第98回日本病理

学会，国立京都国際会館，京都府京都市，2009.5.1 

・ 篠原 恵，伊藤明香，須藤祐紀子，川村政人，寺田 寛，竹原めぐみ，黒田 一，斉藤 建：対側に浸潤性乳管癌を

合併した乳腺腺筋上皮腫の一例，第50回日本臨床細胞学会，京王プラザホテル，東京都西新宿区，2009.6.28 

・ 大野優子，大西 清，花見恭太，黒田 一，竹内幾也，阿部倫子，扇田智彦，田丸淳一，糸山進次：乳癌ラジオ波治

療Feasibility Studyにおける腫瘍割面の細胞像について，第50回日本臨床細胞学会，京王プラザホテル，東京都西新宿

区，2009.6.28 

・ 深津真弓，中井麻木，石田文孝，竹内幾也，大西 清，糸山進次，黒田 一：乳癌発症により増悪した皮膚筋炎の1

例，第17回日本乳癌学会総会，ホテル日航東京，ホテルグランパシフィックLE DAIBA，東京都港区，2009.7.3 

・ 中井麻木，大西 清，竹内幾也，石田文孝，深津真弓，糸山進次，黒田 一：当院における乳癌脳転移症例の検討，

第17回日本乳癌学会総会，ホテル日航東京，ホテルグランパシフィックLE DAIBA，東京都港区，2009.7.3 

・ 大西 清，深津真弓，中井麻木，石田文孝，糸山進次，黒田 一：Cytokeratinから同定したBasal-like Cancer (BLC)の

生物学特性予後，第47回日本癌治療学会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2009.10.22 

・ 黒田 一（座長）：乳腺疾患症例発表，第6回日本乳癌学会関東地方会，大宮ソニック，埼玉県さいたま市，

2009.12.5 

 

研究助成金（文部科学省，厚生労働省，公的研究費，その他研究助成金） 
・ 岩本晃明：精嚢蛋白をマーカーとした精子に質を判定する検査法の確立，文科省，基盤研究(C)，20591899，継続 

・ 加藤宏之（主たる研究参加者）：研究領域 脳の機能発達と学習メカニズムの解明，発達期および障害回復期におけ

る神経回路の再編成機構（研究代表者：鍋倉淳一），科学技術振興機構（JST），戦略的創造研究推進事業，チーム

型研究CREST，継続 

・ 加藤宏之（研究代表者）：fMRIとトラクトグラフィーを用いた脳卒中後の大脳運動ネットワーク再構築の研究，科学

研究費補助金，基盤研究(C)，19500458，継続 

・ 片寄治男：ヒト精子核酸－蛋白複合体の不均一性が受精・胚発生に及ぼす影響，平成19年度科学研究費補助金，基盤

(C)，19591901，継続 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 橋本雅章：日本脳神経外科学会（専門医），日本脳神経外科コングレス（評議員），栃木県医師会（勤務医部会役

員），那須郡市医師会（理事） 

・ 山田哲夫：日本産科婦人科学会（専門医），日本周産期・新生児医学会（暫定指導医），日本生殖免疫学会，日本女

性骨盤底医学会 

・ 加藤宏之：日本神経学会（専門医，指導医）（評議員），日本脳卒中学会（専門医）（評議員），日本脳循環代謝学

会（評議員），日本内科学会（認定内科医，指導医），日本神経治療学会，日本認知症学会（専門医，指導医），

International Society of Cerebral Blood Flow and Metabolism（Editorial board），Society for Neuroscience，県北脳卒中研究

会（世話人），下野神経疾患研究会（世話人），脳梗塞フォーラム栃木（世話人），栃木県脳神経疾患研究会（世話

人），高血圧と脳心腎フォーラム（世話人） 

・ 鈴木透理：日本内科学会（総合内科専門医），日本腎臓学会（専門医，指導医）（学術評議員），日本透析医学会

（専門医，指導医） 

・ 橋本律夫：日本内科学会（認定医），日本神経学会（専門医，指導医），日本神経心理学会（評議員），日本高次脳

http://www.marinemesse.or.jp/congress/
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機能障害学会（評議員），日本認知症学会 

・ 村上厚文：日本脈管学会（脈管専門医），日本血管外科学会（ステントグラフト施行医） 

・ 栁田 薫：日本産科婦人科学会（専門医），日本生殖医学会（生殖医療指導医），日本受精着床学会（常務理事），

日本哺乳動物卵子学会（副理事長），日本IVF学会（理事），日本生殖外科学会，日本アンドロロジー学会（評議

員），日本生殖免疫学会，日本産科婦人科内視鏡学会（評議員），Europian Society of Human Reproduction and 

Embryology 

・ 吉野肇一：日本消化器病学会（専門医），日本がん治療認定医機構（暫定教育医），日本消化器外科学会（指導医，

消化器がん外科治療認定医），日本外科学会（専門医） 

・ 小川朋子：日本内科学会（認定専門医，指導医），日本神経学会（認定専門医） 

・ 片寄治男：日本生殖医学会（生殖医療指導医），日本産科婦人科学会（専門医） 

・  黒田 一：日本病理学会（病理専門医，専門医研修指導医）（評議員），日本臨床細胞学会（専門医），日本乳癌学

会，日本検査学会 

・ 遠山 誠：日本麻酔科学会（指導医，認定医，専門医），日本臨床麻酔学会，日本救急医学会，日本蘇生学会，日本

集中治療医学会，日本小児麻酔学会，日本心臓血管麻酔学会，日本手術医学会，日本医療ガス学会，日本臨床モニタ

ー学会，日本医療機器学会，日本老年麻酔学会，東京麻酔専門医会，American Heart Association（ACLS Provider），

American Heart Association（Healthcare Provider (BLS)） 

 

 

 

国際医療福祉大学塩谷病院 
 
著書 
・ 嶋尾 仁（監修）：胃瘻造設（PEG）患者の看護ケア，医学芸術社，2010 

・ 森實敏夫（分担執筆）：消化器研修ノート，役立つホームページ，文献検索，5-7，診断と治療社，2009 

・ 森實敏夫（分担執筆）：消化器研修ノート，医学論文の読み方・書き方，8-10，診断と治療社，2009 

・ 森實敏夫（分担執筆）：消化器研修ノート，学会に行こう，11-12，診断と治療社，2009 

 

原著論文 
・ 国澤佳恵，高倉保幸，陶山哲夫 他：当院の脳損傷例における理学療法実施単位数の推移，埼玉県包括的リハビリテ

ーション研究会雑誌，9(1)，15-18，2010.1 

・ 大武 聖，国澤洋介，陶山哲夫：当院における肺切除術後患者の動作能力，埼玉県包括的リハビリテーション研究会

雑誌，9(1)，22-25，2010.1 

・ Takeda A，Ban S，Iseki H，Otani Y，Koyama I：Gastric differentiation markers expression is potentially useful for the 

detection of ulcerative colitis-associated dysplasias，Hepato-gastroenterology，56(89)，252-253，2009 

・ Shimada H，Shiratori T，Takeda A，Matsushita K，Okazumi S，Akutus Y，Matsubara H，Nomura F Ochiai T：

Perioperative changes of serum p53 antibody titer is a predictive for survival in patients with esophageal squamous cell carcinoma，

World J Surgery，33(2)，272-277，2009 

・ Takeda A，Maeda M，Iseki H，Hirooka E，Shinozuka N，Koyama I：Establishment and characterization of the human 

SaTM-1 anal canal squamous cell carcinoma cell line derived from lymph node metastasis，Int J Mol Med，24，465-472，2009 

・ Ikezono T，Shindo S，Sekiguchi S，Hanprasertpong C，Li L，Pawankar R，Morizane T，Baba S，Koizumi Y，Sekine K，



国際医療福祉大学研究活動報告 平成 21 年度 

－127－ 

Watanabe A，Komatsuzaki A，Murakami S，Kobayashi T，Miura M，Yagi T：Cochlin-tomoprotein: a novel perilymph-

specific protein and a potential marker for the diagnosis of perilymphatic fistula，Audiol Neurootol，14(5)，338-44，2009 

・ Ikezono T，Shindo S，Sekiguchi S，Morizane T，Pawankar R，Watanabe A，Miura M，Yagi T：The Performance of 

Cochlin-Tomoprotein Detection Test in the Diagnosis of Perilymphatic Fistula，Audiol Neurootol，15(3)，168-174，2010 

 

総説 
・ 竹田明彦：癌におけるリンパ管新生研究の進歩と新規癌治療戦略，化学療法研究所紀要，39，30-38，2009.11 

・ Takeda A：Establishment and characterization of human lymphatic endothelial cell in breast cancer patients undergoing sentinel 

lymphadenectomy，J Breast Cancer，12(2)，61-66，2009 

・ 森實敏夫：確率・尤度のシミュレーション，あいみっく，30(1)，8-13，(2009.2) 

・ 石黒 洋，越路みのり，森實敏夫，谷合 央，江夏総太郎，藤本利夫，南部静洋：がん薬物療法に重要な薬物相互作用，

癌と化学療法，36(5)，879-885，2009.5 

・ 森實敏夫：ロジスティックモデルと項目応当理論，あいみっく，30(3)，2-6，2009.8 

・ 森實敏夫：相関の強さを比較する，あいみっく，30(2)，3-5，2009.9 

・ 森實敏夫：Rを用いた項目応当理論による解析の実際，あいみっく，30(4)，6-10，2009.12 

 

研究報告 
・ 森實敏夫：自己免疫性肝炎の診断 新スコアシステムの検討，厚生労働科学研究費補助金，難治性疾患克服研究事業

「難治性の肝・胆道疾患に関する調査研究」平成21年度報告書 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 
・ 嶋尾 仁：疾患から見た胃瘻の適応とタイミング，第5回広島胃瘻と経腸栄養療法研究会 特別講演，国際会議場， 

広島県広島市，2010.3.13 

・ 竹田明彦：リンパ管新生およびリンパ内皮細胞を分子標的とした新規癌治療戦略，埼玉医科大学プロジェクト部門学

術講演会，埼玉医科大学ゲノム医学研究センター，埼玉県日高市，2009.4.25 

・ 竹田明彦：外科領域におけるバイオイメージングシステムの開発，とちぎ医療機器産業振興協議会 技術情報交流会，

国際医療福祉大学，栃木県大田原市，2010.2.3 

・ 輪嶋善一郎：調節呼吸時と自発呼吸時のSVV（一回拍出量変動）値に連続性はあるか？，日本麻酔科学会第56回学術

集会，神戸ポートピアホテル・神戸国際展示場，兵庫県神戸市，2009.8.17 

・ 輪嶋善一郎：麻酔後ベッド移動の循環動態に及ぼす影響:第2報，日本麻酔科学会第56回学術集会，神戸ポートピアホ

テル・神戸国際展示場，兵庫県神戸市，2009.8.17 

・ 森實敏夫：推奨の決定，第6回診療ガイドライン作成グループ意見交換会（日本医療機能評価機構），大手町サンス

カイルーム24階E室，東京都千代田区，2009.6.20 

 

学会発表 
・ 嶋尾 仁（座長）：胃－狭窄ステント，第78回日本消化器内視鏡学会総会，国立京都国際会館，京都府京都市，

2009.10.16 

・ 嶋尾 仁（座長）：シンポジウム 臨床工学分野におけるレーザー及び光治療装置を用いた研究・業績の現状， 

第30回日本レーザー医学会総会，ホテルグランドヒル市ヶ谷，東京都新宿区，2009.12.3  

・ 嶋尾 仁（座長）：要望演題 胃瘻－長期管理における問題点と対策，第25回日本静脈経腸栄養学会総会，幕張メッ
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セ，千葉県千葉市，2010.2.25 

・ 陶山哲夫（座長）：脊髄損傷のリハビリテーション，第44回日本脊髄障害医学会，東京国際フォーラム，東京都千代

田区，2009.11.12 

・ 竹田明彦，高橋範夫，伊関大敬，安藤俊夫，桑原公亀，望月秀明，小山 勇：ラット腸骨リンパ管モデルを用いたリ

ンパ管再生メカニズムの生物学的機能解析，第109回日本外科学会定期学術集会，福岡国際会議場，福岡県福岡市，

2009.4.4 

・ Takeda A：Reconstruction mechanism of lymphatic tracts after total iliac lymphadenectomy and identification and 

characterization of lymphatic endothelial cells using rat models，The 100th annual meeting of American Association of Cancer 

Research，Denver Convention Center，Denver, USA，2009.4.28 

・ Takeda A：Use of anti-Neuropilin 1, 2 antibodies to predict colorectal cancer prognosis，The 45th annual meeting of the 

American society of Clinical Oncology，McComic Convention Center，Chicago, USA，2009.6.3 

・ 竹田明彦，伊関大敬，高橋範夫，安藤俊夫，小山 勇：大腸癌Wntシグナル系に関与する新規癌抑制遺伝子候補

ALEX-1の機能解析，第64回日本消化器外科学会総会，大阪国際会議場，大阪府大阪市，2009.7.17 

・ Takeda A：Lymphatic mapping and lymphatic endothelial cell isolation in colorectal cancer，ECCO15-34th ESMO 

multidisciplinary Congress，International Convention Forum Berlin，Berlin, Germany，2009.9.25 

・ Takeda A：Gene expression profile related to cisplatin intrinsic resistance using our established anal canal squamous cell lines，

The 63rd Annual Cancer Symposium of American Society of Surgical Oncology，Missouri，American Center，St. Louis, USA，

2010.3.4 

・ 輪嶋善一郎（座長）：メタアナリシスの基礎と応用，第1回Evidence-based Anesthesia研究会，松本文化会館，長野県

松本市，2009.9.26 

・ Saito A，Yoneda Y，Komiya T，Chiba M，Shiratori K，Morizane T：PEGINTERFERON α-2A MONOTHERAPY OF 

PATIENTS WITH CHRONIC HEPATITIS C: EFFICACY IN RELATION TO LIVER FUNCTION，第44回ヨーロッパ肝臓

学会，Bella Center，デンマーク，コペンハーゲン，2009.4.24  

 

研究助成金（文部科学省，厚生労働省，公的研究費，その他研究助成金） 
・ 田島文博，山本 満，陶山哲夫：内部障害者の社会参加調査研究事業報告書，平成20年度障害者保健福祉事業・厚生

労働省，平成21年9月，2009 

・ 森實敏夫：自己免疫性肝炎の診断：新スコアシステムの検討，厚生労働科学研究費補助金，難治性疾患克服研究事業，

難治性の肝・胆道疾患に関する調査研究，H20－難治－一般，継続 

・ 森實敏夫：Rを用いたシミュレーションによるサンプルサイズの算出，厚生労働科学研究費補助金，難治性疾患克服

研究事業，難治性疾患の医療費構造に関する研究，H20－難治－一般，042，継続 

 

学位取得・研究業績に対する受賞 
・ Takeda A：Best oral presentation in 2nd Oncology Biomarker Conference (Miami, USA)，Clinical impact of perioperative 

changes of serum p53 antibody titers in patients with esophageal squamous cell carcinoma，2009.4.14 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 嶋尾 仁：日本レーザー医学会（財務担当理事），日本消化器内視鏡学会（指導医，専門医）（財団評議員），日本

静脈経腸栄養学会（評議員），日本内視鏡外科学会（評議員），日本外科系連合学会（Fellow of Japanese College of 

Surgeons (F.J.C.S.)）（評議員），PEG・在宅医療研究会（認定胃瘻造設医，認定胃瘻管理医）（世話人，事務局長，



国際医療福祉大学研究活動報告 平成 21 年度 

－129－ 

編集委員長，認定制度委員長），日本外科学会（専門医），日本消化器内視鏡学会雑誌（査読委員），英文学会誌

「Digestive Endoscopy」（Reviewer），日本消化器内視鏡学会附置研究会「胃瘻カテーテルの安全な交換方法検討研究

会」（代表世話人） 

・ 陶山哲夫：日本リハビリテーション医学会（認定医，専門医，指導医）（評議員），日本整形外科学会（専門医， 

スポーツ医，運動器リハビリテーション認定医）（Editor of Japan Orthopaedic Association），日本障害者スポーツ学会

（理事長），日本脊髄障害医学会（理事，編集委員長），日本義肢装具学会（理事），日本生活支援工学学会（理事），

日本臨床スポーツ医学会（理事），日本運動器リハビリテーション学会（評議員，編集委員長），日本タラソテラピー

研究会（理事），日本リハビリテーションネットワーク研究会（常任理事），埼玉アスレチック研究会（顧問） 

・ 竹田明彦：日本外科学会（認定医，指導医，外科専門医認定），日本消化器外科学会（認定医，専門医，指導医，消

化器外科専門医認定，消化器癌外科治療認定医），日本消化器病学会（専門医），日本乳癌学会（認定医），日本癌

治療学会（臨床試験登録医），日本臨床腫瘍学会（暫定指導医），日本がん治療認定医機構（暫定教育医，がん治療

認定医），日本外科学会指定修練施設（指導責任者），日本消化器外科学会修練連携施設（指導責任者），大腸癌研

究会（施設代表者），日本臨床外科学会（学会評議員） 

・ 輪嶋善一郎：日本麻酔科学会（指導医），日本ペインクリニック学会（専門医），日本臨床麻酔学会，日本麻酔・集

中治療テクノロジー学会，日本疼痛学会，日本慢性疼痛学会，日本緩和医療学会，American Society of 

Anesthesiologists（アメリカ麻酔科学会），International Association of Study of Pain（世界疼痛学会），International 

Anesthesia Research Society（国際麻酔研究協会），Evidence-based anesthesia研究会（世話人） 

・ 森實敏夫：日本消化器病学会（専門医）（ネットワーク委員会委員，診療ガイドライン作成統括委員会委員），日本

肝臓学会（東部会評議員），日本内科学会（認定医） 

 

 

 

介護老人保健施設 マロニエ苑 
 
著書 

・ 谷 禮夫：臨床検査データブック2009-2010，検査計画の進め方－消化管疾患，38-39，医学書院，2009 

 

原著論文 

・ Ohara T，Kanoh Y，Tani N，Ohdaira H，Suzuki Y，Kameyama J，Yoshino K，Kitajima M：Single nucleotide 

Polymorphism typing of the Human toll-like receptor 4 gene at the 2-kb upstream region of the 5’ untranslated region: New 

enclosure strategy for the risk grouping of poorly-differentiated gastric adenocarcinoma patients，Molecular Medicine Reports，

2，17-21，2009 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 

・ 谷 禮夫：日本内科学会（認定内科医，研修指導医），日本消化器病学会（認定専門医，認定指導医），日本消化器

内視鏡学会（認定専門医，認定指導医）（評議員，関東支部会運営委員），壁細胞研究会（代表幹事） 
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クリニック 
健康管理センター 
 
原著論文 
・ Uchiyama S，Inaba Y，Matsumoto M，Suzuki G：Reductive amination of carbonyl 2，4-dinitorophenyl -hydrazones using 2-

picoline borate and high-performance liquid chromatographic analysis，Analytical Chem，81，485-489，2009 

・ Inoue S，Miyamoto S，Ogasawara M，Endo O，Suzuki G：Simultaneous determination of medicinal ingredients in so-called 

health-promoting food using liquid chromatography tandem mass spectrometry with a pentafluorophenyl stationary phase，

J.Health Sci.，55(2)，183-191，2009 

・ Endo O，Matsumoto M，Inaba Y，Sugita K，Nakajima D，Goto S，Ogata H，Suzuki G：Nicotin, tar and its mutagenicity of 

mainstream smoke generated by machine smoking with ISO and HCI regiments of major Japanese cigarette brands，J. Health 

Sci.，55(3)，421-427，2009 

・ Suzuki G，Cullings H，Fujiwara S，Ohishi W，Matsuura S，Kishi T，Akahoshi M，Hayashi T，Tahara E：LTA 252GG 

and GA genotypes are associated with diffuse type noncardia gastric cancer risk in Japanese population，Helicobacter，14(6)，

571-579，2009 

 

総説 
・ 鈴木 元，山口一郎：Lバンド in vivo 電子スピン共鳴装置－事後的個人被ばく線量評価におけるもう一つの選択肢，

放射線事故医療研究会会報，20，12-13，2009 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 
・ 鈴木 元，山口一郎，緒方裕光，米原秀雄，藤原佐枝子，笠置文善，木村真三：全国屋内ラドン濃度計測に基づく肺

癌リスク推計（第二報），第52回日本放射線影響学会，広島市南区民センター，広島県広島市，2009.11.11-13 

・  山口一郎，三宅 実，鈴木 元，江藤亜紀子，井上一彦：テロなど放射線緊急時の電子スピン共鳴を用いた個人線量

推計法，第3回保健医療科学研究会，国立保健医療科学院，埼玉県和光市，2009.11.17 

 

研究助成金（文部科学省，厚生労働省，公的研究費，その他研究助成金） 
・ 鈴木 元（主任研究者）：屋内ラドンによる健康影響評価および対策に関する研究，厚生労働科学研究費補助金事業，

健康安全・危機管理対策総合研究事業，一般-016，継続 

・ 鈴木 元（分担）：未分類疾患の情報集約に関する研究，厚生労働科学研究費補助金，難治性疾患克服研究事業， 

一般-167，新規 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 鈴木 元：日本放射線影響学会（学会誌J. Radiat. Res. Associated Editor），Radiation Research Society, USA，日本癌学

会，日本免疫学会，放射線事故医療研究会（幹事），自己免疫疾患研究会（幹事） 
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臨床医学研究センター 
国際医療福祉リハビリテーションセンター 
 
著書 
・  下泉秀夫（分担執筆）：小児科疾患アルゴリズム，広汎性発達障害，106-107，中山書店，2009 

・  下泉秀夫（分担執筆）：小児科疾患アルゴリズム，学習障害，108-109，中山書店，2009 

・  下泉秀夫（分担執筆）：子どもの成長と発達の障害，排泄の問題，128-137，永井書店，2009 

・  下泉秀夫（分担執筆）：ベットサイドの小児神経・発達の診かた（改訂3版），運動発達と機能の診かた，137-155，

南山堂，2009 

・ 下泉秀夫（分担執筆）：ベットサイドの小児神経・発達の診かた（改訂3版），脊髄障害の診かた，223-233，南山堂，

2009 

・  下泉秀夫（分担執筆）：ベットサイドの小児神経・発達の診かた（改訂3版），筋疾患の診かた，244-246，南山堂，

2009 

・  下泉秀夫（分担執筆）：ベットサイドの小児神経・発達の診かた（改訂3版），自律神経障害の診かた，247-256， 

南山堂，2009 

 

原著論文 
・  三田村治郎，神部芳則，野口忠秀，槻木恵一，内藤浩美，大橋一之，草間幹夫：口腔扁平苔癬におけるuPA，uPAR，

MMPs（MMP-2，MMP-3，MMP-9）発現の免疫組織化学的検討，日本口腔粘膜学会雑誌，15(1)，9-14，2009.6 

 

総説 
・  下泉秀夫：発達障害の診断と支援に対する5歳児健診，就学時健診の意義，小児内科，42(3)，482-486，2010.3 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 
・  下泉秀夫：5歳児健診の実際と意義，秋田市医師会，秋田市医師会館，秋田県秋田市，2009.10.24 

・  下泉秀夫：5歳児健診の意義と実践について～やってみよう5歳児健診～，東北・北海道地区小児科医会連合会総会，

福島ビューホテル，福島県福島市，2009.11.14 

・  下泉秀夫：発達障害児への外来での対応について，那須郡市医師会，いわいや，栃木県大田原市，2010.1.27 

・  内藤浩美：重症心身障害者施設における口腔ケア，口腔ケア研修会，自治医科大学，栃木県下野市，2009.9.17 

 

学会発表 
・  下泉秀夫（座長）：日本小児神経学会，米子コンベンションセンター，鳥取県米子市，2009.5.28 

・ 下泉秀夫：栃木県大田原市で行った発達障害早期総合支援モデル事業，日本小児精神神経学会，東京大学武田ホール，

東京都文京区，2009.6.20 

・  下泉秀夫，松岡 彩：不登校の背景と予後についての検討，日本児童精神神経学会，京都国際会議場，京都府京都市，

2009.10.1 

・ 下泉秀夫（座長）：日本子ども虐待防止学会，大宮ソニックシティ，埼玉県さいたま市，2009.11.28 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 下泉秀夫：日本小児神経学会（専門医）（評議員），日本小児科学会（専門医），日本子ども虐待防止学会（評議員） 
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・ 内藤浩美：日本口腔診断学会（指導医，認定医），日本障害者歯科学会，日本口腔科学会，日本摂食嚥下リハビリテ

－ション学会，International Association for Dental Research 

 

 

 

臨床医学研究センター 
山王病院 
 

著書 

・ 堤 治（分担執筆）：看護大辞典 第2版，医学書院，2010 

・ 堤 治（監修）：内分泌代謝科専門医をめざすセルフトレーニング問題と解説，医学の世界社，2010 

・ 織田正也，中村正彦（分担執筆）：急性胃粘膜病変（AGML）YEAR NOTE SERIES, SELECTED ARTICLES 2010 主要

病態・主要疾患の論文集，51-70，メディックメディア，2009 

・ 織田正也，中村正彦（分担執筆）：A．消化管・腹壁・腹膜疾患 A-5急性胃粘膜病変（AGML），Self Assessment， 

31-32，メディックメディア，2009 

・ 北島政樹，織田正也（編集）：消化器疾患の病態生理－胃・十二指腸潰瘍を中心に－，Progress in Medicine，30(3)， 

7-60，ライフ・サイエンス，2010 

・ 浅野恵子，山沖和秀：しごと場見学！病院で働く人たち，働いている人にInterview（1）内科医，32-37，ぺりかん社，

2009 

・ 永井良三（総監修），山沖和秀：循環器研修ノート，紹介状の書き方，紹介医師への返事，906-911，診断と治療社，

2010 

・ 奥仲哲弥（分担執筆）：第103回医師国家試験問題解説集，医学評論社，2009 

・ 永田泰自（分担執筆）：呼吸器症候群（Ⅲ），Straight back症候群，563-565，日本臨床社，2009 

・ 永田泰自（分担執筆）：内科研修の素朴な疑問に答えます，QFT検査は結核の診断に有効か？，50-53，メディカル・

サイエンス・インターナショナル，2009 

・ 永田泰自（分担執筆）：内科研修の素朴な疑問に答えます，胸腔穿刺後に胸部X線検査は必要か？，61-64，メディカ

ル・サイエンス・インターナショナル，2009 

・ 永田泰自（分担執筆）：新老年学，呼吸不全，956-963，東京大学出版会，2010 

・ 岡﨑 勲，豊嶋英明，小林廉毅（編集）：標準公衆衛生・社会医学，序章 公衆衛生・社会医学とはどういう学問か，

2-8，第1章食と健康，37-46，第3章肥満・糖尿病・血清脂質異常の疫学と予防，123-138，第5章地域住民の健康管理，

198-201，学校保健，223-228，第9章医療安全とリスクマネージメント，389-392，医学書院，2009 

・ 岡﨑 勲：公衆衛生，大日本百科事典，Yahoo百科事典，小学館，2009 

 
原著論文 

・ Tsutsumi R，Hiroi H，Momoeda M，Hosokawa Y，Nakazawa F，Yano T，Tsutsumi O，Taketani Y：Induction of early 

Decidualization by cadmium，amajor contaminant of cigarette smoke，Fertil Steril，91(4)，1614-1617，2009.4 

・ Yokomori H，Oda M，Yoshimura K，Watanabe S，Hibi T：Aberrant expressions of aquaporin-1 in association with 

capillarized sinusoidal endothelial cells in cirrhotic rat liver，Med. Mol. Morphol.，43，6-12，2010 

・ 奥仲哲弥：肺癌，モダンフィジシャン，29(6)，871-874，2009.6 

・ 奥仲哲弥：癌光治療（PDT），メディカル・サイエンス・ダイジェスト，35(11)，546-548，2009 
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・ 奥仲哲弥：PDT適応への課題，日本レーザー医学会雑誌，30(1)，68-70，2009 

・ 加藤悠太郎，菊池 潔，露木 晃：術後約1年にわたり高ビリルビン血症が遷延した大腸穿孔の1例，日本腹部救急医

学会雑誌，29(5)，773-776，2009.7 

・ 永田泰自：高齢者COPD増悪への対応，Geriatric Medicine，47(2)，175-178，2009.2 

・ 須藤英一，奥澤 健，坂庭信行，永田泰自，奥仲哲弥：当院での75歳以上高齢者肺癌の手術成績，Geriatric Medicine，

47(6)，781-783，2009.6 

・ 須藤英一，奥澤 健，坂庭信行，永田泰自，奥仲哲弥：肺癌手術2年後に再発し在宅で死亡した87歳男性の1例，

Geriatric Medicine，47(11)，1511-1515，2009.11 

・ Higashiyama R，Moro T，Nakao S，Mikami K，Fukumitsu H，Ikeda K，Adachi E，Bou-GGharios G，Okazaki I，

Inagaki Y：Negligible contribution of bone marrow-derived cells to collagen production during hepatic fibrogenesis in mice，

Gastroenterology，137，1459-1466，2009 

・ Endo H，Watanabe T，Sugioka Y，Niioka M，Inagaki Y，Okazaki I：Activation of two distinct MAPK pathways governs 

constitutive expression of matrix metalloproteinase-1 in Human Pancreatic Cancer Cell Lines，Internat J Oncol，35，1237-1245，

2009 

 

総説 

・ 堤 治：子宮全摘術，産科と婦人科，76(4)，373-378，2009.4 

・ 堤 治：異所性（子宮外）妊娠，産科と婦人科，76(5)，507-512，2009.5 

・ 堤 治：妊孕能温存をめざした腹腔鏡下手術，Pharma Medica，27(5)，39-42，2009.5 

・ 堤 治：不妊症と内視鏡，産科と婦人科，76(6)，641-647，2009.6 

・ 堤 治：性分化異常への応用，産科と婦人科，76(7)，775-782，2009.7 

・ 堤 治：悪性腫瘍への応用，産科と婦人科，76(8)，901-907，2009.8 

・ 堤 治：Rokitansky症候群，日本臨床，67(5)，143-146，2009.8 

・ 堤 治：不妊症とその診断・治療，産婦人科の実際，58(11)，1573-1581，2009.10 

・ 堤 治：日本産科婦人科内視鏡学会内視鏡関連技術認定医，産科と婦人科，76(11)，1456-1467，2009.11 

・ 堤 治：子宮内膜症治療の動向，Clinical Ob-Gyne，13(3)，3-7，2010.1 

・ 堤 治：性分化異常症例における性腺摘出の是非－取るべきか取らざるべきか－，産婦人科の実際，59(3)，453-458，

2010.3 

・ 山沖和秀：甲状腺機能亢進症に合併した心房細動，診断と治療，97(5)，1038-1041，2009.5 

・ 菊池 潔：乳癌とHER2/ErbB2，慶應医学，85(2)，137-142，2009.4 

・ 永田泰自：呼吸困難・息切れ，内科，104(6)，1019-1025，2009.12 

・ 永田泰自：咳，診断と治療，98(Suppl.)，196-206，2010.3 

・ 須藤英一：高齢者肺炎～高齢者の特徴とその対策を中心に“口腔ケア”も含めて～，アベノ歯報，84，11-21，2009 

・ 須藤英一：呼吸器内科医から見た口腔管理 特集 口腔管理と全身疾患～歯科と医科の連携～，医薬ジャーナル，

45(11)，2759-2772，2009 

・ 須藤英一：高齢者のリハビリテーション 呼吸器疾患，日本医師会雑誌特別号（生涯教育シリーズ77）高齢者診療マ

ニュアル，138(2)，S300-S302，2009.10 

・ 奥田 誠，辻塚一幸，高尾良彦，菊池 潔：痔核手術に愛用の手術器具・材料，臨床外科，64(12)，1473-1479，

2009.11 

・ 岡﨑 勲，小田義英，齋藤淳一：ハイドロキシプロリン 広範囲血液・尿化学検査－その数値をどう読むか，日本臨
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床，68(1)，225-228，2010.1 

 

研究報告 
・ 小田義英，西澤俊宏，岸野竜平，中里圭宏，若林ちか，高林 馨，南雲大暢，小松英嗣，藤山洋一，古宮憲一，金子 

博，高橋正彦，田中 伸，倉持 茂，岡﨑 勲，織田正也：GISTの多発性肝転移にTACE，PEIT，および熱湯注入療

法（PHOT）を施行して効果を得た一症例，日本消化器病学会雑誌，106(Suppl)，A416，(2009.3) 

・ Imamura Y，Saito J，Itoh J，Matsuyama S，Maruta A，Hayashi T，Sato C，Wada N，Kashiwazaki K，Inagaki Y，

Watanabe T，Kitagawa Y，Okazaki I：Development of ELISA measurement for urinary 3-hydroxyproline containing peptides 

and its preliminary application to community healthy persons and cancer patients，Yokosuka Science Festival 2009 (The 5th Pan-

Pacific Connective Tissue Congress)，Connective Tissue Res，50(6)，412-413，2009 

・ Inagaki Y，Nakao S，Moro T，Higashiyama R，Mikami K，Fukumitsu H，Ueda Y，Okazaki I：A comprehensive analysis 

of collagen production and degradation by using transgenic dual reporter mice，51th Anniversary Meeting of the American 

Association for the Study of the Liver Diseases，Hepatology，50(4)，821A，2009 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 

・ 堤 治：生殖補助医療と倫理，日本哺乳動物卵子学会，都市センターホテル，東京都千代田区，2009.4.11 

・ 堤 治：日本及び首都圏における産科や不妊治療の現状について，千葉大学大学院医学研究院環境生命医学，水月ホ

テル鴎外荘，東京都台東区，2009.6.1 

・ 堤 治：婦人科内視鏡，母子保健研究センター助産師学校，東京都助産師会館，東京都文京区，2009.6.12 

・ 堤 治：環境ホルモンについて，母子保健研究センター助産師学校，東京都助産師会館，東京都文京区，2009.6.12 

・  堤 治：有害物質とヘルスカーボンの関係について，㈱アイ・エスコーポレーション，京王プラザホテル，東京都新

宿区，2009.7.3 

・ 堤 治：内分泌系と臨床・薬剤の毒性と副作用，日本トキシコロジー学会，岩手大学農学部・総合教育研究棟，岩手

県盛岡市，2009.7.5 

・ 堤 治：お産の癒し，第45回癒しの環境研究会，日本医科大学教育棟・講義室，東京都文京区，2009.7.19 

・ 堤 治：生殖医療の現況と問題点，母子保健センター助産師学校「第1回同窓生の集い」，母子保健センター助産師

学校，東京都文京区，2009.8.29 

・ 堤 治：環境ホルモンと生殖医療について，第17回湘南産婦人科研修会，茅ヶ崎駅ビル「ラスカサロン」，神奈川県

茅ヶ崎市，2009.9.30 

・  堤 治：婦人科腹腔鏡手術の現況と将来展望，第14回東北産婦人科内視鏡懇話会，山形テルサアプローズ，山形県山

形市，2009.10.17 

・  堤 治：環境ホルモンと生殖医療，第29回早稲田大学胎生期エピジェネティック制御研究所会議，早稲田大学・大隈

会館，東京都新宿区，2010.2.24 

・ 堤 治：環境ホルモンとヘルスカーボンについて，㈱アイ・エスコーポレーション，ホテルモントレ・ラスール大阪，

大阪府大阪市，2010.3.25 

・ Oda M：Looking back on“45-years liver research”and future perspective，Lecture 1，The 3rd IUHW International Liver 

Seminar at Sanno Hospital，Tokyo，2009.8.26 

・ 奥仲哲弥：胸部レントゲン写真の読み方，那須理学療法研究会，那須オオシマフォーラム，栃木県那須郡那須町，

(2009.2.14) 

・ 奥仲哲弥：外来化学療法の実際と職場における注意点，第257回関東産業健康管理研究会，大手町サンケイプラザ，
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東京都千代田区，2009.5.28 

・ Tetsuya Okunaka：History of IPA，World Federation of Societies for Laser Medicine and Surgery，ホテルグランドヒル市ヶ

谷，東京都新宿区，2009.12.1 

・ 倉島一浩：非前庭性めまい，新日会，蝦夷御殿，東京都新宿区，2009.6.19 

・ 倉島一浩：新型インフルエンザ，杏林製薬東京第一支店，中央第一営業所，東京都新宿区，2009.9.14 

・ 須藤英一：呼吸リハビリテーションミニレクチャー，アストラゼネカ製薬社内勉強会，アストラゼネカ株式会社，東

京都，2009.6.24 

・ 須藤英一：肺の病気総論～冬へ向けてかぜをひかないために，山王病院第7回呼吸教室，山王病院山王ホール，東京

都港区，2009.12.4 

・ 小田義英，西澤俊宏，岸野竜平，中里圭宏，若林ちか，高林 馨，南雲大暢，小松英嗣，藤山洋一，古宮憲一，金子 

博，高橋正彦，田中 伸，寺田総一郎，岡崎 勲，織田正也：10年間，10回の再発にTACE，PEIT，経皮熱湯注入療

法，RFA等で治療しているHCCの症例，第45回日本肝癌研究会，福岡国際会議場，福岡県福岡市，2009.7.4 

・ 岡﨑 勲：がんとお酒の係り，第44回日本アルコール・薬物医学会総会市民公開講座 お酒と生活習慣病およびメタ

ボリックシンドローム，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2009.9.9 

・ 岡﨑 勲：職場の健康管理，日本医師会認定城北ブロック医師会産業医研修会，ホテルカデンツア光が丘，東京都練

馬区，2009.11.28 

・ 三上健一郎，中尾祥絵，東山礼一，福光 寛，茂呂 忠，上田佳孝，岡﨑 勲，稲垣 豊：Notchシグナルを介した

肝線維化と再生の病態連携，第23回肝類洞壁細胞研究会，ホテル京阪ユニバーサルタワー，大阪府大阪市，

2009.12.12-13 

・ 岡﨑 勲：職場の飲酒と健康について，日本医師会認定 葛飾区医師会・東京都医師会共催産業医研修会，葛飾区医

師会館，東京都葛飾区，2010.1.30 

 

学会発表 

・ 堤 治（座長）：婦人科領域における腹腔鏡手術の最先端－子宮筋腫核出はつり上げ法か気腹法か－，第34回外科系

連合学会，東京ドームホテル，東京都文京区，2009.6.18 

・ 堤 治（座長）：不妊治療における内視鏡手術の意義，第27回日本受精着床学会，国立京都国際会館，京都府京都市，

2009.8.7 

・ 堤 治（座長）：ARTⅡ，第54回日本生殖医学会，石川県立音楽堂，石川県金沢市，2009.11.22 

・ 堤 治（司会）：産婦人科腹腔鏡下手術の合併症の対応，第22回日本内視鏡外科学会総会，京王プラザホテル，東京

都新宿区，2009.12.4 

・ 堤 治（コーディネーター）：子供の健康と環境に関する全国調査の背景にあるもの－臨床の現場で何が起きている

か－，第22回環境ホルモン学会，江戸東京博物館，東京都墨田区，2010.2.9 

・ 小田義英，西澤俊宏，岸野竜平，中里圭宏，若原ちか，高林 肇，南雲大暢，小松英嗣，藤山洋一，古宮憲一，金子

博，高橋正彦，田中 伸，倉持 茂，岡崎 勲，織田正也：GISTの多発性肝転移にTACE,PEIT，および熱湯注入療法

（PHOT）を施行して効果を得た－症例，第95回日本消化器病学会総会，北海道札幌市，2009.5.7-9 

・ Yokomori H，Oda M，Hibi T：Racl, caveolin-1 and VEGF mediated liver sinusoidal endothelial cell angiogenesis，AASLD 

Poster Session：Cell Function, Sigunaling, and Stem Cell Bioogy，109th Digestive Disease Week (DDW)，Chicago, U.S.A.，

2009.5.30-6.4 

・ 横森弘昭，織田正也，金子文彦，日比紀文：ヒト肝硬変におけるアペリン受容体 small G protein-coupled receptor 

APJ/angiotensin-like-receptor 1 (AGTRL1)の発現機構，ポスターセッション，第45回日本肝臓学会総会，兵庫県神戸市，
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2009.6.4-5 

・ 織田正也（代表世話人）：第28回消化器病態生理勉強会，東京都，2009.8.8-9 

・ Oda M（Organizer）：The 3rd IUHW International Liver Seminar at Sanno Hospital，Tokyo，2009.8.26 

・ Yokomori H，Oda M，Kaneko F，Hibi T：Overexpression of Apelin recepter (APJ/AGTRL1) on PDGFβ activated human 

stellate cells in relation to human cirrhotic liver，Poster Session：Ascites and Other Complications，60th Annual Meeting of the 

American Association for the Study of Liver Diseases (AASLD)，Boston, U.S.A.，2009.10.30-11.3 

・ Yokomori H，Oda M，Kaneko F，Hibi T：Overexpression of the lymphatic marker podoplanin in human advanced cirrhotic 

liver-Reevaluations of microlymphatic abnormalities related to ascites formation，Poster Session ：Ascites and Other 

Complications，60th Annual Meeting of the American Association for the Study of Liver Diseases (AASLD)，Boston, U.S.A.，

2009.10.30-11.3 

・ 織田正也（座長）：Session 5-1 肝星細胞-1，第23回肝類洞壁細胞研究会学術集会，大阪府大阪市，2009.12.12-13 

・ 織田正也（世話人）：第23回肝類洞壁細胞研究会学術集会，大阪府大阪市，2009.12.12-13 

・ Oda Y，Nishizawa T，Nagumo H，Komatsu H，FujiyamaY，Komiya K，Kaneko H，Takahashi M，Tanaka S，Terada S，

Okazaki I，Oda M：Local ablation therapy such as percutaneus ethanol injection therapy and percutaneus hot saline injection 

therapy in hepatocellular carcinoma with portal cancerous thrombosis (Report of three successful cases)，The 20th Conference of 

the Asian Pacific Association for the Study of the Liver (APASL)，Beijin, China，2010.3.25-28 

・ 奥仲哲弥（座長）：ステント治療1，第32回日本呼吸器内視鏡学会，品川プリンスホテル，東京都港区，2009.5.29 

・ 奥仲哲弥（座長）：PDTの適応拡大，第19回日本光線力学学会，慶應義塾大学 創想館，神奈川県横浜市，2009.7.4 

・ Tetsuya Okunaka（座長）：PDD and PDT for Lung Cancer，International Society for Laser Surgery and Medicine，ホテルグ

ランドヒル市ヶ谷，東京都新宿区，2009.11.30 

・ 奥仲哲弥（座長）：悪性腫瘍と闘うlaser Hybrid Medicine，第30回日本レーザー医学会総会，ホテルグランドヒル市ヶ

谷，東京都新宿区，2009.12.3 

・ 菊池 潔，榎本耕治：乳癌肺転移に対してビノレルビンの投与にて約4年間long NCの一例，第6回日本乳癌学会関東

地方会，大宮ソニックシティ，埼玉県さいたま市，2009.12.5 

・ 大沼 仁，永田泰自，五十嵐浩一，城 大祐，中島敏明，長瀬隆英：ヒト肺小細胞癌細胞株 H146細胞に発現する非

選択性陽イオンチャネルについての検討，第49回日本呼吸器学会学術講演会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，

2009.6.12 

・ 坂庭信行，平良真博，須藤英一，永田泰自，奥仲哲弥，池田徳彦：PET-CTにてN3と診断された，結核性リンパ節肉

芽腫を合併した早期肺腺癌の1例，第50回日本肺癌学会総会，京王プラザホテル，東京都千代田区，2009.11.12 

・ Takao Y（座長）：Symposium: Managing recurrent and persistent disease，5th Colorectal Symposium in Tokyo，時事通信ホ

ール，東京都中央区，2009.5.23 

・ Takao Y（座長）：Session 1:Physiological disease，第14回大腸肛門機能カンファレンス，経団連会館，東京都千代田区，

2009.8.1 

・ 高尾良彦（座長）：シンポジウム 排泄障害に対する種々のアプローチ，第15回大腸肛門機能障害研究会，ホテルニ

ューオータニ，東京都千代田区，2009.9.5 

・ 高尾良彦（座長）：一般演題（口演）大腸外科2，第64回日本大腸肛門病学会学術集会，福岡国際会議場，福岡県福

岡市，2009.11.7 

・ 高尾良彦（座長）：ワークショップ 排便障害，第27回日本ストーマ排泄リハビリテーション学会総会，京都国際会

館，京都府京都市，2010.2.13 

・ 坂庭信行：PET-CTにてN3と診断された，結核性リンパ節肉芽腫を合併したStageⅠ A期肺腺癌の1例，日本肺癌学会，
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京王プラザホテル，東京都新宿区，2009.11.12-13 

・ 奥田 誠（座長）：一般演題ポスター 大腸腫瘍 P2-025－P2-030，第64回日本大腸肛門病学会総会，福岡国際会議

場多目的ホール，福岡県福岡市，2009.11.7 

・ 奥田 誠（座長）：口演 大腸・肛門（悪性）O-1256－O-1263，第71回日本臨床外科学会総会，国立京都国際会館 

第15会場，京都府京都市，2009.11.21 

・ 岡﨑 勲（座長）：お酒と生活習慣病およびメタボリックシンドローム，第44回日本アルコール・薬物医学会総会市

民公開講座，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2009.9.9 

・ 岡﨑 勲（座長）：ケミカルバイオロジー的アプローチによる肝疾患の病態解析研究（小嶋聡一先生），第20回日本

レチノイド研究会学術集会 イブニングセミナー，東京慈恵会医科大学，東京都港区，2009.11.20 

 

研究助成金（文部科学省，厚生労働省，公的研究費，その他研究助成金） 

・ 永田泰自：COPD患者の呼吸リハビリテーションにおける加圧筋力トレーニングの応用，文部科学省科学研究費補助金，

基盤研究(C)，21500465，採択 

・ 保科 清：小児救急電話相談の実施体制及び相談対応の充実に関する研究，平成21年度厚生労働科学研究費補助金，

H21－医療－一般－010，採択 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 

・ 堤 治：日本産科婦人科学会（専門医），日本内分泌学会（専門医）（代議員），日本産科婦人科内視鏡学会（技術

認定医）（理事長），日本内視鏡外科学会（技術認定医）（評議員，技術認定委員会委員），日本生殖医学会（生殖

医療指導者）（幹事），国際婦人科内視鏡学会（理事），アジアパシフィック婦人科内視鏡学会（理事長），環境ホ

ルモン学会（副会長），日本哺乳動物卵子学会（常任理事），日本受精着床学会（常務理事），東京母性衛生学会

（理事），日本新生児学会（評議員），日本産科婦人科腫瘍学会（評議員），日本更年期医学会（評議員），産婦人

科の実際（編集委員），ホルモンと臨床（編集委員），医学のあゆみ（編集協力者），Reproductive Medicine and 

Biology（エグゼクティブ エディター），中日友好病院（名誉教授） 

・ 織田正也：日本内科学会（認定内科医），日本肝臓学会（認定肝臓専門医），日本自律神経学会（評議員），ヨーロ

ッパ微小循環学会（ESM）（Excecutive Committee Member），日本消化器病学会（認定消化器病専門医）（功労会

員），アメリカ微小循環学会，日本臨床分子形態学会（評議員），日本微小循環学会（理事），アメリカ肝臓病学会

（AASLD），国際肝臓病学会（IASL），アメリカ消化器病学会（AGA），Asian Union of Microcirculation（AUM）

（Executive Member），日本潰瘍学会（評議員），アメリカ消化器病学会（ACG），日本医師会（認定産業医），日

本脈管学会（評議員） 

・ 山沖和秀：日本循環器学会（循環器専門医）（関東甲信越地方会評議員），日本内科学会（内科認定医），日本心臓

病学会，日本高血圧学会，日本老年病学会，日本脈管学会，Heart Journal（編集委員） 

・ 奥仲哲弥：日本外科学会（指導医，認定医，専門医），日本呼吸器外科学会（指導医，専門医）（評議員），日本レ

ーザー医学会（指導医，専門医）（理事，安全委員会委員長，編集委員），日本呼吸器内視鏡学会（指導医，専門

医）（評議員，編集委員），日本肺癌学会（評議員），日本外科系連合学会（評議員），日本臨床細胞学会（専門

医），日本臨床腫瘍学会（指導医），日本光線力学会（理事） 

・ 永田泰自：日本内科学会（認定内科医），日本呼吸器学会（専門医，指導医），日本呼吸器内視鏡学会（気管支鏡専

門医），日本呼吸器学会・日本胸部外科学会・日本麻酔科学会（三学会合同呼吸療法認定士認定試験委員会委員） 

・ 保科 清：日本小児科学会（専門医），日本感染症学会（指導医）（評議員），日本内分泌学会（専門医） 

・ 柳原 泰：日本整形外科学会（専門医，認定スポーツ医，認定リウマチ医，認定運動器リハビリテーション医），日
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本リウマチ学会（専門医），日本手の外科学会（専門医）（評議員），日本医師会（認定産業医，健康スポーツ医）

日本リウマチ財団（リウマチ登録医） 

・ 倉島一浩：日本耳鼻咽喉科学会（認定専門医），日本耳科学会，日本めまい平衡医学会 

・ 須藤英一：日本内科学会（認定内科医），日本呼吸器学会（専門医，指導医），日本老年医学会（専門医，指導医）

（代議員），日本リハビリテーション医学会，日本温泉気候物理医学会，日本抗加齢医学会（専門医），日本睡眠学

会，日本医師会（認定産業医）， 

・ 高尾良彦：日本外科学会（指導医，専門医），日本消化器外科学会（指導医，専門医，消化器癌治療認定医），日本

大腸肛門病学会（指導医，専門医）（評議員，国際委員会委員），日本ストーマ排泄リハビリテーション学会（評議

員，用語委員会委員（大腸肛門部門責任者）） 

・ 坂庭信行：日本外科学会（外科専門医），日本呼吸器内視鏡学会（呼吸器内視鏡専門医） 

・ 奥田 誠：日本大腸肛門病学会（指導医，専門医）（評議員），日本外科学会（指導医，専門医，認定医），日本消

化器外科学会（指導医，専門医，認定医，消化器がん外科治療認定医），日本大腸検査学会（評議員），日本消化器

内視鏡学会（指導医，認定専門医），日本消化器病学会（専門医），日本臨床外科医学会，日本癌治療学会，日本内

視鏡外科学会，日本サイコオンコロジー学会，The American Society of Colon & Rectal Surgeons 

・ 岡﨑 勲：日本内科学会（認定医），日本消化器病学会（専門医），日本肝臓学会（専門医） 

 

 

 

臨床医学研究センター 
化学療法研究所附属病院 
 
原著論文 
・ 伊藤聰一郎，山下仁大，山本直輝，王 巍：バイオセラミックスの電気分極による骨接合促進，化学療法研究所紀要，

39，6-14，2009.11 

・ Wang W，Itoh S，Konno K，Kikkawa T，Ichinose S，Sakai K，Ohkuma T，Watabe K：Effects of Schwann cell alignment 

along the oriented electrospun chitosan nanofibers on nerve regeneration，J. Biomed. Mater. Res.，10.1002/jbm.a.，32329 

(DOI)，2009 

・ Wang W，Itoh S，Tanaka Y，Nagai A，Yamashita K：Comparison of enhancement of bone ingrowth into hydroxyapatite 

ceramics with highly and lowly interconnected pores by Electrical Polarization，Acta Biomater，5，3132-3140，2009 

・ Nakamura S，Kobayashi T，Nakamura M，Itoh S，Yamashita K：Electrostatic surface charge acceleration of bone ingrowth 

of porous hydroxyapatite/b-tricalcium phosphate ceramics，J. Biomed. Mater. Res.，92A，267-275，2010 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 
・ Kikuchi M，Yoshida T，Koyama Y，Sotome S，Itoh S，Takakuda K，Shinomiya K，Edamura K，Tanaka S：Workshop 

Hydroxyapatite A./Collagen Nanocomposite Materials Mimicking Bone Nanostructure for Bone Regeneration，Workshop on 

Nanobiotechnology & Nanodevices，Tamil Nadu, India，(2009.1.23-24) 

・ Kikuchi M，Koyama Y，Edamura K，Itoh S，Sotome S，Takakuda K，Tanaka S，Shinomiya K：Symposium  

Development of Artificial Bone with Bone-Like Nanostructure using Self-Organization of Hydroxyapatite and Collagen，2nd 

Asian Biomaterials Congress，Singapore，2009.6.26-27 

・ 伊藤聰一郎，王 巍，山下仁大：シンポジウム 分極処理したβ-TCP粉体による神経架橋形成促進，第24回日本整形
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外科学会基礎学術集会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2009.11.5-6 

・ 馬島 徹：喘息に潜むCOPD（慢性閉塞性肺疾患）の診断・治療，第2回市川市呼吸器病疾患学術講演会，市川医師会

館，千葉県市川市，2009.9.18 

・ 馬島 徹：感染症予防セミナー 正しい知識を知って，正しく恐れること，話題の病気を中心に，浦安市健康管理講

習会，浦安市役所，千葉県浦安市，2009.10.7 

・ 馬島 徹：喘息治療の最新の知見～最適な喘息コントロールを目指して～，Asthma Symposium 2009，埼玉県さいた

ま市，2009.11.4 

・ 馬島 徹：喘息治療～喘息コントロールを目指して～，市川市薬剤師会学術講演会，市川薬剤師会館，千葉県市川市，

2009.12.4 

・ 増山英則：最近の結核問題の動向と正しいBCG接種について，沖縄県立中部病院研修会，沖縄県立中部病院，沖縄県

浦添市，2009.5.21 

・ 増山英則：BCG直接接種 再研修，横浜市医師会学術講演会，横浜市健康福祉総合センター，神奈川県横浜市，

2009.6.19 

・ 増山英則：NTM症における診断と治療，市川市外科医会学術講演会，市川グランドホテル，千葉県市川市，2009.6.25 

・ 増山英則：BCG接種の手技と技術，出雲市医師会学術講演会，出雲医師会館，島根県出雲市，2009.7.8 

・ 増山英則：昨今の結核予防情勢及びBCGについて，取手市医師会学術講演会，取手市医師会病院，茨城県取手市，

2009.7.9 

・ 増山英則：結核と非結核性抗酸菌症の診断と治療，船橋市内科医会学術講演会，船橋グランドホテル，千葉県船橋市，

2009.7.15 

・ 増山英則：最近の結核の動向と正しいBCG接種について，岡崎市医師会学術講演会，岡崎市公衆衛生センター，愛知

県岡崎市，2009.10.28 

・ 増山英則：最近の結核の動向と正しいBCG接種について，豊橋市医師会学術講演会，豊橋市医師会臨床検査センター，

愛知県豊橋市，2009.11.19 

・ 増山英則：BCG接種技術，金沢市医師会学術講演会，金沢健康プラザ大手町，石川県金沢市，2009.12.3 

・ 増山英則：結核症の診断とQFT，国際医療福祉大学附属熱海病院院内感染研修会，同病院講堂，静岡県熱海市，

2010.2.19 

・ 増山英則：正しいBCG接種の仕方，大阪府医師会学術講演会，大阪市保健所，大阪府大阪市，2010.2.25 

・ 増山英則：結核症について，結核に関する研修会，東邦大学医療センター佐倉病院，千葉県佐倉市，2010.3.11 

・ 増山英則：結核の診断 最近の結核の特徴とQFT，市川市医師会学術講演会，市川市医師会館，千葉県市川市，

2010.3.19 

・ 清水貴子：化研病院におけるインフリキシマブ使用報告，市川リウマチ連携セミナー，市川グランドホテル，千葉県

市川市，2009.6.25 

 

学会発表 
・ Itoh S，Wang W，Konno K，Kikkawa T，Ichinose S，Sakai K，Ohkuma T，Watabe K：EFFECTS OF SCHWANN CELL 

ALIGNMENT ALONG THE ORIENTED ELECTROSPUN CHITOSAN NANOFIBERS ON NERVE REGENERATION，

55nd Annual Meeting of the Orthopaedic Resdearch Society，Las Vegas, USA，(2009.2.22-25) 

・ 伊藤聰一郎，湯川佳宣，関野洋一，太田 剛：ブリッジ型創外固定器を用いた交流電気刺激による橈骨遠位端骨折の

治癒促進，第82回日本整形外科学会学術総会，福岡県国際会議場 他，福岡県福岡市，2009.5.14-17 

・ 伊藤聰一郎，山下仁大，山本直輝，王 巍：バイオセラミックスの電気分極，第37回日本生体電気・物理刺激研究会，
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東京医科大学病院，東京都新宿区，2010.3.6 

・ 関山忠孝，服部知洋，清藤晃司，吉澤孝之，伊藤玲子，山口賢二，赤星俊樹，馬島 徹，赤柴恒人，橋本 修：難治

性喘息と診断された喘息に伴うブロンコレアの1症例，第49回日本呼吸器学会学術講演会，東京国際フォーラム，東

京都千代田区，2009.6.14 

 

研究助成金（文部科学省，厚生労働省，公的研究費，その他研究助成金） 
・ 伊藤聰一郎，山下仁大，王 巍：生体注入型セラミックス粉体の分極処理と骨再生促進効果，科学研究費補助金 基

盤研究(C)（一般） 

 

学位取得・研究業績に対する受賞 
・ 清水貴子：医学博士，多発性筋炎・皮膚筋炎におけるsTNFレセプターの測定 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 伊藤聰一郎：日本整形外科学会（認定医），日本手の外科学会（手の外科専門医）（評議員），日本末梢神経学会

（評議員），日本生体磁気刺激研究会（幹事），日本肘関節学会 

・ 馬島 徹：日本内科学会（認定医），日本呼吸器学会（専門医，指導医）（代議員，用語委員），日本アレルギー学

会（専門医，指導医）（代議員），日本気管食道科学会（専門医）（理事，代議員，編集委員，専門医制度委員），

日本結核病学会（理事，代議員），The Asian Pacific Society of Respirology，国際喘息学会 

・ 増山英則：American College of Chest Physicians（Fellow College of Chest Physicians），日本結核病学会（評議員），日

本呼吸器学会（指導医），日本内科学会（認定内科医） 

・ 清水貴子：日本リウマチ学会（専門医），日本内科学会（認定内科医） 

 

 

 

臨床医学研究センター 
福岡山王病院 
 

著書 

・ 久保田由美子（分担執筆）：子どもの良性・悪性皮膚腫瘍の実践診療，悪性黒色腫，148-153，診断と治療社，2009 

・ 久保田由美子（分担執筆）：皮膚疾患診療実践ガイド第2版，6異汗性湿疹（汗疱）7乾皮症，皮脂欠乏性湿疹， 

294-296，文光堂，2009 

・ 小坂正明，波多江顕子（分担執筆）：「超入門」眼科基本術式50（第1版），眼窩内容除去とその再建，228-232， 

㈱メディカ出版，2010 

・ 戸高浩司，砂川賢二（分担執筆）：重症心不全の予防と治療，重症心不全の予防と治療，322-327，中外医学社，2009 

・ 戸高浩司，砂川賢二（分担執筆）：診療に活かす心機能評価，心臓の負荷と仕事，53-59，羊土社，2010 

・ 戸高浩司，砂川賢二（分担執筆）：循環器治療薬ハンドブック，G．肥大型心筋症，B．Ca拮抗薬，536-541，中外医

学社，2010 

・ 壬生隆一，山口 徹（分担執筆） 他：今日の治療指針2009，虫垂炎，369，医学書院，2009 
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原著論文 

・ 伊藤宏太郎，米満伸久，松尾啓左，久保田由美子，中山樹一郎，西本勝太郎：皮膚プロトテコーシス，皮膚病診療，

31(4)，443-446，2009.4 

・ 久保田由美子：治療の実際 最近増えているアレルギー意外と知らないアレルゲン，臨床と研究，86(6)，787-792，

2009.6 

・ 久保田由美子，石井則久，徳丸良太，中山樹一郎：ATL患者退院後に判明した疥癬の集団感染，日本皮膚科学会雑誌，

119(8)，1569-1577，2009.8 

・ 久保田由美子：サプリメントが原因と考えられたStevens-Johnson症候群，アレルギーの臨床，29(9)，902-905，2009.9 

・ 久保田由美子，中山樹一郎：乾皮症および皮脂欠乏性皮膚炎に対するアデルマエグゾメガクリームの有用性と安全性

の検討，西日本皮膚科，71(1)，57-62，2009 

・ 久保田由美子，中山樹一郎：掻痒を伴う尋常性乾癬に対する塩酸オロパタジンの臨床効果の検討，西日本皮膚科，

71(4)，438-443，2009 

・ 宮地素子，久保田由美子，松尾美希，谷川 治，中山樹一郎，安藤公英：西福岡病院における高齢者の疥癬の過去5

年間の臨床的検討－足に注意，高齢者の疥癬－，西日本皮膚科，71(3)，306-311，2009 

・ 荒尾友美子，久保田由美子，八坂典子，宮地素子，中山樹一郎：趾爪白癬に対する塩酸テルビナフィン125mg 3ヵ月

間短期内服療法の臨床効果の検討，西日本皮膚科，71(5)，517-530，2009 

・ 八坂典子，久保田由美子，柴山慶継，中山樹一郎：悪性黒色腫が疑われた被角血管腫，西日本皮膚科，71(4)，381-382，

2009 

・ 笹冨佳江，久保田由美子，斉藤喬雄：Henoch-Schonlein紫斑病，臨床透析，25(7)，1001-1006，2009.6 

・ 伊藤宏太郎，高橋 聡，久保田由美子，中山樹一郎，柳井文男：Rhabdomyosarcoma，西日本皮膚科，71(3)，253-254，

2009 

・ Maeda Y，Hirano K，Hirano M，Kikkawa Y，Kameda K，Sasaki T，Kanaide H：Enhanced contractile response of the 

basilar artery to platelet-derived growth factor in subarachnoid hemorrhage，Stroke，40，591-596，2009 

・ Maki J，Hirano M，Hoka S，Kanaide H，Hirano K：Thrombin activation of proteinase-activated receptor 1 potentiates the 

myofilament Ca2+-sensitivity and induces vasoconstriction in porcine pulmonary arteries，Br J Pharmacol，159，919-927，

2010 

・ 小坂正明，徳井 琢，松永和秀，遠所瑞拡，磯貝典孝：Blow-out骨折をヒントにした眼窩内腫瘍に対するアプローチ

の工夫，日本頭蓋顎顔面外科学会誌，25(4)，333-338，2009.4 

・ Kosaka M，Morotomi T，Nitta M，Hashimoto T，Asamura S，Isogai N：A rare case of rapid progression from incurved nail 

to pincer nail，Dermatologic Surgery，35(9)，1441-1442，2009 

・ 小坂正明：鼻涙管造影の新たな展開－全涙道造影法の開発－，PEPARS，29，35-42，2009 

・ Kosaka M，Kusuhara H，Mochizuki Y，Mori H，Matsunaga Y，Isogai N：Morphological study of normal, ingrown and 

pincer nails，Dermatologic Surgery，36(1)，31-38，2010 

・ 城島 宏，副島 修，有水 淳，吉村一朗，内藤正俊：生物学的製剤を使用している関節リウマチの整形外科手術，

九州リウマチ，29(1)，10-13，2009 

・ 戸高浩司，砂川賢二：循環器診療における検査・治療機器の使用，保守点検に関するガイドライン Ⅲ.各論 1.非侵

襲的診断機器 3）運動負荷検査装置，Circ J，73 supp III，1259-1266，2009 

・ 豊永敬之，西野晴夫，完山裕貴，畠山知昭，土屋 博，辺見英之，森岡 香，中条徹朗，高橋敬二，福島恒男，松島 

誠，壬生隆一，荒木靖三：早期大腸癌の内視鏡切除後のサーベイランス法，日本大腸肛門病会誌，62(6)，389-395，

2009.6 
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・ Morita M，Marchand LL，Kono S，Yin G，Toyomura K，Nagano J，Mizoue T，Mibu R et al.：Genetic polymorphisms of 

CYP2E1 and risk of colorectal cancer：The Fukuoka colorectal cancer study，Cancer Epidemiol Biomarkers Prev，18(1)， 

235-241，2009 

・ Xu R，Sato N，Yanal K，Akiyoshi T，Nagai S，Wada J，Koga K，Mibu R，Nakamura M，Katano M：Enhancement of 

paclitaxel-induced apotosis by inhibition of mitogen-activated protein kinase pathway in colon cancer cells，Anticancer Research，

29，261-270，2009 

・ Kim JH，Ohara S，Lenz FA：Mental arithmetic leads to multiple discrete changes from baseline in the firing patterns of human 

thalamic neurons，Journal of Neurophysiology，101(4)，2107-2119，2009 

・ Liu CC，Ohara S，Franaszczuk P，Zagzoog N，Gallagher M，Lenz FA：Painful stimuli evoke potentials recorded from the 

medial temporal lobe in humans，Neuroscience，165(4)，1402-1411，2010 

・ 平田敬治 他：転移性直腸癌に対する血管新生阻害剤bevacizumab使用中に発症した腸管穿孔の1例，日本消化器外科

学会雑誌，42(1)，89-93，(2009.1) 

・ 平田敬治 他：Randomized controlled trialによる大腸癌術後補助化学療法の投与期間の評価，癌と化学療法，36(1)，

77-82，(2009.1) 

・  荒瀬光一，平田敬治 他：機能的端々吻合術後に吻合部再発をきたしたS状結腸癌の1例，日本外科系連合学会誌，

34(1)，91-95，(2009.2) 

・ 田村利尚，平田敬治 他：全身麻酔下での直腸癌術中にアナフィラキシーを起こした高齢者のラテックスアレルギー

の一例，産業医科大学雑誌，31(1)，63-69，(2009.3) 

・ 平田敬治 他：潰瘍性大腸炎手術後の炎症性腸疾患関連関節炎に対するメトトレキサートの使用経験，日本大腸肛門

病会誌，62(5)，334-339，2009.5 

・ 松本健太郎，平田敬治 他：Paclitaxel投与により長期生存中のびまん性悪性腹膜中皮腫の1例，日本消化器外科学会

雑誌，42(5)，606-610，2009.5 

・ Nakayama Y，Hirata K et al.：Chemopreventive effect of 4-[3,5-bis (trimethylsilyl) benzamido] benzoic acid (TAC-101) on 

MNU-induced colon carcinogenesis in a rat model，Anticancer Res，29，2059-2066，2009 

・ 田村利尚，平田敬治 他：宿便によるS状結腸ストーマ脚穿通により腹壁膿瘍および敗血症を発症した1例，日本腹部

救急医学会雑誌，29(6)，903-906，2009.9 

・ 柴尾和徳，平田敬治 他：当科における総胆管結石に対する腹腔鏡下総胆管切石術の検討，胆道，23(4)，610-614，

2009.10 

・ 田村利尚，平田敬治 他：神経芽腫に対する放射線療法22年後に脾膿瘍で発症した若年者脾彎曲部結腸癌の1例，日

本臨床外科学会雑誌，71(2)，462-467，2010.2 

 
総説 

・ 久保田由美子：神経線維腫症1型（NF-1）ガイドライン，日本皮膚科学会雑誌，119(13)，2547-2549，2009.12 

・ 副島 修：上腕骨外側上顆炎の診断と治療 特集：すぐに役立つ日常整形外科診療に対する私の工夫（越智光夫編），

MB Orthopaedics（全日本病院出版会），22(5)，67-72，2009 

・ 戸高浩司：急性冠症候群に対する抗血栓薬－わが国における新しい抗血栓薬の必要性は?：開発の現状－，Heart View，

13(11)，1272-1278，2009 

・ 戸高浩司：急性期後入院中にどのように経口薬を導入していくのか，救急・集中治療，22(1･2)，201-209，2010 

・ 壬生隆一：炎症性腸疾患，鼠径ヘルニア，イレウス，腹膜炎，消化器外科nursing，14(4)，347-350，2009.4 

・ 大原信司：けいれん・てんかんと神経症状のメカニズム，ブレインナーシング，26(3)，20-24，2010.3 
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講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 

・ 久保田由美子：神経線維腫症1型（NF-1）ガイドライン，第108回日本皮膚科学会総会，福岡国際会議場，福岡県福岡

市，2009.4.24 

・ 久保田由美子：ガイドラインに沿った小児アトピー性皮膚炎の診断と治療，福岡大学小児科クリニカルカンファレン

ス，福岡大学小児科，福岡県福岡市，2009.9.28 

・ 小坂正明：GentleLASEで脱毛・アンチエイジング，第5回キャンデラ九州ワークショップ，ホテルセントラーザ博多，

福岡県福岡市，2009.7.26 

・ Kosaka M，Hatae A，Ohjimi H：Long term follow-up of severe orbital hypertelorisms，The 5th Fukuoka-Busan plastic 

Surgery Meeting（国際学会シンポジウム），久留米大学筑水会館，福岡県久留米市，2009.8.29 

・ 小坂正明：治癒予測から見た保存的治療の見極めと手術治療，第11回日本褥瘡学会 ワークショップ 保存的治療を

行うか，手術療法を行うか，大阪国際会議場，大阪府大阪市，2009.9.4 

・ 小坂正明：正しいキズケア，佐賀県高等学校保険会養護教諭部会 特別講演会，佐賀県スポーツ会館，佐賀県佐賀市，

2009.10.23 

・ 小坂正明：褥瘡とアンチエイジングについて，福岡山王病院健康医学講座，福岡山王病院 山王ホール，福岡県福岡

市，2009.10.24 

・ 副島 修：スポーツによる手・肘の障害－診断の要点と最近の話題－，第8回鳥取臨床スポーツ医学研究会 教育研

修講演（日本整形外科学会），米子全日空ホテル，鳥取県米子市，2009.4.4 

・ 副島 修：運動障害と予防－外科的傷害上肢－，平成21年度健康運動指導士養成講習会，福岡県中小企業振興センター，

福岡県福岡市，2009.4.28 

・ 副島 修：舟状骨骨折以外の手根骨骨折 シンポジウム スポーツによる手関節障害，第35回日本整形外科スポーツ

医学会学術集会，群馬県民会館，群馬県前橋市，2009.9.25-26 

・ Soejima O：Radiographic evaluation of the wrist injury in athletes（Invited lecture），The Siriraj Alumni International Meeting 

2009，Bangkok, Thailand，2009.10.28 

・ 副島 修：手関節尺側部痛の病態と治療－TFCC・遠位橈尺関節障害に関する最近の知見－，第266回熊本手の外科研

究会 教育研修講演（日本整形外科学会），ホテル日航熊本，熊本県熊本市，2009.11.20 

・ 西尾謙吾，今村尚裕，城石達光，副島 修，石河利之：難治性外側上顆炎に対する鏡視下手術と観血的手術術後成績

の比較検討（シンポジウム：上腕骨外側上顆炎），第22回日本肘関節学会学術集会，ラフレさいたま，埼玉県さいた

ま市，2010.2.13 

・ 戸高浩司（一般演題座長）：第10回福岡心不全研究会，西鉄グランドホテル，福岡県福岡市，2009.9.25 

・ 戸高浩司：動脈硬化と心臓病，第8回健康講座，福岡山王病院山王ホール，福岡県福岡市，2009.12.11 

・ 戸高浩司：コバシル，コニールの位置付け，協和発酵キリン社内研修会，協和発酵キリン福岡支店，福岡県福岡市，

2010.2.16 

・ 壬生隆一：排便の生理学的機序，第1回福岡排便研究会，福岡国際ホール，福岡県福岡市，2010.1.23 

・ 大原信司：ヒトの視床より記録されるburst発火について，九州山口機能神経外科セミナー，レイクサイドホテル久山，

福岡県久山町，2009.9.6 

・ 大原信司：パーキンソン病などに対する脳深部刺激治療，七隈セミナー，福岡大学，福岡県福岡市，2009.9.24 

・ 大原信司：機能外科の現状と展望，背振セミナー，シーホークホテル福岡，福岡県福岡市，2009.12.19 

・ 平田敬治：腹腔鏡下横行結腸切除術の経験，第19回福岡大腸手術手技研究会，福岡国際ホール，福岡県福岡市，

2009.4.10 

・ 平田敬治：内視鏡手術と手術室環境，第11回北九州内視鏡外科（KES）教育セミナー，北九州市立商工貿易会館，福
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岡県北九州市，2009.9.11 

 

学会発表 

・  久保田由美子，中山樹一郎：造影剤による固定薬疹の3例，第108回日本皮膚科学会総会，マリンメッセ福岡，福岡県

福岡市，2009.4.25 

・ 久保田由美子，徳永哲夫，中山樹一郎：頭蓋骨病変を認めた掌蹠膿疱症の1例，第350回日本皮膚科学会福岡地方会，

リーガロイヤル小倉，福岡県北九州市，2009.9.6 

・ 久保田由美子，中山樹一郎：MTXが著効した乾癬性関節炎，第61回日本皮膚科学会西部支部学術大会，B-CON 

PLAZA，大分県別府市，2009.10.24 

・ 久保田由美子（座長）：付属器疾患，第61回日本皮膚科学会西部支部学術大会，B-CON PLAZA，大分県別府市，

2009.10.25 

・ 久保田由美子（座長）：薬疹・DIHS，第39回日本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会，国立京都国際会館，京都府京都

市，2009.11.7 

・ 久保田由美子：マレイン酸トリメブチンによる薬疹の1例，第39回日本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会，国立京都

国際会館，京都府京都市，2009.11.8 

・ 久保田由美子：Fixed eruption caused by a health drink，21th World Allergy Congress 2009，シェラトンホテル，ブエノス

アイレス，2009.12.10 

・ 久保田由美子（座長）：膠原病・肉芽腫，第352回日本皮膚科学会福岡地方会，ニューオータニホテル，福岡県福岡

市，2010.3.13 

・ 小坂正明，波多江顕子，西平智和，萩家康弘，大慈弥裕之：鼻骨骨折の新しい固定法 Nasal Bone-Clip，第52回日本

形成外科学会総会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2009.4.22 

・ Kosaka M，Makino T，Sai K，Ohjimi H，Nakagawa T：Algorithm for reconstruction of external auditory canal cancers，5th 

World Congress of Reconstructive Microsurgery（国際学会），沖縄コンベンションセンター，沖縄県宜野湾市，

2009.5.25 

・ 小坂正明（座長）：第6回日本褥瘡学会九州地方会学術集会，熊本保健科学大学講堂，熊本県熊本市，2009.5.30 

・ 小坂正明（座長）：日本形成外科学会九州支部学術集会第80回例会，大博多ホール，福岡県福岡市，2009.7.4 

・ 小坂正明（座長）：日本形成外科学会九州支部学術集会第81回例会，宮日会館，宮崎県宮崎市，2009.10.17 

・ 小坂正明，大塚顕子，西平智和，萩家康弘，大慈弥裕之：Nasal Bone-Clipを用いた鼻骨骨折の新しい固定法，第27回

日本頭蓋顎顔面外科学会，京王プラザホテル，東京都新宿区，2009.11.20 

・ 小坂正明，波多江顕子，大慈弥裕之：Nasal Bone-Clipを用いた鼻骨骨折の新しい固定法，第15回形成外科手術手技研

究会，長崎大学医学部良順記念会館，長崎県長崎市，2010.2.6 

・ 小坂正明，波多江顕子，大慈弥裕之：巻き爪の治療プロトコール～評価・保存治療・手術（ジグザグ爪床皮弁）～，

第15回形成外科手術手技研究会，長崎大学医学部良順記念会館，長崎県長崎市，2010.2.6 

・ 小坂正明，波多江顕子，大慈弥裕之：鼻涙管造影の新たな展開－全涙道造影法の開発－，第15回形成外科手術手技研

究会，長崎大学医学部良順記念会館，長崎県長崎市，2010.2.6 

・ Nakagawa H，Soejima O，Moriyama S，Hara M，Naito M：Comparison of reconstruction methods for distal radioulnar joint 

instability，64th Annual Meeting of the American Society for Surgery of the Hand，San Francisco, CA, USA，2009.9.3-5 

・ 副島 修，中川広志 他：遠位橈尺関節不安定性に対する遠位橈尺関節靱帯再建術，第52回日本手の外科学会学術集

会，京王プラザホテル，東京都新宿区，2009.4.16-17 

・ 飯田博幸，副島 修 他：尺骨突き上げ症候群に対する遠位橈骨楔状骨切り術の試み，第52回日本手の外科学会学術
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集会，京王プラザホテル，東京都新宿区，2009.4.16-17 

・ 中川広志，副島 修 他：当科における母指CM関節症に対するTendon suspension arthroplastyの成績，第52回日本手の

外科学会学術集会，京王プラザホテル，東京都新宿区，2009.4.16-17 

・ 石河利之，副島 修 他：マムシ咬傷にて手・前腕コンパートメント症候群を来した5例，第52回日本手の外科学会

学術集会，京王プラザホテル，東京都新宿区，2009.4.16-17 

・ 石河利之，副島 修 他：難治性上腕骨外側上顆炎に対する鏡視下手術の手術成績，第52回日本手の外科学会学術集

会，京王プラザホテル，東京都新宿区，2009.4.16-17 

・ 城島 宏，副島 修 他：関節リウマチ手関節障害に対するSauve-Kapandji法の術後成績，第52回日本手の外科学会

学術集会，京王プラザホテル，東京都新宿区，2009.4.16-17 

・ 副島 修（座長）：手関節尺側部障害，第52回日本手の外科学会学術集会，京王プラザホテル，東京都新宿区，

2009.4.16-17 

・ 副島 修（座長）：上肢外傷：橈骨遠位端，第117回西日本整形・災害外科学会，石橋文化センター，福岡県久留米

市，2009.6.13 

・ 今村尚裕，西尾謙吾，城石達光，権藤英資，副島 修：Trigger Wristの治療経験，第37回福岡大学医学部整形外科学

教室開講記念会，NTT夢天神ホール，福岡県福岡市，2009.9.12 

・ 西尾謙吾，今村尚裕，城石達光，石河利之，副島 修：難治性上腕骨外側上顆炎に対する直視下および鏡視下手術の

比較検討，第37回福岡大学医学部整形外科学教室開講記念会，NTT夢天神ホール，福岡県福岡市，2009.9.12 

・ 中川広志，副島 修，原 道也：テニスによる上肢の外傷・障害の発生－小学生・大学生選手，社会人プレーヤーに

対するアンケート調査－，第35回日本整形外科スポーツ医学会学術集会，群馬県民会館，群馬県前橋市，2009.9.25-26 

・ 今村尚裕，西尾謙吾，城石達光，権藤英資，副島 修：Trigger Wristの治療経験，第118回西日本整形・災害外科学会，

長崎大学医学部記念講堂，長崎県長崎市，2009.11.14 

・ 副島 修（座長）：外傷 前腕，第118回西日本整形・災害外科学会，長崎大学医学部記念講堂，長崎県長崎市，

2009.11.14 

・ 石河利之，内藤正俊，飯田博幸，副島 修：舟状骨偽関節に対する遠位骨片切除術の術後成績の検討，第31回九州手

の外科研究会，南日本新聞社 みなみホール，鹿児島県鹿児島市，2010.2.6 

・ 西尾謙吾，今村尚裕，城石達光，副島 修，Edward Diao：橈骨遠位端骨折後の手根骨配列変化 新鮮屍体モデルを用

いたX線解析，第31回九州手の外科研究会，南日本新聞社 みなみホール，鹿児島県鹿児島市，2010.2.6 

・ 今村尚裕，副島 修，西尾謙吾，城石達光，飯田博幸：FCR管症候群の治療経験，第31回九州手の外科研究会，南日

本新聞社 みなみホール，鹿児島県鹿児島市，2010.2.6 

・ 西尾謙吾，今村尚裕，城石達光，副島 修，石河利之：難治性外側上顆炎に対する鏡視下手術と観血的手術術後成績

の比較検討，第31回九州手の外科研究会，南日本新聞社 みなみホール，鹿児島県鹿児島市，2010.2.6 

・ Koji Todaka：The Future of HBD: Japan Academic view，Japan-US Harmonization By Doing (HBD) West 2009 Meeting，

FDA White Oak Campus，Silver Spring, MD 20993，USA，2009.7.17 

・ Takafumi Sakamoto，Koji Todaka，Mari Nishizaka，Kenji Sunagawa：Sildenafil improves exercise tolerance in patients with 

refractory heart failure through ameliorating right ventricular afterload mismatch，第74回日本循環器学会総会・学術集会，国

立京都国際会館，京都府京都市，2010.3.6 

・ 壬生隆一：大腸癌血行転移対策としての抗癌剤門脈注入療法について，第2回九州がん懇話会，久留米市，(2009.2.21) 

・ 壬生隆一（座長）：SF-012大腸（炎症性腸疾患），第109回日本外科学会定期学術集会，福岡国際会議場，福岡県福

岡市，2009.4.2-4 

・ 井上重隆，植木 隆，西岡泰信，真鍋達也，難波江俊永，壬生隆一，田中雅夫：腹膜転移を伴う大腸癌の外科治療成
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績，第93回日本消化器病学会九州支部例会，ホテルニューオータニ，福岡県福岡市，2009.6.19-20 

・ 壬生隆一，植木 隆，田中雅夫：潰瘍性大腸炎に対する大腸全摘・回腸肛門（管）吻合術後のpouch failure症例の検討，

第51回日本消化器病学会大会，京都国際会議場，京都府京都市，2009.10.14-17 

・ 壬生隆一（座長）：示説 大腸・肛門，第47回日本癌治療学会学術集会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，

2009.10.22-24 

・ 壬生隆一：化学療法により発生した肛門病変について，第64回日本大腸肛門病学会学術集会，福岡国際会議場，福岡

県福岡市，2009.11.6-7 

・ 壬生隆一，吉岡和彦（司会）：ワークショップ 4.便失禁の病態と治療，第64回日本大腸肛門病学会学術集会，福岡

国際会議場，福岡県福岡市，2009.11.6-7 

・ 豊永敬之，壬生隆一，平田敬治，清永英利，園田幸生，野沢真木子，松島 誠，荒木靖三：慢性裂肛に対する当院の

治療戦略，第64回日本大腸肛門病学会学術集会，福岡国際会議場，福岡県福岡市，2009.11.6-7 

・  壬生隆一（司会）：排便機能障害のアルゴリズム，第34回日本大腸肛門病学会九州地方会，翠香園ホテル，福岡県久

留米市，2009.11.14 

・ 壬生隆一，鶴田 修（司会）：パネルディスカッション 早期大腸癌に対する内視鏡的治療後の遠隔成績，第34回日

本大腸肛門病学会九州地方会，翠香園ホテル，福岡県久留米市，2009.11.14 

・ 清永英利，平田敬治，豊永敬之，園田幸生，壬生隆一：腹腔鏡で切除しえた大腸バーキットリンパ腫の1例，第34回

日本大腸肛門病学会九州地方会，翠香園ホテル，福岡県久留米市，2009.11.14 

・ 布施郁子，大原信司：A report on our nine years experience in deep brain stimulation with case presentations，第49回日本定

位・機能神経外科学会，千里ライフサイエンスセンター，大阪府豊中市，2010.1.23 

・ 松田和郎，大原信司：Perioperative hemorrhagic complication in stereotactic functional neurosurgery: anatomical consideration 

for lateral lacunae，第49回日本定位•機能神経外科学会，千里ライフサイエンスセンター，大阪府豊中市，2010.1.23 

・ 平田敬治 他：大腸癌術後再発加療中に発症したCronkhite-Canada症候群の1例，第64回日本大腸肛門病学会学術集会，

福岡国際会議場，福岡県福岡市，2009.11.6 

・ 平田敬治（座長）：大腸癌外科7，第64回日本大腸肛門病学会学術集会，福岡国際会議場，福岡県福岡市，2009.11.7 

・ 山田陽子，平田敬治 他：正中創上に造設された管理困難なストーマの経験，第25回九州ストーマリハビリテーショ

ン研究会，久留米萃香園ホテル，福岡県久留米市，2009.11.14 

・ 平田敬治（座長）：大腸・肛門（悪性）－17，第71回日本臨床外科学会総会，国立京都国際会館，京都府京都市，

2009.11.20 

・ 豊永敬之，平田敬治 他：肛門病変が先行するクローン病疑診例の検討，第15回IBDミニカンファレンス，西日本新

聞会館，福岡県福岡市，2010.3.12 

 
研究助成金（文部科学省，厚生労働省，公的研究費，その他研究助成金） 

・ 戸高浩司（分担）：医療機器の国際的な動向を踏まえた品質，有効性及び安全性の評価に関する研究，医薬品・医療

機器等レギュラトリーサイエンス総合研究事業，厚生労働科学研究費補助金，H19‐医薬‐一般‐014，継続 

・ 戸高浩司（分担）：慢性心不全の予後を改善するための非侵襲で安全・安心な無痛性ICDの実用化臨床試験，医療機

器開発推進研究事業（活動領域拡張医療機器開発研究事業），厚生労働省科学研究補助金，H20‐活動‐指定‐007，

継続 

・ 木下由美子，壬生隆一：直腸癌で超低位前方切除術を受けた患者の排便支援システム構築に向けた基礎的研究，科学

研究費，一般C分担，採択 

・ 宮園真美，壬生隆一：高齢者の早期退院へ向けた首下型簡易サウナによる看護プログラムの開発，科学研究費，一般



国際医療福祉大学研究活動報告 平成 21 年度 

－147－ 

C分担，採択 

・ 平田敬治（代表）：イノシトール3リン酸受容体発現と大腸癌における転移，術前化学療法との関連について，科研

費，基盤研究C研究，20591598 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 

・ 久保田由美子：日本アレルギー学会（指導医），日本皮膚科学会（専門医）（代議員） 

・ 金出英夫：日本内科学会（認定医），日本循環器学会（専門医） 

・ 小坂正明：日本形成外科学会（専門医）（評議員），日本褥瘡学会（認定師（医師））（評議員），日本頭蓋底外科

学会（評議員），日本頭蓋顎顔面外科学会（評議員），日本臨床皮膚外科学会（専門医）（評議員），日本先天異常

学会（評議員），日本抗加齢医学会（評議員），日本シミュレーション外科学会（評議員），国際シミュレーション

外科学会（Co-Secretary），日本美容外科学会，日本顔学会 

・ 副島 修，日本整形外科学会（専門医，運動器リハビリテーション医），日本手の外科学会（専門医）（評議員，広

報委員会委員（委員長）），日本体育協会（公認スポーツ医），日本肘関節学会，日本整形外科スポーツ医学会，西

日本整形・災害外科学会，九州・山口スポーツ医科学研究会，九州手の外科研究会（世話人），九州マイクロサージ

ャリー研究会（世話人），福岡Hand研究会（幹事），福岡大学Hand & Microsurgery Conference（世話人），アメリカ

整形外科学会（AAOS），アメリカ手の外科学会（ASSH），国際手の外科学会連合（IFSSH） 

・ 戸高浩司：日本内科学会（内科認定医），日本循環器学会（循環器専門医），日本臨床薬理学会，日本心不全学会，

日本不整脈学会， 

・  壬生隆一：日本外科学会（指導医，認定医），日本消化器病学会（指導医，専門医）（評議員），日本消化器外科学

会（指導医，専門医），日本大腸肛門病学会（指導医，専門医）（評議員），日本がん学会 

・ 大原信司：脳神経外科学会（専門医），臨床神経生理学会（認定医） 

・ 平田敬治：World Journal of Gastroenterology（Member of the Editorial Board），日本外科学会（指導医，専門医），日

本消化器外科学会（専門医，消化器がん外科治療認定医），日本消化器病学会（指導医，専門医），日本大腸肛門病

学会（指導医，専門医），日本消化器内視鏡学会（指導医，専門医），日本救急医学会（専門医），日本がん治療認

定医機構（暫定教育医），日本大腸肛門病学会九州地方会（評議員），九州外科学会（評議員） 

 

 

 

国際医療福祉総合研究所 
 
著書 
・ 武藤正樹（監修）：地域連携クリティカルパスと疾病ケアマネジメント，中央法規出版，2009 

・ 武藤正樹（分担執筆）：一歩進んだ医療連携実践Q&A，じほう，2009 

・ 武藤正樹（分担執筆）：クリニカルパス用語解説集，英国版P4P，117-118，日本クリニカルパス学会，2009 

 

原著論文 
・ 瀬戸僚馬，若林 進，石神久美子，瀬戸加奈子，池田俊也，武藤正樹：後発医薬品への変更調剤を推進するための処

方オーダリングシステムの仕様に関する研究，ジェネリック研究，3(1)，36-42，2009.10 

・ 瀬戸僚馬，若林 進，石神久美子，瀬戸加奈子，池田俊也，武藤正樹，開原成允：医療関係職種および事務職員等に

よる処方オーダリングシステムの代行入力の現状，医療情報学，29(1)，31-36，2010.2 
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総説 
・ 武藤正樹：看護師の役割拡大とナース・プラクティショナー，看護部長通信，7(1)，88-94，2009.4 

・ 武藤正樹：ナースプラクティショナー，メディカルQOL，173，28-32，2009.4 

・ 武藤正樹：がん地域連携クリティカルパス，月刊保険診療，64(4)，66-67，2009.4 

・ 武藤正樹：地域連携クリティカルパスの現状と課題，徳島市民病院医学雑誌，23，101-105，2009.4 

・ 武藤正樹：がん連携パス活用と連携体制構築の現状，地域連携network，2(2)，102-107，2009.5 

・ 武藤正樹：がん地域連携クリティカルパス，メディカルQOL，174，30-33，2009.5 

・ 武藤正樹：新機能評価係数，月刊保険診療，64(5)，58-59，2009.5 

・ 武藤正樹：ジェネリック医薬品 メリットと留意点，臨牀と研究，86(5)，591-595，2009.5 

・ 武藤正樹：新機能評価係数，メディカルQOL，175，28-31，2009.6 

・ 武藤正樹：メディカル・ホーム，月刊保険診療，64(6)，124-125，2009.6 

・ 武藤正樹：10年後を見据えたこれからの経営指標 見えていますか こんな指標 その他の指標 ジェネリック医薬

品使用率 DPC病院では将来の経営指標にも，Nursing Business，2009夏季増刊，118-121，2009.6 

・ 武藤正樹：医療事故防止として取り組む院内自殺予防 病院内における自殺予防 11の提言，医療安全，6(2)，26-27，

2009.6 

・ 武藤正樹：新たな時代の連携室評価はどのように行うのか，地域連携network，2(3)，64-71，2009.7 

・ 武藤正樹：メディカル・ホーム－21世紀のプライマリケア医療モデル－，メディカルQOL，176，28-32，2009.7 

・ 武藤正樹：新機能評価係数の実測，月刊保険診療，64(7)，54-55，2009.7 

・ 武藤正樹：生物由来材料，イザイ，11，32-34，2009.7 

・ 武藤正樹：新機能評価係数②，メディカルQOL，177，28-31，2009.8 

・ 武藤正樹：地域医療再生計画，月刊保険診療，64(8)，58-59，2009.8 

・ 武藤正樹：栄養連携への取り組みの現状とその成果，地域連携network，2(4)，104-111，2009.9 

・ 武藤正樹：地域医療再生計画，メディカルQOL，178，28-31，2009.9 

・ 武藤正樹：介護P4P，月刊保険診療，64(9)，82-83，2009.9 

・ 武藤正樹：介護P4Pと介護連携パス，看護部長通信，7(4)，75-80，2009.10 

・ 武藤正樹：介護P4Pと介護連携パス，メディカルQOL，179，28-32，2009.10 

・ 武藤正樹：政権交代と診療報酬改定，月刊保険診療，64(10)，112-113，2009.10 

・ 武藤正樹：地域医療連携と保険薬局の役割，調剤と情報，15(11)，1128-1230，2009.10 

・ 武藤正樹：地域歯科連携の最新トレンド－地域歯科連携パスと地域医療支援歯科診療所，地域連携network，2(5)，96-

104，2009.11 

・ 武藤正樹：政権交代と診療報酬改定，メディカルQOL，180，30-33，2009.11 

・ 武藤正樹：政権交代と医療政策，月刊保険診療，64(11)，82-83，2009.11 

・ 武藤正樹：ジェネリック医薬品使用促進とその課題，医薬品情報学，11(2)，64-65，2009.11 

・ 武藤正樹：疾患別の地域医療連携パス整備の事例から学ぶ 地域連携クリティカルパスから疾患別データベース作り

を考える，IT Medical，2(3)，38-41，2009.11 

・ 武藤正樹：政権交代と診療報酬改定，看護部長通信，7(5)，65-71，2009.12 

・ 武藤正樹：政権交代と医療政策－現場の医師からみた民主党マニフェスト－，メディカルQOL，181，28-31，2009.12 

・ 武藤正樹：精神保健医療福祉のさらなる改革，月刊保険診療，64(12)，56-57，2009.12 

・ 武藤正樹：医療機器関連事故報告，イザイ，12，33-36，2009.12 

・ 武藤正樹：精神保健医療福祉のさらなる改革，メディカルQOL，182，30-33，2010.1 
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・ 武藤正樹：2010年度診療報酬改定と地域連携クリティカルパス，月刊保険診療，65(1)，74-75，2010.1 

・ 武藤正樹：政権交代に伴う医療制度改革，ナース専科，30(1)，68-69，2010.1 

・ 武藤正樹：高血圧治療・話題a la carteジェネリック医薬品の現状と課題 とくに循環器薬について，総合臨床，59(1)，

105-109，2010.1 

・ 武藤正樹：2010年診療報酬改定，看護部長通信，7(6)，81-88，2010.2 

・ 武藤正樹：地域歯科連携の新たなトレンド，メディカルQOL，183，28-32，2010.2 

・ 武藤正樹：外科医不足と手術評価，月刊保険診療，65(2)，118-119，2010.2 

・ 武藤正樹：診療報酬改定看護管理・連携推進ガイド，看護部長通信，7(7)，1-10，2010.3 

・ 武藤正樹：2010年診療報酬改定と地域連携，地域連携network，3(1)，4-12，2010.3 

・ 武藤正樹：外科医療の再建と病院勤務の負担軽減，メディカルQOL，184，30-33，2010.3 

・ 武藤正樹：医師事務作業補助者，月刊保険診療，65(3)，288-289，2010.3 

・ 武藤正樹：2009年介護報酬改定①，看護部長通信，7(2)，81-92，2009 

・ 武藤正樹：2009年介護報酬改定②地域密着型介護サービス，看護部長通信，7(3)，78-83，2009 

・ 下村裕美子，池田俊也，武藤正樹：クリティカルパスと地域連携，総合リハビリテーション，37(5)，419-425，2009 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 
・ 武藤正樹：進化する地域連携，全国連携室ネットワーク連絡会，長野県松本市，2009.4.19 

・ 武藤正樹：ジェネリック医薬品の現状と課題，CphI，東京ビックサイト，東京都江東区，2009.4.22 

・ 武藤正樹：P4Pとは？，整形外科学会総会，福岡県福岡市，2009.5.15 

・ 武藤正樹：DPCの現状と課題，医療マネジメント学会長野地方会，長野県飯田市，2009.5.23 

・ 武藤正樹：わが国のメタボ対策と今後の課題，ヘルスケアソリューション研究会，米国大使館，東京都港区，

2009.6.17 

・ 武藤正樹：ヘルスケアサービスの連携，看護管理サードレベル，兵庫県神戸市，2009.7.11 

・ 武藤正樹：スキルミクスとナースプラクテイショナー，クリテイカルケア看護学会，兵庫県神戸市，2009.7.12 

・ 武藤正樹：新たなステージを迎えたジェネリック医薬品，日本病院学会，熊本県熊本市，2009.7.23 

・ 武藤正樹：新たな地域医療計画と連携パス，日本病院学会，熊本県熊本市，2009.7.23 

・ 武藤正樹：回復期リハとP4P，回復期リハ病棟連絡協議会，三田NNホール，東京都港区，2009.8.1 

・ 武藤正樹：港区連携PEGパスについて，港区連携PEGパス研究会，国際医療福祉大学 東京青山キャンパス，東京都

港区，2009.9.5 

・ 武藤正樹：医療政策とQOL，QOL研究会，東京都新宿区，2009.9.26 

・ 武藤正樹：ヘルスケアサービスの連携，看護協会サードレベル，国立看護大学校，東京都清瀬市，2009.9.26 

・ 武藤正樹：DPCとジェネリック医薬品，第2回ジェネリック医薬品安心使用促進セミナー，ニチイ学館神戸ポートア

イランドセンター，兵庫県神戸市，2009.10.4 

・ 武藤正樹：がん連携パスの現状と課題，日本医療・病院管理学会，東京女子医科大学弥生会館，東京都新宿区，

2009.10.17 

・ 武藤正樹：地域医療計画と連携パス，千葉県看護協会研修会，千葉県看護協会，千葉県千葉市，2009.11.10 

・ 武藤正樹：がん領域における地域連携，日本臨床外科学会，京都府京都市，2009.11.19 

・ 武藤正樹：医療連携と保険薬局，日本医療マネジメント学会医療連携分科会，日本医科大学，東京都文京区，

2009.11.21 

・ 武藤正樹：スキルミクスとチーム医療，日本医療マネジメント学会第5回和歌山支部学術集会，和歌山県和歌山市，
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2009.12.12 

・ 武藤正樹：わが国のジェネリック医薬品の現状と課題，日米ジェネリックシンポジウム，米国大使館，東京都港区，

2009.12.15 

・ 武藤正樹：介護P4Pの展望，P4P研究会，国際医療福祉大学乃木坂ホール，東京都港区，2010.1.9 

・ 武藤正樹：地域連携，認定看護管理師セカンドレベル，国際医療福祉大学 東京青山キャンパス，東京都港区，

2010.1.22 

・ 武藤正樹：脳卒中地域連携パスとP4P，徳島脳卒中研究会，徳島大学，徳島県徳島市，2010.2.14 

・ 武藤正樹：今後の医療動向と臨床検査，臨床検査メリトクラシー研究会，東京都千代田区，2010.2.21 

・ 武藤正樹：地域医療支援病院と地域連携，岐阜県国保診療施設協議会，岐阜県岐阜市，2010.3.10 

・ 武藤正樹：高齢化社会と日本のジェネリック，アジア慢性期医療学会，京都国際会館，京都府京都市，2010.3.13 

・ 武藤正樹：高齢者の適正な医薬品使用（Beersリスト），アジア慢性期医療学会，京都国際会館，京都府京都市，

2010.3.14 

・ 武藤正樹：介護連携パスと介護P4P，第1回介護連携パス研究会，国際医療福祉大学 東京青山キャンパス，東京都港

区，2010.3.27 

・ 武藤正樹：地域医療ネットワークと薬剤師，日本薬学会第130年会，岡山県総合グランド桃太郎アリーナ，岡山県岡

山市，2010.3.29 

 

学会発表 
・  佐藤 達，武藤正樹，池田俊也：急性冠症候群に対するDTB（Door-to-balloon）time調査，第11回日本医療マネジメン

ト学会学術集会，長崎県ブリックホール，長崎県長崎市，2009.6.12-13 

・ 中村享子，武藤正樹，池田俊也，岡村世里奈：高齢な脳血管障害患者の胃ろうの実態調査 E病院での調査を通して，

第47回日本医療・病院管理学会学術総会，日本女子医科大学弥生会館，東京都新宿区，2009.10.17-18 

・  安倍孝治，武藤正樹，池田俊也：マネジメント指標を用いた健康保険組合の評価について，第47回日本医療・病院管

理学会学術総会，日本女子医科大学弥生会館，東京都新宿区，2009.10.17-18 

・ 進士君枝，池田俊也，武藤正樹：ISO9001（品質マネジメントシステム：QMS）被認証組織に対する審査の効果的ア

プローチに関する研究，第47回日本医療・病院管理学会学術総会，日本女子医科大学弥生会館，東京都新宿区，

2009.10.17-18 

・ 亀岡信悟，武藤正樹：5大がん地域連携パスの現状と今後の課題ネットワーク構築と運用のために重要なことは，第

47回日本医療・病院管理学会学術総会，日本女子医科大学弥生会館，東京都新宿区，2009.10.17-18 

・  下村裕見子，池田俊也，武藤正樹，谷水正人：地域連携を考える連携パスの構築と課題がん医療を通して考察する，

第47回日本医療・病院管理学会学術総会，日本女子医科大学弥生会館，東京都新宿区，2009.10.17-18 

・ 後藤光世，太田惠一朗，林 章敏，池田俊也，武藤正樹：症状別緩和ケア地域連携クリティカルパスの開発について，

第47回日本癌治療学会学術集会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2009.10.22-24 

・ 下村裕見子，池田俊也，武藤正樹，谷水正人：がん地域連携クリニカルパスの現状調査，連携実務者アンケートより

考察する，第10回日本クリニカルパス学会，長良川国際会議場ホテル，岐阜県岐阜市，2009.12.4-5 

 

研究助成金（文部科学省，厚生労働省，公的研究費，その他研究助成金） 
・ 武藤正樹（研究分担者）：全国のがん拠点病院において活用が可能な地域連携クリティカルパスモデルの開発，平成

21年度厚生労働科学研究費（がん臨床研究） 
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所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 武藤正樹：日本医療マネジメント学会（副理事長），日本ジェネリック医薬品学会（理事長），日本疾病管理研究会

（会長），医療の質に基づく支払い（P4P）研究会（代表幹事），介護連携パス研究会（代表幹事），医療材料マネ

ジメント研究会（代表幹事），日本外科学会 

 


